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序

この報告書は日本道路公団からの委託により，佐賀県教育委且会が昭和58

年度から61年度にかけて実施した，佐賀郡大和町所在の束山田一本杉迫跡 I

区・n区・Ill区，西山田二本松追跡B区，今山八幡原追跡の発掘調査の記録で

あります。

佐賀平野の山麓部，特にここ大和町を東西に分断して南下する嘉瀬川流域

には，原始・古代の追跡が極めて困jい密度で集中しております。 殊に奈良時代

以降は肥前国府の設骰や西海迫の整備により ，肥前国の政治・文化の中心地域

として飛躍的に発展しますが，往時の繁栄ぶりは惣座逍跡や久池井B追跡等

の発掘調査の成果を通して窺い知ることができます。

本iりはこの地域において肥前国府が設誼される以前の弥生時代に営まれて

いた集落跡および褒棺廷を主体とした埋葬施設，そして肥前国府が岡かれた

時期と相前後して設けられ，官人の生活の場，あるいは国府の機能の一翼を

担っていたと思われる掘立柱建物跡や築地関連迎構等を中心に報告するもの

です。本杏の成果が今後の関連する調査・研究の進展，および文化財愛設に対

する理解の一助となれば望外の幸せです。

本報告術の発刊に際し，長期間にわたる多難な発掘調査を通じて終始多大

なご協カ・ご尽力を戴いた地元の方々をはじめ，日本道路公団並びに関係各位

に対し，衷心から財くお礼申し上げます。

平成7年3月31日

佐賀県教育委員会

教行長 林 田 重 人



例 言

I. 本内は九州横断自動車道建設に伴い，昭和58年度から昭和61年度に実施した佐釘郡大和町

大字東山田所在の東山田一本杉遺跡 1区 ・II区 ・Ill区．同町大字川上所在の西llJ田二本松遺

跡B区．同町大字久留Jill所在の今山八幡原遺跡の発掘関在報告也である。

2. 発掘調森は日本道路公団の委託を受け．佐釘県教育委員会が火施した。

3. 本｛りの執濱分担は次のとおりである。

第 1双潤査の概要．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．樋口秀僭

第 2双 地理的 ・ 肱史的際悦 ・・・・・・••….. …............................ …....... …••• ・．．．．．樋口秀信

第 3京遺跡各説

東山田一本杉辺跡 1 区 • …..... ............….................................... 田平徳栄

束山田一本杉迫跡 n区 ・Ill区，西山田二本松遺跡 B区

概要 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 樋口秀信 ・渋谷格

遺構 染落跡 ・埋葬遣構（弥生～古Jj'(時代） ．．．渋谷格

集落跡（奈良～平安時代前半） ．．．………樋口秀信

巣落跡（平安時代後半～巾世） ••…・・ ・ ・・・・天本洋一

遺物 巣落跡 ・埋葬遺構関係（弥生～古切時代）渋谷格

巣落跡関係（奈良～平安時代前半） ．．．．．． 樋口秀信

巣落跡関係（平安時代後半～中世） ・・・・・・天本洋一

今山八幡原遺跡・・・...................................…,．．．．．．．．．．．．．．． 刷島正道 ・田平徳栄

4. 調査記録の作成および整理の分担は次のとおりである。

遺構災測•••……••• 田平徳栄 ・ 天本洋一 ・ ーノ瀬憑昭 ・ 屈tJ島正道 ・ 訟庭総一 • 本田秀樹

樋LIボ湿 ・ 川谷昭彦 ・ 山田尚久 ・ 野田美恵子 ・ 娼野みつ代 • 松尾直子

種浦加代子

逍物実測．．．．．．．．．．．．久保恭枝 ・蒲原淑子 ・兵動芙紀 ・末吉由紀子 ・吉田雅子 ・宮島五月

的田啓子 ・兵動律子 ・光石逸子 ・江副朋子 ・村旦行子 ・岩井恵子

製 図...........・末吉由紀子 ・吉田雅子 ・野田美恵子 ・妍野みつ代 ・記田啓子

兵動~ll子 ・ 光石逸子 ・ 江副朋子 ・ 村里訂子

遺物復元・・・・・・・・・・・・ 村瀬邦子 ・土井マサ子 ・室岡勝代 ・江口友恵 ・Ell村芳子 ・野田美恵子

嬉野みつ代 ・新井久美 ・山ロカズヨ ・陣内香代子 ・森崎和子

瀬山由規子 ・徳永 (Ell中）美穂子



遺構写真扱影 …••• 田平徳栄 ・ 天本洋ー ・ ーノ瀬憲昭 ・ 副島正逍 • 松麻総ー • 本田秀樹

樋口秀信

遺物写真撮影 • ••• • • 田平徳栄 ・天本洋一 ・？沿瀬哲郎 ・1,11)品正道 ・渋谷 格 ・古沢栄子

写真現i彰亮付．．．．．．古阿栄子 ・黙木優子

5. 本由で報告した遺構および遺物に関する図面 ・写真等の潤査記録類並びに出土逍物につい

ては，佐沢県教行委且会が保管している。

6. 発掘調査にあたっては全般にわたり地元の方々のご協カ ・ご使五を得た。また本内の作成

にあたっては多くの方々より汽料提供やご助言 ・ご教示をいただいた。この紙面を借りて心

より感謝申し上げます。

7. 本由の編集は樋口秀信が行った。

凡 例

I. 遺跡台帳（佐双県教行委且会作成）に登録した各遺跡の略号は次のとおりである。

東山田一本杉遺跡 ］区 ・＂区 ・m区 ・……．．．．．．．．．．．………・・・ HYS (-1・ー11・-Ill)

西山田二本松遺跡B区 .............. …................... い……....NYN (-BJ 

今山八幡原遺跡・........................................................ I HB 

2. 遺構の種別に応じた分類記号は，！既刊の「九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告

掛」に従い，次のとおりに襟記する。

竪穴住居跡および掘立柱建物跡 ・・・・・・SB 石棺M・石蕊土填廷．．．．．．．．．．．………・SC

溝跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・..・・・... SD 甕棺慕 ・壺棺藉...........................s J 

土墳 ・竪穴・・・・・・・・・・・・・・...................SK 土填廷 ・ 木棺廷・•…… ,.................. s p 

その他の遺構（研等） •…... …........ sx 

3. 遺構の寸法数字はm単位．遺物の寸法数字はcm単位を原則とする。

4. 遺構図に用いた方位は．すべて真北（国土座標北）である。

5. 本苔に掲載した各遣物は佐賀県教百委貝会作成の遺物台帳に登録している。表および図に

はその各登録番号を付記する。
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152 S£036井戸跡出土遺物



第 1章調査の概要



1. 調 査 の経過

九州横断自動車道建設に係る埋蔵文化財発掘調究事業については，昭和44年6月から開始し

た分布躙査をその咽矢とする。これは九州地方建設局からの委託により，佐双県教行委U会が

県内の路線予定区域の全域（採石 ・採土場等の周辺地区も含む）を対象に行ったものである。

その後も昭和48年9月の日本辺路公団による計画路線の発表を受け，昭和51年12月まで詳細な

分布調査を行った。その結果、路綜全長約91.9kmにおいて総数209箇所，総面積1,350.000吋に

も及ぷ埋蔵文化財の包蔵地を確認した。

この確認潤査結果に基づき．工事計画との調整を図りながら、昭和52年1月から開始した本

謁査は鳥栖ー佐沢大和，次いで佐代大和一武雄，武雄一焙野．佐釘大和 lCと展開し，関究開

始から14年目（確認調査開始から起狂すると21年目）にあたる昭和63年度の11栖 1C (迂回辺

路建設）をもって全ての発掘潤究が終了した。

このうち今回の報告に係わる佐双郡大和町内の嘉瀬川以西の路線区間は．大和洒エ111区内の

総延長4.1畑の部分であるが．確認調査の結果．路線内には本調査が必要な地区が30箇所あり ．

その総面積は167,600吋にも及ぶことが判明した。そこで1985年（昭和60年） 1月から開始する

予定のコンクリ ートボックス設!c'Lilll,および1986年7月開始予定の路綜内全域の盛土工事に

対応できるよう、調査予定区域内の塁作物等の上物の撤去．重機の進入路の確保，発掘調査区

の収り扱いについての工事担当者の注意徹底等についての調整 ・申し入れを経て,1982年より

束山田A遺跡 (2.800m'),束山田8遺跡 (1,400rrf)の2遺跡に莉手した。

これら各遺跡の調査報告は昭和54年の発刊以来継続しており，平成5年度までに終了してい

るJ7集に，今後作成する予定の3巣を加えた全20集の刊行によって，本n1業の総てを終了する

計画である。

第 1集大門西遺跡 第 2巣香田遺跡

第 3集西屈i遺跡 第 4集金立開拓遺跳

第 5集久保呆丸山遣跡 第 6巣下石動遺跡

第 7集撰分辺跡 第 8梨長尾開拓遺跡

第 9集深石遺跡 第IO集老松山遺跡

第11集惣座遺跡 第12集西石動遺跡

第13集志波屋六本松乙遺跡 第14巣都谷遺跡

第15船朝日北遺跡 第16集切畑遺跡

第17集東福寺遺跳 第18巣東山田一本杉遺跡（本報告l'J)

第19集西山田遣跡｛予定） 第20集内野山北窯跡（予定）

ー2-



第1烈調査の概要

さて，今回第18集で報告するのは，佐沢郡大和町の嘉瀬川以西に所在する東山田一本杉遺跡

1区 .n区・Ill区．西山1Il二本松遺跡B区，今111八幡原遺跡の 3遺跡である。

東山田一本杉遺跡については潤査の進捗から I 区 ・ n 区 • Ill区に区分した。 1区は嘉瀬川西

t,! の低位段丘の南側縁辺部で．昭和58年II月から昭和59年3月まで調査を行った。調査面積は

500面で，ミカン憐造成時の削平が著しいが，弥生時代前期末から後期にかけての甕棺廷を主体

とする埋葬遺構群が約130基検出された。ただし．これはその占地形態から廷域の一部に相当

し．主要部分は調査区の北側に存在すると思われる。

ll・ln区は 1区の西側近接地で，閾究面栢は8,000m'である。調究は 1区と一時期平行して昭

和59年 1 月から昭和60年 3 月まで行った。 n• m区において検出した遺構の様相は 1区とは異

なり ． 弥生時代中期後半から古瑣時代初頭にかけて営まれた集落跡と坑廷群．及び奈良 • 平安

時代の国府関連施設もしくは官人の邸宅と息われる掘立柱建物群と築地関連逍構が中心である。

西山田二本松遣跡B区は束山田一本杉遺跡II • Ill区の西側隣接地で．遺跡の内容から両遺跡

は元来同一の遺跡と判断されるため．今回合わせて報告を行うものである。

遵跡は払瀬Ill西岸約300mの低位段丘上に立地しており,2.500niが潤査対尿となった。調在

は昭和61年4月に実施し，弥生時代から中世に及ぷ竪穴住居跡 ・土横廷等を検出しており，東

山田一本杉遺跡II・Ill区周辺に中心を訟く集落跡の緑辺部と思われる。

今山八幡原遺跡は複合扇状地の緩斜面上に形成されており，今回の関査面積は6.000吋であ

る。検出した遺構は平安時代の竪穴住居跡 • 井戸跡 ・ 溝跡等で，この地域に中心を骰く集落跳

の一部分と思われるが，調査区全体に広がる近世以降の溝による削平もあって遺構の残存密度

が粗であり，遺跡の性格の把握には今少し資料の巣積が必要である。

この大規模な発掘"究の全成呆がまとまるには今少しの時間が必狡だが，これまではほとん

ど把握されていなかった佐買平野の，しかも遺跡の密度が殊に高い脊振山系の山麓部を二分す

る形で長大な“試掘溝”をひたすら穿ったことにより．線的であるにせよ栞大な黛の良質なfi'i

報を得た反面，遺跡の面的な広がりの中では逆に途方もない祖失を招いたこともまた事実であ

る。このことは昭和54年度以来の続刊である本報告害の執筆担当者の誰もが銘じていることで

あり、咀咽の不十分な情報を世に送り出すことへの不安と自内の念を禁じ得ない。

さて，これら遺跡のほとんどは事前協議を経て記録保存の方法を採ってきたが．昭和52年の

潤査開始時点で．用地買収等の都合上最初の予定地となった佐賀市の久保泉丸山遺跡が．その

lJi要性に対する日本道路公団の理解と協力により，調査開始から幾多の調整をへて 6年余りの

後に移設による全面保存の措詔が請じられたことは，本県の文化財保諧行政にと って大きな飛

躍となった。遺跡の保存と活用という観点から，現在では野外の歴史公園としてのみならず，

自動車道利用者からも憩いの場として親しまれており．文化財保護の一つのケースとして，ま

た保護行政の取るぺき姿勢の一つとしてその存在意義は大きい。
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第 1京関査の概要

2. 調査組織

東山田一本杉遺跡 1区・II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡8区，今山八幡原遺跡の調究は．九

州横断自動取道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査として昭和58年度~61年度に実施した。その発

掘調在および整理 ・報告に係る組織は下記のとおりである。

（発掘調査〉

総括

教 百 長 古藤浩（昭和58・59年度） 志岐常文（昭和59~61年度）

教存次長 大塚正道（昭和58年度） 応浜一之（昭和58~60年度）

文化課長

釈憑正（昭和59年度）

古賀信夫（昭和60・61年度）

中8倍行（昭和58年度）

堤清行（昭和60年度）

野角計宏（昭和61年度）

北村一義（昭和59~61年度）

参 事 麻島忠平（昭和60年度）

課長補佐 山田陸三 （昭和58・59年度） 祁島忠平（昭和58・59年度）

宮原義幸（昭和60・61年度） 尾形営郎（昭和60・61年度）

発掘調在総括

参 事 麻島忠平（昭和60年度）

課長補佐 杯島忠平（昭和58・59年度） 尾形善郎（昭和60・61年度）

綱五第 1係長 巾牟田賢治（昭和58~6I年度）

関査担当

く東山田一本杉遺跡 1区＞

（昭和58年度）

文化財保裏主喜 田平徳栄

嘱 託本田秀樹

く東山田一本杉遺跡II区・Ill区）

（昭和59年度）

主

嘱

査 田平徳栄

託 訟底聡一

Q 山田二本松遺跡B区〉

（昭和60年度）

主査

指 召主事

嘱託

嘱託

天本洋一

湖!,¥正辺

樋口秀信

本田秀樹

く西山田二本松遺跡B区）

（昭和61年度）

主 査 天本洋一

指召主事 副島正道

文化財保覆主喜 樋口秀信

く今山八幡原遺跡〉

（昭和60年度）

主 査 天本洋一

指芍主事 副島正道

菰 託本田秀樹
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庶務

庶 務係長

主査

主事

く整理 ・報告）

く平成 6年度〉

総括

教育長

教 育次長

文化財課長

参 事

陳 長補佐

整理 ・報告

中野安正（昭和58年度） 菊池文夫（昭和59~61年度）

山下行夫（昭和59----61年度）

山口 勝（昭和58年度） 山下行夫（昭和58年度）

井原裕子（昭和58・59年度） 東英明（昭和58~60年度）

鶴田明美（昭和60・61年度） 西岡真一（昭和61年度）

林田重人

深川弘一 土居正（前任） 月岡英人（後任）

高島忠平

木 下 巧

瀬戸明廣 田平徳栄

（東山田一本杉遺跡 1区〉 く東山田一本杉遺跡n区 ・UI区〉

課 長補佐 田平徳栄 調査係長 天本洋一

文化財俣覆主事 樋口秀信

JI 渋谷格

く西山田二本松遺跡B区＞ く今山八幡原遺跡＞

躙査係長 天本洋一 指導主事 副島正道

文似り保覆主事 樋口秀信

II 渋 谷 格

庶務

岩瀬茂生文傾閲呻

主査

嘱託

古屋きよみ鷲崎義彦池田学

谷本祐子
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1. 地理的環境

佐買県の中央部から1約東部に広がる佐買平野は，北方からの芥振山，西方の杵島～経ヶ岳 ・

多良岳の各山系と接し，東方は筑後川を越えて（筑後平野と改称）水縄 ・筑肥の山系を仰ぎ，

南の布明海へと注ぐ，洪積台地と沖積低地からなる複合扇状地である。

大和町はその佐双平野の北辺中央部に位訟しており ， 北には1~士町・三瀬村，東には佐買市・

守銀村，南には佐賀市，西には三El月町がそれぞれ隣接する北窃南低の細長い地域である。北

部域は行振山系の鬼原山 ・金敷城山 ・i¥'S取山 ・朴日山等から派生する丘陵地僻であり ．花尚岩

塊を晶盤とするその地灯組成Ii,i釦部域の第四紀灼の沖釈低地とは際立った対比を見せている。

大和町の山間部の谷底平野を開析しながら流れる名尾川 ・柚ノ木川 ・小副川川 ・天川の各,1ヽ

河川はやがて合流し，嘉瀬川となって町の中央部を北から南へn流した後．多布施川等数本の

分流を伴って佐双市へ流れ込むが、この過程で山地脩及び標高15~40mの洪租台地を佼食しな

がら両J.jlに見!Ifな伐観を造り出している。特に渓口周辺の川上峡は“九州の嵐山＂と打される

程の山紫水明の地で．上流のl:I士町古沿から下流の本町石井樋までは川J:.金立閑立自然公怜l

に指定されている。

また大和町から佐賀市にかけての概裔 5~15mの一~ifは ， 嘉瀬川及び巨勢川の氾濫によって

生み出された低地であり ．しかも行振山系から延びた洪積台地がそのあたりで埋没しているた

め，非常に複雑な微地形が形成されている。弥生時代以降のこの地における歴史は．この独特

な地理的菜税の有効利用の歴史であったと百える。

さて東山田一本杉遺跡が所在する東山田地区はこの大和町の削部に位沢しており．遺跡は地

区の束側を流れる嘉瀬川の段丘上に所在する。また西山田二本松遺跡が所在する川上地区は束

山田地区の南西側隣接地であるが． 東山田地区も含めこの地域一~ifは佐j'J平野の中央部に位凶

する嘉瀬川嘉状地の扇頂部にあたり ．佐灯平野はここより東西に届を広げながら南方向へと綬

やかに傾斜する。

今山八幡原遺跡が所在する久留間地区は.r, 振山系の甜取山（摂ill44lm)から南へ延びる丘

陵と．嘉瀬Jll中流域から三日月町の織島地区にいたる低平な平野部（栢謀5.7m前後）から成っ

ており．湿田の中に島状に点在する徴高地が古代から現代に至るまでの生活の拠点として利用

されている。
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①今山古れ群

②船塚古れ

③大願寺二本松遺跡

④今山八幡原遺跡

⑤大久俣三本松辺跡

⑥大願寺梃寺

⑦大願寺一本松遺跡

⑧小隈古れ

⑨七ヶ瀬遺跡

⑩西山田二本松遺跡(B区）

⑪東山田一本杉遺跡

⑫ *.l: 古坑群

⑬星閑古れ群

⑭東山田三本松遺跡

⑮府r.1古1J1
⑯玉林寺古打群

⑰惣底六本杉遺跡

⑯惣座遺跡

⑲肥前国庁跡

⑳春日山城跡

第2双 地雌的・駁史的閲坑

⑪前隈IIJ前ガ後円坑

⑫前隈IIJ古れ群

⑬抒日遺跡

⑳久池井C遺跡

⑮礫石A辺跡

⑳礫石B遺跡

⑰久池井一本松遺跡

⑳久池井辺跡

⑲北原遺跡

⑳宝満辺跡

@'(11~ 丘追跡

⑫国分寺跡

⑬山前方後円只

⑭於保三本松B遺跡

⑮池上二本松B遺跡

⑯風楽寺古m
⑰佐保遺跡

⑱本村濶遺跡

⑲算![..¥本村1が遺跡

⑩増田遺跡群

rig. 3 東山田一本杉遺跡．西山田二本松遭跡B区今Ill八幡原遺跡周辺遺跡分布図
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2. 歴 史的環境

今回報告を行うのは大和町内に所在する遺跡であるが，三日月町から大和町．佐沢市を経て

神埼町，更に烏栖市へと至る脊娠山系の雨裾部一帯は，佐双県内でも布数の遺跡密集地帯で，

連綿と続く物質文化及び精神文化を表象する人間活動の痕跡が数多く遺存している。

まず調査地区を含む周辺地域の各時代における様相を概括してみよう。最初に先土器時代に

ついてであるが，この時代の/j¥独迫跡として確認されたものは数例に過ぎず｀しかも断片的な

資料がほとんどで，この点同じ県内でも遺跡密度が非常に高い東松涌半島，殊に上場台地一帯

とはその状況が大きく異なるが，水品を原材としたナイフ形石器が出土した久池井一本松遺

跡(I)や黒曜石製のナイフ形石器が出土した惣座遺跡'"・ 安J.IJ岩系の石材を用いた台形石器が出

土した礫石遺跡"'のほか，周辺には佐賀市の藤附E遺跡《●）・悔ヶ谷辺跡．富士町の地蔵平遺跡・

小ヶ倉遺跡や，サヌカイトの産地という好条件を生かした石器製作遺跡と考えられる三日月町

の老松山遺跡《...岡本追跡等が点在する．

縄文時代に移行すると，主に丘陵の南倒端部が生活の場となるが，低地でも微地形を利用し

て居住域を設けていたことが最近の調査によって確認されている。例えば佐質市の東名遺跡で

は標麻3mの低湿地から早期末の集石遺構と共に人骨や遺物が出土しており，同時代の集落論

を再考する契機となった。また同市の金立開拓遺跡,.. では早期・前期および後期の住居跡，土墳，

溝，甕棺廷等から多翼の土器と共に十字形石製品，円盤形土製品等が出土している。大和町内

でも押型文土器，廿畑式土器，阿高式土器等が出土した小隈遺跡．今山遺跡，晩期の壺棺が出

土した大願寺二本松遺跡1)や，県内でも数例しかない晩期の住居跡が確認された春日遺跡＂）等

がある。また晩期から弥生時代前期への過渡期の支石萩，甕棺廷，壺棺廷等が検出され．埋葬

形態の変遷を辿る上で頂要な史料を提供した礫石A・B遺跡や，佐質市の久保泉丸山遺跡(9), 烈

土原遺跡等も周辺に所在する。

このように細文時代については斗期から確認例があり ，それが晩期以降埋葬施設を中心に大

幅に削加しているが，これは社会現象の変化．殊に定住化および集落形成の萌芽と考えるこ と

ができる．

弥生時代への移行に伴って山鯰部及び低位の洪積台地を中心に集落が形成され始める。久池

井C遺跡《）O)では前期の竪穴住居跡，土坑等が確認され＇春日 B遺跡では中期初頭の竪穴住居跡

と同時期の土器を多凪に包含する溝が検出されている。惣座遺跡(II)は中 ・後期の甕棺廷を主体

とする埋葬施設と後期の大規模な荘濠集落から構成されているが，中期前半頃の銅剣 ・銅矛の

鋳型片と舶載鏡片、小型佑製鏡，ガラス玉約7.000点が出土しており，特に後期前半頃と思われ

る高純度の銀製指輪3点は日本最古の出土品で，榮浪撰甚からの出土品との類似が指摘されて
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第2京地理的・歴史的環視

いる。また佐沢平野において支石秘の最初の製在例となった南小路支石糾""や広形銅文が出土

した南小路遣跳本l'lで報告する東山田一本杉遺跡．西山田二本松B遺跡，更に池上二本松遺

跳，池上二本松B遺跡、佐保遺跡等が集中している。佐買市の絹島本村遺跡では中期前半の遺

構が主体で．細形銅剣．細形銅父約翌．石製把頭飾等が出土しており．同市の培田遺跡""群で

は500甚を越える甕棺秘，木棺砧ーが検出されていることから，中期前半には栖邸8m前後の嘉瀬

川中流域の低位の洪積台地（鍋島台地．附田台地）及び周辺の低湿地が咲に開発されていたこ

とがわかる。大和町内においても嘉瀬川中流域に位肌する本村111l遺跡＂ヽ ）から多紐細文鏡 .'l'r銅

製錢等が出土している。また池」こ台地上の池上二本松B遺跡""では方形周溝秘が確認されてい

るが．これは古坑時代前期にこの地区に出現する前方後P:JJflの発生を考える上で重嬰な資料で

ある。

このように稲作の開始と共に形成された定住型の集落は後期には大集落へと発展するが，

これは沖積作用によって形成された山麗南側の肥沃な低地における生産性の向上によって．大

巣落の集団性の維持が可能となったことに起因すると思われる。

古lJ1時代の遺跡の分布は弥生時代のそれと似通っているが．特筑すべきは古い様相を呈する

前方後円坑の存在であろう。限内に分布する40余基のうち．佐竹平野における最古相を打する

佐賀市金立町の銚子塚古坑＂｀｝をはじめ ，4世紀末から 6世紀前半までに築かれた小隈山古

籾'"・池の上古lJ't,前隈山古卯＇●'・風楽寺古坑，逍善寺古坑等II基が嘉瀬川両岸一術に集中し

ている。なかでも県指定史跡の船塚古坑(ltlは1.1:石梢みの3段築成で．その主軸長11,rmは県内最

大規模を誇り．周辺に陪塚と思われる円坑u;;を伴っている。

その後6世紀後半から 7世紀前半になると様相は一変する。現在でもその一部が礫石古坑群

や男女山古坑群あるいは久池井一本松古JJt群として知られているように．多数の群集瑣が築か

れ始めるが．それも 7世紀後半を祝に怠速に衰退しており.'fl'根山系術魏ではわずかに神埼町

の天神尾古坑群が確認されているに停まる。

おそらくは弥生時代に誕生し，古煩時代前期煩からこの地域を航ぺていた勢力（佐嘉柑）の

存在が労えられるが．後期になると脊銀ill系附鈍のlJlif,ljは群集坑に杵わることから，その勢力

が6世紀を税に他地域へ移勁するか．別のより弥大な豹力に吸収されてしまった感がある。

また集落跡については惣座遺蹄で前期，朴日遺跡で後期の住居跡がそれぞれ検出されている

が．現時点では地域を総じて論じるには資料的に不十分である。

なお本円で報告する（東）山田の地名は．安閑天皇の旦后である春日山田!:l女の ＂女代田”

に由来すると労えられ．「肥前国風土記jにも討伐された土蜘蛛の名として登場していることか

ら．奈良期以前に既に地名として存在していたと考えられ｀「和名抄」にも山田郷の記述が見ら

れる。また川上については「肥前国風土記」に「山の川上に荒神あり。往来のなかば生き．な

かば殺さる。」とあり．嘉瀬川 （川上川）の上流域がそのまま地名化したもので．同様の由来を
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もつものに武雄市の川上等がある。

奈良時代に移ると，この地は一挙に佐双平野の政治的中枢となるが，これは8世紀前半代の

肥前国府""の設収に起因する。国庁はl04.5mX77.2mの築地と側溝に1tl1まれた内部に，南門か

ら前殿 ・正殿 ・後殿と並び，正殿両脇から出た回廊が築地に達する部分の前面に両脇殿を配す

る大宰府政庁 (11期）と類似している。なお国庁域については従来より屯古学をはじめ，文献

史学や地理学の見地からも応見が述べられているが，1975年以来佐賀県教育委A会及び大和町

教脊委a会の調笠iを経て、現在では惣座地区の南側の微硲地上に推定されている。近接する久

地井B遺跡＂＂では行政機関もしくは居館の存在を窺わせる計画的に 配散された大型建物群が

検出され．惣座遺跡においても整然と配四された大型の8郎群（正介跡？）が確認されている。

またこれらとは嘉瀬川を挟んで対峙する位訊にある東山田一本杉追跡においては数時期にわた

る国府関連建物群が見つかっている。

また国分寺 ・国分尼寺をはじめ大願寺．あるいは後世肥前一の宮となる河上神社（淀姫神社）

及びそれと一体である実相院．玉林寺． 万寿寺（お不動さん）等が相次いで造営され．文化的

中心地としての役割も果たした。

また主要地方辺としての肥前西海道（延喜道）が整傭されたが，これについては平成3年度

より平成6年度まで佐買限教r-f委U会の確認閾究が実施されている。

平安時代末期に造営された築山瓦経塚""は，天究元年 (1144年） 10月に僧定照らを願主とし

て妙法蓮華経一部八巻，無凩茂経一~. 観普賢経一巻，阿弥陀経一巻，般若心経一巻．法罰懺

法一在及び仏画を瓦に刻み，平積みして埋納したいわゆる ＂瓦経＂として若名である．

中世以降は行日山城跡．実相院遺跡．西山遺餘等城跡や寺院跡関連の遺跡が多く立地してい

ることからわかるように脊振山系南麗が歴史の表舞台となる。河上神社，実相院には知行安堵

や訴訟関係を中心とする中世古文l1fが数多く遺存しているが．その内容からこの地域は南北朝

期から室町初期にかけて田畑 ・屋敷 ・li等の開墾を通して形成されて行ったと考えられる。

戦国時代以降この地では歴史的m件が多く発生している。天文14年 (1545年）に起きた河上

社頭の戦い(2J)は．後に肥前の支配者となった龍造寺氏が，当時の主家少弐氏を攻め滅ぼす直接

的な動機となった出来事であり，弘治 3年 (1557年）肥前同唯一の盟場であった春日山を鎖台

にした龍造寺陸信と神代勝利との戦闘は両者の確執に終止符を打った激悶として有名である。

また元氾元年 (1570年）肥前に来襲した豊後の太守大友宗麟とそれに呼応した肥前諸将の総勢

30.000余の軍勢の包囲によって龍造寺隆信は窮地に立つが，怪信の義兄弟で旗下の鍋島信昌（の

ちの直茂）が僅か300余の手勢を率いて大友軍に夜痰をかけ．釈麟の甥で総大将の大友八郎親貞

を討ち取った今山の戦いは，鍋島家の名声を確固たるものに した出来事である。この合戦は後

・1≪: • 佐沢の桶狭間＂と呼称されるほど著名で．今山古戦場跡は現在大友氏蘇の地として大友公

園と呼ばれている。
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第2箪地理的・歴史的哀境

その後東山田地区は江戸期に小城藩領となり．明治22年以降は川上村，大和村を経て昭和34

年から大和町の大字となっている。また久留11り地区も江戸期から明治22年までは久留問村とし

て小城藩似として佐保川島郷に属し．その後,1ヽ城県，佐双県．三瀦県．長崎県を経て佐ri県の

所属となり，今日に至る。

＜註＞

())田平徳栄 「久池井一本松遺跡J(「礫石遺跡J佐釘駁教訂委且会） 1989 

(2)樋渡敏暉ほか「肥前国府跡 1」（佐賀県教有委U会） 1978 

樋渡敏皿ほか r肥前凶府跡aJ<佐双μ教育委U会） 1981 

(3)多々良友博 「匠石B遺跡の縄文土器J(「礫石逍跡J佐釘!¥1教行委員会） 1989 

(4) ill; 瀬哲郎 f藤IIHE遺跡J(「香m遺跡J佐費県教T-f委月会） 1981 

(5)松尾吉店 「老松山遺跡」（佐双限教育委U会） 1989 

(6)森田孝志ほか「金立開拓遺跡J(佐双県教可委且会） 1984 

(7)田中稿二ほか 「大願寺二本松遺跡J(大和町教行委且会） 1993 

(8)田平徳栄 ff江＂遺跡」（「惣座遺跡 j佐沢県教訂委U会） 1990 

(9)多々良友関ほか r久保泉丸ill遺跡J(佐双県教行委月会） 1986 

(IO)田平徳栄 「久池井C遺跡」（「棟石遺跡J佐汀り旧教訂委U会） 1989 

01)田平徳栄 r惣座迫跡J(佐行駄教汀委月会） 1990 

(12) *下之治 m振山脈i紺憶で初めて発見された大和町lfl小路支石廷」（「新郷土J301令新繹土刊

行会） 1974 

(13)前田達男『l¥"IUI迫跡群 1J (佐双市教育委A会） 1993 

前田達男ほか r培田遺跡群HJ(佐買市教訂委U会） 1994 

(14)田中脳二 r本村澗遺跡 ・於保三本松遺跡J(大和町教f委月会） 1990 

(15) 田中脇二「池上二本松B遺跡」「左保遺跡A · B • C 区． 池上二本松B遺跡J (大和町教訂委U会）

1989 

(16) *下之治「銚子塚J(佐fiifi教可委且会） 1976 

(17)松尾禎作 「小限山古IJt」(「佐双県名古大観」祐徳閲物館） 1959 

(18)松尾禎作 「前隈ill古IJt」(「佐双!It芍古大観」祐徳博物館） 1959 

(19)松尾ll'lf乍「船塚古l.llj(f佐'l'l県考古大l!1J祐徳博物館)”団

(20)註 (2)に伺じ。

(2ll田平徳栄ほか「久地井B遺跡」（「惣座遺跡J佐双y;i教打委A会） 1990 

(22)松本陸IJr肥前哭山瓦経塚J(大和町教行委ハ会） 1994 

(23)「大和町史J(大和町史編纂委U会編） 1975 

-13-



第3章遺跡各説



東山田一本杉遺跡 I区

遺跡名：東山田一本杉遺跡I区（略号HYS-I) 

所在地：佐賀郡大和町大字東山田字一本杉



東山田一本杉遺跡 1区

東山田一本杉遺跡 I区

1. 迫跡の概要

(1) 遺跡の立地と地理的環境

逍跨は，嘉瀬川が佐双平野に流れ出るあたりの決口部西i,iに位訊する (Fig.l)。払瀬/IIまで

の距離は約800m, 山訳部まで約1.8km。束岸の肥JiTJ国庁跡とは嘉瀬川を挟んで相対峙する。現

状では祁速道下となって．その北側に大和町北部消防培がある。

逍跡が所在するあたりは栢硲約13,n。地形は山麓部の緩やかな傾斜地であり，嘉瀬川によっ

て形成された扇状地の扇頂部に近い(Fig.3)。ただし弘瀬川に近接しているため..i1'l跡の東閲

から南側にかけては氾濫で扶られ書比岱差 !mi前後の起伏が複雑である。束山田一本杉逍跡全

体の巾では旗瀬川に面した束砧の一画を占めることになり • Fl常生活に関わる土地利用として

は/II辺りの．いわば未利用地に等しい集落の絃端部であったことが惟漏でさる。

-{jfl;t潤在以前は畑地に利用されていた。耕作土下には lmちかい火山灰の患色土が財＜堆

積し．その下は砂礫附となる。追構はこの黒色土を切り込んでいる。

(2)検出遺構と分布状況

1区は史棺廷を中心とする弥生時代の甜地としての特色をもつ。検出した逍構は、埋葬関係

では曳棺糾119基．石囲いや石滋をもつものを含む土塙.i,};13基．石棺:!J:2基，祭祀関係遺構 l基

の計135基， その他土撰 8;1.~である (Fig.4)。ほかに浅い堀込みや柱列などがあるが．埋土か

らみて最近の掘り込みと芳えられることから除外する。

地形は低台地の東端にあり ，南側に向かって級く傾斜する。追構の分布は全体として，その

東側からI紺側にかけての紺辺部に集中している。

虔棺の編年および秘地全体の形成過程1こついては 「4.考察」で詳しく述ぺることにするが．

全体の傾向をいえば．まず初めは．前期末頃に七壌廷が造られ．引さ続さ前期未～巾期初頭に

かけて甕棺る研地として発展，,,.,期前半以後は数を激祓させながらも後期前半まで猷紐して史棺

は地が営まれ，後期中頃の土塙糾および石棺媒で終わる。

甕棺墓 全部で119基を検出した。推定を含め時期別にみると．前期（末）76基中期32基（初

頭16,1Jij半7',,,頃 I,後半8),後期II基（初頑8.前半 3)である。したがって前期末から

中期初頭が92基、全体の 8割にらかい．圧伺的多数を占める．

哭棺ぶ地の形成過程を概観すると．前期においては、それ以前の土堀秘等から引き続いて必

域東南郊に初めて迦棺が登場し.•l• 期初頭にかけて．台地束辺を西mー東北方向に伸びたh¥道
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I. 遺跡の概要

を中心に東辺および北1l11に甜域が拡大．発展する。この間，恭域は終始台地の東辺に限定され，

ついには梵R状態となる。中期前半になると廷域はあらたに台地の西側に展開するが．数は激

減し．それ以前との系譜関係もやや不確になる。そして中期中頃には台地西側で小児廷 1基だ

けが造られ．一且は断絶にちかい状態となる。中期後半から後期前半にかけては再び台地の束

北部を中心に少数の甕棺群が見られるようになるが，中期以前との直接的な系諮関係は不明で

ある。詳細は「屯察」で述べるが．微細1こ鋭察すれば各時期にそれぞれいくつかの群が構成さ

れる。但し．後期の一時期を除いて．甕棺0)容絨から判別するかぎりでは明瞭な小児廷域のよ

うな特殊なグループの存在は認めがたい。

斐棺の分布は全体的に見てきわめて密集度が高い。それにもかかわらず．とくに前期末から

中期前半においては,1,!;壕は切り合っても甕棺相万．の破壊が殆どないのは．何等かの地上楳徴

も想定されようが、基本的には同秘地の造営が同一集団によって契機的になされたことによる

ものであろう。ただし，蘇塙は焦色土を掘り込んでおり埋土も同じ土質のため，甜墳どうしの

切り合いによる先後閥係の把握は殆ど不可能な状況であった。確実には少数例．翌棺が直接破

壊を受けている場合のみ先後が判別できた。

埋葬形態は．合わせ口式が大部分で．他には明らかな例では石器をもつ単棺SJ 045, S J 

136, 下部が石囲いで上甕を被せるSJ027, SJ 082などがある。また．希に板石で側面や上面

を覆うものも見られる。埋択方法は，台地の緩やかな傾斜に並行させて棺を据えることを原則

とし．束辺の廷道両辺では砧逍Iこ沿って列状に並ぶ傾向を示す。埋股角度は前期末では斜めに

妥し込むように埋めることが多いが，中期以降はほぼ水平に凶 く傾向がつよく なる。

土壌墓 孫地の東南部の10基と東北部の3基とがある．

東南邪のグループは規模からみて成人墓と思われる 7基と小児墓3基とからなる。成人廷は

長方形の掘形で．小口に板石を立てるもの (SP073, SP056), 蛮石を戟せるもの (Sp

151). 索掘りのもの(SP049, S P 125), といった 3タイプがある。木棺等の使用が推定され

る。また．小児廷には小口片側に板石を立てる SP076, SP 138と．さらに板石敷きが加わっ

たSP046, 石硲のSP016が見られる。これらの土壊枯の時期は明らかでないが．いずれも 1

区甚地で甕棺が出現する以li1J,おそら <ii1i期末でも早い段陛のものではないかと推定される。

形態から見て．同じ大和町にある礫石遺跡の支石廷の下部構盗に系譜をもつと考えられる。

一方，東北部のグループには側辺片側に配石をもつ成人秘土墳孫3基 (SP006, S P024, 

S P090)がある。甕棺廷の造営が終わった後．後期中頃のものと推定している。

石棺墓 墓域東辺でSCJIO, S COl8の2基のみ検出した。共に小児棺である。時期は明ら

かでないが.S COl8が前期末の甕棺を破壊しており，おそらく甕棺が衰退した後，後期中頃と

考えられる。SCllOは棺底に板石を敷き．近辺の遺構との関係から前期と推定する。

祭祀関係遺楕 台地東辺部でSX028 1甚のみ検出した。時期は中期中頃である。＂月 1ll1には
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火山田一本杉遺跡 1区

同時期の喪棺が見られず，秘地全体としても甕棺は西側の］碁のみとなる断絶期に当たってお

り．別の所での埋葬儀礼に使用された後の脱菜塙と芳えられる。

土壌 埋葬密集部を外れた台地西北部で8基の土塙を検出した。 SK!19は楕Pl形で，多く

の礫が投げこまれた中に弥生中期の壺破片が浪じる。SKl62は円形で前期末の甕棺を壊してい

る。 SKl12・S 1<114・S Kl33は不整形の掘り込みが切り合い，S1<117も3つの円形掘り込

みからなり，m色埋土に混じって礫，さらには甕棺や土塙廷を壊した際の甕棺片や板石が若干

出土した。 SK070は 2 段掘りの不監方形土塙秘• S Kl06は桁円形で巾期中頃の甕片が出土．

いずれも弥生中期以降と推定され．埋葬儀礼に関わる可能性はあるが、性格は不明である。

(3) 出土遺物

弥生時代の迎棺謀地を特色とする遺跡であることから，出土遺物は殆ど埋葬関係に限られる。

吏棺は総数119基，そのうち大部分が合わせ口式であり．個体数ではそれに倍する。時期は前期

末から中期り）が約77%と圧倒的多数を占めており，これも考察で述ぺるように，成人用堕棺の

成立の様相を知る上では格好の沢料といえるものである。炎棺の中には幾何学的文様を描<s 

J 030下甕のほか，縞状の黒彩を施した例も多いなど．特色あるものが含まれる。

いわゆる間葬品としては銅剣先 1点のほか甕棺4碁から，合わせて碧玉製管玉3点，蛇紋岩

製小玉 1 点． ガラス小玉 5点が出土した• S J 075から出土した銅剣先 1点は．副拌品というよ

りは刺突されて折れたまま体内に残った可能性がつよい。今のところ県内では前期末に硼る最

古の行銅器預料である。また．玉類では，とくにSJ078出土のガラス小玉はii罪II末に潮る弥生

時代最古期の 1賀料であり、しかもアルカリ系である点が注目される。但し．これらの内には，

埋土中に混入した可能性のあるものも含まれる。

祭祀関係逍構SX028からは丹途りの滋窃坪や鉢が計II点．まとま って出土した。脱棄され

た状態にちかいとはいえ，器種組成がわかる一括沢料として伐頂な例である。

その他．土塙等から若干の後期．＋．器が出土したほか．縄文時代の黒曜石製スクレーバーと石

伯が各 1点．また縄文晩期末の夜臼式甕片，須恵器片等も若干採集した。

(4) 遺跡の特色

1区は弥生時代iii/期末の甕棺るtを中心とした経地であり ，わずかな範囲にもかかわらず重要

な内容を多く含むものである。とくに前期末の甕棺がこれだけ集中して潤査された例は．堕棺

の盛行地である佐賀!!,!,福岡県を見渡しても殆どない。従来以上に詳細な梵棺の成立過程や秘

地の形成過程を明らかにしうる可能性をもつ希布な遺跡といえる．

また、最古期のガラスや佐灯平野では最古の冑銅器，あるいは多数の装飾吏棺など，出土品

においても注目すべき頁料が見られる。
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2. 遺構

2. 迫 構

甕棺i/,1;,土墳硝，石棺廷．祭祀関係遺構については．それぞれ原則として遺構番号順に図示

して概要を付記することとし，その他の土塙は一括して説明する。

甕棺廷のうち,S J 003・S J 008・SJ 021・S J 062・S J 125の5基9こついては，破壊によっ

て甕棺が殆ど残存しないなど残存状態が悪く ，敢えて図示していないので，写兵に寄られたい。

以下の涸別説明の中で．「法炊（棺長）」は合わせ口式等甕棺の出土状況での全長．あるいは

士椙湛で配石の状況から推定可能な場合の木棺等の汲大快。 「埋角度」は吏棺の場合における，

中心軸の水平面からの仰角である。

(1) 甕棺墓

‘、『
s」001甕棺墓
法量 （土攘） l.06X0. 75m 
頭位 N73'E
埋角度 12' 
概 要 削平のため下甕のみ残存。秘墳1:1桁

Pl形に浅く残存．

12.Sm 

/ダ

‘• 
，ヽヽ』

,, 
ー：：

‘‘ _., 
‘、、

‘‘ ‘ゞ

$ J002甕棺墓

法量 （土填） l.70XQ.92m 
頭 位 NSO'E
埋角度 25• 
概要 削平のため．上甕は一部のみ残存．

匹 l;t2段堀込み．上部は惰円形で，

さらに下郡は下甕分を円形1こ掘り下

げる。甕棺は覆口式で、上甕は口絃
部を打ち欠く。下甕底に人it(男性）
脚部が一部遺存．

13.0m 

゜F'ig. 5 S」001・002!1!棺 (1/30)

l,n 
~ 
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束山田一本杉遺跡 1区

J 
SJ 004甕棺墓
法量 (:I;墳）l.46X0.90m 
頭位 N1onv 
埋角度 31' 
概要 削平のため．上 ・下甕とも破姐。秘墳は

- 2段堀込み。 t部は楕円形で．さらに下
郎は下甕分を東側に向かって斜めに撻り
下げる。 曳棺は接口式で．上甕は口緑部
を打ち欠き。接口部に灰色粘土で目張り
を行う。人廿（リl性）が一部残r;..

~ 

イ
s」005甕棺墓
法 量 (;l:槙） l.04X0以〕m
頭位 Nl41'¥V
埋角度 窃

概 要 削平のため..t・下甕とも破祖。とくに
J: 甕は元の状況不明。某塙1がド甕分のみ
惰円形に残存。北東側に向かって斜めに
掘り下げる。

A s J007呻墓
法 量 （土墳） l.3)X 1.08m 
頭位 N90'E
埋角度 44' 
概要 削平のため.J: 甕は 2分の l欠．廷填は

2段掘り。上段は円形にちかい惰円形で．
さらに下段を円形に堀込む。甕棺は呑口
式。上甕に口縁部を打ち欠いた小形甕を
使用する。人fr(女性）は頭部と足部が
一部残る。

Im 

Fig. 6 S J 004・00, ・007甕棺廷 (1/30)

O
L―
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2. 遺 構

---
S J009甕棺墓
法量 （土墳） l.JOX 1.06m 
頭位 N60"¥V
埋角度 14・ 
概要 削平のため上 ・下甕とも破柑。とくにJ:

甕は破片が一部残存するのみ。某壻は下
部が楕円形に残存。附側に向かって斜め
に掘り下げる。 甕棺は接口式。

13.0m 

...-: S JOIO甕棺墓
法 量 （土墳） 0.82X0, 74m 
頭 位 Nl77'W
埋角度 39• 
概 要 合わせ口と見られるが.n; 平のため上甕

不明。廷墳は下部が惰円形に残存。北雨
側に向かって斜めに掘り下げる。下甕に
穿孔．

13.Sm 

ー／
...,,,,,,,_ SJ Oil甕棺墓

法 量 （土塙） 2.05Xl.48m 
頭 位 Nl67'W
埋角度 3' 
概 要 削平のため上 ・下甕とも半分破

捐。片が一部残存するのみ。廷
墳は楕円形で．脳部は鍋底状．
甕棺は接口式で．ほぼ水平に埋
四されているがやや麻い渭側が

頭位か。甕棺束側に安山宕板石
3枚を立てているが．意図不明。

13.Sm 

。
Im 

Pig. 7 S J 009 • 010・011甕棺函 (1/30)
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東111田一本杉ii'l躁 1区

＇ 
S J012甕柁墓

法量 （土墳） i.86X l. 75m 
頭位 N84"E
埋角度 so・ 
概要 削平のため上 ・下史とも破捐．廷壊

は2段掘り。上段は惰円形で底面平

坦1こ掘り下げ、さらに下段を西1ll1に
向かい斜めに掘り下げる。甕棺は覆

口式。 卜甕は細身でやや小形． ヒ甕
l:t□緑部打ち欠き。上下丸と b内面

に笏{虹穎料塗布゚

ご

SJ 013甕棺墓
ァ 法 量 （土填） 0.61 X0.68m 

頭 位 NIO'E
埋角度 34'
慨要 削平のため下甕のみ一部残存.'Ji翡［はl'I

形で浅く残る。

~ 13.4m 

S J014甕棺墓、法量 （土壊） 0.80X0. 76m 
頭位 N15i"£W
埋角度 52・ 
概要 削平のため上甕不明。下甕破Ill.1X塙It

下が円形1こ浅く残存。北側にむかって
斜めに規りドげる。

゜• Fig. 8 SJ 012・013・014甕棺1,1;(1/30) 

Im 
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2. 追 構

s」015甕棺墓

法量
頭位 Nl12'W
埋角度 約25"
慨要 上面は渭平され．東側が荒らされている

ため．」→．甕と見られる破片が一部のみ残

存。秘填は桁円形で．東側に向かって斜

めに掘り下げる。

~ 12.Sm 

s」017甕棺墓

法 量
頭位 NISO"E
埋角度 13" 
概 要 上面削平．また南側の大部分をSCOISに

切られ．下迦が一部残存するのみ.1,lj墳

は楕円形で．填底は平坦に堀込む。

s」019甕棺墓

ァ 法 量 （土墳） (1.2) X0.88m 
頭 位 Nll'E
埋角度 43' 
概 要 用平のため上甕はわずかに残存，下甕破

損。また，南側は荒らされている。廷塙

は桁円形で．附側に向かって斜めに掘り

下げる。甕棺は覆口式。下甕にク孔。 埋
土中からガラス小玉ヽ1点出土。

（し亨 "・""
。

Im 

Fig. 9 SJ 015・017・019甕棺 (1/30)
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東山田一本杉遺跡 1区

翠
y s」020甕棺墓

法 量 （土填） 0.93X0. 70 
頭 位 N90'E
埋角度 33・ 
概要 削平のため上下甕とも破損．秘墳は

楕l'l形で，西側に向かって斜めに掘
り下げる。甕棺の南側で・楳塙とのrm
に安山岩板石 1枚を立てる。北側の
配石は別遺情か。

竺 13.0m

.,,,, 
S COIS 

S J 022甕棺墓
法量 （土塙） 0.87X0.8lm 
頭 位 N28'E
埋角度 32' 
概要 北側上面はSCOl8石棺廷に削平され．”ヒ

甕は詳細不明。廷墳は円形に残存．

l3.0m 

ヽ
SJ 023甕棺墓
法量 （土墳） 0. 70X (0.6) m 
頭位 Nl35'E
埋角度 48' 

概要 削平のため上甕は一部破Iれのみ残．下甕
破損。また北側を荒らされている。廷墳
は限色土を堀込んでいるため．詳細不明。
甕棺は覆口式で. ~角度で埋既されてい
る。

13.0m 

゜Fig. 10 S J 020・022・023甕棺l,!;(1/3-0) 

Im 
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2. 辺 構

s」025甕棺墓
法 量 （土墳） 2.40X0.88m 
頭 位 N31'£
埋角度 鴻'

概 要 闇平のため上下甕とも破l.tl.廷墳は楕円
形で・東北側に向かって斜めに掘り下げ
る。甕棺は覆口式で．下甕に穿孔。

へ、‘‘、.~
：一

.,/ 

s」026甕棺墓
法量 （土墟） 1.10X0.88m 
頭位 Nl69"W
埋角度 27" 
慨要 削平のため上下甕とも破損。姦墳は惰9り

形で、北側に向かって斜めに掘り下げる。
甕棺は呑口式。 上甕が下甕1こ深く落ち込

んだ状態．

---S J027甕棺墓
法量 （土墳） l.56X0.92m 
頭 位 NS"E
埋角度 17' 
概要 甕棺は上甕のみを使用し．下部は石囲い

で変則的,l,!, 墳は 2段掘り。上段は悶丸
長方形．下段は足部の南側を 1段掘り<
ぽめる。石囲い部は粘板岩板石を東側に
2枚，西側に 1枚を立て，南側は蕊石状
に覆う．

。
Im 

Fig. 11 S J 025・026・027児棺秘 (1/30)
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東山田一本杉遺跡 1区

S JOSS 

.,r 

— SJ 0お甕棺墓
法 量 （土墳） l.50X (I.O)m 
頭 位 N148'W
埋角度 43' 
概 要 削平のため上下甕とも破捐。某壌は隅丸

長方形で．東北側に向かって斜めに揺り
下げる。西隕のSJ088を切る。

ヽ

~ 

三乏三ヨ~13.Sm

12.Sm 

SJ匹棺墓
法 量 （土墳） l.23X0.95m 
頭 位 Nl6TW
涅角度 28'
概 要 削平のため k甕は一部のみ残．下甕破捐．

墓填は楕円形で桟く残存．北側に向かっ
て斜めに掘り"Fげる。甕棺は接口式。下

甕の下面側には十字文様のヘラ描さ絵画
あり。

s」031甕棺墓

法 量 （土填） 0.87X0. 77m 
頭 位 N132'E
埋角度 斜傾

慨要 削平のため上下甕とも一部のみ残,l,!; 塙
は下部が円形に残る。

。
Im 

rig. 12 s J 029 • 030 • 031甕棺廷 (1/30)
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S J032甕棺墓

法量 (:1:虞） I .50X0.98m 
頭位 NITIV
埋角度 9・ 

2. 遺構

ー 概要 削平のため上下甕とも破lllし．下甕はロ

8一部のみ残.~墟1雄lf'J形で．墳庭は

平坦に堀込む。甕棺はやや斜めに捐え，

下 1こ穿孔.-ド甕の固定のためm為柑礫

2佃を沢く。

13.Sm 

S J033甕棺墓

法量 (-1:塙） 0.92X C0.8)m 
頭 位 N173'E
埋角度 2が
慨要 合わせnと見られるが，n11平のため下甕

一部のみ残。紅塙はll'lf'l形に浅く残存。

史棺は塙底に誼接躯え，頭位と見られる

ftillllがやや上がる．

― 13.Sm 

13.5m 

s」034甕棺墓

法量 （土鳩） I .05X0. 73m 
頭 位 N3'1V
埋角度 28'
概 要 li!.棺か./fl]平0)ため一部のみ残{J..M墳

は桁円形状に残るが. 2段慰り込みと見

られる。史棺は底部に小礫を当てて固定。

位深部からやや上がった位骰に穿孔を施

す。

（） Im 

rig. 13 s J 032 • 033 • 034甕棺:!.Ii(1/30) 

- 31-



東山Ill一本杉遺跡 1区

SJ 035 J

、
S J 035甕棺墓
法量 （土塙） l.03Xl.01m 
頭位 N79'E
埋角度 52' 
慨要 削平のため上史が一部のみ残.'J,~塙は 2

段掘りで、上部は円形．下部はその洒tlll
を斜めに屈り下げる。甕棺は急角度で埋
収。上甕は口蘇部打ち欠きの小形甕を使

用。人ft)ヤがわずかに残存する。

＝ 

SJ 036甕棺墓

法 量 （土塙） l.97Xl.73m, (棺長） 1.38,n 
頭位 N74'¥V
埋角度 40" 
概要 紅壌は 2段掘り。上段は隅丸長方形で，

さらにその東隅を円形に斜めに揺り F
げる。甕柏は接口式で．上甕に口緑部
を打ち欠いた小形甕を使用。人ttは頭

1't片と四肢ft片が一郡残る（熟年!I)
性）．

s」036

13.5m 

。
Im 

Pig. 14 S J 035 · 036斐棺~(1/30)
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s」038甕棺墓
法 量 （土墳） (2.0) X 1.35m 
頭 位 Nl80'£
埋角度 10・ 
概 要 削平のためJ:下甕と b蔽り1.1,lj壇は 2段掘り。上段は桁円

2. 追構

s」037甕棺墓
法量 （土塙） 2.33X 1.32111 
頭位 NI⑲ E 
埋角度 42' 

慨要 削平のため」:-F~とも

破損．萩塙Uh"ll'l形で．
北側に向かって斜めに
掘り下げる。斐棺は覆n
式。 -F嬰に穿孔。後期に

SJ 051が近接して埋め
られる．

三
13.0m 

形で.Ill側は別の堀込みにl;l)られる。附端隅から壺底部が 。
出土したが．甍棺とは関係ない。上段は北側をさらに惰Iり

Jn, 

形に堀込み.m濾岩礫が落ち込んでいた。甕棺は呑口式で．

合わせ部に粘土n張り．

Fig. 15 SJ 037・036甕棺廷 (1/30)

-33-



如 11111一本杉辺跡 IIX: 

s」039甕棺墓

法量 （土塙） l.59X 1.15m 
頭位 N8TW
埋角度 29' 
概要 削平のため上・n芝とb破111.秘塙は

2段掘り。上段は楕円形で，下段は

下央分を円形1こ堀込む。北側には粘
板岩板石 1枚が斜めに立てかけた状

態で残る。翌棺f:l{f;0:11:0上甕はロ

縁部打ち欠き．下竪は穿孔を施す．

~ s」040甕棺墓

法量 （土塙）l.05X0.71m 
頭位 N23"E
埋角度 33・ 
概 要 削平のためJ:下甕と b大きく破lJI.秘塙

は惰円形で．塙底が南側で下がる。 甕棺

は覆口式。下甕が上史に比べて極端に小

さく ．半分ちかくを覆われている。

✓ 

s」041甕棺墓

法 量 （」；壕） 1.3SX0.85m (1.12) m 
頭 位 N134'¥V 
埋 度 38"
概要 削平等のkめJ:.~は破）ヤ一部のみ残，下

甕lj隕れた破片が落下していた。廷塙は

閥丸伐方形で.JI! 北側に向かって斜めに

掘り下げる。史棺Ii合わせ口であるが．

詳細1逍り。

n" 
．．
 

Im 
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l'ig. 16 SJ 039・040・041婆棺秘 (1/30)
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2. 辺 栴

s」042甕棺墓

法 量 （土墳） I ,60X I. !Om 
頭 位 1':71'¥V

埋角度 26 
概 要 削平のため上史破m.J.t城は隅

丸μ方形で．北側に向かって斜
めに掘り,..げ横穴状に船り込む。

史棺は接口式。下姿に穿孔を施

す。

c—13.0m 
S J043甕棺墓

法量 CJ:塙） (t.75)XUJ-0m 
頭位 N暉 E
埋角度 2&" 
慨要 削平のため I:史破m• . i.i;J廣は桁

l'l形で．函側に11りかって斜めに

掘り下げる。史棺は下史が小形．

東側のSJ042を切ると忠bれ

る。,( 
、＇,

: -

12.5m 

s」045甕棺冨
法盪 （土塙） (0.90) X0.6-lm 
頭位 N64'E
埋角度 38' 
概要 小児m11t棺．双塙は楕Iり形で．

i!!il1'illllに向かって斜めに掘り下

げる。甕棺は小形で塙底1これ接

貼え.7E閾店礫を収いて11,Jli!し．
安iJ1n板石2枚で硲をする.s 
J 04,1をり）る。

S J045 

S J044甕棺墓

法 量 1渭l
頭 位 西111
埋角度 不明
概 要 削平のIこめ Bビ一部のみ残．ぶ壊不19)。

ド史には穿孔を施す．束餌）をSJ0-151こ切
られる．

。
Ian 12.6m・ 

Fig. 17 SJ 0•12 · 043 · 0<14 · 045褒棺ぶ (1/30)
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東山田一本杉遺跡 ［区

s」047甕棺墓
法量 （土壌） X約1.0
頭位 N89'E
埋角度 27' 

—概要 削平のため上下甕とも破損し， さら
に南側を荒らされている。廷墳は隅
丸長方形と思われ。塙底は北側がや
や下がる。甕棺は覆口式。下甕は上
甕に比べて極端に小形で，口縁部打
ち欠き。最深部やや上に穿孔0

s」048甕棺墓
法 量 （土墳） 1.80m X 
頭 位 N9nv
埋角度 50' 
概 妻 削平を受け會さらに上甕の大部分が抜き

取られSJ049に切られる。 SJ039との
先後不明。廷墳l;t楕円形で，墳底はほぼ
平坦ながら顕位と見られる西側がやや上
がる。甕棺の合わせ口部下に安山岩板石
1枚を敷く 。下夷に穿孔．

13.Sm~ 三
s」050甕棺墓

法 量 （土墳） I. 糾 X0.90m
ー頭 位 N5J'W
埋度 27'
概要 削平のため上下甕とも破損。廷墳は

惰円形で、北東附側に向かって斜め
に掘り下げる。甕棺は接口式。下甕
に穿孔．

13.0m 

。
Im 

Fig. 18 S J 047・048・050甕棺廷 (1/30)

-36-



2. 遺 構

s」052甕棺墓

法量 （土填） 2.50Xl.03m 
頭 位 N91'E
埋角度 22' 
概 要 削平のため上甕破損。南部をSJ053が切る。砧塙は

楕円形で，西側に向かって斜めに掘り下げる。斐棺

は接口式。下甕は填底に直接据え．穿孔。棺内埋土

中から，いわゆる副葬品と見られる恐玉製符玉 1点
が出土した。

s」052

1 ,,, 
、,,,✓-

;' 

ー：
13.0m 

S J .053 

・・・- ,..,,,-. -.、

ゞゞ--、、
‘‘ ヽヽ ' 

_}、ク＇
:： 一

SJ 051甕棺墓

法 量 （土墳） I.OJ X0.85m 
頭 位 N6-0'¥V
埋角度 48' 
概 要 削平のため上甕破損．

基塙は2段掘りと見ら

れるが．上段不明。下

段は下甕分を円形に掘
り込む。甕棺は接口式．

怠fr1度に埋四する。上

甕は口縁部打ち欠さ．

s」053甕棺墓

法 量 （土墳） 1.65X (L.l) m 

頭 位 N2l'E
埋角度 o・ 
概 要 秘墳は惰円形。填邸はほ

ぼ平坦で，1悧壁は下甕分

を横に掘り込む。甕棺は

接口式で．水平に姐える。
東西両側に接する sJ 
052, S J 055よりは新し

い。

。
Im 

Fig. 19 SJOSl• 052 · 053吏棺ぶ` (1/30)
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東111田一本杉遺跡 1区

' S J054甕棺冨
法量 （土墳） J.62X(l.l)m 
頭 位 N1orw
埋角度 Jr 
概 要 削平のため上甕破捐．秘墳は楕円形

で．西側に向かって斜めに掘り下げ
る。甕棺は覆口式。花尚岩礫を 3閲
凶いて上甕を同定。下甕は．上甕に
比べ極端に小形で．穿孔を施す.s 
J 055と接するが先後不明。

13.0m 

I 

:.... _____・--一•一·---一・ー・一・

,
 

S J 055甕棺墓
法量 （土塩） X約I.Om
頭 位 NS9・E
埋角度 20・ 

概 要 削平のため上甕破損.~ 填1:1:隅丸長
方形で，填底は東側が上がる。甕棺
は呑口式。下甕はQ深部よりやや上
に穿孔.JI! 側をSJO訪に切られる。
SJ 05•1 とも接するが． 先後は不明。

13.0m 

A
 

S J057甕棺墓
法量 （土壌） i.88X l. ⑮m 
頭 位 N89'E
埋角度 26' 
慨 要 削平のため上下甕とも破捐.M

填は隅丸長方形で、西側に向
かって斜めに掘り下げてから．
下甕部をさらに掘り込む。甕棺
は呑口式。下甕に穿孔．

13.0m 

゜
Im 

Fig. 20 S J 054・055・057甕棺基 (1/30)
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ヽi 

2. 遺 構

s」059甕棺墓

法 量 （土塙） l.68X 1.14m 
頭 位 N88'W
埋角度 20' 
概 要 紅填は隅丸長方形。塙底は束側が上

がり，西限を横に掘り込む。甕棺は

接口式。下甕に穿孔。

12.Sm 

/ 

~ 

SJO暉棺墓

法 量 （土填） 1.2 x0.84m 
頭 位 N:l8'F:
埋角度 42' 
慨 要 削平のため上下甕とも破損。廷墳,:楕円

形で，壊底は束北側が上がる。丸棺は覆

口式．上甕を固定するため花岡岩礫を 2
債1以いて安山岩板石を 3枚敷いている。

下甕は比較的小形で．穿孔を施す。

12.Sm 

S J063甕棺墓
法量 （土塙） I .02X0. 79m 
頭位 NI邸w
埋角度 ほぼ水平

慨要 削平と抜き取りにより．下堕の破片一部

のみ残。経墳は不整楕円形1こ汲く残存．
塙底l;t頭位と見られる南憫が斜めに上が

る。

13.0m 

。
Im 

Fig. 21 SJ 059・060・063甕棺廷 (1/30)
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東山田一本杉遺跡 I区

s」064甕棺墓
法量 （土墳） l.34X(l.05)m 
頭 位 N174'¥V 
埋角度 24' 
概 要 合わせ口と見られるが．南側は荒らされ

てJ.:甕不明。東側がSJ002と接するが、
先後不明。ぶ墳は 2段掘り．下段は墳底
を水平にちかく規り込む。

13.5m 

ご

‘̀ 
、‘

、‘‘̀ 
ヽヽ

SJ 065甕棺墓
法量 （土墳） l.30Xl.00m 
頭 位 NSO'E
埋角度 25' 
概 要 抜き取り により，上下甕が一部のみ残存。

また束附隅が荒らされている。謀墳は楕
円形で，西側に向かって斜めに掘り下げ
る。

-------

~"~ 

［〉r
 

S J066甕棺墓
法量 （土墳） XO.Sm 
頭位 N34'W
埋角度 18' 
概 要 合わせ口と見られるが．西北側を荒らさ

れ．さらに削平のため下甕の一邪のみ残。
糾墳は桁円形状に浅く残存．墳底は頭位
の西側に向かって上がる．

こ 13.8m
0
[

＿
 

lm 

Fig. 22 S 」 064 · 065 • 066甕棺茎 (l/3-0)
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2. 遺構

SJ 067甕棺墓
法量 不明
頭 位 Nl67"E
埋角度 ほぼ水平

概 要 合わせ口と見られるが，剤平のため．下
甕一祁のみ残。また中央を荒らされてい
る。東西それぞれでSJ 051. SJ 061と
切り合うが先後不明。社墳は桁円形で．
浅く残存。甕棺は頭位南側がやや上がる。

13.5m 

~ 
S J07I甕棺墓
法量 （土塙） 2.18X 1.20m 
頭位 Nl60"W
埋角度 32" 
概要 廷墳は隅丸長方形で．北閥

に向かって斜めに掘り下げ
る。甕棺は接口式。人竹一
部残存．

-(}~ 
s」072甕棺墓
法量 不明
頭位 N56'E
埋角度 35' 
概要 削平のため上甕は一部のみ残．下甕破Ill,

墓墳は黒色土に掘り込んでいるため，掘
形不明。 姿棺は覆n式で．上甕と して鉢
を嫉せている。

にこ 12.7m 。
lm 

Fig. 23 S J 067・071・072堕棺1ili(1/30) 
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束1l.1Ui一本杉遺跡 1区

A
 

s」074甕柁墓

法量 （土塙）l.63X 1.15m, (棺w
1.40m 

頭位 NSO'E
埋角度 30' 
概要 込社塙は惰円形で，西側を深く

2段に掘り下げている。甕棺
は覆口式で．斜めに期えつけ

ている。 7-甕は比較的小形で．

上炎が深く覆う。

＇ 
‘. 

、‘、

‘ヽ

‘、̂

へヽ

．ヽ

s」07環棺墓
法量 (:J:域〉 2.l5X I. llm 
頭 位 N9oW
埋角度 26' 
概要 削平のため上甕破損．

駐堰は惰円形にちかい

隅丸長方形で．束側に
向かって斜めに掘り下

げ．さらに最下段を 1
段掘りくぼめる。甕棺

は下堕の蚊下位が穿孔

時の失敗か．大さく破
損しており．安山岩板

石2枚を当てて径ぐ．
棺底から約IOan浮いて

銅剣先 1点が出土した。

゜
Im 

Fig. 24 S J 074・075炎棺1,1;(1/30) 
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2. 遺 情

r s J 077甕棺墓
法量 （土墳） I. 絡 X1.02m, (棺長） l.~ l m 
頭位 N94ヽv
埋角度 21' 

ー 概婆 廷墳は楕l'l形で，東側に向かって斜め

に掘りfげる。甕棺は呑Cl式．下甕に

穿孔。上翌は花閾岩礫2佃を凶いて固
定している。

A
 

-'Cに~
杢 13.0m

S J 079甕棺墓
法 量 （棺長）約0.9111
頭 位 N15S"W
埋角度 r 
概 要 小児棺。ヒ甕に液

を使用する。削平
のため.J: ・ード炎
とも大きく破m.
廷壌不明。 甕棺は

接口式．

。
lm 

s」078甕棺墓

法 量 （土填） 2.0SX 1.20m 
頭 位 NIO,J'W

埋角度 IT 
慨 要 経墳は惰円形で，東側に向かって斜めに

掘り下げる。翌棺は呑口式。下甕は底部

を欠失し安山岩板石3枚で塞ぐ。上甕と
の合わせ口部上にも板石 1枚を載せる。

埋土中からガラス1!ヽ玉 1点出土．

Fig, 25 S J 077・078・079甕棺廷 (1/30)
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東山田一本杉迅跡 1区

ヽ

ー：
¥ 

~12.Sm 

s」080甕棺墓
法 量 （土填） 0.82X0.64m 
頭 位 Nl61'E
埋角度 19' 
概 要 小児棺.1,1; 墳1以楕円形で，墳底を平

坦に掘り込む。甕棺は生活用小形浅
を転用した接口式で．斜めに埋位す
る。

｀ 

＼
 

~ 麟 12.Sm

SJ 081甕棺墓
法 量 （土填） l.38X 1.00m, (棺長） 1.55m 
頭 位 N40'W
埋角度 36' 
概要 廷填は惰円形で．頭i悧側に向かって斜め

に掘り下げる。甕棺,:接口式。下聾に穿

孔．

SJ 082甕棺墓
法量 （土填） i.08X0.90m 
頭 位 NI08"E
埋角度 10・ 
概 要 小児用単棺.i'l4平のため大きく破損。墓

墳は円形1こちかい楕円形。甕棺には小形
壺を用いる。安山岩板石を 1枚北側に当
て，頭位にあたる東側は安山岩板石2枚
を敷いた上に口蘇部を乗せ，板石 2枚を
硲状に被せる。穿孔あり。

。
Im 

fig. 26 S J 080・081・082甕棺秘 (1/30)
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A
 

2. 遺 構

SJ 083甕棺墓
法量 （土墳） 1.45X0. 肪in, (棺長） 1.4m 
頭 位 N紺 E
埋角度 33' 
概 要 剤平のため上甕破捐。某塙は楕円形

で，西側に向かって斜めに掘り下げ

る。斐棺は呑口式．附1ll1でSJ082と
接するが，先後不明。

‘
 

SJ 084甕棺墓

法 量 （土壕） l.82X 1.07m 
頭 位 N60'W
埋角度 23' 
概 要 廷壊は楕円形で，東南側に向かって

斜めに掘り下げる。甕棺は接口式。

下堕に穿孔．

白色粘土

＝ s」085甕棺墓

法 量 （土墳） I .80X0.88m 
頭 位 Nl20'W
煙角度 5-0・ 
概 要 削平のため上 ・下甕とも破捐.u墳

は下部が惰円形状に残存。隣底はほ
ぼ水平水にちかい。甕棺は接口式。

頭位と見られる東北傾下甕を肛接墳

底＼こ拇え．西9肖側がやや上がる。

三こここ［三二~12.3m
。

Im 

Fig. 27 S J 083・084・085甕棺甜 (1/30)
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束山田一本杉遺跡 1区

S J086甕棺墓
法量（土撰） l.72X0.95m 

（棺長） 0.72m 
頭位 N9G•W
埋 度 ー3'
概 要 単棺。削平のため南側破損。嘉墳は

惰円形で．棺埋四部をさ らに 1段浅
＜船底状1こ掘り込む。甕棺は塙底に
ほぼ水平に紺え．口縁部は．石蕊と
いうよりは．回りを固うように安山
岩板石で覆う．こ こ13.0m

12.5m 

SJ 087甕棺墓
法 量 （土塙） 2.40X 1.35m 
頭位 N99'W
埋角度 ーI'
概要 削平のため上 ・下甕とも破損.M壊は円

形で．填庇は船底状。甕棺は接口式で．
ほぼ水平に据える。秘填の東隕に寄って
いることから比て．頭位は西側か。

。
Im 

Fig. 蹄 SJ 086・087甕棺廷 (1/30)
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s」089甕棺墓

法 量 不明
頭 位 N88'E
埋角度 30' 
概 要 東側をSK162に切られ．さらに削平のた

め上甕不明．下吏破担。込塙は桁円形で．

函側に向かって斜めに掘り下げる。下甕

1こ穿孔．

2. 遺 構

SJ 088甕棺墓

法量 （土塙） 2.15X (l. l)m 
（棺紙） 0.72m 

頭 位 NIO'E
埋角度 42' 

概 要 ぶ塙は2段掘り。上段は屈

丸長方形，下段は下甕分を

惰円形1こ掘り込む。甕棺は

覆口式。下甕は比較的小形
で最下位よりやや上に J
llll, さらに体部中位にもう

1個不必要な穿孔を施す。
東側はSJ029に切られる。

12.5m 

s」089

13.Sm 

S J091 

し，ヽ'、

墾 ,12.3,n

s」091甕棺墓

法 量 （土墳） l.35X0.87m 
頭 位 N27'W
埋角度 26'
概 要 合わせ口と見られるが．用平のため上甕

不明。廷墳は円形に桟く残存。東南側に
緩く斜めに掘り込む。

＂̂-
Im 

Fig. 29 S J 088・⑱9・091姿情°ll.(I/30) 
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東山m-本杉辺跡 I区

i‘、

~
 

S C092甕棺墓
法量 （土壌） l.87XJ.13m 
頭位 NIIS'W 
頭位 g・
概要 削平のため上 ・下甕と b破損．

廷填11楕円形で，西南側に向
かってやや斜めに掘り下げる。

甕棺は接口式と思われるが，現

状では上甕が元の位儀から下

がっている。

s」093甕棺墓

法量 （土墳） 1.58>< (1.25) m 
頭 位 N95'E
埋角度 23'
概 要 削平のため上甕はわずかに残存，

下甕破担,lili墳は楕円形で．而

側に向かって墳庭をやや斜めに

掘り下げる。甕棺は接口式と見

られるが．上甕が動いているた

め詳細不明。下甕に穿'1L.

／
 

｀`
 

13.5m 

s」09S甕棺墓

法 量 （土墳） 0.93X0.66m 
頭 位 I¥IOS'E
埋角度 ほぼ水平
概 要 合わせ口と見られるが，削平のため上甕

不明．下甕が一部のみ残存．潔塙は惰Pl
形で浅く残る。墳店はぼ水平ながら頭位

と見られる東i伽!Jがやや上がる。

。
lm 

Fig. 30 S J 092・093・095甕棺廷 (1/30)
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2. 遺構

S J099甕棺墓
法量 （土塙） 2. l4Xl.20m 

（棺長） 1.43m 
頭 位 N172'E
埋度 3'
概 要 削平のため上史一部破損．

ぶ墳は惰円形で．墳庭は棺
埋既部をさらに 1段浅く掘
り込む。甕棺は接口式で．
水平に捐える。

／
 9

.
 

/
 

／
 

•1•9,9, ,
1
 

、

．

SJ 100甕棺墓
法 量 （土填） (0.93) XO, 74m 
頭 位 Nl60'W
埋角度 ほぼ水平
概 要 削平．さらに北側を荒らされ．上 ・下甕

は一部のみ残.~ 墳は浅く残存．填底Ii
平坦に掘り込む。甕棺は接口式で．ほぽ
水平に埋凶。頭位は南側と見られる。

-R 
＼
 

~--=13.Sm 

13.8m 

S J 101甕棺喜
法量 （土塙）0.67X0.60m 
頭 位 N110'E 
埋角度 不明
概 要 合わせ口と見られるが，削平のため下甕

の一部のみ残。東側が頭位と見られる。

。
lm 

Fig. 31 SJ的9・JOO・IOI甕棺8!i(l/30) 
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東111m一本杉追跡 l区

SJ 108甕棺墓

法量 （土壕） 2.13XJ.10m 
頭 位 Nl7oE
埋角度 2' 
概要 削平のため上 . ,.~とも破

tu. 洒nffを荒らされている。

秘塙は楕円形で．塙此は船

底状1こ桟く残存。甕棺1よ接
口式。ほば水平に据えるが．

頭位と見られるみなみがわ

がわずかに上がる。

~ 二こ13.&m

..:: SJ 111甕棺墓
法 量 （上填） l .28X(), 73m 
頭 位 N88'E
埋角度 o・
悶 要 渭平のため上 ・下甕と b大きく

破捐.i4li塙Ii楕Pl形で，填妊は

ほぽ水，lりこ掘り込む。甕り］は接

n式．

i
 

$ J 113甕棺墓
法量 (;I渇賣） l.90X 1.15m 
頭 位 N9<1'E
埋角度 I' 
概要 削平のためJ:・ ←ド甕とも破111.

伐塙は桁円形で．填胚を船麻状

に斜め掘り下げる。甕棺は接口

式で．ほぼ水平に埋i沿．東fl!Iに
余裕があることから．束側が頭

位と思われる。

13.2m 

。
Im 

l'ig. 32 S 」 1個 ・ !II • 11:1甕棺;!,!;(1/:IO) 
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＇ 
2. 遺構

s」115甕棺墓
法量 （土填） 2.osx 1.02m 
頭位 N98'¥V
埋角度 8'
概 要 削平のため上 ・下甕と b破Ill。

秘墳は栢円形で．填底はほぽ
平坦。甕棺は接口式。頭位と
見られる東鳴甕は直接墳底に
紺え．西閉上甕をやや斜めに
上げる。

i
 

SJ 121甕棺墓
法量 （土墳） J.37X0.90m 
頭 位 N90'E
埋角度 40' 

概 要 単棺。削平のため破lll,lo!i墳は 2
段掘り。上段は楕円形，下部は西
側をさらに楕円形に担り込む．

--S J 122甕棺墓
法 量 （土墳） 2.13Xl.02m 
頭 位 Nl7l'W
埋角度 s・ 
概 要 削平のため上下甕とも大部分

破捐．藉墳は惰円形で，墳底
はほぼ平坦に掘り込み．浅く
残存。甕棺は接口式。頭位II'!
側をやや岱＜据える。

~ 竺ニニ互こー 13.9m。
Im 

l'ig. 33 SJ 115 · 121 ·122史棺~(1/30)
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東山m一本杉遺跡 1区

-©~、
~13.9m 

s」124甕棺墓
法 量 （土填） l.90X I. !Om 
頭 位 N87'E
埋角度 24' 
慨 要 梨墳は楕円形で，西側に向かっ

て斜めに掘り下げる。 甕棺は呑
口式．下史は最深部には直径20
an前後の大きく不整形な穿孔を
行ている。

SJ 123甕棺墓
法量 （土墳）0. 73X0.63m 
頭位 Nl29'E
埋角度 28' 
慨要 小児用甕棺か．廷墳は惰円形状に掘り込

み．生活用土器の小形史 1個のみが斜め
1こ伏せた状態で出土した。

~ 

9
9
9
9
,

＇ 

‘̀ヽ
＇‘‘ 

‘、̀

‘,

‘、

.

、、、、
‘̀‘ ‘̀ 

‘̀
 

‘
-

、‘｀`
 ‘̀ s

 

SJ 126甕棺墓
法量 （土墳） I. 総X1.31m 
頭 位 Nl47'W
埋角度 IT 
概 要 松墳は 2段掘り。上段は累

丸長方形で．下段は東北部
をやや斜めに掘り下げ．さ
らに横1こ掘り込む。甕棺は
接口式。下甕に穿孔。 SJ
135と接するが．先後不明。

12.5m 

。
Im 

Fig. 34 S J 123・124・126甕棺秘 (l/30)
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2. 遺構

SJ 127甕棺墓

法 量 （土壇）l.28X0.93m 
頭位 NSS'W
埋角度 39・ 
概要 削平のため上下甕とも破捐.~塙は惰円

形で．塙底は下甕分をさらに掘込むo 甕

棺は上翌がずれているが．元々呑口式と

μられる。下甕は口縁部打ち欠さ。穿孔

を施す。

SJ 129甕棺墓
法 量 （土墳）l.17X0.90m, (棺長） 1.08m 
頭 位 Nl54'W
堰角度 20' 
概 要 廷填は楕円形で，填底は北側に向かって

やや斜めに掘り下げる。 甕棺は呑口式。

上甕は鉢形．下堕に穿孔．

.. ~~ 口／星
,,,,,,,.. 

SJ 130甕棺墓
法 量 （土壌） I. 迅X0.93m(棺m 1.25m 
頭 位 N32'E
埋角度 22'
概 要 廷墳は惰円形で．南側に向かって斜めに

掘り↑・げる。史棺は呑口式。下甕1こ穿孔．

12.Sm 

。
Im 

Fig. 35 S J 127・129・130甕棺1,1.(1/30) 
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束山田一本杉遺跡 1区

✓ 
SJ 131甕棺墓

法量 （土墳） l.48X0.95m 
頭位 N43'E
埋角度 23' 
概要 廷壕は楕円形で．西南側に向かって斜め

に掘り下げる。甕棺はずれているが，元々

接口式と見られる。下甕に穿孔を施す。

12.Sm 

s」132甕棺墓

法 量 （土墳） 2.18X 1.08m 
頭位 N170'W 
埋角度 o・
概要 削平と抜き取りのため．頭

位と見られる西側甕棺は不

明，東側甕棺は一部のみ残．

四暉円形で，塙底はほ
ぼ水平に掘り込む。

13.0m冒こ二 こ
‘‘
 

‘・
 

ヽ
，
 ク

-

．‘‘:‘
 

---------

，
 ‘‘

 ヽ
,＇ 一‘・

ー、-”
 

‘-

s」135甕棺墓

法量 （土墳） l.57X (I.Olm 
頭 位 Nl70'¥V
埋 度 3T
概 要 削平のため上甕破捐。北束側は

SJ 044に切られる。西側はSJ
126に切られると見られるが不

確実。ぶ塙は楕円形で．北側に
向かって斜めに揺り下げる。甕

棺は覆口式．下甕に穿孔を施す。

12.Sm 

。
lm 

Fig. 36 S J 131・132・135竪棺窮 (1/30)
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＇ 
2. 遺構

SJ 136甕棺墓
法 量 （土填） 1.00X0,60m 
頭 位 N85'E
埋角度 49' 
概 要 小児用爪棺．廷墳は楕円形で．函開に向

かって斜めに掘り下げる。甕棺は小形甕
を使用。安山岩板石 1枚で浴をし口緑部
に灰色粘土を巻き，生活用小形甕2個体
分を窃って目張りを行う。さらに安山岩
板石を載せ．廷墳全体を四う。

12.0m 

＼
 

s」137甕棺墓
法量 （土墳） l.10X0.72m 
頭 位 N74'¥V
煙角度 約45'
概 要 削平のため上甕不明，下甕破りI,;i.I塙I~

惰円形で浅く残存。東側に向かって斜め
に掘り下げる。

s」139甕棺墓
法量 （土墳） l.56X0.93m, (棺長）約1.4m
頭位 N157"¥V 
埋角度 30' 
概萎 削平のため上甕破り1。秘塙は楕円形で，

北側に向かって斜めに掘り下げる。甕棺
は元々接口式とみられるが．上甕がずり
落ちている。↑甕に穿孔．

12.5m 

。
Im 

rig. 31 s J 135 • 131 • 139堕棺,!,!;(1/30) 
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東山田一本杉遺跡 1区

¥ / ・--・ 一・__.,. 

/ SJ 140甕棺墓
法量 （土塙） 0.98X 1.34m, (棺*>I.Om 
頭位 Nl48"¥V
埋角度 16・ 
概要 合わせ口と見られるが， 北側を荒らされ~

また削平のため詳細不明。廷填はPl形に
浅く残存。東南部はSJ150と接するが，
先後不明。

弓 12.2m

-- $ Jl41甕棺墓
法量 （土墳） 0.94X0.68m 
頭 位 N8'E
埋角度 2r
慨 要 合わせ口と見られるが，n,1平のため上甕

不明，下甕破損。廷墳は楕円形で浅く残
存。北南側に向かって斜めに品り下げる。
下甕9こ穿孔っ

12.0m 

SJ 142甕棺墓
法 量 （土塙） l.35X l.02rn 
頭 位 Nl5TW
埋角度 37' 
慨 要 l'Jll平のため上 ・下甕とも破担．函填は楕

円形で，北側に向かって斜めに掘り下げ
る。災棺は覆口式．墳底からややな角度
に埋四し，上甕の下に安山岩板石を 1枚
敷＜．

12.0m 

。
Im 

Fig. 38 S」140・141・142甕棺糾 (1/30)
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2. 遺 構

SJ 143甕棺墓
法量 （土墳） l.27X0.70m, (棺長） l.05m 
頭位 N20'E
埋角度 8' 
概要 小児用。削平のため上 ・下甕とも破祖．

附ぢがS」143を切る。繕塙は楕円形．塙
底はほぼ平坦ながら、頭位と見られる北
側がやや上がる。甕棺は接口式．下甕に
穿孔。

12.2m 

SJ 144甕棺墓
法量 （土填） 0.64X0.88m 
頭 位 Nl21'£
埋角度 38"
概 要 削平のため上下甕とも破損．上堕は口縁

部のみ残。廷墳は 2段掘りで．下堕部を
さらに 1段掘り下げる。甕棺は接口式。
下甕に穿孔を施す。

＼
 

s」145甕棺墓

法 量 （土墳）0.SOXO. 78m 
頭位 N63'W
埋角度 ss・ 
概要 合わせ口と見られるが，削平のため上甕

不明。廷填は上部が楕円形に残存。東阿
側に向かって斜めに掘り下げる。 甕棺は
下甕:,こ穿孔。

12.0m 

。
lm 

~'ig. 39 S J 143・144・145甕棺1,1;(1/30) 
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束IIJ田一本杉遺跡 1区
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13.0m 

s」147甕棺墓
法量 （土塙） l.87x (I.Olm 

（棺長） 1.65m 
頭 位 N16rE
埋角度 6' 
概 要 1,l;l科は楕「'I形で．北側を直に掘

り-flf,填屁はほぼ平坦ながら
怜J側が船底状に上がる。聾棺は
接n式。頭位怜ill!!がやや.l:がる。
合わせ口部分には下に灰色粘土
を敷く。

S J 146甕棺墓
法 量 （土填） 1.43X 1,08m 
頭 位 NSS'E
埋角度 19' 
概 要 削平のため上 ・下甕とも一部残存．廷墳

は桁円形で浅く残存。西南側に向かって
斜めに掘り下げる。 甕棺は接口式。下甕
に穿孔．

SJ 148甕棺墓
法量 （土墳） 1.44X(l.l)m 

（棺長）約1.4m
頭 位 NJ72'¥V
埋角度 35' 
概要 削平のためJ.:甕破揖。姦塙は隅丸長

方形で．北側に向かって斜めに掘り
下げる。東西両側に接する SJ 147, 
SJ 149と切り合う。甕棺は呑口式．

0
1
 

Im 

' 
Fig. 40 S J 146・147・1絡甕棺経 (l/30)
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2. 遺構

,- S J 149甕棺菖

法量 （土噴） 0.91mX 
頭位 Nl9'E
埋度 25'
概要 廷墳Ii桁l'l形で．北側に向かつて斜

めに掘り下げる。甕棺は．上甕のロ

縁部が下甕よりやや小さく ，呑口式

となっている．火側のS.1148と切り

合う。

／’ 

SJ 150甕棺墓

法 量 （土塙） I.SOX 1.04m 
頭 位 N48"E
埋角度 38" 
概 要 削平のため上甕破祖。秘墳は楕円形

で、西酎側に向かって斜めに掘り下

げる。甕棺は接口式．下甕に穿孔2
隅を施す。

｀``

 
冒 12.0m

、ヽ
＇

‘
、‘

,
.
‘

’‘
 

•
q

、・‘

‘‘
、

ヽ

9

9

 

，
 
．
 
．．． .,．
 

s」152甕棺墓

法量 （土墳） I. l0X0.80m 
頭 位 N74'V
埋角度 30" 
慨要 合わせ口と見られるが．削平のため上史

不明。猛填は下部で楕円形に残存してお
り.JI! 側に向かって斜めに掘り下げる。

下甕に穿孔。

。
Im 

fig. 41 SJ 149・150・152甕棺M (1/30) 
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東山田一本杉遺跡 1区
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SJ 153甕棺墓
法量 （土墳） I .05X0.9lm 
頭 位 N78'E
埋角度 40" 
概 要 合わせ口と見られるが.llll平のため上甕

不明．下甕破損。甕棺I:!.2段掘りで．西
側足方をさらに斜めに掘り下げる。下甕
に穿孔．

12.0m 

s」155甕棺墓
法量 （土墳) l .33X0.85m 
頭 位 Nl32"V
埋角度 34・ 
概 要 合わせ口と見られるが．削平のため上褒

不明．下甕破損。甕棺は楕円で．東北tlll
を斜めに掘り下げる。

戸 12.Sm

SJ 156甕棺墓
法 量 （土墳） l.48mX 
頭 位 Nl56'¥V
埋角度 3r 
概 要 削平のため上 ・下甕とも破損。東南側を

用り取られている。墓墳は楕円形で．北
東側に向かって斜めに掘り下げる。甕棺
は覆口式。下甕は口緑部を打ち欠き．穿
孔．

。
Im 

II.Sm 
Fig. 42 S J 153・155・156嬰棺秘 (1/30)
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2. 遺 構

SJ 157甕棺墓
法 量 は填） 1.63X 1.03m 
頭 位 Nl57'W
埋角度 35・ 
概 要 闇平のため上甕破損．秘域は桁

円形で，北側に向かって斜めに

掘り下げる。下甕に穿孔。

II.Sm 

SJ 158甕棺墓
法 量 （土塙） 2.15X 1.58m 

（棺長） 1.80m 
頭 位 Nl62'¥1/
埋角度 s・ 
慨 要 廷壕は楕円形で．塙底は頭

位南側がやや上がる。 SJ 一
159と北端で切り合うが．先
後不明。甕棺は接口式。

。

ニー -12.0m 

~ ~ ~ 
Im ーニニ

Fig. -13 S J 157 • 158甕棺基 (1/30)
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東山田一本杉遺跡H叉

SJ 159甕棺墓

法量 （土墳） l.65X0.87 
~0.85m 

頭位 Nl6l'W
埋角度 12・ 
概要 砧墳は楕円形。墳底は

上 ・下甕棺分をそれぞれ

の形状に．北側に向かっ

てやや斜めに貼り下げる。

但し．北側の掘形は不確

実。甕棺は接口式。

SJ 160甕棺墓

法量 （土塙） l.46X J.15m 
頭位 N1srw
埋角度 40' 
概要 削平のため上 ・下甕とも破捐。某塙は桁

円形で．南隕に向かって斜めに掘り下げ．

途中に段をつくる。甕棺は覆口式。下甕

に穿孔⇒

12.4m 

SJ 161甕棺墓

法 量 （土墳） 1.13X0.87m 
頭 位 Nl46-W
埋角度 33・ 
慨 要 削平のため上甕は一部破片のみ残．下甕

破損.;l,t壌は惰円形で浅く残り．北東側

に向かって斜めに掘り下げる。甕棺は呑

口式。下甕に穿孔。

。
Im 

Fig. 44 S J 159・160・161甕棺 (1/30)
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2. 遺 構

(2) 土壌墓

S P016 

三 ―― 13. 

,,,,_.. 

.I
Q

'
(
 

／
 1

3
.

0

m

 

mo・tt 

S P016土墳墓
法 量 （上段） l.5}X0.98m 

（下段） l.27X0.72(0.54)m 
Nl55'W 
2段掘り。上段は隅丸氏方形．下段は惰円形にちかく ．南
側で幅が狭まる。安U1岩の板石3枚で覆いさらに小板石で

隙間を務ぐ。墳底は南側でやや上がるが，掘形から見て頭

位は北か。北側板石が破壊を受け，他所の甕棺片が落ち込

んでいたことから木棺等の使用が推定できる。

頭

慨

位

賽

。
Im 

Fig. 45 S P016土墳墓 (1/25)
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東山田一本杉遺跡 1区

S PIS! 

12.0m 

E
 
o

・
i
1
 

‘
 

SP 151土墳菖

法 量 （土墳） l.92Xl.16m 
頭 位 N41'E
概要 姦墳は 1段掘り。上段

は隅丸長方形で．下段

棺部をさらに壌紙を船

底状に掘り込む。頭位
は北束か。査は安山岩

板石5枚を用いるが．

各石材の両端が側瑞に

架からず、中央が沈降

している。 木棺等の使

用が屯えられる。

o・ic 

'-
Im 
ヽ

Fig. 46 S Pl51土墳墓 (1/25)
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S P056 

亡~

こ

S P056土墳墓 〇

法 量 （土塙）2.15X I. !Om 
（棺内法）約1.4X0.Sm

頭 位 N⑫ W
慨 妻 甚壻は屈丸扱方形。墳底は平坦で．岡小口側に安山岩板石を各 1枚を立て．後方

根元を花湖む礫で押さえる。また．両側面にも礫を並ぺている。 木棺の使用が推
定される。頭位は西か。

Fig. 47 S P 056土墳l,!;(1/25) 
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束山田一本杉遵跡 1区

~ 二 .,.,m
S P073 

J
 

、・・・--亨--・・
：：＇、

3.0m 

S P024 

"・'囀ニニニ□ュ
E
O
 

S P024 

¥
]
 一

。
Im 

rig. 48 S P073・024土壕1,1;(1/25) 
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S P046 
2. 遺 構
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S P046土墳墓
法量 （土墳）約0.8X(0.4)m 
頭位 N2ずE
概要 小児用土塙廷と見られる。瓜色

土中に掘り込んでいるため．基
墳は検出に努めたが確認できな
かった。屍床に安山岩板石2枚
を敷き．面位と見られる北南側
に花岡岩匠を数偕四いて安山岩
板石2枚を立てる。

S P076土填墓

法量 不明
頭 位 N50'E
概 要 小児用土域廷。頭位と見られる

東北側に安山岩板石3枚を立て
る。廷墳は-Sl石の西南側とおも
われるが，黒色土を掘り込んで
いるため不確実．

S Pl38土墳墓
法量 不明
頭 位 Nl9"E
概 要 小児用土墳廷．廷填は，焦色土

を掘り込んでいるため形状，規
揆とも不明。北側に安山岩板石
2枚を立て頭位を示す。

。
lm 

S P073土壕墓
法量 （土壕） 2.JOX 1.35m 
頭位 N86'E
概要 砧填は隅丸長方形で，南辺を荒らされている。東西固小口

にはそれぞれ安山岩板石を 1枚ずつ敷き．さらに後方を花
幽岩礫で押さえながら板石を立ててあったと見られる。 木
棺等の使用が推定される。壕底は頭位と見られる東側がや
や上がる。

S P024土壕墓
法 量 （土凛） 2.36X (I.I) m 
頭位 N2'E
概 要 削平のため迄攘の残存は浅く ．

西側不明。また，中火都はSJ
0231こ流らされている。頭位と見
られる北側に安Ill岩板石 1枚を
立て．衷側と因偲lを花岡岩礫で
固める。

Fig. 49 S P046・076・138土塙某 (1/25)
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S P006土墳冨
法量 （土塙） 1. 79X0. 7(0.8) m 
頭位 N90W
慨要 上面は削平され．北側が荒らされて

いる。墓墳は隅丸長方形で，頭位と
見られる西側でやや幅が広く塙底が
わずかに上がる。南壁に安山岩板石
を立て，不分的に花闊岩礫を凶く。

S P090土墳墓
法量 （土墳） 0.85X約0.6m
頭位 N9i'W
概要 全体に破壊が著しく．詳細不明。花閾岩礫を

北側側辺には6(1!1並ぺ．小口西側には3個四
く。墳床部はさらに浅く掘り込む。頭位は西
か.SJ 021と切り合うが．先後不明。

゜
Im 

Fig. 50 S P006・090土墳碁 (1/25)
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2. 遺捐

13.0m 

[
3
 

‘. 
‘ヽ

グ

ヽ

・’
9

,

‘
、

ヽ`

,．ヽ‘‘,＇

、,
ー

I』

,, _____ _ 

麟、
．．． 
，iー
・・・・'̀
・

l ' ょー

S POSS 

13.0m 
•一"' 

lm 

Fig. SJ S P049• 058土墳~(1/25)
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ll!山田一本杉遺跡 1区

SP 125 

竺

S Pl28 

ー

ヽヽ ＇，ヽ ‘‘ど

Fig. 52 S P 125・128土填甚 (1/25)
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2. 遺 構

S P049土壌墓
法 量 （土墳） 2.14X 1.34m 
頭位 N24'W
概要 南側は削平を受け，形状に疑問な点はあ

るが．土填楳としておく。以墳はやや不
整形な隅丸長方形。墳底は北側が平坦で，
途中からt悧側に向かって1:がる。頭位は
北か。北端でSJ126と切り合うが，先後
不明。

SP 125土填墓
法 量 （土墳） 2.36Xl.07m 
頭 位 N70'E
概 要 削平のため浅く残存．平面は長方形で．

西側やや隅丸気味。北側墜の礫は地iJIの
石か。墳底はほぼ水平．

S P058土壌薔
法量 （土墳） 2.08Xl.l~l.3m 
頭位 Nl03'W
慨要 廷墳は隅丸長方形。四壁はほぼ返に掘り

下げ．塙底は平坦。西i悧偶を荒らされて
いる。平面形から見て．頭位は西側か．

S P128土壕墓
法 量 （土墳） l.84X 1.22m 
頭 位 N2l'W
概 要 廷墳は隅丸長方形。四攪はやや斜めに掘

り下げ．壕底は平坦。東北隅をSP056に
切られる。

(3) 石棺墓

S COl8 

13.0m 

E
 o・c
1
 

ィ

゜
Im 

Fig. 53 S C018石棺込・ (l/25)
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東山田一本杉辺跡 I区

SCllO 

12.Sm 

1
2
 

S COi年棺墓
法 量 （棺IAJ法） 0.88X0,23m, 深0.23m
頭位 Nl35囀w
慨 要 1Jヽ児棺. 2段駐りで．上段は隣丸焚力形。

さらに下段西北側に寄せて．長方形に堀
込む。石棺は括本的に側面各2枚．小口

各2枚づつ安山岩板石を立てる。蕊石が

抜かれた可能性bあるが．木製蕊であっ
たとサえられる。頭位は西南側か ・北屈

の列石との関係不明。

SCll昭棺墓

法 量 （棺内法） 0. 75X0.38m, 深0.20m
頭 位 Nt53'1V
埋角度 1!5' 
概 要 tiヽ 児用石棺甚。墓墳は隅丸長方形。石棺

部は安1」1岩板石を床1こ1枚敷いて側面．

小口とも 1枚ずつ立て. 2枚で蓋をする。

頭位は怜I側か。石囲い部は粘板岩板石を

東側に 2枚．西側に 1枚を立て、南側は
西石状に覆う。

。
lm 

Fig. 54 SC 110石棺ill,(1/25) 
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2. ll'I 構

(4) 土壌

1区西半部を中心に8基の土墳を検出した。甕棺の抜き跡あるいは祭祀関係遺構の可能性の

あるものも含まれるが性格が明らかでなく ，土墳としておく。時期は，土器によって明らかな

ものは弥生中期以降であるが．それ以外も一応弥生に含めておく。

S K070は東側を広く ，西側に向かって 2段に掘り込まれている。平面形は基本的に長方形で

ある。東西2.12m,南北1.75m. 

SKI06は南北長の楕円形掘り込みで，北側は潤査区外となる。塙底から中期の甕片が出土し

ており，甕棺の抜き跡の可能性もあるが，明確でない。

S Kll9は平面楕円形で．壕底は船底状をなす。東西2.76m,南北l.52m、深さは0.6m残存

する。墳内には黒色土が詰まり，上面ちかくには焼けた跡のある花尚岩礫に混じって中期中頃

の豆片が出土した。祭祀関連遣構の可能性もあるが，不明確である。

SK117は不整円形の土墳3基が切り合うように，浅く掘り込まれており，ここでは一括して

おく。黒色土が詰まり，壌底から浮いた状態で多位の礫が投げこまれ，甕棺墓及び配石土壕墓

を破壊した際の前期末の甕棺片

と安山岩板石が出土した。

S1<112・SKl14・S1<133は

大形の浅い不整形土墳が一ヵ所

に集中的に掘り込まれたもので，

先のSKJJ7に似ている。焼け

たものを含む多黛の礫1こ混じっ

て中期の甕棺片や安山岩板石が

出土した。

S Kl62は径約1.8mの円形土

壕で，填底はほぼ平坦ながら北

側がやや上がる。西阿部を別の

掘り込みに荒らされている。ま

た，西側にあった前期末の甕棺

SJ 089を一部壊している.I.¥¥色

3.5m 土が詰まる。

。
Im 

Fig. 55 S K070土墳 (1/30)
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束LH田一本杉遺跡 1区
t
u
g
 

-゚
S Kl62 

---

SK 119 

00  

゜

Q 四

゜ ゜
゜

o
l
 

lm 

Fig. お SK 162・119土塙 (1/30)
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2. 遺構

(5) 祭祀関係遺構

沿t域束辺で 1ヵ所のみ， SX028を検出した。 沼北2群に別れる (Fig.57)。

南群では完形品の鉢 1~3の3点が倒伏した状想で四かれ，しかも内2点は頂ねられていた。

付近に小花岡岩礫が数点あったが，地山の礫の可能性がつよい。

北群はそれらから約70cm離れ，小形壺 J点，大形致2点，麻坪3点が一群をなす。付近から

は他にも窃坪2点分の破片が出土した。いずれも丹控り磨研の精製土器である。出土状況は甜

坪4,5が横倒しに収かれ、8は破片のみ残存。 4の坪部には小形滋10が殺かれていたが．元々

壺を載せて立ててあった裔坪がそのまま横転したとは考えにくい状況であった。また，その束

脇の大形壺11は倒立した状態で口緑部から日部が残併していた。

これらの土器の時期は中期巾頃でもやや新しい傾向をもつが．中期中頃には付近に同時期の

甕棺廷は存在せず，西方に離れて小児姿棺 1基があるだけである。したがって．遺構そのもの

が埋葬に関わる何等かの祭祀行為を直接示すものとは芍えにくく ，おそらく別の所で行われた

埋葬儀礼に）IIいられた祭祀土器の廃棄填であろうと推測する。 1区では他に西半部を中心に

多くの土塙が掘り込まれているが．祭祀土器等は見られず，埋葬儀礼に関わる行為の跡を積極

的に窺わせるものはない。このような祭祀関係辺構は佐買平野でも中期以降の甕棺凶地で散見

するところであり ，儀礼に使用された土器類の手臥い処理を基本的なスタイルとする。最近で

は吉野ケ里遺跡やx~栖市抽比本村遺跡で．累世的に形成されたと思われる大規校な遺構から大

絨の祭祀土器が出土している。

~ 

一尋応）：盟

12.5rn 

No. はFig.88の遺物番号に一致

Fig. 57 S X028祭祀遺構 (l/20)
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ll!山田一本杉遺跡 1区

3. 迫 物

(1) 甕棺

前期末から後期中頃まで，合計119基の甕棺を検出した。時期別には前期（末） 76甚＊中期32

基後期II碁で．とくに前期末から中期初頭のものが圧倒的に多い。

以下．原則として遺構番号順に図示するが．個々の説明は Tab.Iに依られたい。また．多数

を占める前期末から中期初頭の甕棺の意義付けについては．「考察」であらためて述ぺる。

SJ 001: ',¥ 

S J002 

SJ 003 
ク

SJ 004 

．．會＇ り
．， 

ヘ
ぶ

40ao 

Fig. 58 S J 001 • 002 · 003 • 004甕棺 (1/12)
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3. 遺 物

SJ 005 

.. 

s」0

＂＂上
塗黒面外

¥
 

内

. :・・-・ ン‘
•、·-·····--

下

内外面黒塗（縞）

--~、

$ J 007 .,. 

・" ....  ,.,,,., 竺

., 

,．“ 
、~•.. , .. -.~ 

、‘
‘、
＼
 夕

•• 

上

゜
40cm 

Fig. 59 S J 005・007・009甕棺 (1/12)
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束山田一本杉遺跡 1区

SJOll 
手手S ・・

S JOIO 

上

内外面黙豊

=='•:、

下
内外面黒捜

s」012

下

。
40cm 

Fig. 60 SJ 010・Oil・ 012甕棺 (1/12)
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s」013

SJ 019 

3. 遺 物

,--

込

s」014

SJ 017 

下
内外而黙諮

SJ 020 

)/ ;, 

O
•' 

:i 

下

40cm 

ー
．． 
● , 上
外面黒揖（縞）

々

,-・ 
内外ilii黒捜

F'ig. 61 SJ 013 • 014 • 017 · 019 • 020甕棺 (1/12)
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束山田一本杉遺跡 1区

¥ 
$ J021 

SJ 023 

S J025 

’’ 

t: 

下

S J027 

゜. r '  

Fig. 62 S J 021 · 022 · 023 • 025 • 027甕棺 (1/12)

ー80-

上

40cm 

上



3. Jl'I 物

s」029

下
内外面黒覧（縞）

S J026 

上

I●●●…下.. :.. ....• ‘‘ 

SJ 030 ． 

~ 

~ r."
■
 

上
外面黒塗

。
40cm 

下

Fig. 63 S J 026 • 029 • 030甕棺(1/12)
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東山田一本杉遺跡 1区

SJ 032 S J034 

三 f血而外
上
内

゜

S J035 

f 

下

外面黒揖

ヽ

I、

s」036

下

゜
40cm 

Fig. 64 S J 032・034・035・036甕棺 (1/12)
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3. 遺物

s」038 SJ 037 

吼
W
仙
川

===i 

,,_,, 

上

グ 内外面愚塗（縞）

I
 "
 

-' 

r・ 
内外而黒塗

s」039

4知

Fig. 65 S J 037・038・039甕棺 (1/12)
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東山田一本杉遺跡 1区

SJ四
SJ 041 

,1 

下

外而1!1登

@: 

上

外面黒塗

I I 'I 

下

。
40cm 

fig. 66 S J 040・041・042甕棺, S J044壺棺 (1/12)
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3. 遺 物

s」043

I 
ヘ,-.,、_,、へI

1/, // 

~·~~ 

下

内外面黒塗

SJ 050 

クア上

内外面黒墜

S J047 

" 

上
外面黒塗

。
40cm 

下

内外面屈塗

Fig. 67 S J 043 • 045 · 047• 050甕棺 (1/12)
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束山田一本杉遺跡 1区

s J磁 s 」 0~2

S JOSI 

ダ

,:,• ..t 
内外面県塗（縞）

下

内外面黙塗

。
40cm 

Fig. 68 S J 048 • 051・052甕棺 (1/12)
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s」053 3. 遺 物

上

内外OO黒塗 ~~ 外面叫堕（縞）

＼ーヒク
SJ 054 

I I I 
I 

‘ 
S JOSS 

。
40cm 下

Fig. 69 S J 053 • 054 • 055甕棺 (V12)
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東山田一本杉遺跡 1区

s」057 SJ 059 

ーst--
1--ヽ・

゜

下

内外面馬拉

S J060 

下

外面黒塗

゜

上
内外面黒登

s J函

l\u~ 
下

内外面糾塗（縞）

。
40cm 

Fig. 70 S J 057・059・060・062・066甕棺 (1/12)
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3. 遺 物

SJ祖

鳥
＇ ーー、’ー

下
外ilii黒控

＼ 螂 ....#上

s」072

じ ~ ］ 
'・ ，，上

s」079

ヽ ，

S J071 

下

下 。
40cul 

F'ig. 71 S J 064 • 071 • 072・079甕棺 (1/12)
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束山田一本杉遺跡 1区

s」074

s」075

T
— 

―
―
二
l

-

-l-
―

-l 

一
ー
ニ
ニ

l

-

―.-
l
 

上．
内面屈塗

S JOn 

下

外面黒塗

●

,'
 

-’} 
J
‘

、

y
 

:
J
i
.
 

40cm" 

下

l'ig. 72 S J 074 • 075 • 077甕棺 (J/12)
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3. 遺物

S J078 

上
内外面贔塗 、ヽ

下
ダ内外面昂塗

J

苧
s
 

下

内外面屈箆

S J080 
S J082 

。
40cm 

Fig. 73 S J 078 • 080 • 081甕棺, SJ082壺棺 0/12)
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束山田一本杉遺跡 ）区

E;:' 
SJ 083 S J084 

／
 S J085 

‘
 。

40on .. 
Fig. 74 S J 083 • 084・085甕棺 (1/12)
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3. 遺 物

s」086 S J087 

s」088

ミI

、|

上
外面黒捜

. 

下

下

外面黒塗

f'ig. 75 S J 086 • 087 • 088堕棺 (1/12)゜
40an 
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東山田一本杉遺跡 1区
； 

s」089
SJ 091 

- ~ 下ク

下 SJ 093 

SJ 0呪

上

゜

下

内外面屈塗

40an 

i>ig. 76 S J 089 · 091• 092 • 093甕棺 (1/12)
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3. 遺 物

S J099 s」108

上

SJ 100 

l"＂ 
上

下
~

。
40on 

Fig. 77 S J 099・100・108甕棺 (1/12)
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東山田一本杉遺跡 1区

s」Ill

SJ 113 

SJ 115 

上

40cm 

Fig. 78 SJ 111・113・115甕棺姦 (1/12)
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3. 遺物

SJ 123 

s」124

s」122

~ ~ 

~ ー ・"、

。
40cn 

Fig. 79 S J 121・122・123・124甕棺 (1/12)
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東山田一本杉遺跡 1区

SJ 126 $ J 127 

上
外面黒色磨研

--

.J:: 

下

内外面黙塗

SJ 129 

ゥ
..., 1"i -~ 

.I: 
内外面思控

。
40an 

Fig. 80 S J 126・127・129甕棺 (1/12)
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3. 遺 物

SJ 130 
SJ 131 

． -

下

内外面黒塗

s」136

SJ 132 

。

上

40an 

目張り土儲

Fig. 81 S J 130・131・13Z・136甕棺 0/12)
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東山田一本杉遺跡 1区

SJ 135 s」139

上
内外面黒塗

SJ 137 ,、

、9

下
内外面黒策

下

s」140

。
40cm 

Fig. s2 s J 13s • 131 • 139 • 140甕棺 (1/12)
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3. 遺 物

SJ 141 s」143
● "'●l● , .， 

下 s」)“

外面黒途了＝

．．苧
＂上

SJ 142 

-;. k
 

下
外面屈塗(tjl)

S J 145 
'! 

贔`＂n“
 

。
4畑

Fig. 83 SJ 141・142・143・144・145甕棺 (1/12)
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束山田一本杉遺跡 1区

SJ 146 
＼ 

SJ 147 

.. , 
".t 

下

外面黒塗

SJ 148 

下
内外面黒塗

~ _ _,、
.
,
．
 

‘
 

．ヽ．
 

9

.

、
.
‘
ヽ
ー
1

ノ
／

／
 

I

I

I

 
I

I

 

,‘
 

ー

9
,
 

ー

,＇ ー＝1
1ー

I

‘

、

。
40cm 上

内面黒蚤

Fig. 84 S J 146・147・148甕棺 (1/12)
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3. 遺物

s」149

上
内外面屈塗

SJ 150 
9、1 111" • 1'11 ., 

r,: 
"l¥¥ I I/ -r ",,, /, 

II I 

／
 

I I I 

SJ 153 

--~ 
152
99
 

¥
sJ|
 

"”
 

下

。
40on 

下
外面黒冷

Fig. 85 S J 149• 150 • 152・153甕棺 (1/12)
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東山田一本杉遺跡 1区

s」155

SJ 157 

•、

可
．

下

内外面黒塗（縞）

SJ 156 

：・ニ・、黒塗

<・ 

=' 

下

内外面黒鎗

$JI的

下
外面屈塗(IG)

゜
4知

Fig. 86 S J 155 ·156 · 157 • 160甕棺 (1/12)
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3. 遺物

S J 158 S Jl59 

上

上
内外面黒撲

下

内外面贔控

s」161

、
外面凩塗

゜

下

40cm 

Fig. 87 S J 158・159・161甕棺 (1/12)
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東山田一本杉遺跡 l区

Tab. I ~ 棺観察表

辺構滸I}
帽別 時剛

叫欝り

0 0 I 
fog. 聞 l:ll! 

9ね．；；＂
•1 • 1111後半

下史
ぅ・1 料

0 0 2 
後 Ill!VJ r;,_隣 I:!!! 
桜糾俎

9121紡

91<!289 
後期 II!

fl! 
桜馬場

0 0 3 
阪 ．栄 I: 史

!'20,102 
後閉り）

F甕
桜島場

0 0 4 
中期後字

仮.58 I: 史
ii. む

り225:!6

90:S! 泣
ヽ1•1111後半

下史
1£ 柑

DOS 
投 lll!IJJn •. 59 J.:史

9121:,11 
桜応嶋

91応76
後 111111)

下史
桜糾鳩

007 
餃 1111切

fig. 59 上史

912169 
桜馬場

91~:!23 
後 期 切

ド竺
桜馬場

0 0 9 ,,, 1111切
r,,, 59 -1'.!I! 

釘碑2
6 期

9'!0117 
,,. 期 VI

,.. 炎
6 期

0 I 0 
r.g. 印 上史

92'1423 
闇 期 末

下史
く1 期

時期 1~6期は後述の編年による。口径は外口径， 胴径は最大径。

法駐Can) 形態の W 徴 技法の特徴 • その他

1111,l 
U径 不詳 不詐

＇径

悩高
外ifliハケ日後ナデ．内面ナ

nl氾 口縁邸不ll/1.体繹中位やや上にコ字突裕2条．

馴楳 切.6
デ。明褐色

儲謀
内外面ハケ目後ナヂ．明貨。Ill 薮片。口緑i!11打ら欠さ．体郡にコ字突荀l条．
褐色

馴E

富店氾.5 休駕1バ＇位」 ：が張り．上位がつよく緯2る。中
体部は外illiハケ9,内面ナ

口1召 41.0 位上にコ字突桁 1条。口緑郡Ii蟷怒がやや上向
ヂ．口縁躙ナデ．湊賀褐色，

糾往 67.2 して平坦．

四謀

ロll 不詳 祖｀
馴怪

器麻
内外面9ヽ ケEl後ナデ． 儲喪□fl 霰片．下体/llliやや鰤らみを6って立ら上がる．

馴tl
が薄い．明賃褐色

粉応
岐片． 体圏はヽI•位上が張り．上位が締出る。コ 体帯は外面ハケ目後ナデ．

a径
字突筍 1条を巡らす． 内面ナゲ． 褐色．

馴往 51.6

潟lli89.6 
〇縁濯は鋤紘 平坦◆尉郎は丸線がつよく・中 体澤は外面ハケEl,内ill1ナ

n径 42.5
位,_2条コキ突j!f.駈閲Ii碍い。 デ．口縁郎ナデ．朋貧褐色

鼻径 n.o

lllli/if 
体郡は倒卵形で，,r,位にコ字突笞1条。口縁部

体郷は外mlハケ目後ナデ．

ロ径 33.? 内面ナデ.0騒閏ナデ。淡

尉径 51.5
は編懲がやや上Flして平坦．

貨褐色．

憐A 9S.7 
t柑詈Lti1が致り中(//..ドにコ字突筍2条。口絨圏 体畢It内外面ハケ目後ナデ

nt沼 ◄7.0
は 「<J字彰で．内側につよく突出． 口騒郎ナデ。 明茶褐色

馴惇 7(》,0

閤麻
体圏はIIが侵り中位に刻目突罰1条．底邸付近 体毎は外面ハケ目後ナ，，，il1

口往

馴往 50.9
Illじらみをbって立ら上がる． し，内面ナデ．褐色．

饗碍 n.1 
体邸はRが景り巾位ややJ:にコ字突岱 1条.a

内外面ナデltJ:lf.外OO底
口佳 <9.6

縁lllll:I「く 」字形に折れて短く外反気味に1111<.
葛付近にハヶg残る。茶掲

鼻U曼 &1.0 色．

苓“ 破片．体部は」1位でつよく締よる。 IJ!i/111は平
内外11,ナデ．淡沿色で，内

口往 57.8 坦で内鋼突出繹frち欠さ• Offill刻9.沈線は

馴往 J:3条．下不明．
外面隕葺り。

園嘉(82.0) 体部一体化し内樗気味に立ら上がる．口蝕郡,i 内外面ナデ． 出色．外面Ill
□(泊 67.3 平坦で内側につよく突出。口柑郎刻日．沈鰈,: 笠りで， 口繰部下の沈線~,
馴程邸.s上下各3条．綬 4区． 近に2条程度の縞熟り．

漏店

0狂 不詳 不詳

尉径

醤凸 80.0 体部は一体化し.ll4<fllほぼ直行。 IJ縁l'l!IU,1111
内外面ナデ。明賀褐色で．

口怪 67.1 上面に砧土捐を巡らせ平坦をつくる.nff闇刻
内外面とし黒携り．

鮎径 60.0 1:1. 体圏沈線慧し．
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3. 遺 物

遺豆鮭構書蓄•サ> 樟 l 時期 法鼠(on) 形態の n 徴 伎法の柑徴 • その他

0 I I 
中期 VJ

llllll HS.6 体邦1:1-体化し上位内膏気屯 0騒郡Ii接合部 内外illlナデ． 外面麻部付近

fig, 60 t甕
6 期

口粍 64.2 に外反傾内を残し平坦郎を東せる．口＂部剣日 に9ヽ ヶ日残る。淡沿色で．

910147 馴径茄.8 沈 ltJ:l'各3条 内外面と b昂猿り．

911931 
中期切

蒻ill80.D 体11111一体化し上位内汽.Olilll11楼合郁1こ外
内外d1lナデ．口形やや直U

1甕
6 剛

Oil¥ 61.2 反傾向を只し平坦憾を采せる• Of'! 郎碍目．沈
引褐色鱚

馴Ill6-1.3 貌は鑢に上 F名3条。

0 I 2 
後 1関半

illljl::, 
射郭下半のみ残下体部はあまり膨ら土ずに立 内外i!liナヂ． 外m累付近,_

""・ 印
上甕

三 n
0往

ら上がる． ハケti残る．褐色。
912157 尉ほ

910106 
後期贖半

醤11101.0 体忠1よやや員影の細9で.n縁闇..肥＂した 体郎1ょ外ilif,ヽ ケ目後かる＜

下甕 tl!J. 5-1.6 r < J -~ 形.0縁下と体部,,,位やや下に鉗l"Iを ナデ．内面ナデ。 口繰那1よ
三 .~

尉往 61.2 bつ台形突俗を巡らす。 ハケ目後，外面ナデ．褐色く

0 I 3 醤高

rig. 61 .t甕 □径 不＂ 不詳

馴怪

四ぷ35
前 駅 米

響n ;o.o 下体邸はやや塵らみを残し．上体部i1l行．口Iii
内外面ナデ． 貨褐色で．外

下甕
3 期

口往 56.8 部はあまり肥限せず綬く外反．沈級1:lJ:3条．
面隕聾り．

尉往 52,0 ド焦し．内から9孔．

0 I 4 冨店

ftg.61 上甕 0程 不詳 不詳

嗣往

9出 13
後 1111VJ 

醤碍
体置1よ中位に鰻大駐を,t~llll身．コ字形突昴 2

下聾
桜毘場

口径
条を巡らず．

内外面IヽヶIsl.褐色．

尉径 54.0

0 I 7 欝潟

lig. 61 上聾 ot至 不詳 不
暑径

”゚.101 荊 けIぶ
醤応 下体郡はやや膨らみを残し上体lllllよやや開き沢

・ド甕
3 期

ロt周 収に“行．底闇li.J:.げ庭状．沈線,:-ド2集．上 内外孤ナデ． 褐色．

尉涅 50.0不明．

0 I 9 
鮒 期 ＊

雹高 0駄郎はやや開さ気昧の上体悪から肥双せず外
内外llliナ.,,,11)色で，外llli

(ig.61 上皇 口1116.? 反し．平坦口縁を乗せる．沈線はJ:2条． ド不

畑 379
2~4閉

馴往 明。口行部刻U黒し．
島盪'),

四 318
削 閉 末

四高
下体邸は膨らんで骰l1)符徴を残し• .l:~I翫U行． 内外面ナデ。明褐色で．外

下聾 ロ程
2 期

易往邸.o沈練は下3条，上も 3条か．口縁部打ち欠さ． 面1，"嬌り讐内面し息ヽりか．

0 2 0 
前 割 木 唇“ 口縁郎は上体管からそのまま肥厚せずに外反し．内外ilil.,.デで．ヘラ.,..,.釘

r;g.61 k甕
3~4明

口往 64.、端躊J:面に三角突名1.an澤刻r:r.沈線はJ:.2 残る。吊色外面Ill雙りで，

四 398 馴程 条．下不厚I. m縁輝に3条慮の縞悽り

細 388
前 刷 人

醤1.i(64.0) 下体墨IJわずかに膨らみを残し．上体薗“行．
内外面ナデ．褐色で．内外

・ド甕
3 問

口径(54.5) 〇緑郎は外反するが．打ら欠さ。沈線は上下各
面とも瓜控り．

尉径 49.6 3条．穿II..

0 2 I 醤潟

lig. 統 1:!I! 口径 不群 不詳

尉往

92252i 
jpj関 末

霧応 上体郎lti/1行。口縁那は肥,,せずに外反し．内

下甕
4 期

口径 55.6 銅に 1段萬（蝙の狭い枯土荀。沈線は上下各2 内外面ナデ。褐色。

暑 条。口＂謡刻目無し．
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東山m一本杉遺跡 1区

遺構壽<t 糧別 時期 れ黛(OIi) 形 1!!1 の 特微 技法の特徴 • その他
在紐蓄•>

0 2 2 器嘉

fig. 62 上甕 口径． 不詳 不IF
馴径

920385 
前 1111:1'

瀾嘉
.fl糾置1よ明厭1こ膨らみ壼の特徴を残し．託部に 内外面ナデ．外面悶褐色

下甕
2 期

口径
向かって念にすぼ皇る.J: 体部i11行． 内面貴褐色．

胴径 61.6

0 23 
後期前半

1111高 29.0 鉢形。口縁部は 「く」字形に折れて，屈曲部に

lig. 62 上甕
三 惇

D往 ,o.,三角突帯．体部は填のやや不明諒な平底がらil( 内外illiナデ． 決貨褐色．

912060 驀l登 綜的に開<.

9!01Z• 
後期前キ

1111嘉 76.8 体部は細g及胴で中位やや下に台形突僭。口縁 体艇外illil~• ヶヽg後かる＜

下聾 口径 24.4 ftllllよわく「<J字形に折れ．端闇を丸める． ナデ。口縁部と体隅内iliiナ
三 樟

胴註 <5.8 屈曲廓ドに台形突荀． デ． 赤褐1!!,一虐褐色．

0 2 5 
前則未

器高(6<.0) 下体毒はやや膨らみ低(..l: 休都伍行• Cllit部
Og. 62 上甕 口a68.o は外反し鱗部上面を平坦1こナデ．口唇圏刻目． 内外面ナデ． 茶褐色．

020HII 
3 1111 

尉径 58.6 沈線は上下各3条．

92041< 
前期”

1111高 6•1.2 体郎はほば一体化し上体鉛直fi.口縁躙11やや 内外面ナヂ． 明褐色．外面

↑甕
3 JIii 

口径 62.1 肥厚して外反し上砧園にナヂて捜．沈縁It.I:下 属蓑りで.J: 下沈線閲に 1

胴粍 51.4 各2条開から穿孔疇 条以上の111!11り．

0 2 6 
前 閉 未

器店(5・1.5) 体11111i一体化し． 上体郷直行．口紬Ill!はやや肥
内外弧ナデ.1111褐色で．内

阪.63 上甕
• 1111 

口径 51.0 ”して大さ く 外反• Off畢苅1,1'1.沈線は上下
外面とし瓜棗?.

910121 馴径 ,12.9 に紐く各 1条。

910蕊 器1Qi(70.2) 下体郊1よやや膨らんで低（上体部il1行．口縁悪
内外iliiナデ．口影が大さく

下甕 3 閉 口径 78.2 は外反し蝙悪上面を平坦状にナ1'.ロ唇刻目．
歪む.Bil褐色

馴径 57.5 上下に纏沈線各2条．

0 27 
前期末

器高紡.5 体lli!ll•一体化し上体闇ほぼ頁行。 口縁部は外反 内外面ナデ後．内1目Iこ不定

fig. 62 上甕 口佳 52.8 し上面内は11)砧土術を攣せる．口縁部が波打つ．方向ヘラミガキ．りl褐色．

920磁
4 期

鮎往 47.2 ＂目 ．沈緯薫し． 内外面とも昂煉り．

器店

下甕 nl涅 (o囲い）

馴径

0 2 9 
前閉人

匂高(86.2) 体部は上下ほぼ一体化。 口縁111は肥厚せず外反

阪.63 t甕 、JIii□ ll¥ 73.2 し嬬郎上両に上肉する三角突俗。口＂部剣み 目．内外面ナデ。茶褐色◆

910116 尉往 58.8 沈線は上下各2条．

9l059Z 
簡朗太

器高 73.6 体部は上下一体化．口縁郡11肥厚せず外反し上 内外遍ナ,.男l膚色外iiiとい昌

汲 Oil'. 63.5 面に三角央寄を巡らせ平坦状 口＂郎絹み目 ． 菫りで,.J:体墨に10棗以上の編か
4 期

暑磁 S2.9 沈線は上下l:13条． な饂曼り． 内Ii~鳳 りか．

030 
中 期切

霧潟 硫片． 上体欝は内溝気昧◆口縁1111:外反して編
内外面ナゲ,1111体は褐色で．

fig. 63 ヒ甕
5 期

口径 62.2 銀に平坦口紘を策せる．口唇邸刻目．沈線はロ
外面愚菱り。

笠2533 尉佳 縁l'3条と縦区i!i.

9225,10 
中閉切

躊高 90.0 体部は一体化し．外反した編部に未発達な平坦
．＂．甕 ロ往 15.6 郎を乗せる．口＂部痢目． 沈線l!~I:下各3条． 内外面ナデ． 褐色．s Jill 

馴棧 69.9 縦5区iii.-f・'i'絵...
0 3 2 

間期よ
冨潟

口縁部は肥せずに外反．口柑郷刻日。 沈線は 内外面ナデ.IJIJ褐色で．外
fiR.6-1 .l:甕 z~• 期 ロ佳 76,7

J: 3条． •ド'f"IIJ. illi瓜携り．
9'20397 胴1l¥

笠0-108
崩閉末

鵡高 12.8 体部は一体化し．上位内傾底郡突出。口縁部
内外ilifナデ． 貨褐色で．外

下聾
4 期

口径印.2 は外反し．やや肥nした磁郡．ヒ漏を平坦にナデ．
漏凧鯰り．

鳥i往 !">4.< 口＂邸 刻"'・!)!孔◆
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3. 遺物

遺構書号
帽別 II,'/ IOI 法貴(an) 影鵬 の 持 復 伎法の特覆 • その他

豆鯰嘉号

0 3 4 醤嘉

fig. 64 上l1! 口琵 不詳 不詳

尉径

!m539 l1ll期 k
置碍 73.8 下体感は明11!に膨らみ．上体部“行。 0縁郡は

内外ifjjナ1'.内面にヘクナ
下甕

2 期
ロ往 61.2 外反して躊部肥11-.□fl邦剣目.i:t線は上 3条

＇ デ訊あり •'Ill茶褐色蜻
＂ほ 50.6 "F 2条．穿孔疇

0 3 5 
後期前

四碍
体昂は途中1l1曲し，台形突苔を巡らす.0品費！ 内外面ナデ． 置聾は全体に

fog.~ 這 口径

”？ぷI
三 惰

胴往 69.0
rfl; 欠さ。 粗く．器螢が肛い。

如 25
後期間

召謁鈴.0
体饗Itややn張り久昧で.~· 位にコ字突硲を巡 内外甜ナデ．外llli底郎付近

下甕 口径 46.4 
三 汗

馴佳お.4
らす．口縁郎は 「<J字彩によわく屈曲． 1こ9ヽケ日残る．貧褐色．

0 36 
中閉後

醤碍
体闇は中位上が弧って.I:位が締良9,中位に三

外面ハケ目．内面は9ヽ ケ目

fig. 64 上甕
立杓

0往
角突蜀を巡らす．体謳上位打ち欠さ．

の役ナゲ．外面茶色．内面

如 81 馴往 51.1 黒9色．

903'191 
中期後

岱ill91.5 体!IllがP位がつよく張り.;, 字形突箱2条を巡 体Ill外面ハヶR,ロ騒部と

下甕
立む

口径 56.0 らす• ロ縁郎,:nい平坦口繰で．口騒下にもコ 体繹内面ナデ仕上げ．明茶

IJlt¥¥ 74.7 字彩突帯 1条が巡る。 褐色。

0 J 7 
巾期初

醤謁(16.0) 体部はほぼ一体化し．上体郎it1行．口縁11111:1111 内外磁ナデ． 浪褐色.1111は黒豊
fig. 紡 ・ヒ甕 5 割

口径 62.8 体が薄（斑（外反.0唇隠閃9.沈線は下3条．で，上体慕~8釦入と，，田かな縞

911940 IJI径閲，6 上 し． 盪?.内面も贔量りか．

911948 
中期初

1111潟 67.3 体邦Iょ一体化し． 上体頷内湾• ロ紘11短く外反 内外面ナデ． 部分的にヘラ

"f甕
5 JIii 

ロ往 52.5 し．磁圏に輝い帖土lil.口轡下肇刻目．沈線Ii 棋残る．町褐色で．内外ill!

IM! 至 51.6 上2条．内から'll'fl疇 とb凩撓り．

0 3 8 
巾期 lJ1

1111麻的.4 上体圏内湾．口誡饗は俎く外反し粘土得を蝠1111

fig. 65 上甕
6 副

口往 ~2.3 内側に突出させ平坦。ロff~9. 沈線は上下各 内外面ナデ。 茶褐色．

叩と蕊 胴托 61.6 3条．及び紅 1ヶ所．

90、,Bi!
中 llll切 器“知・' J:体部内湾気味◆ 口綸l!illt短く外反し帖土菊を

内外面ナデ。貸褐色で．内
下甕

6 期
口径 ;0,2 蝙内綱に突出させ事坦。口行廓州J'I.沈線1:1

外面とし昂携り。
劉I.I! 70,6 .1:.1'各3条．

0 3 9 
肉開＊

凋麻 下体部ltlJll誼に膨らみ上体墨直行• ll縁隠lj大 内外面ナデ．明貨褐色。内

fig. 的 上斐
2 期

口ほ 62.0 さ外反し編置に平坦粘上布．口唇鋼日，沈線IJ 外面焦崖りで．外面口緑膠

003, みと 胴径 57,6 .l:下各3条． 付近に縞壼り．

9034:14 
贖期ぶ

1111応以,6下体部は明筐に膨らみ上体鑢“行．口騒薦は肥

下甕
2 期

口往 11., 厚して大きく外反.a柑刻i:i.沈線は上下各2 内外面ナゲ． 荼褐色◆

嗣往 60.6 条．穿孔2ヶ所．

0 4 0 1111冨
fig.fifi 上甕 〇径

尉径

912056 
薗副末

醤高 54.Z 体墨Iょ一体化し上位内傾．口縁蜀は大きく外反
内外砿ナデ．明貧褐色で．

下甕 口程 45.6 し鰭部に.I:面やや内傾の粘土布。口唇渕lei.沈
4 期

馴怪 31,6 線はJ:l'各2条．ク孔．
外憧i鳳崖り．

0 4 I 
i11J剛ぶ

雹店
下体部はやや膨らんで仮くつぷれ.J: 体菌直行．

内外面ナた 外庇那付近に

fig. 66 上甕
3 期

ロ往
沈線は下3条．上不明．

ヘ9ナテ棋．明褐色で，外

920409 嗣往 58.0 面黒整,.

910125 
前期末

緊ill81.8 下体郎は膨らみを残し.J: 体Ill直行.a縁111111 内外lilt'テ．内面にへうナ

下甕 口径 76.3 肥厚せず外反．口＂邸剣 9.口縁下にかすかに ヂ賓。口形やや歪む.IJfJ褐
2 期

胴佳 60.0 1条沈線残。穿孔。 色

- 109-



東山田一本杉遺跡 1区

遺構番け
樋別 ●9 剛 法鼠(ca) 形 Ill 11) I~ 霞 技法の卜9徴 • その他

在紐雷号

0 4 2 
前期宋

醤iCII(腿.0) 下体郎は明諒に影らみ．上体郷“行．口縁廓は

r,g, 66 k甕
2 期

口観 11.9 肥＂して大さく外反。口＂刻 El.沈諒は上下各 内外面ナデ．淡褐色．

90:rl出 胴ほ 66.CI 3条．

“ ,;; 1111米
湿互岱，8 下f本部はかすかに膨らみ.J: 体癌i!Fr,口縁圏 内外面ナ九内面口縁部付

下昼
3 閉

□往切.7 はあまり肥厚せず外反。口唇闇刻日。沈魏は上 近ヘラミガキ.0形やや歪

Ill済 59.0 2条.・f3条．仔孔． IJ. IJIJ褐色で．外直凩撞り≪

0 • 3 
村期＊

醤m詑.2) 体部,;-体化し..I: 体部は内傾気味に伍行．ロ
内外面ナデ．＇男褐色で ．内

n •. 67 」:!I! ., 期
CJ! 角 73.0 縁部は肥して外反.0唇置刻目慧し．沈紐It

面黒聾り．外面b/11笠りか．
91碑 鮒往硲.6 上下各2条．

9!0119 
闇 悶I末

醤“切.7 上体部はつよく内蜻し全体に下膨れ気味．口縁 内外繭ナデで．内漏一郎に

下甕
,1-5期

口往 43.8 郎はわずかに外反し蝠部内面に小さな三角突捐． ヘラナデ及びハケ目廣残る、

尉I蓬 ◄1 .3 口.ffl'鱗9こ刻口． 褐色で．内外i!li/.1¥喰9.

0 •• 鎧応

ITg. 66 上甕 口往 (~l棺）

胴t尻

9'l<M2< 
•!•JOI り）

悶碍 壺．破H・,馴部はnがつよく環り．頸部が締まっ 口紬部内外面及び駅薯外面

下甕
城ノ唸

口経 2i.• て口“部がJl,1こ外反する．知尉間に三角交布を 黒色へうミガキ．馴廓内面

9往 <8.3巡ら・r.嗣廓9孔。 ナデ.11ft褐色．

0 4 5 緊店

n •. 67 1, 甕 口程 （凩棺）

≫径

910138 
後期 Ill

器!); 52.1 体部i:1暉 形1こ張り.·~ 位やや上に「コ」字突
口縁郎内,Ill及び体郎外孤9ヽ

”邑桜馬場
口往 28.1祖.0騒郎は 「<J字に折1して外反気昧に開く．

ヶ目，体螂内面ナデ．褐色
馴t玉 <3.2 上体部ク孔”

0 4 7 
前 期 ＊

国応
霰片,Ll綽懲9よ虹行体郡から紐く外反して開さ．

内外面ナゲの後．口縁部外

fiR, 67 J:甕
3~5期

0径
嬬部内面に三角突荀を巡らす．口絨下沈線集し．

面を粗く斜めへ；；ミガキ．

912161 尉往 褐色で外臼潤蜻り。

9101-10 
俯 期 ＊

四高甜.8 体部は一体化し..I: 体部は1ぷU行．口縁郡は大 内外爾.,.デ．内遍一露~, ケヽ田9
-,.-甕 口径 49.5 さく外反し.J: 闊部に小さな三角突僭．刻且 る．雙．貫聾としややll,明茶

◄ -5期
尉恒 42.8 沈級慧し． 褐色で．内外iiiとし●憾り．

048 醤n
fig. 邸 ~-甕 口径 和 不打

尉程

9'1(1.121 
闇期末

器高 体部にやや膨らみを残し．上体部は内傾1l1行．
内外iiilltヽヽケ日駁を残して

下甕
1 期

a径的.6 口紬部は役をなして肥外反．沈線は上下各2
ナデltilf,lll色

尉往 62.0 条．内側から弁孔。

050 
蘭 期 ＊

講i¥l(80.0) 'f体邸は1J1J誼に膨らみ，上体邦紅行。口縁部は
内外面ナデ。明褐色で．内n~. 67 上甕

2 期
口径 75.2 肥nして大さく外反• Pff郡Ii鈍い絹El,沈縁

外面1具策り．
9'.!i⑱ 0 鳥狂 70.8 は上下各3条．

ツ:NH05
前間木

器砧郎.0 下体部は朋関に膨らみヒ体籐rJfi.Oil郡は肥
内外面ナデ。 0形やや歪む，

下甕 口程 71.6 厚して大さく外反。口打繹剣目．沈線は上下各
2 期

尉1氾 釘.9 3条内から穿孔。
明褐色．

0 S I 
巾期佼キ

凶応
体部は倒卵形で．上位がつよく締哀が中位や 外面はヽヽケ目後上位ナデ．

fig. 硲 上史
立む

口佳
ゃ下にコ字突荀。口緑打ら久:IS. 内面ナデ仕上げ．叫褐色．

910117 馴往 63.1

911926 
•l •J剛菱キ

漏窪(9U) 体部は訂が張り．ヽ,,位にコキ突僭2条。口騒lllS 体躙は外面9ヽ ケ目、内面9ヽ

-r甕 口径 58.4 はつよく屈曲して上面斜行の平坦口紬となる． ケ日後ナデ• ロ~Illナデ．
立 内

馴伍 70.6 !l'l'I.. 明荼褐色．
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3, 辺物

illl昂，fり
種冽 II! IUI ,r.1,u...i 影應 o, !'.1 Ill I~/!. のm霞 • そ.,億

を鯰笛り

0 5 2 
1i1Jlll.l< 

芯ヽ:,168.《I) I'体滞はやや膨ヽン人でBlくつぶれ． け体閉ヽ m.内外ij1 デ． 応色 I~心 とし

Ii • • 似 J: 岱 11ft :.11.6 lllt郎1よ肥r/して外Iii..nり9部割11.ttlaU~ ~I'll~ で． 外1釦1/rJ~trt繹
910油； :1 JP! 

馴11 16.~ 2 t,. r I l¥, (,f,tiに1;r,r1賓'1)11'1''!,

!111!13, 
間 Iii.I-

霜ll 1;1,;1 I'体祁I<庇・；みを残し l:f本部内間irlti.IIH/lll 内外1紺・Ii・・＇り1森,1色で．

Fi!' nri ;i,.M は肥，＂ して人さく外t<.LI令iに純い匂JJj.沈諒 内1紺！し＂か I.外1川いllttり2 IUI 
馴1¥5'1.11 II~f各 J ,'.I,. 守化 か．

OSJ 
ヽl•JOl!II

1111ぶ以.6 1:体邪HI勺訂して.~ら Kがる.nu浮IH'JJIで
内外面~J- I』 f/l褐色で．内

£lg. 69 I・ 甍
,; 1111 

I ltl¥ 62.t• 内綱1こやや突出..lllf郡刻U 沈l'IIJllUf,11をU、
外曲'1111''1.911臨 尉抒印.x く,.ド各3父．

91ぼ瑯
•l•JUII/J 

沿ぶ 79.• 1:1~1罰Ul'flf し• b~l'f.lJl•'l?;I. る.nu, 部It体 内外がf,彎責褐色 llill<I和,11~
l'!!' Ill王 6(111 部から短く外/.<..,. 闇内鯖9こ帖llりを突出さ U )1~J々1iii: llt•1. l~lli•~,•Jt心；6 閉

IM抒似.s 1屯H状• Ufl部qu. llf. が ご角もに ,,,,( ~LJ.

OS4 
,1り1111,I-

閤f.l 体部はIii?一体化し. J: 体祁，rth.. UH部uあ 内外血rf'.Iヽ紺ィ部にヘ

伽 ．閲 ト史 llll 7U :l 'I肥J•t せ r111 く外U. DI! 沈租JU罵し．沈船 うJ-i'碩あり．淡貨＂）色で ．
911111,o i 期

胴11 61.2 Ill. ド各3条 内外iiiと b .'!ltt•>.

9!01祁
Ii~1111 .,I. :11~s~.9 iい部Iょ一体化し. I: 体＂紅 Lil.171.illl!ll肥＂せ

卜甕 I IQJ l lfJ. 16ぶ ,J'}-さく外Ix.11¥i閉に針諒状刻□'ttlllヽjJ 内外ii1J・I' 1!l色．
!Rt£:,9.1 ドも2名.!1'孔．

0 5 5 
ill! 1111-1- ltlf.l 63.~ 1♦1l111 ょ ―·1ぶ化しなが，·，＂恥"· 1,1令1l11内"1.

伽．砂 t. 赳 U往 <1$.~ LIii序It杷IIせず1こ鋭く外反,I Ill部綱II.,に 内外面・h'冑柑色

り12152
I 101 

鼻Ill¥ ,lfo.O 約9よJ_1'~3 未．

~1011-1 
削剛 入・

?.I" 78.2 11-l'lil.t→ (-1-(tし 1・体 祁(lf-r.I Ill祁II大さく外 内外出11デ． 内釧WIヽ闇,:

ド笠 ntt. 61.9 反しjぶ 1こ藉く枯上砒 llff/Z矧 1貪沈貌11]・.9 ケヽIIJ夏る.1mや,,,gむ，
I JOI 

馴1152.8 。ド名2条.!l'化 沿出色疇

0 5 7 lrl~ 
伽.,U I~ 1111 イ,;r T-JI 

I 
Jiff 

9119n 
liu悶I.I-

~~97.,: fW部U'Jllll••膨らみ t:W繹Mr.n品i'IIU!ll 内外lrd·Iデ． 内~IIUI/<霜に

＂包 Uf~7,1,2 J•t して紐く外反, ,an祁1こ飩い絹11.;A, 線UI・ ハケII残るり粕色で，内外2 期
糾t~6~.6 ド各3t. !l'fl.. ,~, とbl!.¥ゆり

0 5 9 1i, JVI A-
公,::;8~.8 ~(,f.ll!U IJJ印1こ膨らみ 1:1似墨m,. au沼Iiや

内外曲ト デ.Ill色で内外Ha. 70 J: 吏 2 期
lltf 71.U や肥＂して大さく外 1<.nff閉灼n.沈依IJ~-

面と ~/.llll!り．~~~°'' 創任印.2 ・ド各J知

Y<l229!1 f,J I~,I: む(.、 94.6 ト休部fがリJl!I Iこ膨らみ」」体鉗11内傾した後• IJ 
内外1fd・/f'. 11影llll.t,Ill 

F史
t JUI 

nil 訓，8 騒ぽよで肥J'J.せr>,さく外1<,un到u.沈該
色で．内外,ruとb/111!!り．

馴ff f,6.1 IJ l:f名 3条.'l'!I..

0 6 0 :ii11:、
fig.;;, 1, 史 1Jl1 nr 不バ

刷 "

9ll9:IG 
消 期 ふ

:111.S 岱.I 白粁＄に1いや膨ヽ .,みを残し K体内似I.II絵はあ 内外血／・デ． 外1紺」：体/lllこ
F史 :1 JP! 

rill! sr.o より肥e/WI'大さ く外Ii.ntt絹II.沈線H 板ナデ訊一llll•t る。 lfl粕色
糾ti_46,9 各2屯．内か・;,i<11. で．外面閲蜻り．

0 6 Z 沿“
伽.;n l'. 甕 riff ・f',IJ イ,,r

馴If

9'12&お
•l•JUJ後,, 沿“ 外血9ヽ ケII,内I葡1·,•. Ill 

I'史 ,Y. ,・: I Ill ltlll\l~l'体祁Iよul誂的1.:llll <.
沿色．

馴tl'
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東山Ill一本杉追勝 1区

遺虜岳'}
種別 関期 雌 (on) 形薗の 持徴 校法の持徽 • その他

豆蘇番'}

06』 留店

fis. 71 上甕 U怪 （叩!)

9径

9119:≪t 
噴 JIii末

岱府笠.2 箕形.r体讚に影らみを残し．体郎から口緑部 内外面ナデの後．外面ヘク

下史 ロlJ 1&.< にかけて緩 く1111<.ロ＂下鵡に~)□． 体儒•I•位 ミガキ． 明褐色で．外面黒
4 I~ 

胴径 62.7 に沈IiI条穿孔． 梵り．

0 6 6 
ili1期末

岱応
破片.0蝕邪はやや肥界して駁く 外反• Off部

f;g. 70 .I: 甕
2~4期

口OI
到日。沈糠は上3条.r不明。

内外llii+ヂ．褐色・

9巫 03 馴｛斧

9'11Mlt-l 
fjJ閉I未

船囚
下体部にやや膨ら);を残し， J:体郎訂行．沈線 内外園ナデ.lll色で．外面

下ll!
3 関

0径(00,(1)
IがF体11113条．上イ渭し 島聾り．

胴往勾,0

0 1 I 
伯 11'1末

器応応.3 体躙IJ-•体化し, tlぶ箆WT行．口縁部は大さ く
内外面ナテの後．外氏怒tJ

fie. il 上甕
、1 期

rJIJ_ i6.4 外反し上蝙に役をし って肥~. ロ＂部絹目．沈
近のみヘラミガキ．掲色。

9l01お 馴径 62.3 線は上下各2条．

910149 
llil剛よ

悩/.l81,2 体郎IJ一体化し..I: 体部lil:C-i/.(fテ.u縁闇は大
内外面ナデ• n彩歪む。淡

l'~ 4 期
□ ll 72.3 さく外反し口＂下蝙の み艦らんで刻,,i;i.沈線

褐色．
H径 63.6 ,i」:l'-:<13条．穿孔。

0 1 2 1111/.'l 鉢• IJ紘部残 J:体部が内謂気昧1こ立ら上がる．
内外紺ナデ．内1!11褐色．外r,,. 11 ぽ 禎 剛米 口任 26,0 口械郎に三μ,突in.絹目。口緑‘ドに 2条の小三
面賃褐色

9'..'1)393 胴ll. 角突~I. 釘R.

虹い20
前 髯l未

llli高 50.CI ~f体恙にやや膨らみを残し． ーヒ体饗内傾．口“
内外面ナデ．口形歪u.内

下史
4 期

口径 44.8 は外反し上脳に上向三角突砒口抒刻且沈統
面11)色．外ild哨褐色．

胴径 42.9 はIIB<.l: 下各2条．

07ヽ
帷 Mil.I< 

1111高記 ~u: 郎は"1~に膨 らみ．上体部やや外傾“行． 内外illiナデ．内illi□騒話にハ

Ho. Tl 上史
2 期

Dlt 74.S 口緑躙Ii肥厚せずに開さ.D!.'l刻El.体邦中(/1. ヶ目.a形歪"・ 褐色で，外函

91吻 胴 粍 応.l 、,2条日沈線． 患良り．内面し黒量りか．

911>1切
前剛 k

1111麻絡,3
＂本 Illに膨らみを残し． 上体部i1lfi。口“部は

内外i111ナデの後．外illit位
下史

2 削
IJ往；；；；,8 

肥せず綬く外反。ロf'1部灯日。ク孔。
3分の2を粗（ヘラ ミガむ

胴tl¥ 46.i 外而明茶褐色．内illi蟷褐色a

0 1 5 
I~ 期未

認店(81.0) 下体饗にやや膨らみを残し.I,_体部n行．口縁部 内外面ナテ．口縁部が波打

匝.72 Jc甕 n径 81.7 は外反して上ぢにややnぃ防土叫ロl'IJIEI. っ．明茶褐色で．内ilil鳥塗

910148 
3 期

胴径紡，3沈鱗はJ:下名3条． り．

9100血
前期ょ

醤麻以・' 下膨Itで上体部が開さ奴味にUCfた口縁部は外 内外面ナデ．内漏にヘラナ

f!I! ntr. 花,8 反して上鴻に三n安僭で小平叱口＂刻 !:l.沈 ヂ直残る．口影やや歪む．
., 剛

胴怪 56.《9線はu条．下2条． 出色で．外面Ill茂り．

0 7 7 
雌 剛火

i111高 72,7 下体郎にやや膨 らみを残 し上体1111,よ内傾直行。

阪.n J: 史
3 剛

IJ任 59,4 a綽闇はやや肥J'Iして大さく外反。口＂郎謂 g,内外illiナデ.l6色．

910107 胴l'I¥ 53.4 沈訟U」:l'各2条

9101伐
胡 覧I,II 

器店絡.0 下体隅にやや膨 らみを残し上体部口行．口縁部

下甕 u往 71.9 は段をなして肥”．し綬く外反• D唇糾1§1.沈線 内外面ナデ．町貨褐色．
3 期

胴fl 62.1 は上下各3条．ウ孔．

0 7 8 
前剛未

閤必 80.2 
下体笛1が引練に膨らみ．上体部“行。口縁部,: 内外面ナゲ• n形歪tr.褐

fig. 7J K甕
2 剛

r:Jff 61.7 
記して外反．口打置刻IJ,沈線It上下各3条．色．

91059:1 鼻径 55.0

似041 ~
ilU期人

IIIIIS<~G.O) 下体聟は膨ら,,.J: 体闇は内傾訊昧に直氏 □
内外旧ナデ。 'lfl褐色で．内

~JI! 
2 日l

c,n; 76.< 籍部はやや慶厚して大さく外反．口＂賽 m.沈
外面Ill液り．

胴tY-. 67.0 貌は」：下各3条．
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3. 遺 物

遺構番号
糧別 町闊 法量(cm) 形態 の 特 徴 技法の笥徴 • その他

登鯰畠号

0 1 9 醤高 33.0 U 馴繹1がl•位やや上で張り,1111広な三角突荀 外直1:馴瑯ヨコヘラミガキ．

fi•、 71 .tll! 中期印半 0往 25.S 2条を巡らす．班部は直線的に開さ．平坦口縁 顕闇タテヘラミガキ．内面

912159 胴1甚 28.7 を只せる． ナデ．昭褐色．

912⑯I 
中期帆＇ド

甜高 ... o 体部は中位上でつよく弧り．三fり突帯を巡らす． 

下甕
汲 1B

口I.Ii お.4 麻郎が怠にすItまる．口緑1よ内側につよく突 内外面ナデ．褐色． 

胴往 42.2 出して平坦．

0 8 0 
中期後半

1111高 31.4
小型甕．体郷は中位やや上で演る.a縁躙はよ

外!Iiiはハヶg後ナデ．内il!i
fig. 73 上甕

立岩
口径 28.3 

わく屈111Jし疇隠がやや出句して開く．
ナヂ仕上げで．へ9ナデ摂

910131 胴往 28.6 残る．淡褐色．

9111130 
中期後半

醤高 33.7 
小IJ/!甕． 体鐸ヽがI•位やや上で張る。口縁圏はよ

下甕
立岩

口径筏A
わくは曲し掌躙がやや、ヒ1:,1して開く ．

内外師・rデ仕上If,荻氾色

胴径だ，5

0 8 l 
前期よ

淵高 8?.4 下体部は明はに膨らみ..I-. 体鑢直行．口縁部は 内外lfliナテ．外面下休部に

fig. n 上甕
2 期

口径 70.2 肥厚して大さく外反。口朽部刻目．沈線は-~下 へうナデ頁残る.0形歪じ、

91⑳ 51 胴往埠.8 各3条． 明褐色．

920ヽ19
簡期末

醤1li 84.• 下体郎に艦らみを残し．上体鴨はやや内傾“行 内外illiナデ．外illi下体部に

下甕
2 期

n径 71.4 口縁郎IJ肥厚して外反.a門饗賽J目。沈線は上 9ヽ ケ目残る.IJ形歪む。 出

尉往 60,0 ・ド各3条． 色で．内外面とも黒笠り．

0 8 2 祖“
fig. 73 口往 <•nllll 

馴径

910鵠I Ill高，10.0 壼。胴邸はmが弧り．丸みをbら．頚隠から口

下史 Of/, 29.9 縁郡にかけて肥＂外反, 1:1唇郡剣lei,頂射1l11に 内外漏ナデ．明褐色．

馴径 35.; 3条沈線.!l'化

083 
前期人

四碍 72.5 体部は一体化し下膨らみ．上体部は内傾U行．

fig. 74 上甕
4 期

DI} SI.I 口縁置It肥厚せず外反．口門郎刻lei.沈線はJ: 内外1籍ナデ。明褐色。

910127 JIil¥ 52.0 2条.1'1条

910126 
帆罰未

彗高 11.9 体那1よ一体化し..t体郎紅行．口縁邸は大さく

下甕
4 期

口Ill63.3 外反して蟷部に縛い帖土~,. ロfl!II刻目．沈線 内外面ナデ．茶色．

＂往 67.5 は下1条.i,n., 

0 8 4 
前 lllll!i

怨高岱.5 下体部にやや膨らみを残し...I: 体llllift行。口縁
内外面ナデ．外ilii-聞にヘ

r,g. 74 上甕 ti径 59.6 郎"外反して蟷郎肥r,:.ロf'f繹月目．沈線は、ヒ

91磁 5
3 期

胴往 ~s., ,..名3条
ジナデ績残る．荼褐色．

911927 
前期末

器ia 78.8 下体闇は明瞭に膨らみ．上体郎内傾直行.□lit 
内外面ナデ．ヘラナデ貨残

rll! 口狂 66.7 謳9ょ肥”せず大さく外反。口唇郎閃目．沈線は
2 期

馴径 62.8 上2条．ード3条．
る．明褐色．

oas 
中期蘭キ

器石 上体部は内澪気味に立ち上がる。口械郭は平坦
内外面ナデ.1111体は明荼出

fig. 74 上甕
汲田

口径 71.1 で内鋼につよく突出◆ 体闇中位やや下に三角突
色で．外甜糾塗り．

911939 尉径 72.◄ 捐2条

9105乃
巾期前1'・

1111高 95.8 上体那は内冑気味に立ら上がり経部すぼまる．
内外面ナデ,ljljlt)色で．外

下甕 口在的,0 D縁部は平坦で内劃につよく宍出．体部·~位や
汲田

胴程 66.6 や下に三角突惰2条．
面黒塗り．

0 8 6 Zli!i 
f;g. 75 口径 (l~IIJ) 

馴径

920381 
闇剛ぷ

醤ill67.6 下体闇にやや膨らみを残し，上体部は内閲直行，

下甕
2 期

ロtl 57.6 口緑部はやや肥刀して外反• Cl唇船閃比沈鯰 内外面ナデ．黄褐色。

嗣狂 54.8 は上下各3条．
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東山田一本杉遺跡 1区

遺構番号
糧別 ＂ 期 法 (cm) 形 11!1 の持徴 技法の持霞 • その池

丑駄番号

0 8 7 ,,, 期切
ll!!q 90.4 体部は内漕気味に立ら上がり0縁郎,:上面がや

fig. 75 上甕
6 期

口程槌.4 や内鰐に傾き未発達な平坦口縁を乗せる．沈線 内外OOナヂ。淡褐色◆

911笠1 .Nil¥ 69.2 は中位やや下に 3条．

911)518 
中閉切

器高 89,8 体部は内湾気昧に立ら上がり上鯛がわずかに外 内外面ナデ．外面底郎付近

下甕
6 期

ロIll69.o 反．未発遺な平坦口縁を叢せる．に1唇部刻目． にハケ目残る。口形は歪み．

胴琵 67.6 沈 lj上下各3条． 口縁1111が波＂つ。明褐色。

0 8 8 
蔚期宋

器高 79.4 体郎は一体化し．上体部直行．口緑昂は外反し 内外面ナデ。口縁部内面9ヽ

fl$. 7S 上甕
4 期

0往 61.1 て蝠邸上iiiに平坦状の帖土帯。口＂郎刻目．沈 ケ目． 明褐色で｀外面黒塗

912052 JIil¥ 62.1 線11上下各2条． り．

903295 醤il¥l70.0 鼻形．下体圏に膨らみを残し上体廓は口縁廓ま 外薔ヘラミガキ，内面は0縁

下甕 Iヽ 期 口径 62.3 で一代に外反気昧に開<.0縁瑞部内llliに上向 藁付近へ9ミガキ，体話ナデ，

馴径 48.2 三角突布。穿孔2償． 悛褐色で，外ii鳳鷺か．

089 馨高

fig. 76 上甕 口径 不群 不＂

JI径

9以寧
繭 期 宋

器高
体感は明筐に慶らみ、上体部直行．沈線は上薫 内外面ナデ.1111褐色で．内

下甕 口往
2 期

胴楳 51.8
し.7亦見内開から穿比 外面と b艤菫り．

0 9 I 器高

fig. 16 上聾 ロ径 不詳 不詳

Ill函

9血 菌高
底郎破片。下体郡は底墨から大きく開いて立ら

下甕 口伍 内外lillナデ。 1f1褐色．

胴径
上がる．

0 9 2 
中期初

欝嘉 94.0 体鄭tえ下体萬がつよくすぼまり上体郎内湾．中

fig, 16 上甕
汲田

口任邸.2 位に三角突帯。口縁闇IJ:L字形にちかく平坦部 内外面ナデ．褐色．

910103 胴径 70.6 が内側につよく突出．

910109 
中期 1JJ

器高 72.7 体聞は下体郎がすぼまり．上体郭内湾．中位に

下甕
汲田

口径 S?.? 三角突砒 口縁那l;IL字形で平坦郡が内側につ 内外面ナヂ．黄褐色

綱径 59.0 よく突出。

0 9 J 
前期 末

器高 下体聞はやや膨らみを残し上体部訂行.0縁は 体1111ナデ。口縁郎は内111lハ
Og. 76 上甕

3)QI 
口径 16.3 かすかに段をもち肥斥せず外反.0唇郷下疇刻 ヶ目，外面ナデ。 外ilii一郎

922538 尉径 64.S 目．沈線は下2条． にへうミガキ紙。

920422 1ii1期 宋
器高 93.2 下体郭やや膨 らみ上体態直行。口品はあまり肥

内外面ナ'I',褐色で．内外
下甕

3 期
口径 76.4 厚せず大色く外反.a界獨下蝙灯目．沈繍1がF

面とも黒塗り．
胴径 62.4 2条．内から穿孔．

0 9 9 
中期 IJJ

1111嘉 16.0 体聟は一体化し．上体廓内溝気味に締まる。ロ
内外面ナた外面茶褐色

fig. 77 」：甕 口径 50.8 縁 11未発達ながらL字形平坦。 DI'.!部刃目．

910118 
6 期

胴径 57.0 沈線ともに無し．
内面褐色．

910115 
中期初

1111漏い.0 体部は一体化し上体郡内湾。口縁lll!lj変UIJし字

下賽 口径 44.2 形で上11ilカープ.0唇懲刻目。沈鯰は上下各3 内外面.,.デ．茶褐色．
6 期

嗣径 49.0 条と鑢に瓢6区i!i.

1 0 0 
中期初

1111高
liR. 77 上甕

城 ノ 越
口往 68.8 口縁郡残。 口縁部1むに発這なT字形にちかい． 内外面ナデ．茶褐色疇

9204お 胴恒

922526 
中期切

器高
上体郎内謂気味に立ら上がり ．中位に三角突帯

下甕
城ノ越

口径 57.6 
1条 口縁郎は未発遣なT字形．

内外面ナ'f',明褐色．

馴往 59.0
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3. 遺 物

遺登構鯰番雷分'} 細 l 時期 法 (cm) 形感の IS 徴 t舷法の柑徴 • その他

IO 8 
中期OO'f.

儘碍 ll<!.7 体節は上体部が内湾気味に立ち上がり．中はや

r,g, 77 上甕
磁田

〇径的.2 や下に三flJ突帯2条．口縁郎J:tL字形で平坦が 内外面ナデ． 明褐色會

9119ヽ2 胴往総.0 内1111につよく突出．

911941 
9日llilll半

儲il!i(IM.O) 体闇は上体部が内謬只味に立ら上がり．中位や

.FIi! 口径紡．．， や下に三角突荀2条．口血1よI.字形で平坦が 内外jr,jナデ．明褐色．
汲 ID

胴径茄.5 内11l1に強く突出．

111 
中期中旧

1111嘉 <6.6 生話IQ!l!fl)転JIJ.-F体品でつよく締まる• ロ縁 体饂外iiiハケ目後ナf',ロ

rig. 78 J-.ll! ロ往 40.0 部は逆L字形で．内側にやや安出．口鍼部下に “圏から体部内面にかけて

922529 
須玖

胴径お.4 三角突術を巡ら,,. ナデ．外illlに多絨の煤付哨

922530 
中期中切

illl応 49,0
生討用甕の転m•. ド体部でつよく締まる。 0緑

体部外iliiハヶm~.,.デ．ロ

下甕 □ 11 41.3 縁第から体都内面にかけて
須玖

胴径 38.9
部iよ逆L字形．口紘闇下に三角交捐を巡らず．

.,.デ．外由に多量の煤t-1宕

I I 3 
ヽ I•期削•'f.

儲バ絡.6 述郡は内沢して隔応のわり1こ径が大さく ．体

f;g. 78 k甕 口径 ％鴫8 部中位に三角突帝1糸。口贔隙はT字形にらか 内外illiナデ。褐色．

910143 
汲 m

胴径 00.8 く，外溢が下傾．

910142 
中閉前半

儲硲 69.7
上体部は内鍔し．体躙,,位に三角如w.口紬部 内外面ナデ． 貿褐色で．内

下甕
汲 1lJ

口程 52.9 
はT字形にちかく ．外蟷が下傾． ,Iii黒捨り．

胴径雄.0

I I S 
中期前半

醤店 体部は内潤気昧に立らJ:.がり.,,, 位ややri.:三

fig. 78 上吏
汲 1H

D往 5'.0 Iり突帯2条。口縁剖11L字形で．外側にやや突 内外面ナデ•'Ill貿褐色．
91194' 馴憧紅.3 出。

91215ヽ
巾期前t 儲高邸.3 体部は1柑湾気味に立ち上がり. ~· 位やや下に三

内外il11ナデ。外面褐色．内
下甕

汲 m口往 $9.8 角突帯1条.0縁部はL字形で．外1111にやや突
面灰褐色。

尉狂認.. m. 
I 2 I 1111嘉
{ig.19 t!I! 口径 （庫棺）

鼻径

910睾
中期後半

儲窪 76.9 体部は中位やや上で大8く膨らみ，コ字突帯2 内外iliiナデ仕上げ．体部外

ド甕 Clffi、8.2 条を巡らす。口縁部は棟をなして 「 <J キ彩,~ 面の一郎にハケ目残る．潰
立 が｝

馴径匂・ ' らかく屈1直． 褐色

I 2 2 
中期前キ

11117.5<88.0) 
体郎は内隋気味に立ら上がり.·~ 位に三角突帯 内外繭ナデ．体部内外illl"

fii. 79 上甕
汲 m口任的，2

2条．口縁郎はL字形で．外働にやや突出． 一椰へうナデ杖．淡茶褐色，
911945 尉径 6S.6

9119,16 
,,, 期前半

岱店的.0 体部は内汽気味に立ち上がり．中位下に三角突
内外函ナデ．外面託算11近

ード甕
汲 m口粍 63.S lll2条庇置は突出双味．口誡部は1、字形で．

にハケ日残る．淡茶褐色。
鮎径 64.0 外側にやや突Ill.

I 2 3 1111応
fiR, 79 上史 n往 1渭I

馴程

910129 
中期前半

四応 31.2 
生活JIJ!I!.体郎は上位でやや内清．口縁は品

体部は外面ハヶR,内面ナ

下甕 口径 32,r. デ。口縁昂ナデ．外面が褐
汲 m

馴往お.6
曲して悶閑が上r:,,気味に開く。

色内面黒灰色◆

I 2 4 
前期末

困硲 86.4 下体部は明獄に影らみ上体厖1よ外反気味に立つ．
内外面ナデ。口形歪u。褐

fig. 79 上甕
2 閉

口径 ;o.o 口縁部は外反し蟷部1:面で一段肥＂・ロ唇刻目．
色．

91059,1 鼻径 62.8 沈繰J:下各2条．

91010』
前期未

因il1i93.0 下体郎Ii膨らみ.J; 体部“行。口紘闇uやや怠
内外iiiiナデ。外面積褐色．

・ド甕
2 期

口程 83.8 に外反し．編毎上iliiで一段記＂。口＂郡刻目．
内面沃褐色．

驀琵 i2.4 沈稼はJ:下各2条．
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東山田一本杉遺跡 l区

遺鳩壽•t
檜別 0~JIii 法量(on) 形態 O) r; Ill 技法の特徴 • その他

R鯰昂号

I 2 6 
前期末

醤潟 83.8 下体繹はやや膨らみを残し.J-. 体部直行．口紘

fig. 80 」ヵ甕 口径 74.3 部は外反して蟷部上面が一段肥爪．口唇郎刃日，内外涌ナデ．沃褐色．

910114 
3 期

胴径 60.6 沈線は」：下各3条．

910113 
uu 1111 -11 

器高 84.8 'f体働やや膨らみ上体惑ll[fi.丸底にらかい。

下甕
3 割

口程 70.8 口騒郷はあまり肥厚せず外反．口＂刻目 ．沈繰 内外illiナデ．貨褐色。

胴程 61.6 は上下各2条穿孔＊

I 27 器n
壺．口頻郎trら欠む胴illlj低くつぷれて外に

尉響は外面を1・寧な黒色閉

屈．切 」：昼 ロ往
張り ．頚胴間に沈鯰3条を巡らす．

研．内面ナデ．朋貧褐色で．

910141 胴狂 48.0 外面黒褐色．

9101:19 
llilllll>l< 

憐iii66.8 下体部やや膨らみ，上体撼直行．口縁郡l;l肥”
内外爾ナデ.IJlj褐色で．ロ

下甕
3 JIii 

口径お.lせず外反．口唇郡糾目．沈線は上下各2条．”
縁圏の内外面に黒直り残る、

胴径 so.o孔

I 2 9 淵Ill 36.3 
鉢体繹11小さな庭博から級く内濤気味に開い

内外面ナデ．全体に歪みが

fig. 80 上甕 口往鵠.8
て立ち上がり．口＂輝と口 縁下に剣目三角交膏，

大さく ．貫監b雑．明褐色

920411 尉怪 で，内外面と b/1111!り．

911934 
前期宋

器瓦詑.8 体郡はほぼ一体化し．上体部訂行． 口縁節はあ
内外illiナデ．外illi!Jll褐色．

下甕
4 剛

口往 7<.< まり肥厚せずに外反。ロ1'!部対la.沈線はJ:下
内面淡褐色．

胴径 67.2 名3条．

I 3 0 
訓 1111末

1111高 65.0 下体匿は明獄に膨らみ上体部伍行．口縁lllltや
内外孤ナデ．外底11111!1< 

r. •. 81 上lli
2 剛

0径 51.8 や肥Nして外反口唇Ill刻日。沈鰈は上下各2
ヘラミガキ。略褐色．

91紐 胴fl¥ <8.2 ふ...• 

9119211 
前期太

1111碍 79.0 下体博はやや影らみを残し. I: 体部1l1fj.口縁

下甕 口径 68.8 部は肥厚しながら外兄口行部刻目．沈線は上 内外面ナ"'・褐色．
3 1111 

鼻径 61.Z 下各2条．穿孔鴫

I 3 I 
前閉＊

1111寓 71.7 異形．上体Ill!内清気味。口縁郎,:体闇から亀に 外面9ヽ ケ日の後ナデ．内面

阪.SI 上lll
• 1111 

口径 59.1 立ら外反し． 蟷部内面に三角突帯• Off下靖に ナデ． 褐色で．外ilii/11愴り`
9105叩 嗣往 57.6 剣i;i.沈線l;t..1:2条． 内面も黒聾か．

910591 
前期＊

1111高 67.2 提形． 体罵は一体化しJ:体部ill行• Cl縁駆は緩 外蒼lltf硝l!i<へうミガ令,l'i菖
ド甕

4 剛
口径 S2.4 く外皮し蟷郎.tli!を平坦に三角突帯． 口＂と突 ~tflJhとOllllltl這＾うミガ令．
胴径，16.5 膏に刻le!.内から穿TI.. 褐色で,l'I外iiとも息璽9,

I 3 2 
中期All半

儲嘉

fig. 81 K甕 口径 不詳 不詳
汲 ID

胴径

920395 
中期洲キ

器高
競9ャ.-ド体郎1ょ丸珠をし つて立ら上がる．鰻大

下史
祓 m 口径

往やや下に三fり突僭
内外面ナヂ。明茶褐色．

胴径 67.0

I 3 S 
~· 期初

器冨 73.8 異彩．体郷は一体化しながら下膨らみ．」：体郎 i'!JlllとH皐なへうミIIキ．外菖'f
fl~. 鯰 上甕

5 1111 
口径 71.6 は訂繹的に外向．口縁ヽ＂短く外反し内面に小 三 体にヽヽtHIIる.It霧lll'll!itll土

910598 胴往 57.6 fり突帝を置8平坦状． で厚(C:(覆める．灰貴色

910128 
1期 111 器口径II',¥ i9.8 体都は下膨れ気味に一体化し内湾気味◆口縁は

内外面ナデ．口縁郭内囮に
汲

5 期
56.S 短く外反し上蝠に未売遠な平坦を雙せる．沈線

ハケ目残る．褐色
胴径 60.0 は上下各 2条．ワ孔•

I 3 6 1111孤
n • . a1 .t甕 ロ往 (li111J 

胴I姜

中期後'f.
謂高 28.1 生活用1!ヽ形甕。口紬l'lllif < J字形9こ折It,底

内外面ハケ日のあと．かる
F甕 ロ往 27.2 部がつよ く緯まる．他1こ.El張りにIUいられた

立 8
尉粍 26.6 同形式甕2饒あり．

くナデ．明褐色・
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3. 遺 物

遺構貴号
血 9 ＂期 法黛(m) 形朦 の 柑 徴 技法の柑置 • その倍n鯰雷'}

I 3 7 器“
fig. 鯰 k聾 口径 不詳 不詳

射径

920384 
後期切

i111応
体郎は中位が張り．底幅に¢りかって0にすぼま

体!1111;1外!Illハケ目後ナデ．

ド甕
桜馬場

口往
る。中位やや上に三n突捐 l条

内iliitデ仕上げで底邸にハ

胴粍 67.1 ケ日残る。明荼褐色．

l 3 9 
昏J期末

醤;¥l;(80.0) 体部ははItー体化し.J: 体郎直氏口縁部は外 内外薔ナデ．口鼠外鑓薔I汲僭贄

fis・鯰 上甕
3 期

口径 64.0 反し．上l'iliJIに上向する三角突苓．口＂郎刻目． 合墨を凹松とし-CllT,員褐色で，

911933 馴穫 60.8 沈線は上下各3条． l'i外漏とb贔菖り．

912153 
糾期末

謂iii69.3 体部は一体化し． 上体椰lift.口紘闇1:外反し
内外iJljナヂ。褐色で．内外

下甕 口怪 S9.6 上躙部に平坦状粘土膏.CJI¥I部絹目．沈線は上
3 期

尉径 50.8下各2条．ワ孔．
面と 6黒lllり．

I 4 0 器高

f;g. 鯰 t昼 a程 不 " 不詳

胴径

9'10363 
閻期ぶ

渥高
下体部は明田に膨らみ壺の＂微を残し ．上体部 内外面ナテ．褐色で．外由

下史
2 期

0径
illfi. 沈緯は下3条．上不明． 黒豫り．内面も鳥鰊りか．

駅往 61.6

I● I 醤店

fig. 83 上甕 口径 不 和
胴任

9'!0,12 
前閉末

笞店 71.2 体部はljぼ一体化し上体笥直行。口緑謡1よ外反
内外i紺ナデ．淡貧褐色で．-fll! 

4 IOI 
口径鵠.6 し薄く枯土褐を巡らせ肥凡口＂部刻 13,沈線

外面111建り。
馴怪 S0.5 は上下各2条．穿孔疇

l• 2 関副未
器高(56.0) 体氾Iiー体化しながら下膨らみで上体郷“行．

Hg. 83 上
• ~5 期

ロ往 57.7 口縁部は外反し上肇部に上内する三角突~). D 内外漏ナデ．黄褐色．

910111 鳥ほ ぃ.o＂郎刃目．沈線薫し．

910110 
蘭期末

霧謁 72.2 体組は一体化しながら下膨らみで上体闇五行．

下甕 口径 67.8 口縁部は肥nせず外反．口唇部刻EI.沈線は上 内外面ナヂ．貿褐色．
4 期

馴径 58.0下各2条.l1孔．

I 4 3 
中期切

醤高 49.2 生沿Ill大製甕．脚状底菰体部は上位1こ最大i沼
外面9ヽ ヶ目．内面ナデ． 褐r,g, 83 頃

城ノ岨
口径 36.9 を置き．逆しキ形平坦口縁を乗せる．口縁下に

色912057 鱈ill, 37.2 三角突鞘1条・

91函 3
中剛 1/J

鬱高 48.8 生活川大型甕．脚状底ffll.体部は上位IC.If大径
外面9ヽ ケ目．内面ナデ。茶

F甕 口径 36.9 を置さ．逆L字形平坦口緑を菓せる．口縁下に
城ノ迅

胴往 37.9三角突僭1条．穿孔。
褐色

I 4 4 
削 1111未

緊高
破片．口偏置は肥厚して外反。口唇郭刻口の＂

fig. 83 上甕 2-, 期
口径

無1:lff耗のため不明◆ 沈認Iょ1:3条．下不明．
内外iJii •J-デ．褐色．

9121&1 尉径

910102 
前期 ーぷ

霧店 76.0 体饒i:-体化し．上体llllill行。口縁都はやや肥 内外面ナデ。灰依色．外illi
.fll! ロ程 65.4 厚して外瓦ロff那絹目．沈線Ill下各3条。 は1贔煉りで上体郡にやや斜

4 期
鼻径 56.9 穿孔． 行した敬条の縞節り．

I 4 5 霧高

fig. 83 上甕 口往 不詳 不I~
JI往

9加 16
前期末

醤碍
体置ltllぽ一体化し..I: 体郷直行．沈級1がF2

内外面-~ヂ.t体i'llO)外illi
下甕 口佳 一部Iこヽヽケ目残る．褐色で．

•-s期
'佳 69.0

条上不明．内Ill!からび孔◆
外面黒笠り。
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東山田一本杉遺跡 1区

遺n構u管膏'•}J 種JIJ 時期 法潰(.,.) 形 l111 の特復 技法の杓徽 • その他

I 4 6 
前期＊

為耳 体部は一体化の傾1/iJをみせ．上体郡“行。口縁

阪.84 上巴
4 期

口径 63.1 部Ii肥 せず外反．口＂閉刻目。沈練 Ii上下各 内外面ナデ.1J111)色．

g。~91 尉往 51.8 3条

920415 
前 期末

器lli74.8 体讀はほぼ一体化し．上体郎Ill行．口縁椰はや
内外面ナデ． 厚J褐色で．外

ド更
., 期

□往 ol.O ゃ 肥 して大さ く外反.t:1!11111刻目．沈線は上
llil黒賽り．

胴径 58. ◄ 下各2条.!l! 孔

I 4 7 
•l•JOl!IJ 

illl麻況.8
Ii • . 84 」：甕 ロ往 57.2 

体Illは一体化しI勺湾して立ち上がる。口繊部は
内外面ナゲ． 賢j褐色．

域 ノ 魃 内側につよく突出するT字形平坦◆
9101四 馴径 63.0

910112 ,,, 期初 器麻 81.9 !+:Illは一体化し内湾して立り上がり ．中位やや
内外面ナ;•. ljlJ褐色で．内

下渠
城ノ越

口怪切.2 上に三角突硲1条。口縁邸は内側につよく突出
面凩憤り。

胴径 63.4 するT字形平批

l • 8 l1il剛未
illltil お.6 "F体第にわずかに膨 らみを残し．上体Ill直行． 内外面ナデ． 外面褐色．内

rig. 84 上史
3 期

口任 邸.5 口縁繹U置!$ して外反．口＂那釘 目霊し． 沈級 園町褐色で．内外面とも黒

910随 胴楼団.8 は上3条、1'2条． 壺り。

91058:I 
りII期＊

11111!'$ 83.1 下体にわずかに膨 らみを残し．上体筍'1:11. 内外繭ナチ． 下体躍外illiに

下史
3 刷

ロ往 67. l 口緑讚,:やや肥厚して外反。口＂郭 絹1;1.沈線 ヘ9ナデ紅残る．口形ll!U

尉往 59.l 黒し． 明褐色。

I 4 9 
中期初

踏ll'li69.2 .I:体儒内湾． 口縁Iょ体郷蟷が短く外反し平坦状 内外資ナデ.'f体鴫沈鑢"議切

阪.ss Jc史
6 剛

口径 、16.4 粘土符が乗る。沈鰈11上下各2条と縦5区画． の2灸tf絹し． 喜体は褐色で，

9101ね 尉憧 49.2 牙l'1.. 内外 とし鼻豊り．

9101勾
中期 Ill

湿高 73.0 上体部が内清気味に立つ．口鯰は体部編が短く

，，甕
6 期

口佳 51.3 外反し平坦状粘土苔．口帽下編に”目．沈線U 内外孤ナデ．褐色．

鳥径 -19.Z .1:2条下3条．穿孔

I S 0 
前期＊

渥1"(71.0) 下体郁にやや膨らみを残し上体謳内傾気味に立

"•· 85 上甕
3 期

〇径 68.8 っ．口縁/11111更厚し＊さく外反。 口界部刻目． 内外面ナデ． 明褐色疇

903293 尉t登 56.S 沈線は上下各3条．

902296 
前期＊

四?.1; 83.4 下体郁にやや膨らみを残し上体圏訳行.a騒Ii
内外面ナデ仕上げで．へ9

下更
3 期

口経 6-1.4 肥厚 し外反． 上面に界緯。 口＂野目。沈緯11上
ナデ摂残ら黄褐色．

駐往 55.2 3条・n条．四 2債

I S 2 醤応

佃.85 上甕 口程 不詳 不”
馴径

呪039•1
閥期 ＊

器応
下体那にやや膨らみを残し上体繹11lIにやや外

内外i!ii-/'ヂ． 下体部外面へ

下甕 口往 ラミガ屯 ー昂にヘラ偽あ
3 期

鮎往 44.8
行。経郎が＂ぃ ．沈線は"f2条．」：不明◆

り。 褐色で，外漏闇蜻り．

I 5 3 冨紅

fi~. 岱 上甕 0径 不111' 不詳

Jill 

り11935
情 閉末

四況 79.1 体部は一体化し，上体部訳行.o四は厚せ

下甕
4 期

口1呈 13.8 ずに外反,o唇鄭刻El,沈諒は上2条．下は基 内外面ナデ． 浪褐色。

馴径的，0 本的に2条．

IS S 紺麻

阪.86 上吏 口往 不詐 不詳

胴tl¥

910578 
後 期 l/J

器況 14.6 体闇は倒卵形で．中位下にコ字突寄を巡らす。
内外面ハヶ目の後ナt',flt 

下ll! 口往 ~9.6 ロ“感は内鋼に突出して桟となして f<」＊形
桜 馬 嶋

胴佳応.6 に1/iれる。
褐色．
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3. 遺物

ill講雪号
檀≫I ~Ill! 法J,l(a,,) 形 1111 の持費 技法のI~費 • その他

登録書号

l 5 6 
煎期末

醤高 破片．上体部は直行。口繰廓は外反して溢闇上
内外llliTデ．褐色で．外面

fig. 恥 上甕
2-4期

口程 面に砧土裕を巡らせ竿坦都をつくる．沈綿上2
瓜憧り。

912162 馴径 条．下不明．

910589 
前期米

塁jq(81.0)
下体闇11やや影らみを残し．上体鵠Iii行．口紘 内外面ナデ．掲色で、内外

下甕
3 期

ロ!li(56.0)
那は外反.ITら欠さ。沈線は上下各2条◆ク孔 漏ともJI¥兼り．

尉ほ S.I.<

I 5 7 
前期末

製,!5(82.0) 体郡は＿体化し」：体郎祖行.a縁韻は外反し．

fig. 謁 上甕
4 期

口径 70.l 溢上ililに段をなし縛い砧土帯。口＂躙窮目． 内外面ナデ．明貨褐色．

91();97 嗣往 61.0 沈綿は上下各2条．

91お11
前期末

器高 67.0 体郡はほぼ一体化し，J:体111111ぽ直行．口縁部 l'i/llliナデ．体思i'iJIにへ9ナデ

下史 口径認.2 はあまり肥厚せず外皮。口＂郎対日。沈線 I.I上 虞只る．臀褐色で,Jlillili息塾り、
4 期

胴径 S3.0r各2条． 上体墨外面に 置鼠置り残る．

I 5 8 
中期初

1111高脳,0 体那は内溝気味に立ち上がり妊部で3にすぼ皇 口11置ナテ．体露は外菖ヽ,~Hの

fia. 87 上甕 □ II 60.5 る。口縁郎Ii.I:面が内悶した平坦を東せる．沈 みとかる（ナデ，内蒼ナデ．褐色

910137 
6 期

胴狂 61.5 線は．ヒ3条．下震し． で.l'!外illiとも晨菫り．

910珀
巾期初

濶バ切.0 体部は内湾して立っ．口縁郎は体廓上嘘が短く
内外面ナヂ＂口形歪 11.褐

下甕 口径的，0 外反し上諏i内傾の平坦．口門部絹9.沈鯰Ii.I:
6 期

胴径絡.o下各3条．縦5区繭・
色で．内外面とい川塗り．

I 5 9 
中朋切

儲高 62.2 体部は閑卵形で．小さな底Illをつくる．口縁郭 内外面ナデ。外面庭郡ちか

fig. 87 .l:ll! 
6 期

0径 50.8 は体部上蟷が短く外反して平坦を景せる。口門 くにハケ目残る。外面請黄

9101<6 鼻径 59.8 隠刻I}.沈線薫し． 褐色内面淡褐色．

910101 
中閉り1

醤高 77.7 体部は内清して立つ• ロ騒部は上面が内傾した

下甕
6 期

0往 57.5 平坦を集せる,Cl肖部に練条刻目．沈錬はJ:下 内外面ナデ．貧褐色

馴径 62.0 各3条．

l 6 0 
前期太

Ill/Ii 破片．口縁It紐く外反して蟷部上面に粘土膏
内外面ナデ．裕色で．外面

fig. 邸 上甕
2-ヽ 期

0註 を棄せ平坦をつくる．口唇廓刻目不削。沈線11
鳥麓り。

912163 馴径 上 3条．下不明。

m297 
前 JIii宋

彗高 83,6 体郎Iよほぼ一体化し． 上体郎直行。駁部Iii',(ぃ． 内外面ナゲ．貨褐色．外面

下甕
4 期

口往認.7.口縁暉はあまり肥序せず外反．口唇部絹目．沈 黒箕りで，口緑下のー111lに

尉1159.2 線は上下各2条． 縞鯰り残る。

l 6 l 前期 末
1111高(56.0) 体聟は下膨ttで上体1111内傾。口縁11111よ大きく外

内外面ナヂ.l)lj褐色で．外
fig. 87 上甕 口径 ~6.0 反し．端郎J:illiに粘土笞を景せ平坦をつくる．

面黒悽り．
920390 

4 期
胴径 44.I 刻目，沈緯薫し．

92臨 I
前期末

器高 66.0 下体郡1:やや膨みを残し低くつぶれ上体郡1:1111

下甕
3 期

口径 61.6 さ気味◆口縁,i肥せず外反.au郎刻日。沈 内外面ナデ．明褐色。

胴径 48.4 繰は各上下2条.!l'fl.. 
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(2) 祭祀関係土器

S X028祭祀関係遺構出土の一括賓料である。小形壺 1点．大形壺2点．鉢3点．裔杯5点（分）

がある (Fig.88)。図示した資料のうち，鉢3点とそれ以外の壺・応杯といったいわゆる祭祀土

器とは群を別にして出土した。

1~3は、本来は生活用土器の鉢．

1は厖部がややすぼまる特徴をもち，体部は内湾しながら忍に立ち上がる。体部内面は斜め

ハケの後にかる＜ナデ．外面は縦ハケの後に口ほ部付近ヨコナデ。黄褐色で砂粒を含む。口径

19.6<.m, 悩科11.&m。2はやや小振りで，体部は内而しながら怠に立ち上がる。体部はハケの

後ナデ沿し，口繰部横ナデ。黄褐色で砂粒を含む。口径16.4cm,器窃9.2cm。3もやや小扱りで

あるが．体部は口緑部ちかくで急に立つ。体部は内面は完全にナデ仕上げ，外面は縦ハケの後

口舷部横ナデ。茶褐色で砂粒を含み．焼は成良好である。口径17.0tm,器甜8.8cm。

4~9は祭祀土器の丹筑り硲坪。

4は杯部がやや桟く ，口縁部平坦面は外端がやや下がる。脚は裔く 伸びた筒部から裾がその

まま淵く。/'}は坪部から脚部外面に接られる。閲整は坪部が内面横方向ミガキ，外面ナデ．ロ

紺滞平坦面に暗文風ミガキを施す。脚邪は縦ハケの後かる＜ヘラミガキ。胎土は淡黄褐色で砂

粒を含み．赤粕色に発色。口径26.7cm,器硲21.8cm.5は坪部がやや深く ，脚部は低く大きく

開く。丹は坪部から脚部外面に按布。躙蓋は坪部が内面横方向ミガキ，外面は縦ハケ目を残し．

ロ屁部平坦面に暗文風ミガキを施す。脚邪は縦方向ミガキで裾部は暗文風となる。胎土は淡黄

褐色で砂粒を含み．丹は赤褐色に発色する。口径24.5cm,器店19.4cm。6は坪部破片。ナデ仕

上げで，丹冷りを施す。胎土は砂粒を含み褐色．丹は赤褐色に発色。復元口径25.6on.7は小

形窃杯の破片。口緑部外端にキザミ目を施す。復元口径19.如"・ 8は異形窃坪の坪部破片で，

口舷部下に突帯を巡らす。内外面とも横ナデ丹箆り。復元口径33.6cm。9J;J: 8の脚部か。ナデ

の後，丹採りの上に縦方向の暗文を施す。

10は小形壺。安定した平底をもち，胴邪は中位が球状に張って全体的に低くつぷれ，口舷部

は名＼に折れて短く開く。口緑部内外面から胴部外面にかけて丹を塗り．口緑部と胴部は横方向

に磨く 。庭部および胴部外面は焼成時の焼さぶくれからくる剥離が若しい。胎土は砂粒を含み．

明黄褐色．丹は赤黄色に発色する。口径10.7cm,胴径12.8cm.器硲9.5cm.

11は大形壺。 Jl,j部はややなで訂で三角突帯と台形突帯を2段に巡らす。頚部は短く訂立した

後外反して平坦□蘇部をつくり、外端にキザミ目を施す。内外面とも横ナデ。丹塗りは外面か

ら内面は頚部まで。胎土は砂粒を含み褐色で．丹は赤褐色に発色する。口径37.0cm.

これらの道物は中期中頃の須玖式にあたるものである。いわゆる祭祀土器と生活川土器とが

群を別にしながらも．廃棄された状應で一括して出土している点が注目される。
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3. 遺 物
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(3) 青銅器

SJ 075から 1点のみ出土した (Fig.89)。細型

銅剣の切先である。全体に厄みがあり，樋が先端

近くまで通る。残存長4.&m。現状ではやや鋒が鈍

くなっているが，出土直後はきわめて鋭利であっ

た。折捐部は斜めの割れ口のままで，iり加工等は

認められない。暗緑色の錆に覆われているが，

ともと銅打は良好と思われる。

1,11)葬品というよりは．折れた ・凶器＇が体内に

残った可能性がつよい。甕棺は前期末に位li'lづけ

られるものであり，今のところ確認できるかぎり

では．佐四県下で最古のi'r銅器である。

(4) 玉類

甕棺る~5 基から， あわせてガラス小

玉5点．蛇紋岩製小3打点、想玉管玉

3点が出土した (Fig.90)。SJ019出

上のガラス小玉4点は造りがやや粗い

が,SJ 078出土の 1点は全体が丁寧Iこ

研mされ丸みを恐びる。SJ072出土の

符玉のうち 1点は欠m部を削り落とす

など仕上げが粗く ．弥生時代のものと

しては異例に太形である。 SJ072出土

の小玉は蛇紋岩をやや不幣形に簿く研

磨したもので．白濁してはいるが．

スイのようなりJるい緑色を旦す。

ヒ

このうち，SJ078出土のガラス小玉

は前期末の甕棺に伴うものであり．弥

生時代では現在確認できる最古の例で

ある。しかも成分分析の結果ではアル

も

Fig. 89 
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Fig. 90 玉類 (2/3)

カリガラスとのことであり従来，鉛ガラスから始まったといわれてきた弥生時代のガラスJ:芸

の理解に再検討を促す頂要な賀料となった。

分析にあたっては静岡大学の藤田等教授に御協力，御教示をいただいた。
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(5) 人骨

甕棺の殆どが棺内に黒色土が流入していたため人骨は残りが悪く，わずかに 6基のみで一部

残存していた。埋葬状況等の詳細が分かるものはない。

6基のうち，前期末の甕棺は l基，他は中期後半から後期前半の甕棺である。

骨の整理，分析にあたっては長崎大学医学部解剖学第二教室1こ協力を依頼した。記して感謝

いたす次第である。

以下，結果のみ記す。

遺構番号（時期） 人骨残状状況 性別 年齢

SJ 002 右上腕骨仔体下部．右大腿仔仔体中央部． 左大腿仔 男性 不明

後期初頭 仔体下部，腔仔骨体中央部前縁（左右の別不明）

SJ 004 右 ・左大腿骨骨体の一部，右 ・左屈骨骨体の一部 男性 不明

中期後半

SJ 007 頭盗冠骨片，左大腿骨骨体の一部 女性 不明

後期初頭

SJ 035 骨種不明の四肢骨片少嚢 不明 不明

後期前半

SJ 036 頭蓋冠⑱頂I~後頭部），下顎竹，上腕竹及び下肢竹 男性 熟年

中期後半 の大部分 ... 頭蓋冠には朱が付着

S J071 5 X 51111程度で．廿種不明の小骨片4個 不明 不明

前期末
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4. 考

1 成人用甕棺の成立過程について

察

甕棺の弓古汽料としての頂淡性は，個々の甕棺それぞれが集団を構成した一人一人の廷であ

り．なおかつ史棺の形式から時代を特定できる点にある。すなわち，甕棺の分布や孫地の形成

過程の分析等によって'1-'t後の集団の構造や規模，潤長を明らかにし，弥生社会を復元するには

格好の資料である。この点で1ああらゆる時代，あらゆる地域を通じて．北部九州ほど有利な

条件に恵まれた地域は他に無いといっても過言ではないであろう。

しかしながら．この甕棺の考古学上の有利さがはたしてどこまで生かされているかという点

になると．必ずしも十分とは百い難いのが現状ではないだろうか。主な理由は，甕棺があまり

に斉ー的に完成されたものであるが故に，詳細な時代性や地域性が捉えにくい点にあるように

思われる。基本的な枠組みが定粁化された感のある斐棺編年9こしても，今のところー形式あた

りに包括される時間幅や地域幅があまりに大さく ，そこから直ちに集団の問題を細かに論じる

には未だ無理があると百わざるを得ない。したがって今後，甕棺を資料として弥生社会の復元

をよりリアルなものとするには．甕棺のもつ様々なm象の多角的な検討が求められているが．

括礎作業としてさらに詳細な史棺の編年が必要になる。

ここではまとめに替えて東山田一本杉遺跡 l区の甕棺砧地を取り上げ，弥生前期末から中期

初頭を中心とした時期の甕棺の編年を試みると同時9ら成人用萎棺がいかにして成立したか．

その過程を追うことにする。既に述べたよう に，本遺跡ではその大半が弥生前期末前後に集中

しており．甕棺が定式化するまでの激しい変化の様相が刃取でさる。このような遺跡は佐賀平

野でも比較的少なく，成人用甕棺成立期の諸問類を論じるには．これまでのところ最も有利な

条件を備えた遣跡であるといえる。

(1) 編年の方法

ここで編年作業の対出とするのは，甕棺が未だ小児用壺棺の名残りを留め口縁部が外反する

前期様式から．平坦口縁が定形化せず胴部に突帯を巡らす以前の中期初頭のもの．すなわち従

来の編年でいう伯玄社式 ・金海式から城ノ越式の一部の時期の甕棺に限ることにする。

具体的な検証は次のように進める。甕棺構成嬰索のうち編年の基準として特に重要なのは「ロ

緑部」と 「体部Jである。そこで，まず 「口縁部」と 「体部Jそれぞれについて形態分類を行

ぃ．上甕と下甕の組合せにおいて諾形態がどのように組み合わさるか．例えば口緑部A類と口

緑部B類との組合せを見ることにより，諸形想の時問的な配列を検討する。次1こ． 「口緑部」と
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「体部J各々の諸形態の時1111的IJ!l係について．例えば口縁部A類と体部A類がどのような関係

にあるか．甕棺 1偲体ごとにJI:形慇の組み合せを検討した上で．最後に全体の編年を試みるこ

とにする。その他．「n昏部刻目J,「体部沈線」等の諸嬰索については二次的特徴として扱い．

この紺年に照らしながら．後にそれぞれの諮形態の変化を見ていくことにする。

各部位において，諸形態の変化はあくまで漸移的である。それぞれどのような時間的並行関

係にあるかというこの種の検討を行う上では．成人用甕柏の殆どが甕2個体のを組み合わせか

ら成り．しかもこの時期にあっては，口蘇部の形態一つをとっても上皮と下甕とが極めて多様

1.: 糾み合わさることが大いに利点となる。以下．説明はやや繁雑になるが．複数の視点から紺

年を試みようとする以上．一つ一つ整理しながら段階を追って論を進めるより仕方がない。

ところで，これら衷棺の各部位の変化を見ていく場合，あらかじめ確認しておかなければな

らないのは次の 4点である。従米の史棺紺年の研究成果から帰結される，いわば “定理＂とも

いうぺきものであって．各部位の変化のJi向性を示す基本的認識としてまず確認しておさたい。

① 口駐部 Rl額形の外反口緑から平坦口緑への変化．発展

② 体 部小児m壺棺から成人用史棺の成立に至る問の壺から史への変化，発展

③ 刻 目 口H部に施される刻み目の簡略化あるいは行略化

④ 沈 綜 体部の上下2段に施された沈綿の簡略化あるいは竹略化

(2) 口縁部および体部の分類と系統

① 口縁部の分類・系統

前1叫l様式の朝腐i形口舷から．未定形ながらも,1・1期様式の平坦口蘇の出現に至るまでの問を．

5類系9形式に大別する。

A類 口絃部が朝顔形に外反する特徴をよく示すbの、9

1式 口緑部は大きく外反する。体部上位から口舷溢部に向かってほぼ一定のJ'lさで外反

するAI a式と，端部に向かって漸次肥臥するAlb式さらに端部上面に段をな

して肥rtするAI c式とがある。

＇式 外1又は極端に小さく ，上体部から短く折れるように曲がる。数は 1点のみで特殊。

B類 [I絃部が9冽顔形に外反し．端部」：面に平坦を窓溢した粘土lifを乗せるもの．

1式 口駄部は大きく開き，端部上面にfillが狭くややHみのあろ粘土帯を乗せる。

I式 口舷部は短く折れるように曲がり，端部J:面に薄い粘土),iれを采せ．未発達な平坦状

n絃をつくる。

c類 L'i'形またはT字形の平坦口緑を乗せるもの。

1式 体部上端の内側に短く外反の紺跡を残し，平坦口絃を乗せる。
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n式 体部上端の内側に外反の痕跡を残さず，平坦口録を乗せる。

D類 口緑部が朝願形に外反し．上面内側に小さな三角突帯を巡らせ平坦を意識したもの。

l式 口緑部は大きく Ill!さ，上面内側に小さな三角突布を回して擬似平坦をつくる。

＇式 口緑邪は短く折れるように曲がり｀上面内測に小さな三角突滞を回して擬似平坦を

つくる。

E類 1::1絃部が朝顔形に開さ，上面端部に上向した三角突栢を巡らすもの。口絃部が大きく

開く Ea式と..I.: 体部が直綜的に開き口緑部がほぼ一体化した特殊形態のEb式とが

ある。

以上の分類を基に各浅棺ごとに口舷部の形式をTab.5の中で示した。そのうち．上甕と下

甕の組合せから口緑部各形式の共伴関係が知られる48例を取り上げ．各形式間の系統並びに時

JBI的関係を検討することにする (Tab.2)。

まず.I司類系どうしの組合せでは，最も多くを占める A類では同形式の共伴は以外と少なく ．

Alb-Alb(l)9例が目立つにすぎず,Ale-Ateが 1例．他はいずれも異形式間の共

伴である。例えば甕棺秘が定式化された弥生中期であれば，同形式の共伴が通常であるが，こ

こではむしろ逆であり，しかもその問の変化の方向も見定めがたい。したがって，AI a, A 

I b, A I cの3形式については,A J bをA類の碁本的な形式と認めながらも，その間の先

後関係は窯うことができず、同時期の中のパリエーションにすぎないと考えておくのが適当で

あろう。なお• II式については 1例のみでA類1用の共伴例はないが...定理”①に基づく口緑部

変化の理解から， 1式の後に続くものとしてよいであろう。よって,A l a • A lb·AI C 

- •A IIへの変化を想定する。

B類どうしの関係では類例が少なく ,B ll-B11の共伴が 1例のみであるが，これも口緑部

の変化の方向性から 81-811を想定する。

C類どうしでは，c1-c1,en-cuといった同形式の共伴が各3例ある一方，異形式

の共件CJ-CJJも3例ある。したがって．様念的には口緑部の形式変化の方向としてCl一
enが想定されるわけであるが．実際はその間にあまり時間粒が無かったかほぼ同時期であっ

たことを示している。その他.0類とE類では．それぞれ同形式が 1例ずつある。 0類の場合

はやはり “定理＂ ①から01 - 011 と想定する。また• E類は， Ebが口録部の変化の中では

やや特殊なため．これのみではEaとの系統関係が不明であり，とりあえず同時期としておく。

それでは次に各類系がどのような並行関係にあるか，狐類形どうしの組合せを見ておく。

特に問題となるのはA類と B類の関係である。共伴例は以外と少ないが,A IとBlが3例．

AllとBIiとが 1例あり ．それぞれ時間的な並行関係が推定できる。同様にして 8類とD類と

では 131とDI,BIiとOilとがそれぞれ対応するであろう。その他、A類とE類ではAlと

Ea, O類 と E類とではD I と Ea が並行関係を窯わせる。また• B類と E類との関係で. 8 
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［とEa,Ebの共伴例が各 （例ずつあるのは．先に不明としたEaとEbの関係をほぼ同時

期と見るぺきことを慈味していよう。

このような共伴関係については，厳密にはこれら以外の共伴例がありえないということには

ならないが，少なくとも取り上げた限りでは時間的並行関係の一瑞を示すものとして積極的に

評価しておきたい。以上．口駐部のみで見た各形式の系統および時間的関係について整理する

とTab.21こ示した時期関係のようになる。各類の関係については'A類をペースと してB・D・

E類が出現さらにそれぞれの要紫を取り込んで平坦口緑C類が登場すると見ている。

② 体部の分類 ・系統

小児棺から成人棺への発展，すなわち壺形土器から甕形土器への発展の中で分別できる体部

の特徴を， 1烈i系5形式に大別する。

1式 下体部が明瞭1こ膨らみ，壺の特徴をよく留めるもの。上体部が直に立ち上がる Ia式

と，内傾気味に立ち上がる Ib式とがある。 礫石遺跡例を標識とするが，束山田一本

杉遺跡では該当例なし。

9式 下体部にやや膨らみを残し，壺の特徴を留めるもの。上体部が直に立ち上がる Ia式

と，内傾気味に立ち上がる Ib式とがある。

I式 下体部にかすかに膨らみを残すが，壺の特徴の喪失が若しいもの。上体部が直に立ち

上がる 1a式と，1引傾気味に立ち上がる Ib式とがある。

N式 下体部が膨らみを失って上体部とほぼ一体化し，壺の特徴の喪失が著しいもの。上体

部が直に立ち上がるma式と，下体部が下膨れ気味で上体部がやや内傾する<Ill b式

とがある。

v式 体部は完全に上下が一体化し，上位が内湾しながら立ち上がる。下体部はすぼまる傾

向をもつ一方，未だ下膨れ気味のものも見られる。

以上の分類を基に，各甕棺の体部の形式をTab.5の中で示した。口縁部と同様に，そのう

ち，J:.史と下甕の組合せから体部各形式の共伴関係が知られる44例を取り上げ、各形式間の系

統並びに時間的関係を検討する (Tab.:l -(I)). 

壺から斐への発展という ＂定理＂②からすれば，大別した 1式から順次V式へと一系的な変

化が想定されるわけであるが，実態はどうか。細分した形式も含め，各形式の差異は微細であ

り，その間の変化は暫移的と予想される。但し本追跡では最古式にあたる 1式は存在しないの

で，ここでの検討からは除外する。

1式から V式まで同形式どうしの組合せが多いのは当然のこととして，まず気づくのは異形

式の共伴の多さである。このような状況はどのように解釈すぺきであろうか。 体部が全体とし

て1式→ V式へと暫移的に変化したとの立場に立つならば，異形式どうしが共伴する場合でも

- 128-



4. "J 察

時間的序列の中で互いに隣接する関係にあるのが順当である。この点．ここではJ:体部が祖行

か内傾かの違いで各形式をaとbとに細分したが，結局のところその差異は同時期のバリ エー

ションとして理解せざるを1-'Jない。つまり, n• Ill • IV式それぞれのa.b間に時問的差異は

無視できるものであると名える。そうしてもう一度整理したのがTab.3ー(2)である。

あらためて 11式から V式の共伴関係を見ると同形式どうしの共伴が多いのは先と同様であ

り，隣接形式どうしの共伴も 目立つが．爪要な点は全体が契機的に変化していった様相をよく

示していることである。隣接形式どうしの共伴が多く見られるのは，もともと所移的な変化を

見せる体部の特徴を敢えて区分したことにもよるが，先に想定したとおり．基本的には体部の

各形式が 1-•JI一 111- IV-•V 式の序列で変化したことが確認できる。

Tab. 3 甕棺体邪組合せ

(I) (2) 

II a I II b 1111 a 1111 b IN a IN b I V 
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『
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『
フ
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③ 口縁部・体部の各形式の対応関係

次に，口緑部と体部の各形式がどのような時間的関係にあるかという点について整理しておく。

Fig. 4はこれまでの猿理を基に，甕棺 1個体ごとに口縁部と体部の形式がわかる甕棺110個

体を取り上げ．その組合せを数で示したものである。最も多いA類では，口縁部Alが体部ロ

~IVまでとほぼ平均して組み合わさる。 口絃部A□は体部1Vの時期に対応しているが 1倒体の

みであり，その時期は短いと思われる。

口緑部B類では， 口縁部BIが体 Tab. 4 甕棺口縁部 ・体部組合せ
lヽ- ,._I I 

部ll~IVと組み合わさるが，例数の

多さから見てとくに体部IVの時期に

中心があることが推惧lできる。また，

口緑部811は体部IV, Vに対応して

いる。口緑部C類では，口緑部CI,

CHともに体部 Vと組み合わさる。

口縁部〇類では，口緑部01が体

部IVと，口緑部Oilは体部IVと1例，

口緑部E類も体部IVと組み合わさる。

Tab. 5 褒棺形式分類表

ロ~ I □ Ill IV V 

A Al 2 1 2 5 2 2 

AD I 

B BI I I 6 

Bn I 2 

C CI ， 
CII ， 

D DI 5 

on I 

E E 6 
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遣構蓄I} • l! 期 1怯IiiI史形式期 Ia縁闇 Iu. 郭 1綱日 1沈緯 I/II 彩 蝙り
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遺構笛サ・時期 1法駄 I甍形式期 1口縁部 I体隠 I糾目 1沈 綜 I黒彩 蠣 '!1
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遺虞蓄り ・時期 1杖litI史彩人期 In縁1111 I体圏 l刻目 1沈鯰 l愚 彩 蝙 り
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(3)編年試案

以上述ぺたように0蘇部と体部について各形式の時間的関係を理解した上で，さらに先に示

した口緑部各形式の系統的関係を考慮し，下記のとおり編年を行なう。

当該時期を，全体として 6期に分ける (Tab.6)。

第 1期 本追跡では該当例なし。礫石A遺跡SA40, S A41, S A45を揉識とする。口縁部は朝

頷則に大きく外反し，体部は下体部が段をなして膨らみ明諒に壺の特徴を残す （類．

第2期 U絃部は朝顔型に大きく外反するAl類を主流として，平坦口縁の先駆をなすBl

類も一部登場する。 体部は下体邪にやや膨らみを残す 11類。

第3期 口緑部はAl類を主流とするが，BI類も一蔀に見られる。体部は下体部にかすか

に膨らみを残すが，壺の特徴の喪失が若しいIll頚。

第4期 口舷部は依然Al類を主流とするが,BI類が割合を増し．新たにDI, E類も加

わる。体部は下体部に膨らみが無く上下一体化し，壺の特徴を殆ど喪失した 1V類。

第5期 口縁部はA類が殆ど見られなくなり特殊All類が一部残るが．むしろ 811, 011, 

E類といったバリエーションが目立つ。 体部は1V類が残り ．途中から中期形のV類に

変わる。前後2期に分けたのはこれまでの分類の方法論から必然的に設定されるもの

で，時間的には無視できる程度の差であろう。第5期自体が過渡期的な様を示す。

第6期 口緑部は初現的な平坦口品C類，体部は中期形の V類となる。

以上を図示すると,Fig. 91のように整理できる。この間の変化は成人用甕棺の成立期におけ

る土器様式が前期か
Tab. 6 編年表

ら巾期へと移行する

変化の過程を示すも

のである。その坑を

どこに凶くかについ

ては.o緑部及び体

部のこれまでの説明

から．過渡JUIといえ

る第5期をも って従

来の城ノ越期に並行

させ，中期の開始と

するのが適当であろ

う。

形~式区分

口緑部 A類

8類

c類

D類

E類

体部

前期末

IJVJ 2期 3期

A I I a be JI 

I I 

Is I I 

1 ab aab Ill ab 
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(4) その他の検討

① 口唇部刻目・体部沈線・彩色

上記の編年を基9こ，ここでは存在しない第 1期を除く第2期~6期について「口行部刻目J,

「体部沈線」，「彩色」といった他の部位がそれぞれがどのように変化していくか見ておく。

く口唇部刻目〉 刻目を省略したものも含め．次の 4類に大別できる。

A類 口昏部の上下両端に刻目を施す。 上下別々に刻目を施したAa類と、同時に施した

Ab類とがある。

B類 口昏部の下端にのみ刻目を施す。なお．上端にのみ施す例は見当たらない。

c類 口唇部全面に斜線状の刻目を施す。

D類 刻目を省略する。

A類は第 1期~6期の各時期にわ

たり平均的に圧倒的多数を占める

（約8割）。但し，そのうちのAa類

とAb類との割合を見ると第 1~3

期まではAa類が約7割を占めて優

位にあるが，第5期 .6期には逆に

Ab類が7割を占めるようになり、

簡略化傾向を示す。同じ<A類の簡

略化といえるB類は少数ながら第3

期以関に出現。 C類は口昏部が偏平

になった段階のもので．第4期以岱

に見られる。また，刻目を省いたD

類は第3期から以降に出現する。

口唇{211,lJ目＜模式図＞

体部沈線＜模式図＞
A Ba Bb C I) 

Fig. 92 口緑部刻目 4本部沈線模式函

く体部沈線＞ 沈線を省略したものも含め．次の 4類に大別できる。

A類 口蘇部下と体部下位の 2段に施す。各 3条ずつが碁本。

B類 口紐部下にのみ 1段施す Baと，体部下位にのみ ］段施すBbとがある。いずれも

3条が基本。

c類 口蘇部下と体部下位の2段に施した後．縦沈線4~5箇所で上下を結ぶ。横は3条

が某本．縦は5条前後で一定しない。

D類 沈線を完全に省略する。

A類は第 1 期~4 期の各時期にわたって平均的に圧倒的多数を占め（約 8 ~~J). 割合は減少す
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るが．第5期.6期まで存続する。 B類は第2期~6期まで各時期に見られるが，割合はごく

少なく ，A類の簡略形といった感は否めない。縦沈線の加わるC類はいわゆる金海式甕棺の特

徴の一つで，第5期に出現し，第6期まで見られる。 D類は第2期から少数存在するが，第4

期以降に割合が増加する傾向を示す。

＜彩色＞

本遺跡では，第 2~6期にかけて，器面に黒く彩色を施した斐棺がきわめて多い。内外面．

あるいはどちらか一方を黒く豫った例は，餓別できる限りでも上甕 ・下炭を合わせて約50個体

があり ，全体の約2割5分を占める。 水洗の際の倒落で不明のものを含めれば，おそらく HPJ

を越えるであるう。息色頗料の索材は炭索（煤）と思われる。

時期別には2期から始まり ．第5,6期には約5割を占めるようになり割合を増す。塗布の

状況は，内外面ともに貼＜搾る例が多く ，次いで外面のみ．内面のみ塗布した例は少ない。こ

のうち内面のみ墜布する例は第2,3期に限られるが．例数の少なさによるものと見られ，実

態はいずれの場合も第2~6期を通じて継絞したと労えられる。

bう一つ注意すぺきは縞条塗り分けの存在である。上体部を中心に．幅 Ian前後の黒色寄数

条が 1an前後のI間隔をおいて横方向に並行周回し．全体として横縞校様を見せるbのである。

剣蕗のため全体が判るものは限られるが，本遺跡では13個体が確認できる。

文様のバターンには3種類がある。そのうち口緑部下の一部に 3,4条を巡らすタイプと体

部上半全体に巡らせるクイプは．第2~6期に及ぶようである。もう一つのクイプは外側全面

を縞楳様で埋めつくしたもので．第 6期に 1例のみ見られる。全体の傾向として．縞棋様はロ

緑部下から体部上半全体へ，さら1こ外面全体へと次第に装飾性を増していったようである。

手法については明らかでないが．観察する限りでは．縞文様の幅も間隔もほぼ一定で整然と

している。 J;'J回の方法も渦巻状に連続して描かれたのか，それともリング状をなすのかは明ら

かでないが，さわめて直線的に描かれている。したがって.Jj1にフリーハンドで引かれたとは

思われず．紐等を巻きつけた上から顔料を豫布．あるいは全体をくすぺるなどの特殊な方法に

よるものではないかと推測している。同様な縞状塗り分けの報告例は今のところ少なく ．佐買

限下では近隣の大和IIIJ本村筒遺跡． 佐双市増田遺跡や.c~栖市村田三本松遺跡などの例が管見に

触れる程度であるが．該期の晶豫り央棺の分布状況から見て．この種の技法も北部九州の初期

甕棺地礎とくに佐賀平野．福岡平野一円に及んでいたと推測する。特色ある装飾技法である

だけに，今後．その分布状況や系譜関係などの把握に関心がもたれる。

一般的に．弥生時代の祭祀や葬送儀礼など神聖な場に用いられる色は「赤」のイメージがつ

よい。しかしながら，ここでの甕棺成立期においては朱など「赤」の使用は全くない。むしろ

「f.(しの世界」である。この 「県」の演出も．中期になって甕棺の器而潤整が刷毛目に替わる頃

には装飾として不向きとなり ，次第に哀滅していったと思われる．
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② 法量

甕棺が窮用棺として完成する要件の一つに法れの規格性がある。当初から，甕2儘体を合わ

せて用いることが一般的である以上．少なくとも口径だけは同じであるこが望ましいことは言

うまでもない。しかしながら取り上げた第2~6期の甕棺97碁のうち，合わせ口の状況が判る

39例についてその実態を見ると．中期初とした第5,6期では接口式7.覆口式 l• 呑口式2

となって接口式が一般的となるのに対し．前期の第2~4期では接口式14例．覆口式13例．接

口式12例となって未だ接口式の優位が確立していない状況を示している。つまり，前期様式の

段階では組合せ．規格性に対する配慮があまりなされていないことが解る。

この不揃いの直接の原因が生産者側にあるのか使用者側にあるのかは不明だが｀根本的には

前期様式の奏棺の形態そのものに問題があると考えられる。後述するように第2~4期にお

いては成形から焼成に至るまでの製作技術の欠陥から，口形は殆どが歪み，整った形のものは

きわめて少ない。したがって，朝顔形の形状に制約される限りにおいては．たとえ口径を揃え

たとしても実際に接口式での使用に耐えるものは少ない．といったやむを得ない事情があり．

むしろ朝顔形の利点を採れば．

大小の甕を組み合わせて覆口式

または呑口式で使用する方がか to,

えって便利であったかと考えら

れる。規格性がとくに問題とな

るには．平坦口緑の完成を待た

なければならなかった。

とはいえ．第2期から第6期

まで．法量に大小の違いがある

のもlJl実であり ，試みに口径と

器高の関係を図示してみた SOcn' 

(Fig. 93)。口径では約55an

~75an. 器高では約65an~90cm

の間に大部分が収まるが．全体

の中でとくにいくつかの明瞭な

グループが招められるわけでは

ない。したがって，実際の法黛

喜
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Fig. 93 甕棺法覺

区分はなかなか困難であるが敢えて便宜的に分ければ，口径55c叫以下，または器高65cm以下

を目安として小形棺とし，それ以上を大形棺としておく。 Tab.Sに示した棺の大小はこれによ

る。
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(5) 成人用甕棺の成立と技術革新

大型甕棺の成立過程を見ていくと．北部九州弥生人の実に涙ぐましい努力の跡を覗く思いが

する。それまでの生活川土器から如何にして大型土器の製作が可能になるか．あらゆる工夫と

失敗．そして様々な試行錯誤の過程がそこに映し出されているからである。

1出大の課俎は．「大型化したことによる土器の自1f(で下体部が沈み，J.:体部が外方に開くのを

どのように止めるか」という点にあった。そのための技術革新は成形．調整．焼成のあらゆる

工程に及んだ。先学の研究成果に依りながら．あらためて前期様式の第 1~4期の甕棺を．中

期様式の第5,6期と比ぺてみよう。

まず第一に成形においては．粘土帯接合部を貼り合わせることにより壁体の強化が試みられ

た。 n品忠平氏が百うように，下庇らみで湾曲部の多い前期様式．本稿での第 1~4期の甕棺

では必然的に用いられる技法であり、いきおい器壁は/.!}.<なった。前期様式の甕棺の異常な頂

さはそのためである。第5期以降．粘土幣の接合は碁本的に積み上げ方式に替わっていく。

第二9こ体部の形態の改良が試みられた。前期様式では壺を基調としているため．もともと下

体部は下膨らみとなり，垂直方向への加頂が成形の支障になることが避けられない。この点．

中期様式になると下体部がすぼまるのは．この垂直加頂に耐えるためのきわめて合理的な対策

であって，分散しようとする加111を底部方向に集中させる優れたエ夫である。合わせて上体部

の内病は外方向への1l1lきに対する効果的な防止となった。第 1~4期の甕棺に見られる上 ・下

体部の一体化に向かおうとする変化は．そのような流れに沿うものである。

第三9こ口絃部の朝顔形から平坦への変化が挙げられる．第 1~4期の甕棺では口形が整った

円形に焼き上がったものはさわめて希で，殆どが多かれ少なかれ歪んでいる。これは外方に開

こうとする力に耐えられない朝顔形口緑部の根本的な欠陥であって．たとえ口緑部を肥印させ

ることによってもその防止効果の程は限られたと思われる。おそらく ，成形から乾燥に至るま

でのlfflに大部分は変形してしまったことであろう。第3期以降に出現した未発達な平坦口緑が

第6期にほぼ完成を見るのは，この点で画期的ともいえる改良となり．以後のスクイルを決定

付けた。

調堅の点では，叩きの技法が問題になるであろう。器壁を一定に薄く仕上げ胎土を叩き締め

るこの手法は後期になって積極的に採り入れられるようになるが．第 1~4期の衷棺では厚い

器俄のままナデて仕上げる状況から，基本的には叩きは用いられなかったと考えられる。

焼成についても．火態は不明ながら..Piしい改良の跡が認められる。第 1~4期の甕棺では

褐色1こ焼き締まったものはむしろ希で．全体が白つぼく ，しかも屈斑が目立ち，軟釘なものが
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大部分である。内外面のI.!¥彩あるいは縞状塗り分けは，外観の不器炊を湖塗するための装飾と

いった窓味もあったかと思われる程である。ところが第 6期頃になると．おそらく焼成溢度を

閲上させるための何等かのエ夫が加えられたためであろう，これらの欠点は急速に、 しかも見

事に克服される。

成形．調整．焼成1こわたるこれらの技術改良は．相互に補完しあいながら進められる必要が

あった。しかもその変化はきわめて短期間の内であったと息われる。先に示した編年で．過渡

的な段階も含めて前期様式から中期様式への移行時期を第5期に皿いたのは単に形態だけでな

く，以上のような技術改良の画期を'/:t尿としたものであった。本迫跡では．このような吏柏製

作に関る技術改良の軌跡が具体的な形でよく 示されている。

大型甕棺の焼造は，世界的にも類を見ない高度な技術に支えられた特色ある土器文化であり ，

同時期の胄銅器や鉄器の製作技術にも引けを採らない。北部九州の弥生文化が生んだ位大の“発

明＂であったといっても決して過宮ではないであろう。
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東山田一本杉遺跡 1区墓地の形成過程

墓地の形成過程

1区廷地の形成過程を見ていくことにする。

本遺跡は．一部土塙藉と石棺廷を浪じえながら，弥生前期末から後期前半の甕棺を中心とす

る経地であり，主体は前期末から中期初頭にある。成人用甕棺の成立過程を検討するため，従

主に前項の甕棺編年に基づさ．

来．前期末として一括してきた時期を第 1~4期に区分した結果，副次的にその問の廷地形成

の各段階をより詳細に観察することが可能となった。

全体を第 1~II期に分けて説明する(Fig.94~97)。このうち，第 1~4期は今回あらたに区

分したもの．第5・6期は城ノ越式期に対応すると考えている。さらに第7期以降は，汲田式一

須玖式ー立岩式一桜馬場式一三汁l式， といった森貞次郎氏の編年に従うことにする。勿論各

時期は甕棺の形式時期であって、必ずしもそのまま均等な時問幅を意味するものではない。

［第 1期］ この時期，成人用甕棺は礫石遺跡では脱に出現しているが，本辺跡ではまだ登

場していない。 土塙廷11基と石棺松 1基がこの時期に対応するものであろうと推定する。

基本的に．A: 小口に平石を立てる，B: 棺部上面を平石で覆う.C: 配石をもたない，と

いった 3クイプがある。基本的には礫石遺跡でも見られたような支石廷の下部構造に系語を引

くものとサえられる。また石棺廷1碁も，寇に板石を敷く小児廷で，支石経^系と考える。時期

は前期後半の新しい段階か，

a群5甚のうち．

あるいは末と推定する。分布は，およそ 3群に分かれる。

4碁は成人用でAまたはCクイプ。東ー西主軸の4基が列状に並ぶ。もう

1基の小児秘はAクイプ． b群

は西園ー東北主軸または南ー北

主軸。成人｝り2基は共にCクイ

プで， 1基はa群に切られる。

これに並走するように， Aクイ

ー期

プの小児藉土墳甜2碁と小児用

石棺;!.);)基が列状に並ぷ。他，

東北端には三律式の甕棺に切ら

れてAタイプ，西南端にはBタ

イプのいずれも成人用土墳廷が

それぞれ単独で存在する。群は
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（群） としておく。 Fig. 94 玖地形成過程 (I)
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［第2期］ 初めて成人用甕棺社が

登場する。 6群に分かれる。第 1期土

填廷群との系譜関係は．a群5基と e

群2基が第 1期の土塙秘a群を，

2基は第 1期c群，

c群

b群，

b群2基は第 1期

d群2基は第 1期d群をそれぞ

れ引き網ぐと推定する。台地の縁辺に

あたる b,c群の東脇には，第 l期の段

階で既に存在していたであろう砧道が

明確な形をとるようになり．さらに北

側に仲びて新たに f群2基が出現する。

［第 3期］

-.-グ
21期 -------・-

グ--------・ 
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• 一
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拡散する形で．

期のb,

6群に分かれる。 a群

Hいと e群6基は基本的に東西主軸で．

それぞれ第 2期の a•

拡大していったもの。

c群の系贈，

e群が両外側に

g群6基は第2

f群2基は第2

期の f群の系譜にあたるものと思われ

る。窮道の東側にはh群2基があらた

に出現する。また，d群4基は第2期

のd群に続くものであろう。

［第4期］ 第3期の甕棺廷群の外

側にさらに廷域が拡大する形で，

に分かれる。 a群JO碁およびC詳3基

はそれぞれ3期のa'

6群

c群の系陪と思

われ，方位をややまばらにしながらa

群が優勢になる。一方，秘道の存在は

この時期に一附明瞭になる。 g群6某

は廷道の西側に並び，h群8基はその

東側に並んで数を削す。秘道はさらに

北側に伸びて廷域を拡げ， ［群が 3基

に増えるとともに．向い合って i群3

碁が出現する。

3期 ------
j ----

-- f ' ・ク,~---- "' :•a ! -'.,  ,-. / 
I 

- C,  ,-, , u ,./ 

C・森畷y / ,.,,-、 I 
ヽ ゜ク- ~/)/ヽ／
ヽ a

Pig. 95 廷地形成過程 (2)
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［第 5• 6期］ 城ノ越期

3群に分かれる。それまでの

秘域はとくに西南部が手狭にな

り，全体 として北部に中心が移

る。 h群5基は第4期の h群の

系膳に述なるものであり - ~城

の束南端にかたまって一群を成

す。以後．崩辺部では埋葬が見

られなくなる。廷道は北側が若

干東にコースを変え．その西側

にK群 7基が並ぶ。第4期の i

の系滸か。さらに墓域は西方に

拡張する傾向を見せ、 K群の西

に第2期の f群に統くと見られ

るj群3基がある。

［第7期］ 汲田式期

全体として．それまでの廷域

は満杯状態となり．あらたに、

それまで利用がなされなかった

1区西半部に我域を拡げる。基

本的に東一西主軸の I群 6基 と

南北主軸m群 2基との2群に分

かれるが• UJJ確な群を構成しな

い。両群ともそれまでの埋葬群

との系開関係は不明となる。

［第8期） 須玖式期

この時期．酉には南西部で小

児棺 1甚が見られるだけとなり．

それまでの孫地としての利用は

一旦．停止する。束端に祭祀関

連遺構が 1基見られるが．実際

は別地で行われた祭祀の後の廃

菜土壕であろう。 Fig. 96 秘地形成過程 (3)
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［第9期］ 立岩式期

須玖式期の断絶を経て，再び

廷地として利用が始まる。但し，

古い埋葬区域や廷道を敢えて避

けているらしいことから．当時

まだそれらが何等かの形状や探

微を残していたと考えられる。

全体としては．束北部に繕域の

中心が移る。およそ 3群に分か

れるが．実質的に群といえるの

は0群くらいのものである。 O

群5基は東北部にあって小児廷

1基を含む。 n(群）は西北に

あって，小児廷 1基のみとなる．

P群2基は旧甜域の中に離れて

小児ばに限られる。

［第JO期］ 桜馬場式期

翡域の東北部を中心として，

0群の成人秘6基が造られる。

主軸方位は不航ーである。その

南端の2基は西沼ー東北主軸で

小児秘と成人廷各 l基からなり ．

秘道を挟むが．一応P群として

おく。西半部では既に埋葬が見

られなくなる。

［第II期］ 三油式期以降

廷域東北部に三沖式の成人棺

3基が迫られる。また，旧廷道

の東北辺にある成人用土墳秘2

基と小児用石棺2基は，時期は

明らかでないが、後期中頃かと

推定する。以後， 1区での造廷

が止む。

4. 考察

Fig. 97 Y地形成過程 (4)
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(2) 墓地造営集団の復元

まず，以上からみた秘地造営の特色を概括すれば次のとおりである。

a. 全体的にみた秘地としての土地利用は，台地の東南部に始まり、東辺および北側に拡がり

をみせた後，一且疸半部にまで拡大し，最終的には東北部に戻る。そのIUI,束辺に翡道が通

じた結果，一時期を除いて，台地の広さにもかかわらず束辺部が我域の中心となった。

b. 埋葬様式の変遷は， 前期後半の新しい段階あるいは末の土塙~. または一部石棺廷に始ま

る。iii/期末から中期前半にかけてはほぽ甕棺廷一色になり，中期中頃の一時的な断絶を経て

以後．数を減じながらも後期前半まで甕棺店の造営が続さ、後期中頃の土塙廷および石棺秘

で終わる。

c. 梨地形成からみた各群の平面的な系睛関係は．前期末に第 1期の3群に始まり．第2~3

期には 5~6群に拡大．第5・6期は3群に縮小する。とくに第4期において各群の存在が

明瞭1こなる。この1111,埋葬群としての系閉関係は，途中派生したものも含め，比較的解りや

すい。第7JUJの2群は系閉関係不明。そして第8期の断絶を経て．第9期以降は 3群から 2

群• I群1こ餡小して終わるが，いずれにしてもそれ以前との“接的な系謂関係は認めにくい。

以上の系譜関係は，およそ次のように整理できる。

前期（末）

（初頭）

1期 2期 3期 り月 5・6期

a ゴニ a— a- a
e e e 

――― 
bed 

丁――
bcdf 

――― 
gdh, 

kh 

1-g1hr 

（前半）

7期

--I 

--m 

I"期 →←  
（中頃） （後半） （躙）（酎呻煩i

8期 9期 10期 11期

n 
0 0 __ ,, ,_ 0 

P一 P

（太字は 3碁以上の群）

このIHI.M地の密集度にもかかわらず全体的に相互の切り合いが少ないのは．何等かの地上

探徴があったことをも推刹させるが，基本的には 1区紅地が特定集団によって伝統的かつ契機

的に造営されたことを示すbのである。その点は，とくに 1期~5・6期に紺南である。

このような状況から• I区の紅地を形成した集団の構成や規模についてどのような解釈が成

り立つであろうか．一つの試みとして．紋も群構成が明瞭で．しかも最盛期の様相を示す第4
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期を例にとって検討してみよう。

第4期の埋葬数は6群34基で.1群平均は約5~6基である。問題は実際の時間幅である。

ここでは前期末~•·1,期初に当たる時期を第2期～第5・6期に細分したが．おそらく 1期当た

りはとうてい 1世代，約20年にも満たない時間幅であろうと考えている。一体， 1世代にも満

たない期間に34人．年当り 2人前後もの死者がでる集団とはどの程度の規校の扱団であろうか．

そして,5~6人の死者がでる群とはどのような性格のグループであろうか。

問題になるのは当時の年齢構成および死亡状況であるが，ここではまず．乳児の死亡数を全

体の死亡数から除外するための検討を行うことにする。というのは．一般的に未開社会では未

成人．特に生後rmもなく死亡する乳児の死亡率がきわめて高いとされる。生活扱団の実相を萩

地から捕らえようとする場合．その異常に硲い乳児の死亡数をそのまま全体の死亡数の中に含

めてしまうと．現実の集団の実態から大きく乖離した数字が生じてしまうからである。 13本で

も明治時代には成人に達するまでに生まれ落ちた子の約 4割が死亡していた。しかも．そのう

ちの50~60%は乳児であった（内閣就計局預料）。遡って中世の吉母浜逍跡では，乳児を含む未

成人の死亡率53.5%という数字がある。さらに弥生時代では福岡収下の甕棺廷地における小児

棺の割合が．平均すると全体の50.3%になるという研究報告があるが．これは小児棺を目安に

したもので．実際は乳幼児の埋納が大半であったと推測できる。佐四限下でも同じ大和町に

在って本逍跡に近い礫石A,B遺跡では，乳児の死亡率が55~60%という窃い伯を示している。

礫石A, 8遺跡は共に弥生前期の支石廷系藉地で．下部構造は「成人砧」が±壌であるのに対

し．「小児秘」は壺棺を川いていた。「小児廷」といっても．実際は奴の容依からみて生後1用も

ない乳幼児が葬られたと屯えざるを褐ず．しかも、集団の成Qとしては見倣されなかったため

か．同じ廷地の中でも「成人廷」群とは離れて別に葬られていた。

したがって．少ないながらもこれらの類例から見る限りでは．一般1こ．弥生社会では生まれ

た子供の約半分が乳児のうちに死亡していたと考えられ．おそらくこの東山田一本杉遺跡にお

いても同じような状況ではなかったかという推謂が成り立つ。

そうして見ると．問題になるのは第ヽ1期の甕棺の中にはたしてこのような乳児が含まれるか

どうか，あるいはどのくらい含まれるかである。甕棺の法依を手掛りにして見ると．実態とし

て第4期では.l: ・下棺の少なくとも一方が大形．小形の区別がつく甕棺の総数は28基，その

内,,11棺や壺棺あるいは合せ口の下嬰が小形棺であるなどにより．乳児も含め未成人が葬られ

た可能性がある 6のは7基.25%である。因に第2~第5・6期では総数77基のうち18基、

23%である。

そこで．仮1こ乳児も成人と同様に全て吏柁1こ葬られたと仮定するとどうなるか。 M多でも 7

基.25%という数字は、先に推定した弥生時代の乳幼児の死亡率に比較してあまりに低すぎる

と百わざるを得ない。さらに 7話の内に乳児以外の未成人も含まれる可能性を考えれば．乳児
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の割合はさらに低くなるのである。したがってその湯合は，全ての乳児死亡数を小形甕棺だけ

でまかなうのは不可能となり ．成人用吏棺まで利用したと考えざるを柑なくなるが．これには

容派の点で大いに問題があろう。理由は，そもそもこれら 7基の ・,1ヽ形吏棺＂でさえ，大部分

が合せ口で，下甕に小形棺を使用してはいるが，実際には高年令の未成人の収容も可能な容羹

をもっており，乳児を葬るにはかえって不向さと思われるからである。

よって．少なくとも第4期において見る限りでは，乳児の埋葬は大部分が甕棺以外に葬られ

た可能性がつよく，土器棺はせいぜい少数の「壺」棺が選ばれる程度であったと考える。その

場合，大部分の乳児の埋葬形態としては，同じ廷地内であれば土填翡等，現状では検出困難な

黒色表土を掘り込んで埋められたと推謂しておく。第2期に遡るが，検出された小児用土填墓

2基はたまたま板石をもつ構造であることから存在が明らかになったものであることを思えば，

必ずしも突飛な話ではなく，礫石A,B遺跡における乳児の取扱い方を想起させるものである。

もっとも．礫石A,B遺跡との関連で見る と乳児棺に生活土器が転用されていないのは奇異な

感を受けるが，この点については．成人用甕棺成立期における．埋葬に対する意識の変化と，

未だ法:!itによる機能分化が確立していない甕棺の生産体制の限界を示すものと解釈しておきた

い。

以上の理解に立って，第4期の甕棺数:14基という数字は．基本的に， 1世代未満の間に死亡

した乳児を除く未成人および成人の数であったと考える。ただし，これはあくまで一定期間内

の死亡者累積数であって， 一時期として捉えた集団の生活実態とは別であることは百うまでも

ない。 一時期の集団規揆を明らかにするには．ほぼ40歳といわれる当時の平均好命の適応範囲

や出産命令．人口増加率世代構成など複雑な要素を加味して打定されなければならないであ

ろう困難な問題があることから，今は これ以上の仮定を誼ねることは差し控えておく。ただ，

淡然とではあるが敢えて大胆に悦測すれば，乳児を除いて年平均2人前後が亡くなる集団とな

ると，未成人の死亡率の応さや戦争など不測のUI態を考慮したとしても．ほぼ3世代を合わせ

て50人は侵に越える存外大きな規模の集団ではなかったかと想定している。また．第4期にお

ける各群の平均5,6碁からは，きわめて親密な血緑関係に碁づくグループの存在が想定され

る。ただし.3~10基まで幅があるため．いわゆる家族的な関係から親族的な関係まで多様な

実態が芳えられ．その具体的な性格を一概に決めつけるのは困難である。

以上は第4期について，集団の復元を試みたところである。血縁的紐帯を基本とするであろ

うその集団の規楳性格からは，それ自体で水田経営を中心とした生産や共業をある程度可能

とし．日常生活を集団的に維持完結し得る一つの「ムラ」の存在を思い浮かべることができよ

う。第2期に成立．定行した 「ムラ」は第5,6期まで順調な発展を示す。そして第7期以降，

急に哀退あるいは消滅したかのように見えるが，ただし．これはあくまで甜地造営上の現象で

あって．必ずしも「ムラ」の解体を意味するいのとは限らないであろう。
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4. 考察

勿論，このような試ねは現段階ではいくつもの仮定が必炭であり，仮定の取り方によ っては

極端な結論の追いが出てくるのはやむを柑ない。先の試nでも• l期当たりの時Jill幅の設定，

群の捉え方，乳児や未成人の死亡率の採り方によ っては，同じ甜地でも評価が大きく分かれる

ことになるであろう。確実性を裔めるには，考古学のみな らず．さらに多くの形打人類学や民

族学上のデータの集積が必要である。また，時期別の比較検討も必要であろう。

甕棺の編年や群の捉え方が細かくなることについては，かえ って本質を見誤まるとの批判が

あるかもしれない。しかしながら．詳細を極める努力によって，新しく見えてくる ものもある。

「甕棺秘地からいかに集団を復元するか」は，喪棺研究の級も重要な課題であると認識するが

故に．束山田一本杉遣跡 1区秘地を取りあげて一つの解釈を試み．敢えて愚見を呈した次第で

ある。
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東山田一本杉遺跡 Il区・皿区

西 山 田 二 本松遺跡 B区

遺跡名 ：東山田一本杉造跡II区 ・m区（略号HYS-II・-LIi)

遺跡名 ：西山田二本松追跡B区（略号NYN-B)

所在地 ：佐賀郡大和町大字東山田，大字川上



束山田一本杉遺跡11区・Ill区．西山m二本松遺跡B区

東山田一本杉遺跡n区・皿区，

西山田二本松遺跡B区

1. 迫跡の概要

束山田一本杉遺跡 1区の状況と．束山田一本杉遺跡fl区 ・Ill区、西山田二本松遺跡B区に

おける平安時代後半期以降の様相については各段の本論に頷るとして，ここでは弥生時代から

古坑時代初頭にかけて営まれた集落跡並びに奈良時代から平安時代前半期にかけて展開する掘

立柱建物跡群と築地関連遺構について概要を記したい。

本調査区における弥生時代中期後半から古瑣時代初期にかけての遺構として竪穴住居跡100

基掘立柱建物跡18棟．不明遺構 1基．土墳14基．土塙硲32基甕棺砥6基溝跡1条が確認

された。これらの迅構は調査区のほぼ全域に分布している。

中期後半から後期前半にかけて，胸査区中央西寄りに横口式土塙秘を主体とする孫域が形成

される。墾棺廷については 4基が成人棺で，いずれも桜馬場式に相当する。土墳廷を主体とす

る点では．隣接する 1区の甕棺廷群とは大きく異なっている。廷域は廷が営まれなくなった後

も．古れ時代初頭に集落が廃絶するまで意識され続けていると考えられる。

調査区の全域にわたって検出された竪穴住居跡1ふ後期中頃から古墳時代初頭にかけてのも

のであり．中でも後期後半のものが最も多い。住居の形態は長方形ないし方形で．多くのもの

が長軸両辺にペッド状遺構を伴う。掘立柱建物跡は 1間x2 l!llと1間XI間のものが大多数で

ある。倉庫群としてまとまっているような状態ではないため．閥々の住居に伴うものであろう。

かなり大規模な集落であるにもかかわらず，閑溝が確認されていない点がこの集蕗の特徴と

いえる。嘉瀬川束岸には惣座遺跡をはじめとしていくつかの環溝集落が確認されているが．そ

の状況と対照的である。集落間のランク差など．弥生時代から古坑時代にかけての社会を考え

る上で興味深い事象である。

奈良時代から平安時代iiil半期にかけての様相は．この地域の特殊~性を十分に反映している。

すなわち嘉瀬川の東位に肥前国府を中心とする官揺が展開するのと時を合わせ．それと1関連す

る施設がこの西岸地域一f,fにも造営され始めるのである。

この時期の遺構として確認できたのは掘立柱建物蹄JI棟，溝跡（築地関連遺構を含む） 33条．

井戸跡］基．土填17基であるが．この中で特筆すべきは4グループに分けられる掘立柱建物群

と，その中の 1グループを囲む築地と思われる遺栴の存在である。

この掘立柱建物跡については．その全てが東山田一本杉追跡Ill区に集中していることから．

この場所が嘉瀬川西れの中心地域の一部であったことは想像に難くない。また本調査区の西側
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I. 遺跡の概要

に展開する西山田二本松逍跡(A区），及び西山m三本松遺跡等では整然と配列された倉庫群（正

倉？）が確認されており，また官荷役人が装哲したものと思われる石帯の部分品である丸柄と

詑尾が出土していることなどから，官紺としての特徴的な占地形態を取り，計画的な経営がな

されていたと思われるが，ある時期には居住域であったものが．次の時期には倉月場肋i立ち並

ぶ様相を旦するなど，不安定な面も窺える。

また調査区東部分に位収する S8372・3730) 2棟の掘立柱建物跡については，24条の断続す

る洞状遺構によって nり字型に囲まれた内側に立地するが．これら溝状辺構は断続しながら

並行する 2条の築地関連迫構に収欽されるものであり． 「 Uの形状を取りながら両端共調査区

外へと抜ける。そしてこの2条O)[U]院には築地塀が存在したと思われる。

如ここの溝状逍構から 「定側松印（定側私印）」，「欣ヵ（宮，官？）」の2点の刻印土器が出

土しているが，これはこれらの築地関連の溝状遺構に囲まれ．区画された一布が公的な機関と

閲連していたことの証左といえる。

掘立柱建物群の中で最大であるS8237は棟方位を以北にとり ．四面に一問の出廂を配する。

身合部分の柱穴揺形は大型で定型化が見られ，国府正殿《I)にも匹敵する全体規模を布しており，

嘉瀬川西岸に配された建物群の中でも際立った存在であったと思われる。

また建て替えと思われるSB401からS8266への変遷は，この建て芍え前後で柱穴掘形が小

型で不揃いなものから，大型で屈丸方形及び円形を基本とする均ー的なものへと変化する点は，

この地域において何らかの政治的配慮が働いたことの現れとも受け取れる。

なお惣座追践~,,の調査において報告されているところの' 8世紀後半~9世紀初頭を出現時

期とする大型の長棟構造を持つれ即群が本調査区にも存在していることから．この時期の嘉瀬

/II東岸部との関係が今後の課題として浮上する。

ともあれ，束山田一本杉遺跡11区 ・Ill区と西山田二本松逍跡B区における奈良時代から平安

時代前半期にかけての展開は， 4つのグループに大別される掘立柱建物跡と，その中の 1グルー

プと密接な関係を持ちながら機能している 2条の築地関連遺構の盛衰によ って具現されており，

西山田二本松遺跡B区で確認した方 1町 (108m)の区画溝となる可能性を持つS0021と合わ

せて，特に南北方向への広がりを今後の関究でとらえることがでされば，嘉瀬川を挟んで対的

の位四にある肥前国庁との機能分担，あるいは佐嘉郡街との関係の一端が明らかになるものと

思われる。

＜註＞

（）） 樋渡敏叩ほか 「肥前国府跡 l」（佐買県教行委R会） 1978 

樋渡敏暉ほか 「肥前国府跡II」（佐打県教打委員会） 1981 

(2) 田平徳栄 f惣座遺跡J(佐釘県教育委R会） 1990 
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東山m一本杉遺跡II区・Ill区．西山田二本松遺跡B区

2. 遺 構

1 弥生時代から古墳時代にかけての遺構

この時期の追構としては，竪穴住居跡100棟，掘立柱建物跡18棟．不明遺構1基9土塙14基．

土塙秘32基甕棺M6基溝跡］条が確認された。調査区ほぼ全域に分布している。時期的に

は弥生時代中期後半から古坑時代初頭にかけてのものである。

ここでは．弥生時代後期から古れ時代初頭にかけての時期を6期に区分して報告することに

する。高三瀦式前半（後期初頭～前半）を 1期，商三瀦式後半（いわゆる後期中頃）を 1]期，

下大隈式前半（後期後半の前半）をIll期，下大隈式後半（後期後半の後半）を1V期． 西新式（終

末期）を VJIil, 布留式古段階並行期をV1期とする。なお．それぞれの時期の土器の特徴につい

ては追物の項を参芳にされたい。以下．分布状況，特徴などについて概観する。

さて．これらの追構のうちもっとも古く出現するものは．土塙廷と甕棺廷からなる廷地であ

る。土填廷が主体である。 SJ261甕棺秘（小児棺）とSP305土塙ほは秘域からはずれている

が．それ以外は調査区中央西寄りに集中してみられ．藉域を形成する。土横廷と甕棺廷が混在

している。完形の小型壺が 1点出土したSK2IO土填がこの秘域の中にあり ，祭祀土塙の一種で

あろうと屯えられる。

土壌墓については，28碁が砧墳の俯壁及び藉横底の一部を横1こ掘り込んで棺をなす，いわゆ

る横口式土塙廷といわれるものである。そのうちSP244土填廷は石蓋のものである。隣接する

bのの中には掘り込む方向が一定するものもあるが，廷地全体としては一定の方向性はみられ

ないようである。また，SPl94土墳甜は土墳廷棺内の小口の一方を下．もしくは横に掘り込む

形態のもので，足元掘込式と呼ばれているものである。他の形態としてはSP200土壌慕が土器

滋のものである。

また．甕棺墓は H~が成人棺であろうと考えられる規模で，いずれも桜馬湯式に相当するも

のである。上斐，下曳とも口駐部を打ち欠いたもの {SJ 199甕棺硲）．上甕に日常土器を転用

したもの (SJ202甕棺秘），I日棺のもの CSJ 24甕棺廷）などその形態はそれぞれ異なる。 S

.124甕棺狐はSP25土壌廷よりも新しく ．土壕廷の時期を決める手がかりとなる。小児棺のう

ちSP190甕棺秘は土凛廷に隣接して秘域の中にあり,S J 261甕棺庄は梨落内に営まれている。

これらの廷の時期的な上似は．上述のように切合関係で甕棺蘇より古いものがあり，中期後

半にまでさかのぽる可能性が窃い。下限は祭祀土塙と考えられる II期のSK210土塙より新しい

ものがあり，土儲蓋土填経はII期でも新しい時期になると思われるので，Ill期に b一部慈地が

営まれていた可能性がある。しかし，Ill期には竪穴住居が廷域周辺にかなり出現するので，廷

はあまり盛んには営まれなくなると想定される。したがって．硲地の中心的な時期は 1期から
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n期にかけてであると屯えられ

る。ただし.;!,J; 地としては古碩

時代初頑まで意識され続けてい

る。また，副葬品などは出土し

なかった．

竪穴住居跡は削平が激しく ．

残存状況が悪いものが大多数で

ある。ほぼ調査区全域に展開す

る。時期別にみても，明確にグ

ルービングできるような状況で

はなく，散没に展淵していたよ

うである。しかし，集落の最終

段階まで繕域内にはほとんど住

居を営んでいないので.! ぶ域は

最後まで慈識されていたものと

考えられる。

すべての竪穴住屈が平面長方

形ないしは方形のもので．ペッ

ド状遺構をもつものが多い。長

軸方向を東西におくものが多数

を占める。主柱穴は不明なもの

が多いが．判明したものの中で

はV1期のS1376竪穴住居跡l棟

のみが4本柱のものであり ．そ

れ以外はすぺて2本柱のもので

ある。多くの住届に祭祀的な場

所と想定されている壁際土塙が

みられる。附辺中央にあるもの

が圧伺的に多い。ペッド状遺構

は全体の形態が判明する64棟の

うち41棟1こみられる。住居の長

軸両辺につく 形態が基本的な も

のである。その中で．片方のベッ

2. 遺構

Fig. 2 弥生時代～古1Jl時代前期遺構配四図 (1/1.000)
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東山田一本杉遺跡【1区・Ill区.i!!i山田二本松遺跡8区

ド状遺構が一方の隅にのみあるもの• L字形になるものなどいろいろなバリエーションがある。

やや特異なものとして．四隅にそれぞれペッド状遠構をもつSB238竪穴住居跡がある．

竪穴住居の時期はII期からV1期にかけてで， Ill期から 1V期，すなわち後期後半のものがもっ

とも多く ，この時期に集落の規棋がもっとも大きくなっている。竪穴住届を中心とした集落の

変遷などについては後述することにしたい。

掘立柱建物跡は図上で確認したものを含め• I邸問かめられる。形態は1問X2 flllと1問X]

問のものが多く ，他に 2flJIX2間で総柱0)ものがある。分布にははりがなく ，掘立柱建物同士

で主軸を特にそろえたものもない。したがって．涸々の住居に伴う応床介庫と考えられ．まと

まって介庫群を形成しているわけではない。しつかりとした方形，ないしは長方形の掘形を持

つものと．掘形が円形であまりしつかりとしていないものがある。時期を決定する遺物に乏し

いが．主軸方向の同じ住居が隣接する場合が多いので，ほぼ竪穴住居と同じ時期のものと考え

られる。

不明遺構は．謂査区南辺束寄りにある。調究区外にのびているため．全体の形態は明確にで

きないが．溝状の遺構になると考えられる。土器の出土景がかなり多く ．祭祀遺構的なものと

芍えられる。

土壌は平面方形のものと円形のもの，不定形なものがみられる。その性格は不明なものが多

いが，上述したように項廷に対する祭祀土墳と芳えられるものが 1N; ある。遺物に廷と時期的

に並行する祭祀土器があるので，他にも祭祀土塙が存在したと思われる。

溝跡は1条確認されるが．性格は不明である。煤瀬Ill西I社では．束山田一本杉遺跡をはじめ

として西に隣接する西山田二本松遺跡．西山田三本松遺跡で弥生時代後期のかなり大規揆な災

落が認められるが，瑣溝と労えられる溝は今のところ確認されていない。これは惣座遺跡を始

めとする払瀬川東岸の状況とはまったく異なっている。

以上．秘地と集落について特徴をまとめると，墓地については中期後半からIll期にかけて営

まれた横口式土壌秘を主体として．他に甕棺話などから構成されるものである。後期前半の時

期が最も盛んであると考えられる。副葬品などは認められない。集落は竪穴住居中心で，11期

からV1期にかけて営まれる。その中心的な時期は後期後半と考えられる。かなり大規模な渠落

と推定されるが．後期後半以降盛行する環溝はないものと考えられる。秘と巣落は同時に営ま

れる時期があるが．中心となる時期はずれている。また，藉地としての意識は集落が廃絶する

まで残っている。このようなことから，東山田一本杉遺跡の廷地も集落も特にランクの向いも

のとはいえず、特別な性格をもつものとは屯えにくい。
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2. 遺 構

Fig. 3 廷域遺構配閉図 (1/200)

Tab. I 弥生時代遺構一立表

遺構番号 地区 種別 形態 規校 (m) 時期 備 弓

S B161 II区 竪穴住居跡 方形か (3.1) X3.85 

S B163 II JI II (2.98) X (2.6) 11~111 

S B165 II II 不整長方形 5.85X4. 74 

＂ S017•1 II 溝跡 (5.1) X0.97 fl? 

S K177 ” 土填 不整形 (4.53) x2.38 II 

S B179 II 掘立柱建物跡 1間XIIIU 3.38X2.8 

S 8180 II 竪穴住居跡 長方形 7.]3X5.38 IV S 629として報告

S 8181 ” 
II II (2.8) X2.86 Ill 

S Pl82 II 土塙廷 横n式 1.5] XQ.32 

S Pl89 Ill区 II II 0.84 X0.4 

SJ 190 II 央棺秘 衷n I 

S P192 II 土填廷 横口式 l.04X0.38 

S P194 II JI 足元掘込 l.96X0.39 

S PJ95 II JI 横口式 l.2X0,3 

S KlOO II 土墳 不整形 (1.6) X0.9 

S PI97 II 土墳―ぶ 横口式 i.26X0. 18 
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

遺構番号 地区 種別 形態 規模 (m) 時期 偏 屯

S P198 Ill区 土填廷 横口式 (0.65) X0.29 

SJ 199 I/ 甕棺廷 成人覆口

S P200 II 土墳廷 土器笠 l.27X0.27 

S P20L II II l.56X 1.39 廷かどうか不明確

SJ 202 II 甕棺廷 成人接口

S P203 II 土墳廷 横口式 0.88X0.25 

S P205 II II II 0.48X0.36 

S P206 /) 

” I/ 0.72X0.31 

S P207 II II II l.65X0.46 

S P208 II II JI 2.0IX0.49 

s r209 II II II I .55X0.49 

S K210 II 土填 0.9X0.29 FL 

S P211 II 土塙廷 横口式 0.47X0.25 

S P212 ” 
JI II J .02X0.16 

S K213 II 土塙 不整円形 2.2Xl.98 Ill? 弥生時代かどうか不明確

S P214 ” 土墳廷 横口式 l.24X0.32 

S P215 II II 

＂ 
J.93X0,29 

SJ 216 II 甕棺廷 成人単棺 SJ 24として報告

S P217 II 土塙廷 横口式 l.57X0.39 

SJ 218 TI 甕棺廷 覆口

S f'2l9 II 土墳某 横口式 1.17><0.5 

S K220 ” 土填 不整長方形 2.33X 1.73 Ill~? 

S P221 “ 土墳廷 横口式 0.9X0.34 

S P222 II II I/ l.68X0.41 

S K223 II 土墳 不整円形 2.2SX2. 15 Ill? 弥生時代かどうか不明確

S B224 II 揖立柱建物跨 I IIUx I間 3.42X2.8 

S 8228 II 竪穴住居跡 不整方形 3. 78X3.56 IV~? 

S P230 II 土塙潔 横口式 l .98X0.45 

S P231 ” II II I.IX0.46 

S 13232 II 竪；；U住屈跡 長方形 5.56X4.4 

＂ 
S 807として報告

S 8233 II // 只方形 4.8X (3. 切 IV? S 805として報告

S K234 JI 土墳 円形 i.56X 1.45 

＂ S 82お II 竪穴住居跡 長方形 7.9><5. 出

＂ S 82祁 II II 長方形 6.23X3.67 (Ill~) 1V 

S 13238 II I/ 長方形 7.54X5.3 Ill 

S B239 II II 方形か (3.12) X4.82 Ill 

s r2-11 JI 土塙茎 横口式 Q. 76X0.2 

S 8243 II 掘立柱娃物跡 ］問X2問 4.0X2.85 

S P244 JI 土墳廷 石毀横口式 0.74X0.II 

S B247 II 竪穴住屈跡 長力形 5.46X3.45 
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2. 遺構

遺構番号 地区 種別 形態 規撲 (ml 時期 協 考

S 13248 Ill区 竪穴住居跡 長方形？ (2.9)X4.18 Ill 

S8249 II II 長方形 6.34X3.89 IV~(V) 

S R25I I/ 

“ 
? X3.92 Ill 

S 8252 II II 長方形 (5.5) X (3.6) lV~ 

S P253 II 土塙潔 横口式 2. l6X0.51 

S P257 II II II l.74X0.37 

S B260 II 竪穴住届跡 方形？ 5,3X (3.38) n~m  

SJ 261 II 堕棺秘 小児

S 8262 II 竪穴住居跡 方形？ 6.25X (5.62) Ill 

S B264 II II 長方形 5.83X4.S3 Ill 

S B265 “ 
II 方形？ 5,4X (4.58) 11~111? 

S 13267 II II ” 6.48X4 .66 (Ill~) JV 

S 8269 II II II 7.09X5.57 W (~V) 

S 8273 II II II (6.0) X4.57 Ill 

S K279 II 土塙 ” 1.21 xo.92 

S B280 II 竪穴住居跡 II 4.l3X2.67 Ill? 

S 8281 II II II 3.54X2.89 

＂ S 8282 JI II V 

S 8283 II II 長方形？ (3.4) X3.64 Ill 

S 8284 I/ II 長方形 5.4 X4.44 ll~UI 

S 8287 II ” Ill? 

S 8288 II II 長方形 4.88X4.3J V'? 

S 8289 II JI II (4,75)X (2,7) 

＂ S 8291 ）／ II 方影？ 5.SX (5. 7) 

S 8295 II II 長方形？ (4.2) X(4.8) n~m 

S 8297 “ 
JI Ill? 

S 8298 I/ II 長方形 6.12X4. 邸

＂ S B2的 ” 
II 長方形？ 6.48X (2.56) Ill 

S B300 II II 方形 5.27X5.2 Ill 

S 8301 II II 長方形 5.95X4.71 Ill 

S X302 “ 不明遺構 溝跡状 (8.86) X2.48 Ill 

S P305 I/ 土墳秘 横口式 (0.79) X(0.4) 

S 8306 ” 竪穴住居跡 長方形 5.54 X3.61 IV 

S 8311 II II II (5.42) X4.85 Ill 

S B312 II ” 長方形？ u~m 

S B320 ” II 只方形 (5.4) X3.98 f'l(~V ?) 

S 8321 II ” 万形 4.56X (4.26) IV 

S 13322 II II 長方形 5.36X4.18 (Ill~) IV 

S B323 II II II 5.7X (3.4) (Ill~) W 

SK324 II 土塙 長楕円形 (6.5) X0.27 IV 
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東山田一本杉遺跡II区・Ill区，西山田二本松遺跡B区

遺構番号 地区 種別 形態 規模 (m) 時 期 偏 芳

S 8334 Ill区 竪穴住居跡

S K336 ll区 土墳 楕円形 1.3X I. I ＂ 土墳墓か

S B337 II 竪穴住居跡

S 8348 Ill区 II 長方形 7.06X4.52 
＂ 

S 8349 “ 
II 

“ 6.28X3. 72 II[ 

S B355 II II II 8.IX5.68 Ill 

S K357 ” 土墳 不整長方形 2.53X0.95 

S 8358 II 竪穴住居跡 長方形？ (5.3) X (3.14) m? 

S B359 II II (3.07) X4.8 Ill? 

S K361 II 土墳 不整方形 I. 97X 1.77 m 

S 8362 II 竪穴住届跡 長方形？ (Ill~) IV 

S 8365 II I/ 長方形 7 .J2X4 .12 (11~) Ill 

S B380 II II 長方形？ N? 

S B381 JI II ＂？ 

S B387 II I/ N 

S B391 I/ I/ 長方形 6.6X4.l ill 

S K392 JI 土墳 不整形 0.78X0.43 

S 8393 II 竪穴住居跡 長方形 7.24X4.43 m 

S B394 II II II (3.83) X3.3 111 

S B397 II 撼立柱虹物跡 1間X1間 2.9X2. 75 

S 8400 II 竪穴住届跡 長方形 5.33X4.29 n~m 

S B402 JI 掘立柱娃物跡 1間XI問 3.8X3.2 

S B403 II II 1間X2問 4.9X3.42 

S 8404 II ” 1間XI問 2.4X2.2 

S 8405 II 

“ 
1問X2問 3.75X2.98 

S B406 II II II 5.0X2.46 

S 8407 II 

“ 
II 4.82X3.42 

S P04 NYN 土墳墓 2段掘 l.4X0.42 木棺墓か

S BOS JI 竪穴住居跡 長方形？ 4.8X (3.34) 
＂ S 8233と同一住居

S 806 II I/ 長方形 (3.9) X3. 77 (ll) ~Ill 

S 807 II ” ” 5.56X4.4 rv? S 8232と同一住居

S 808 II 

” 長方形？ 5.61X (1.42) Ill 

S 809 II II ” 7.82X (3.8) ll~lll 

S BIO JI ” 長方形 5.62X4.48 a~ru 

S 813 II II ” 3.38X2.88 lV 

S B14 II 

” 方形 3.96X4.12 rv? 

S 815 II 

“ 長方形 5. 77X5. 19 IV 

S B16 ” ” II 5.9X3.71 ＂ 
． 

S 822 JI 

“ 
(4 .58) X (3.0) 11/(~V ?) 

SJ 24 II 甕棺甚 成人単棺 I 
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2. 遺構

遺構番号 地区 種別 形態 規校 (m) 時 期 備 考

S P25 NYN 土墳廷 横口式 1.61 X0.47 

S 826 II 掘立柱題物跡 1問X2問 3.28X2.8 IV (~V) 

S B27 JI 竪穴住居跡 長方形？ (6.5) X (2.32) V 

S B28 II II // (3.6) X (3.9) 

＂ S 829 II II 艮方形 7 .13X5.38 IV S B180と同一住居

S 830 JI 掘立柱建物跡 2問X2問 3.38X3.32 IV~ 

S B31 II 竪穴住居跡 方形？ (4.1) X、1.81 IV 

S 835 II II 艮方形 3.74X2.48 Ill? 

S 836 JI II 

＂ 
4.83X3.66 IV? 

S B37 II II (3.5) X (2. お） IV 

S P39 JI 土墳紺 横口式 l.02X0.42 

S 840 II 竪穴住居跡 方形？ (3. 94) X5.14 

SB4l JI II 長方形 4.57X (6.43) V 

S B42 ” II (3.7) X3.89 IV? 

S 845 II II 長方形 3.9X (6.5) ~{~V) 

S 846 II II 111? 

S B47 II II 艮方形 4.15X2. 糾 Ill 

S B49 II II 此方形 (4.3) X3.85 Ill 

S KSO II 土塙 方形 l.89X l.83 IV? 

S 851 II 竪穴住居跡 長方形？ (U O  x (2.34) Ill 

S 852 II I/ II (3.64) X3.71 Ill 

S B53 II II 長方形 6.64 xs.28 Ill? 

S B54 II II II 4.48X3.57 Vl 

S 855 JI 

“ JI 5.76X3. 糾

＂ S B56 II ” 11~111 

S857 II 鼠立柱紐物跡 llllJX 1111] 3.26X2.5 Vl 

S B60 II 竪穴住居跡 方形？ (3.05) X3.39 IV? 

S B63 II II 長方形？ 5.58X(4.46) m 

S 864 II II 長方形 (4.22) X4.02 

＂ S B72 II II II (6.31) X4.23 II 

S B76 II II 方形 3.6X4.15 VI 

S 878 II II 長方形？ (S.94) X (2.68) 

＂ S B81 II II /I 6.56X (3. 78) Ill 

S B82 II II 5.4X3.62 

S 883 II ” 長方形？ 7 .02X (l.75) Ill 

S B91 II 掘立柱建物跡 lllllX Ifill 3.07X2.92 

S 892 II II II 3.IIX2.9 

S B93 JI II I llllX 2問 4 .0X2.84 

S 894 II ” JI 6.68X3. 18 

S 895 II II 21mx 2問 4 ,•1 x3.88 弥生時代かどうか不明確
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東山l廿一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

(1) 竪穴住居跡

弥生時代から古墳時代の竪穴住居跡は100棟検出された。残存状況が悪く ．プランなど不明な

bのを除き88棟を図示した。以下．束山田一本杉遺跡と して登録されているものから順に説明

する。また．図示しなかったものについては遺構一吃表を参考にされたい。

◎ A 

13.40m 

0@ 

S 0161 

165 8
 

s
 

己◎

◎

 

@‘
 

E

O
P
.

C
-

＼
 

7
ー

A

乳

S 8161 

形煎 方形か

規模 3. J +ax3.85m 

特徴 S 0335に切られる。

床面は礫況じりの黄褐色砂

賀土。 やや囚在して炉があ

る。主柱穴は不明。

E
 oz
 ,C
l
 

S B165 

形態 不整形の長方形

規摂 5.$5X4.74m 

特 SD 164, 167に切ら

れる。埋土はやや砂灯の褐

色。周溝がめぐる。東辺

中央に墜際土填がある。炉．

主柱穴は不明。

コ 、今＿ 、E 。
13.20m 

SB 161・165竪穴住居跡 (1/80)

•Im 

Fig. 4 
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2. 遺 構

L
 

1
3
.

0

0

m

 

h
 

S B228 

形態 方形

規模 3.78X3.56m 

特徴 S 1'257を切るもの

と思われる。埋土は黒褐色

土．貼床は黄褐色土と褐色

土。東壁に/1,jf/JIと思われる

溝がある。主柱穴は明確に

でさないが.2本柱の可能

性が硲い．

13.00m 

卜

且
]

1
3
.
2
0
m
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r◎
 

゜゚

ぉ
fl 9

 

0

5ら

＠ i

の合

~~ 

00 

゜
心知

◎ 
o-
。

◎
 

◎ 

S B235 

S8235 

形態 長方形

規模 7.9X5,54m 

特徴 2本柱の大型住居．

S B258に切られる。床i7iiは

黒褐色土が若干浪じる貿掲

色土。東西両辺に削り出し

のベッド状遺構．南北両撲

に｝月溝がある。また．南辺

中央に壁際土墳がある。土

器が多貨に出土している．

13.20mミ E
 

。
4m 

Fig. 5 S B228・235竪穴住居跡 (1/80)
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ll!山田一本杉遺跡II区・Ill区西山田二本松遺跡B区

I 
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13.20m 
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._, — l, __ 

13.20m 

。
4m 

Fig. 6 S B236・238竪穴住居跡 (1/80) 
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S B236 

形態 長万形 規模 6.23X3.67tn

特徴 S 8237に切られる。全体に削平が激し

い。埋土は褐色土，床面は貿褐色土。炉．主柱

~',; は不明。

b
 ,

0
 

＼
 

◎
。

9
 

2. 辺構

S 8238 

形態 長方形 規模 7,5,1X5.3m

特徴 S 8239・260を切り, S 8238, S K242 

に切られる。削り出しのペッド状遺構はかなり

特異な形態で．四隅にそれぞれある。中央1こ炉．

Hl壁に壁際土墳がある。 2本柱か。 1月溝が南墜

から東壁．北限にある。

S 8239 

形態 方形か

規模 3.12+aX4.82m

特 S B237・238に切ら

れる。床面は全体に凸凹が

激しく ．黄褐色土で貼床を

する。東辺に削り出しの

ベッド状遺構，酎辺中央に

畏際土墳がある。

\、~-r-------- ~
13.20m 

E
 
0
0
 C
-

刈
In

n
 

S B247 

形態 長方形

規模 5.46X3.45m 

特徴 S82J7・266・401・ 

402に切られる。床面は南側

が傾斜しており．南傾を黄

褐色土がプロック状に多揖

に況ざった黙褐色土で貼床

をして，水斗にする。炉．

主柱穴は不明。

ユ 仁

13.00m 
0 4m 

Fig. 7 S B239・247竪穴住屈跡 (I/80) 
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東111田一本杉遺跡ll区・ Ill区．西山田二本松遺跡B区

山 00"&1

ゴ 、こ

◎ 

＠ 
S B248 

斥
13.0-0m

（へ、

_, ，ーッ!'、・;__,J L~ 
，<.  ノ-- ¥ へ^、 R

,--!,、 土器溜，．．
、ヽ，，， 9 

が:rt;p • ヽ------.fヽ、_,r、・・"',！・・-)
`、 ~@¥_.. I ◎ 

Q ',、＼｛！ 姦 ィ
・c:-.. ¥ 

甘

◎‘ 

゜
S 8249 

~,..i== ~13.00m 

。
4m 

S 8248 

形恕 長万形か 規模 2.9+aX4.18m

特徴 S B249に切られる。床面は不明確だが．

貿褐色土がプロ ック状に潟ざる褐色土。 北屈に

削り出しのペッド状遺構．南西壁に周溝がある。

S B249 

形態 ・只方形 規模 6.34X3.89m

特徴 S B248を切る。床面は貨褐色土が況じる

黒色土であるが．明確ではなく ．凹凸が激しい。

消東辺中央に限際土塙がある。2本柱か。土器

が多洪に出土している．

Fig. 8 S 8248・249竪穴住居跡 (I/80) 
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三==\.-――••
12.60m 

S 8252 

形態 長方形か 規模 5.5+aX3.6+am 

特徴 S B251を切る。かなりの部分が潤在区外にある。床面は

一部黒色土が混じる黄褐色土。北東辺にペッド状遺構がある。

削り出しと黒色土で貼床をする部分がある。,~溝がめぐる。

S B251 

形態 不明

規損 東西3.92m

特徴 S B252に切られ．ゎ

ずかに残存する。埋土は黒

褐色土．床而は屈色土が謀

じる黄褐色土で．良好に残

る。

S B297 

形態・規模 不明

特徴 周洞のみ一部確認さ

れた。

F'ig. 9 S B251 • 252 • 297竪穴住届跡 (I/80) 
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S E245 

S B260 

形態 方形か

規模 5,3X3.38• トam

特徴 S B237・238・262, 

S K242, S E245に切られ

る。削平が若し<.床面な

どは不明確である。東辺は

ペッド状遺構．西辺にもあ

るか。ベッ ド部は褐色土と

黒色土．
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S 8262 

形態 方形か

規模 6.25X5.62+<>m 

特 S 8260を切り， SE

245 • 246に切られる。削平

が苓しい。床面は不明確だ

が．黄褐色土がプロック状

に多黛に謁ざる晶色土。東

辺にペッド状遺構か。

13.40m 

。
4m 

Fig. 10 S 8260・262竪穴住居跡 (I/80) 
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S 8264 

◎
 

,
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S K268 

二込 豆 13.20m

。
4m 

S B264 形態 長方形 規模 5.83X4.83m

特徴 S 8265を切り.S 8282に切られる．床面は貿褐色土と屈色土。不整形であるが,1tJ辺中央に壁

際土填がある。炉，主柱穴は不明。南西部の土器溜は床面から20~30cm.tにあり， S8282に伴うもの

と芳えられる。

S B282 形態 ・規模 不明

特 S 8264を切り,S 8266・401に切られる。 I釦杞登と壁際土墳とサえられるもののみ確認される。

土器の出土量は多い。

l'ig. II S 8264・282竪穴住居跡 (I/80) 
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S B265 

形慇 方形か

規模 5.4X4ふ8+am

特徴 S B273, SK279を

切り，SB264, S K2的に

切られる。東壁は不明確．

床面は黒色土が混じる黄褐

色土。北壁に周溝がある。
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S B267 

形態 長方形

規模 6.48X4.66m

特徴 S 8233・287を切り．

S B266 • 4011こ切られる。

休而は貨褐色土をプロック

状に含む黒褐色土であるが．

床としての堅さ 1こ欠ける。

北辺にベッド状遺構がある。

炉．主柱穴は不明。ガラス

小玉が多量に出土した。

。
4m 

Fig. 12 S 8265 • 267竪穴住居跡 (I/80) 
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2. 遺 構

S B273 

形恕 長方形

規模 (6.0) X4.57m 

特徴 S 8265・269, SK 

263・274・279に切られる。

床面は貿褐色土。東壁と西

南隅にペッド状遺構，束提

から北限にかけて周溝があ

る。

◎ 

◎ 

S 8269 

゜

戸
13.00m 

ご ==:e::=:=と

4m
 13.00n, 

S B269 形態 長方形 規模 7,09X5.57m

特 S 8273を切る。床面は黄褐色土。中央南寄り にわずかに焼土があり，炉と考えられる。東西両

辺にベッド状遺構がある。西辺のものは下屈を黒色土で．上眉を褐色土で貼床をする。

Fig. 13 S B 269・273竪穴住居跡 (1/80)
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S B280 

形態 長方形

規模 4,13X2.67m 

特徴 S B295を切る。1111平

が著しい。床面は貨褐色土

がプロック状に況じた褐色

土。炉會主柱穴は不明。

コ
＿

戸
13.00m 

。
4m 

S B281 

形 態小型の投万形

規模 3.54X2.89m 

特徴 $ K285に切られる。

床而は貿褐色土。とぎれと

ざれに周溝がめぐる。

S 8295 

形態 長方形か

規模 4.2+ax (4.8) m 

特徴 S 8280, S D303に

切られる。床面は黄褐色土．

2本柱か．

S B283 

形態 長方形か

規模 3.4+aX3.64m 

特徴 S B267・288・401に

切られる。床而は暗黄褐色

土であるが．明確ではない。

Fig. 14 SB誂0・281・295竪7(住居跡 (I/80) 
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S B288 

S B284 

形態 長方形

規撲 5.4X4.4ヽIm

特徴 S 8288・、1011・SE

290に切られる。床miは明確

でない．炉．主住"は不明。

S B288 

形態 長方形

規槙 5.4X4.4ヽIm

特徴 S 8 283 • 2糾を切る。

床面は黄褐色土。束辺に削

り出しのベッド状道構があ

る。炉．主柱穴は不明。

13.00m 

。
4m 

Fig. 15 S R283・284・288竪穴住居跡 (I/80) 
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S B291 

＜ 一

。
4m 

ョ
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戸 3.00m

Fig. 16 S 8289• 291竪穴住居跡 (I/80) 

S 8289 形態 長方形 規撲 (4.75) X (2. 7) m 

特徴 S 8291・S P305を切り, S K292 · 294 • 296, S 0293に切られる。中央に炉．南辺1こ壁際土

塙．東辺にペッド状遺構がある。北壁．束度からj肴攪にかけて閲溝がめぐる。

SBお1

特徴

形慈 方形か 規模 (5.7) X5.5m 

S B289, S K294 • 307 • 308に切られる。床面は褐色オ．。残存状況が悪く詳細は不明．

S B2蹄 形態 長方形 規模 6.J2X4.68m 

特徴 S 8299・300を切る。中央に炉．南辺中央に壁際土壌がある典型的な 2本柱の長方形住居であ

る。床面1む貨褐色土。）月溝がめぐり．東西両辺に削り出しのペッド状辺構がある。土器の出土只も多

い。

S 8299 形態 万／杉 規模 6.48X2.56+am

特徴 S 8298• 300に切られる。床面は褐色土。北辺に削り出しのペッ ド状遺構がある。
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S B300 

形態 方形

規槙 5.27X5.2m 

特徴 S B299を切り,SB 

300に切られる。 2本柱。西

辺から北辺にかけてはペッ

ド状遺構か。 2棟の切合の

可能性も出土土器の面から

芍えられる。

S 8301 

形態 長方形

規模 5.95X4.7lm 

特徴 S X302を切り，SD

303に切られる。中央に炉，

南東辺に控際土墳がある。

床面は褐色土と/!¥色土がプ

ロック状に況ざる黄褐色土。

北隅に貼床のペッド状遺構

がある。主柱穴は不明。

陸初汀
◎ ゞ

1
2
.
8

0

m

 

S B306 

形懸 長方形

規模 5.54X3.6lm

＿ 特徴 S B321・397, SD 

303・309・310・351に切ら

れる。SB321より床iliiは低

い。中央やや西寄りに炉．

附壁1こ壁際土壌がある 2本

柱の長方形住居。東西両辺

にペッド状遺構がある。

12.80m 

lt.80m ::::::"ご=ー ‘― ---r 

。
4m 

Fig. 18 S B301・306竪穴住居跡 (l/80) 
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2. 遺 構

゜
R ◎ ◎ 

を◎

゜

S 8311 

形態 長方形

規損 5.42+aX4.85m 

特徴 S 8344. S 0315 • 

316・3<15・3461こ切られる。

床面は黄褐色土。北壁に周

S 8344潤がある．

[
3
.

2
0
 3
 13.20m 

S D343 ヽ`a

゜S B322 

S D350 戸

＝ IZ.60m 

＼三戸

S 8320 

形態 長方形

規模 (5.、l)X3.98m

特徴 S 8322• 349を切り，

S D328・343・350, S K329 

に切られる。中央に炉があ

る。北壁から東壁にかけて

閲洞がめぐり，雨歴にも

あった可能性がある。

S 8322 

形態 及方形

規模 5.36X4.18rn

特徴 S 8323を切り，SB

320・321, S 0343・3491こ

切られる。S13320より床面

は低い。床面は褐色土がプ

ロック状に私ざる黄褐色土。

。
4m 

Fig. 19 S 83ll・320・322竪穴住居跡 (I/80) 

- 181-



東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区
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袋
¥
 S B321 

S 8321 

形懇 方形

規模 4.56X (4.26) m 

特徴 S 8306を切り,SD

303 · 309 • 310 • 343・351・ 

352に切られる。中央北寄り

に焼土がみられるが，炉か

どうかは不明。床而11褐色

土がプロック状に多1ltに潟

ざる黄褐色土。主柱穴は不

明．

1
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S0309 
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12.6-0m 

1
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.
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0

m

 

S 8323 

形懇 長方形か

規損 5,7X3.4+am 

特徴 S 8322・349・355. 

S D327・349に切られる。

2本柱か．床面は黄褐色土

が混じる褐色土。酉辺と内

西隅に削り出しのペッド状

遺構がある。

12.60m~ 戸~ 

。
4m 

Fig. 20 S 8321 • 323竪穴住居跡 (I/80) 
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2. 遺 構
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S 8348 

形態 長方形 規槙 7.06X4.52m

特徴 S 8362を切り.S0346・363・ 祁4に

切られる。中央に炉がある。周溝が途切れ途

切れにめぐり．東辺と西附屈に削り出しの

ペッド状遺構がある。

S 8349 

形懇 長方形 規模 6.28X3.72m

特徴 S B322・323・365を切り，S8320, 

S 0350, SK瑚に切られる。 1悧壁に壁際土

墳｀束西両辺に削り出しと貼床(S8365の部

分）によるペッド状遺構がある。

Fig. 21 S B348・349竪穴住居跡 (1/80) 
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12.•0m 

。
4m 

S B355 形態 長方形 規模 8.1X5.68m 

特徴 S 8358・ お9 • 365を切り,S 8387 (出土遺物による新旧）, S 0366, S K361に切られる。中

央洒寄りに炉．東西両辺に削り出しのベッド状遺構がある。 S8359の部分は黄褐色土とlll褐色土で貼

床をする。南腺中央に攪際土墟か．

Fig. 22 S B355・358・359・387竪穴住屈跡 (I/80) 
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2. 遺 構

S B358 形慇 長方形か 規模 5.3+ax3.14+≪rn

特徴 S B355 • 387, S X302に切られる。床面は貨褐色砂買土。北攪と洒竪1こ途切れ途切れに問潤が

ある。切合などにより炉．主柱穴など不明。

S B359 形態 長方形か 規模 3.8+aX4.8m

特 S 8355・387に切られる。一部調査区外にある。床面は褐色土がプロック状に浪ざる貨褐色土。

北攪と束撲に悶溝がある。炉．主柱穴など不明。

SB胡7 形慇 ・規模 不明

特徴 SB蕊 · 358 • 359を切る。潤在時は S R355が新しいととらえていたが．出土遺物の検討の結果

切合関係を変更した。床面は貿褐色土である。大部分調伐区外のため群細不明。

00 

_,.. 

。S 8349 

＝、

山

S B355 

吋

F
-

。
12.20m 

S 8365 

形慇 不整形の投方形

規槙 7.12X4.12m 

特徴 S8349・355, SK 

361に切られる。床而9よ凸凹

があり．褐色土が視じる黄

褐色土。中央かなり西奇り

に炉がある。主柱穴は不明。

E
0
N
.
N
[
 

4m 

Fig. 23 S 8365竪穴住居跡 (l/80) 
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4m 

S B391 形態 只方形 規模 6.6X4.lm

特徴 S B400を切り， S0374に切られる。北西閲から西懸に周溝がめぐる。洒辺に閉り出しのベッド

状遺構がある。 SB•IOOの部分は貼床である， S 0374に切られて明確ではないが．束辺もベッド状遺構

で．住紺が東に拡大する可能性がある。

S 8400 

特徴

形懸 長方形 規模 5.33X4.29m

S B391に切られる。西壁に周情がある。南辺に堕際土塙か．

l'ig. 24 S 0391・400竪穴住居跡{I /80) 
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2. 迫 構
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S B393 形態 長方形 規模 7.24><4.43m

特徴 S B394を切り,S 8373, S 0374に切られる。中央に炉がある。周溝がめぐり．西辺中央に撻

際土墳．附辺と北西隅に削り出しのペッド状遺構がある。主柱穴は不明。

S B394 形態 長方形 規模 3.83-a><3.3m

特徴 S 8393に切られる。床面は淡褐色粘打土．而辺に撲際土墳があり．周溝がほぽ全面にめぐる。

南西悶にペッド状遺構がある。中央に炉か。主柱穴は不明。

Fig. 25 S B39:l・394竪穴住居跡 (I/80) 
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S B05 (S 8233) 

形懸 方影か

規槙 4.8X3.34+am 

特徴 S 806を切る。SB

91・92・93との切合関係は

不明。2本柱で．周溝が浴

切れ途切れにめぐる。

S B06 

形態 及方形か

規惧 3.9+aX3. 77m 

特 S 805・09に切られ

る。2本仕か。/hji/11がめぐ

り．西辺にペッド状遺構が

ある。

伐
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Fig. 26 S 805 · 06 • 07竪穴住屈跡 ( l /80) 
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2. 遺 構
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S 809 

｀ 

S 807 (S B232) 

形想 長方形

規模 5.56X4.4m

特徴 南壁中央1こ壁際土塙

がある。北洒隅1こペッド状

遺構がある。東北隅が一段

高く ．ベッド状辺構と思わ

れるが， し字状のものにな

る可能性もある。

S 808 

形態 只方形か

規模 5.61 X l .42+am 

特徴 S 809を切り.SK 

03に切られる。 S809の部

分には貼床をする。大部分

が調介区外であり．詳細は

不明．

- S809 

形態 長方形か

規模 7.82X3.8+am 

特徴 S 806を切り, SB 

081こ切られる。半分ほど調

査区外にある。炉．主柱穴

は不明で．周渭やペッド状

遺構もみられない。

13.20m 

。
4m 

Fig. 27 S B08・09竪穴住居跡 (I/80) 
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S 017 

゜
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◎
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13.40m ~ ー

u/
 

介
。t.
c
l

_) 

S BIO 

形態 長方形

現摂 5.62X4.48m 

特徴 S D17に切られる。

南辺中央に浅い壁際土填が

ある。西毀から南墜．北東

隅にかけて周溝がめぐる。

S 813 

形慈 長方形

規模 3.38X2.88m 

特徴 S 845を切る。小型

の住屈である。主柱穴，炉

は不明である。

E
Oマ．
C
-

S 845 

形態 長方形

規模 3.9X (6,5) m 

特徴 S 813に切られる。

S 814・22との切合関係は

不明確だが,S 814の方が

新しいととらえた。東辺は

ペッド状遺構になるものと

芍えられる。北辺の一段府

くなった部分がS845に伴

うものかどうかは不明であ

る．

ヽ． 
13.40m 0 4m 

Fig. 28 SB JO • 13・45竪穴住/"1跡 (I/80) 
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2. 遺 構

U.10ャ・u E
OV,t

~— 

◎ 

S 814 

形懸 方形

規模 4.12X、3.96m

特徴 S815 • 22を切る。

S B45との切合は明確では

ないが, S 814の方が新し

いととらえた。主柱穴や炉

は不明。

◎ 

c
 

2
`
 

向
◎
ー

◎
 

S 814 

◎ 曇
S BIS 

形態 長方形

規模 5. 77X5.19m 

特徴 S Rl4, S 018に切

，，れる。 2本柱と考えられ

る。北束隈から束辺にかけ

てペッド状遺構がある。北

西隅もペッド状遺構になり．

南辺に壁際土墳がある可能

性がある．

.o: S BIS E
O
P
.
C
[
 

~ 立＝＝＝之3.40m

゜
4m 

Fig. 29 S 814・15竪穴住居跡 (I/80) 
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13.40m ミ

◎
⑨
 

S 816 

形態 長方形

規損 $.9X3.7lm 

特徴 尚洞やペッド状遺構

はみられない。南辺中央に

隈際土塙か。主柱穴1こ．炉

は不明である。

I
 
『

S 822 

形態 不明

規模 (4.58) X3.0+am 

特徴 S 814に切られる。

S 845との切合関係は不明

確である。北西隅にベッド

状遺構がある．

13.6-0m 

。
4m 

Fig. 30 S816・22竪穴住居跡 (J/80) 
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2. 遺 構

e
oo.C-

S 828 
夢

S 827 

形態 長方形か

規模 6.5x2.32+am 

特徴 S B28を切る。大部

分が潤在区外である。 ,~i溝

が南隈からl1!限にかけてめ

ぐる。西辺にペッド状遺構

がある。東端は東山田一本

杉遺跡と西山田二本松遺跡

B区との境界に当たり不明

確であるが．東辺にもベッ

ド状遺構がある可能性が応

ぃ．

S B28 

形態 北方形か

規撲 3.6+aX(3.9)m

特徴 S 827に切られる．

一部が調査区外にある。附

辺から西辺にかけてペッド

状遺構がある。

E
S
.
C
[
 

そご入 /
l
 

13.6-0m 

゜
4m 

Fig. 31 S827・28竪穴住屈跡 (I/8-0) 
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S 829 CS B180) 

形態 長方形

規撲 7.13X5.38m 

特徴 一部が調立区外にあ

る。南辺中央に限際土墳が

ある。馬溝が途切れ途切れ

にめぐる。西辺と束北隅か

ら束辺にかけてベッド状遺

構がある。中央に炉か。

E
g
 

C
I
 

•— 

c
 三

◎ 
S 831 

◎ 

' - ' た

S B31 

形態 炎方形か

規模 4.l+ax4.81m 

特徴 隋半分は削平されて

いる。北西隅はやや不整形

である。2本柱か。 1月溝や

ペッド状遺構はみられない。

13.60,n 
rig. 32 S B29・31竪穴住居跡 (J/80) ゜

4m 
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S 835 
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13.6-0m 
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S B36 
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S 835 

形態 小型の長方形

規模 3.74X2.~8m

特徴 かなり小型の住J.!lで

ある。中央に炉，雨辺中央

に壁際土墳か。主柱穴は不

明。

S 836 

形態 長方形

規模 4.83X3.66rn 

特徴 S 837を切る。北東

部は攪乱によって不明であ

る。南辺中央1こ罠際土填か．

周溝がめぐる。

S 837 

形態 不明

規模 3.5+≪x2.55+≪m 

特徴 S 840を切り ,SB  

36に切られる。残存状況が

悪く ，詳細は不明である。

弐 '!,_.,,,,/_
戸

13.60m 

゜
4m 

Fig. 33 S 8 35 · 36 • 37竪穴住居跡 (I/80) 

- 195-



ll!山田一本杉遺跡II区 ・Ill区，i!!i山田二本松遺跡B区

S B41 

A
 

SB勾

形態 長方形

規撲 5.l4X3.94+am 

特 S 837 • 41に切られ

る。残存状況が悪く，南西

隈は不確実である。 2本柱

か。束辺にペッド状遺構が

ある。

13.80m; ニ
_'.i_ ヽ

―＇ 
13.SOm 

R 
手

゜◎
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◎
 

l
'_
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1
3
.

6
0
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◎
◎
 

癒

◎

S 841 

形慈 長方形

規模 6.43+aX4.57m 

特徴 S 840を切る。 一部

潤査区外にある。 2本柱で

中央に炉．束辺に壁際土墳

か。東南隅から南辺．西辺

にかけてペッド状遺構がみ

られる。

13.60m 

゜I '' 
rig. 34 S 840 • 4l竪穴住屈跡 (1/80) 

- 196-

4m 



2. 遺 構

SB討

二
13.80m 

- ,, 

S 842 

形態 長方形か

規模 3.7... aX3.89m 

特徴 S K50, SE祁に切

られる。残存状況が悪く．

西側は削平により不明であ

る。詳細は不明である。

E
 
09
·~
1
~~

E
OOOCI 

S 847 

形態 長方影

規模 4.15X2.84m 

特徴 S B54に切られる。

南辺に攪阪土墳があり， fAl

溝がめぐる。主柱穴，炉は

不明である。

ー
R
◎
 

。
S B49 

形想 方形に近い長方形

規模 （ヽl.5)X3,85m

特徴 S B53を切り,SB 

35に切られる。形態はやや

いびつである。束辺と北西

嘉にペッド状遺構がある。

。
4m 

13. 以Im

Fig. 35 S842 · 47•49竪穴住居跡 (I /80) 
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13.80m 
0 

S 851 

形態 長方形か 規模 4.94+aX2.34+am

特徴 S B52, S 017に切られる。西側は攪

乱により不明である。北東隅と附束隅にベッ

ド状遺構がある。

S 852 

形態 長方形か 規模 3.64+aX3. 71m 

特徴 S 851を切り.S D17に切られる.s 
851の部分には貼床をする。北西隅から北限

にかけて周溝がある。

rig. 36 S B51・52・53竪穴住居跡 (1/80) 
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1111 

,I 闊 846 1111 

， 
""~ こ，S B54 ...........____ハ

13.6-0m 

゜I'' 
Pig. 37 S 8 54• 55竪穴住屈跡 (I/80) 
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S B53 

形態 艮方形

規模 6.64X5.28m

特徴 S 849に切られる。

北東悶は削平される。 2本

柱北墜に周溝．北西隅に

ペッド状遺構がある．

S 854 

形惹 長方形

規槙 4.48X3.57m 

特徴 S847 · 55 • 6,I を切

る。 2本柱で．周溝がめぐ

る。中央に炉か。古坑時代

初頭1こ屈する。

S 855 

形慇 長方形

規模 5. 76X3.84m 

特徴 S 846 · 63 • 64を切

り， S854, S D61に切ら

れる。削西辺に壁際土壌が

ある。北西辺と南束辺1こ

ペッド状遺構があり．南ll!

辺のものは貼床によって一

段応くしている。主柱穴．

炉は不明である。

4m 



東山田一本杉遺跡11区・Ill区，西山田二本松遺跡B区

13.80m 

S 860 

形態 方形か

規模 (3.05) X3.39m 

特徴 残存状況が悪く，詳

細は不明である。北ll!隅が

かなりいびつであり・東辺

にはペッド状遺構になり．

長方形の住屈になる可能性

が高い。

E
 
0
8
"
£
1
 

沿
◎゜--

S B63 

形態 長方形か

規模 5.58X4.-16+am 

特徴 S B46・55・81に切

られる。西辺から南辺にか

けて馬洞がめぐる。束凸向

辺にベッド状遺構がある。

E
呂
．C
I

13.8-0m 

。
4m 

Fig. 38 S 860 • 63竪穴住居跨 (1/80) 
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2. 遺 構

S 864 

SB茄 形態 長方形， 規模 4.02X4.22+am 

->:-' '"'I伶... ゚
特徴 S B54・55に切られ

る。 2木柱か。北匹隅から

南壁にかけて周溝がめぐる。

11 ゜
西辺に貼床によるペッド状

遺構がある。東辺にもペッ

ド状遺構があり．住居が拡

大する可能性がある。

SB討 ~ I 
S B64 = 1 ぃ人

息
!::? 

13.60m 

g `  
゜ S872 

形態 長方形

規模 6.3l+aX4.32m 

特徴 S 1<73・74, S 089 

に切られるなど後世の攪乱

が激しい。 2本柱で．束辺

に撤際土墳か。東西両墜に

周溝．附北両辺にペッド状

f,-,._~r\ 
遺構がある。

◎ I一 ~I I 

゜

A
U
 

:::\.-==-—Tここ二区~三 13.60m。
4m 

Fig. 39 S 864・72竪穴住居路 (l/80) 
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S B78 

13.80m 

。
4m 

S 876 

形態 方形 規模 4.15X3.6m

特徴 一部調査区外。主柱穴のはっきりした

例では唯一4本柱である。北束隅にペッド状

遺構がある。束辺中央に若干の高まりが認め

られ．出入り口の施設か。古切時代初頭。

S B78 

形態 長方形か 規模 5.9HaX2.68+am

特徴 かなりの部分が関査区外にあるため．

詳細は不明である。南辺中央にJ叫際土填か．

周溝．ペッド状遺構は現状ではみられない。

Fig. 40 SB76・78竪穴住居跡 (I/80・I /40) 
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2. 遺 構

1
,

|
 

S 881 

形態 長方形か

規模 6.56X3. 78+am 

特徴 北半分が調査区外に

ある。 SB63を切る。床面

は硬くしまる。南辺中央に

壁際土塙がある。周溝がめ

ぐり，東辺にベッド状遺構

がある。中央にやや広く焼

土が検出されたが，炉の痕

跡か．

--( 

E 
13.60m 

E
宕．
C
-

~ —• 

S B82 

形態 不明

規模 5.4X3.62+am 

特徴 かなりの部分が調査

区外にあるため．詳細は不

明である。周溝やペッド状

遺情はみられない。

~ 
13.80m 

ャー・....1 一
゜

4m 

Fig. 41 S B81・82竪穴住居跡 (I/80) 
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S B83 
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13.6-0m 
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含

S 883 形態 長方形か 規模 7.02XI. 75+am 

特徴 大部分が潤査区外にあるため，主往穴などの詳細は不明である。ペッド状遺構が東辺と1紺西隅に

ある。周溝はみられない。

Fig. 42 S 883竪穴住居跡 (1/80) 

(2) 掘立柱建物跡

弥生時代から古坑時代の掘立柱建物跡は18棟確認された。 1間X l llll, 1間X2間．2間x

2間で総柱という 3種類ある。発掘調査時に確認されたものはSB179・397・26・30・57の5

棟で． それ以外は整理途中に図面上で確詔した。これらは構造からこの時期のものであろうと

判断した。このなかには構造などにやや疑問があり，不確実なものがある。また，他にも弥生

時代に屈するであろう小穴が多数あり，さらに掘立柱建物がたつ可能性もある。

掘立柱建物の分布をみると．調査区南半分に多いようにみえるが．特に集中してみられると

いうわけではない。 11il立柱建物同士の主軸方向はかなりばらつきがあり．竪穴住居と主軸をそ

ろえる例が多い。したがって，特に介庫群を形成するというよりは， それぞれの住居に伴う高

床な庫であろう。また．竪穴住居の数に比べて，掘立柱建物の数が少ないといった傾向もひと

つの特徴として上げることができよう。

柱の掘形は基本的に屈丸方形で構成されるものと，円形や不整形のものからなる 2種類があ

る。隈丸方形のものは柱穴としてしつかりとしているが、他方は柱の掘形としてはやや小さく ，

しつかりしていない傾向がある。多くは柱痕跨が不明確であるが，S8179など確認できた例か

らすると，径約20~30onほどのものと推測される。

詳細な時期は柱の掘形からあまり土器が出土していないため，不明であるが．

ものはやや新しくなるものと考えられる。

2問X2問の
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2. 遺構

E
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S 8179 

形態 lllllx 11111 規模 3.38X2.8m 

特徴 柱の掘形は0.7X0.5mほどの長方

形を基本とする。柱痕跡は径26~30(mほ

どであるが，不明瞭なものが多い。

I /U色土 2 黒色土（黄色土視）

3 黄色土 4 褐色土（黄色土混）

S 8179 

"
 

叫ー
S 8224 

形懇 1間XI間

規模 3.42X2.8m 

特徴 柱の掘形は一辺0.4~0.6mほどの

隅丸万形を基本とする。埋土は黒色土で

ある。図面上で確認した。

ヽ

S B243 

I ―叶

ヽ

S B224 

｀ E
 
0
0

・
£
1
 

叩

13.00m 

S B243 

形愈 1 fUJX2間

規模 4.0X2.85m 

特徴 S 8237に切られる。柱の掲形は

0.2~0.Smの円形ないしは不整方形であ

る。図面上で確認した。

ヨ こ
oz
•EI 

13.20m 

。
4m 

Fig. 43 S B179 • 2'24 • 243掘立柱建物路 (I/80) 

- 205-



l1!11tm一本杉遺跡11区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

，
 
S 8397 

ーし」 S B397 

形惹 I fUJx lllll 

規模 2.9X2.75m 

特 S B3的を切る。柱の

掘形は0.8X0.6mほどの長

方形を基本として．段撓り

をしている。確認された柱

痕跡は径約30cmである。
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S 8402 

形態 llllJX Jilli 規模 3.8X3.2m 

特徴 S B247を切り.S B237・266・401に切

られる。 SB403とlliなる。掘形は径0.4~0.6m

ほどの円形ないしは不整形である。図面上で確

認した。

゜S B403 

形態 1間X2間 規模 4.9X3.42m 

特徴 S B237 •266·401 に切られる。 S B402 

と頂なる。掘形は径0.4~0.Smほどの円形な

いしは不監形である。図面上で確認した。

Fig. 44 S B 397・402・40暉直柱建物跡 (I/80) 
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2. 遺 構
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リ
ト、

i
 

w 《
g 
ョ 13.00m~ ・ 戸＝＝＝べ」：

—⑲ 
S B405 

S 8404 

形惹 innx I flり

規槙 2.4X2.2m 

特徴 S 8284を切る。柱の

掘形は0.8X0.6mの長方形

と径0.4mほどの円形ない

しは不整形である。図面上

で確認した。

S B405 

形態 1間X2 fUJ 

規模 3. 75X2.98m 

特徴 柱の掘形は径0.2~0.3m

ほどの円形ないしは長方形であ

る。図面上で確認した。桁行の

中央の柱穴がずれることや柱穴

のレペルがかなり異なるなど構

造にやや疑問が残る。

S 8297 / 

-~ 

m
 

00 
3
 

13
.00
m
 -

S B406 

形慇 J間X2問

規撲 5.0X2.46m

特徴 柱の掘形は径0.25~

0.4mほどの円形ないしは

不整形である。図面上で確

S 8406 I 認した。柱の掘形は小さい

◎—が． レベルはほぼそろって
いる。

ー
し

。
4m 

Fig. 45 S 8404・405・406掘立柱紐物跡 (I/80) 
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山
S K250 

一9
,
I
〒
'

“7 

S 8407 

形態 I NOX 2りII

規撲 4.82X3.42m 

特徴 S K250に切られる。

柱の掘形l;t.0,6X0.2mほど

の隅丸長方形を基本とする，

困面上で確蕊した。
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S B26 

形態 J間x2llll 
規摸 3.28X2.8m

特徴 柱の掘形はo.sxo.6
mほどの不整長方形を基本

とする。

13.00m 総柱

E
 

09'CI

~ 

ー
'//_

|

|
J
＼
ー
ぐ

S B30 

形態 2111JX 2問

規模 3.38X3.22m 

特徴 柱の掘形l:l径0.2~

0.4mの円形ないしは不整

形である．

S B57 

形態 lllUX Ii閉

規槙 3.26X2.5m 

特徴 柱の掘形は径0.3~

0.5mほどの不焚形である。

こ 仁 jこ13.60m

。
4m 

Fig. 46 S 8 •107 · 26拙立柱建物跡 ( I /8) 
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S 891 

形態 11mx 11111 

規槙 3.07X2.92m 

特徴 掘形は径0.3---0.6m

の不整形である。図面上で

確忽した。

S 892 

形態 I IIUX 1 rru 
規摸 3.11 X2.9m 

特徴 S B05を切る。掘形

は0.5X0.4mほどの不整長

方形である。図面上で確認

した。

S 893 

形態 tr.ix 2問
規槙 4.0X2.84m 

特徴 掘形は0.5X0.6mの

隅丸長方形を碁本とする。

図面上で確認した。

。
4m 

Fig. 47 S 8 30 • 57 • 91 • 92 • 93掘立柱建物跡 (1/80) 
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S 816 

ユr~

L 
S 894ズ

~ 
,g N 

~E_ ぐ

13.20m 

S X75 

S 894 

形態 1問xz問

規摸 6.68X3.18m

特徴 掘形は径0.2----0.4m

ほどの不整形である。図面

上で確認した。規模柱穴

のレペルにやや疑問を残す。

S B95 

形態 2間X2問総柱

規模 4.4X3.88m

特徴 S017, SX75に切

られる。掘形は一辺O.Smの

方形ないしは不整形を基本

とする。図面上で確認した。

ほぼ正方向であり，奈良 ・

平安時代の可能性がある。

13.00m 

゜
4m 

Fig. 48 S B94・95掘立柱建物跡 (1/80) 
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2. 遺

(3) 不明遺構

性格不明の遺構が 1碁検出

された。発掘調査時点では竪

穴住居扱いとしていたが，形

態的にみて住居とは考えにく

く，性格も不明なため．不明

遺構として報告する。

切り,S 8301, 

した

がって，遺物などはSB302と

して登録されている。

S X302不明遺構は調究区

南辺の西側にある。SB358を

S 0303, s
 K304に切られる。閾究区外に

のびているため，全体の形態

は不明であるが，溝状の遺構

になる可能性が応いと屯えら

れる。規校は長さ8.86m以上，

幅2.48mを韻る。床面はほぼ

フラットで，小穴も掘り込ま

れていない。壁面は緩やかに

立ち上がる。

土器がかなり出土して い

る。出土状況は，床面から5

~!San程度のところに集中し

ている。器台が多い。

性格と しては，祭祀遺構的

なものであろ うかと思われ

る。これと類似する遺構が西

山出三本松遺跡でも検出され

ている。

S B358 
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Fig. 49 S X302不明遺構 (1/60) 
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

(4) 土壌

弥生時代の土墳は 13基検出され• II基を図示した。他にも弥生時代に属するものがある可能

性がある。性格は不明なものが多い。

SK 177土壌は不整形の土塙である。性格は不明である。 11期．

S K2IO土壌は0.9X0.29mの小型のもので．完形の小型壺が 1点出土している。 SP209土墳

秘に切られる。墓域の巾にあることとあわせ考えると，祭祀土墳の一種であろう。 II期。

S K213・223土壌は類似した形態である。弥生時代のものかどうか確実ではない。 SK223は

袋状を呈し，SK213も同様であったものと思われる。両者とも床面からやや浮いた状態で礫が

集中してみられる。

S K220土墳はやや不整形の長方形プランで．石包丁 2点が出土した。貯蔵穴であろうか。

S K324土墳は6.5X0.29mほどの長楕円形をなす小型の土墟であるが，土器がかなり出土し

ている。廂棄土壕であろうか• IV期。

S K279土墳 (Fig.12)は長方形,S K336土壌は楕円形，SK357・361土墳 (Fig.22)は不

整長方形の土壊で．いずれも性格は不明である。

S KSO土壌 (Fig.:15)は隅丸方形のもので，床面に 4個の柱穴がある。SB42を切る。

ヽ
SK 177 

SD335 

I, 貨色土+Ml色土

2. /I.I色土

3. 褐色

4. 黒褐色土

（貨色土粒，プロックを多く含む）

5, SD173l璽土（灰褐色砂）

6, II (黒氾色土）

三 ―-13.00m 

。
Im 

Fig. 50 SK177土墳 (I/60) 
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2. 遺 構

ゴニr- 旦
ヨ'''"

1、黒褐色土 （黄褐色土プロックが況る）
2. 褐色土 (II II II) 

3. 淡褐色±(多嵐に II JI II ) 

4. 灰褐色士．
5. 淡褐色土（黒褐色土粒が澁干視る）

6. 貿褐色土（褐色土が混る）

S K220 

［一

ニニニ13.00m~こ三三三
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麟詈 _j 

弐
13.00m こ ニ ご

12.6-0m 

。
2m 

Fig. 51 S K210 • 213 · 220 • 223 • 324 • 336 • 357土壇 (I/60) 
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東山田一本杉遺跡11区 ・Ill区，西山田二本松辺跡B区

(5) 土壌墓

土墳秘と霰められるものは32括確認された。分布は調査区中央やや函奇りの・経域に集中して

いるが，SP182土壊廷が繕域のやや北寄りに，SP305土墳甜が大きく東にはずれている。形

態はほとんどがいわゆる横口式土墳廷で28基． 「足元掘り込み」の土塙楳が 1基，木棺秘と屯え

られるものが 1基ある。横口式のもののうち，SP244土塙務は石硲であり．他のものにも木蓋

を想定させる礫石や粘土が確認されたものがある。また， SP200士塙廷は土器硲のものである。

これらの墓0)時期は，蓋に用いられた土器や甕棺廷や土墳との切合関係により，弥生時代中期

後半から後期前半と考えられる。

なお，土漿廷と認定したもの以外に壁がややえぐれる遺構が数基みられるが，明確9こ甜とと

らえることはできなかった。
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SP 182 
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S P192 

ニ
13.50m 

。
Im 

S P182 

規模 1.51 X0.32m 主輪 N却 W

慨要 横口式。 ・品填はl.45X0.95mの隅丸長

方形で．南辺を長さ0.23m,深さ0.36mほど

掘り込み．主体部とする。横口部の礫石は森

に関係するものか．

S P192 

規模 l.04X0.38m 主軸 N52'W 

概要横口式．慕塙11SKl94との切合により

不明である。先後関係も不明。南辺を掘り込

み．主体部とする．

Fig. 52 S P 182・192.:f: 墳基 (1/30)
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2. 遺 構

A
 

S P194 

ヽ

。
lm 

SP 194 規模 l.96X0.39rn 主軸 NSrE 

概要 足元掘り込み。廷壕はl.89Xl.llmの長方形で，中央部を掘り下げ．さらに西小口を0.14mほど

掘り込む。

SP 195 規模 l.2X0.3m 主軸 NlO'W 

概要 横口式。廷填は1.29X0.8lmの隅丸長方形で．東辺を長さ0.3m,深さ0.15mほど掘り込み，主

体部とする。

Fig. 53 SP 194・195土塙猛 (1/30)
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・・・・.:-・・・・・・・・・・・・=・・・・・・・・・・: 
S Pl97 

規模 l.26X0.18m 

主軸 NO' 

概要 横口式。社墳はJ.18X0.84

mほどの長月形で，さらに東辺を

長さ0.17m,深さ0.25mほど掘り

込み．主体部とする。

S P197 

----
M
 

一E
0
9
C
 

S Pl98 

／
 

S Pl98 

規模 (0.65) X0.29m 

主軸 N8TW 

慨要横口式。甚墳はl.04X0.68

mの不整長方形で. 2段掘り。北

辺を及さ0.15m、深さ0.17mほど

掘り込み．主体部とする。

S P200 

規模 J.27X0.27m

主軸 NSTE 

概要 足元掘り込みか。秘墳は1.3

xo.nmの不整長方形。西小口を

若干掘り込む。ほぼ半分を打ち欠

いた土器約3個体分を翠として用

いる。

三
13.50m 

。
Im 

Fig. 54 S P 197 · 198 • 200土墳墓 (1/30) 
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2. 遺 構

E
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り

S P203 

規模 0. 郎X0.25m

主軸 NO' 

概饗 横口式。玖墳は0.83X0.7m

ほどの長方形で．さらに西辺を長

さO.lm,深さ0.3mほど掘り込み．

主体部とする。

S P203 

｀ S P205 

規損 0.48X0.36m 

主軸 N25"W 

概要横口式．廷塙110.58X0.52

mの楕円形に近い。東辺を長さO.J

m, 深さ0.28mほど掘り込み．主

体部とする。

E
 os

・r.
1
 

S P206 

S P206 

規撲 0.75X0.3lm 

主軸 Nl3'¥V 

概要 横口式。廷塙は0.75X0.6m

ほどの不整長方形で．東辺を長さ

0.05m. 深さO.lmほど掘り込み．

主体部とする。

。
Im 

Fig. 55 S P203 · 205 • 206土塙墓 (I/30) 
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S P207 

S P207 

規模 l.65X0.46m 

主輪 N40'E 

概要 横口式• S P208に切られ

る。砧墳は IX 1.05mほどの略台

形で．北西辺を長さ0.22m,深さ

0.35mほど掘り込み．主体部とす

る。

13印 m

i
 

E
 
O
S
 
,

C
[
 

S P208 規模 2.01 X0.49m 主軸 N86"E 

概要 横口式。 SP207を切る。基墳は2.03XI.Omほどの不整長方形で．南辺から北に向かって長さ0.3

m. 深さ0.36mほど掘り込み．主体部とする。

。
Im 

Fig. 56 S P207・208土墳11.(I /30) 
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S P209 

規模 l.55X0.49m 

主軸 N86・E 

概要 横口式。廷墳は1.緯 X0.7m

の長方形で．北辺を長さ0.4m,深

さ0.12mほど掘り込み．主体部と

する．

S P209 

~,S~m 

一3.
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S P212 

ー
i
ー
・
9
.

-
•

•• ―

-

|

 

．

．

 

．

．

 

-
、、̀

、ヽ
＞`
｀̀

‘` .‘ 

＼
 

‘、

Fig. 57 

S P211 

S P211 

規模 0.47X0.25m 

主軸 N87'E 

概要 横口式。苺填は0.82X0.6m

ほどの不整長方形で．さらに附辺

を長さ0.32m,深さ0.25mほど掘

り込み．主体部とする。

S P212 

規模 l.02X0.16m 

主軸 N70ヽv
慨要 横口式。墓墳はl.08X0.44

mの隅丸髪方形で．北辺を長さ

0.17m, 深さO.lmほど掘り込み，

主体部とする．

。
Im 

S P209・211・212土墳某 (J/30) 
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S P214 規摸 1.24 X0.32m 主軸 N62-W 

概要 横口式.~塙はI.I X0.62mほどの長方形で.[ti辺を只さ0.2m,深さO.l8mほど揺り込み．主体

部とする。

S P215 規模 l.93X0.29rn 主軸 N65'E 

概要横口式,;!,!;塙は2.0X0.8mほどの不整長方形で．附辺を只さ0.2m.深さ0.3mほど振り込み．主

体部とする。

Fig. 58 S P 214 • 215土填廷 (l/30) 
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2. 遺 構

-: 

S P217 

規模 l.57X0.39m 

主軸 N8.5'W 

慨要 横口式。某塙はl.64X1.4m 

ほどの隅丸長方形で．酎辺を長さ

0.2m. 深さ0.2mほど掘り込み、

主体部とする。

三"~m
S P219 

規撲 1.17X0.5m 

主軸 N63'E 

概要 横口式.l,!;墳は一辺1.2mの

不整長方形で，北辺を長さ0.48m,

深さ0.55mほど掘り込み，主体部

とする。

S P219 

13.50m 

13.00m 

。
Im 

Fig. 59 S P217・219土墳廷 (I/30) 
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S P221 規模 0.9X0.34m 主軸 N73'E 

概要 横口式.'1J;墳はJ.29X0.77mほどの及方形で，北辺を長さ0.32m,深さ0.2mほど掘り込み，主

体部とする。

S P222 規槙 l .68X0.41 m 主軸 N53'E 

慨要 横口式.'IX墳はl.82X1. 13mほどの不整長方形で．北西辺を長さ0.3m,深さO.lmほど掘り込

み．主体部とする。

Fig. 60 S 1'221・222土墳廷 (I/30) 
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S P241 

S P230 

規模 1.98X0.45m 

主軸 N71'E 

概要 横口式。慕塙は1.68

X0.84mの不整長方形で．

南辺を長さ0.45m,深さ

0.25mほど掘り込み．主体

部とする。掘り込み部付近

の礫石と白色粘土（網掛部

分）は木査に関連するもの

か．

S P231 規槙 1.JX0.46m 主軸 N3J'E 

概要 横口式.ifoli墳はl.55X0.43mほどの不整及方形で．南東辺を長さ0.2m,深さ0.15mほど掘り込

み．主体部とする。

$ P24I 規模 0. 76X0.2m 主軸 N36'W 

慨要 横口式．廷塙は0.67X0.3.5mほどの不整焚方形で．北東辺を長さ0.18m,深さ0.15mほど掘り込

み．主体部とする。

。
lm 

Fig. 61 S P230・231・241土墳荘 (I/30) 
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$ P244 規模 0.74X0.llm 主軸 N24.E 

慨要 横口式。茎壊は0.56X0,6lmの不整形で，西辺を長さ0.13m.深さ0.2mほど掘り込み， 主体部

とする• 10数個の礫石で盗をしている。

S P253 規槙 2.16X0.5lm 主軸 N19・w 

慨要 横1コ式。削平などにより秘墳は不明確である。西辺を投さ0.35m,深さ0.26mほど掘り込み，主

体部とする。

Fig. 62 S P244・253土墳藉 (J/30) 

-224-



2. 遺 構

~ 
遍

E
 Os-t
i
 

E

0
0
.
C
-

E

O
S
.
E
I
 

¥
 

。
lm 

S P257 規槙 1. 74XQ.37m 主軸 N s・E 
慨要 横口式。 SB228に切られるか。秘填はI.75X 1.3mほどの隣丸長方形で，西辺を長さ0.16m,深

さ0.2mほど掘り込み．主体部とする。

S P305 規模 (0. i9) X0.4m 主軸 N65'W 

概要 横口式• S 8289・S D293• S K296に切られ．基塙は不明である。西に掘り込み｀主体部とす

る。

Fig. 63 S P257・305土墳l,J;(l /30) 
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Fig. 64 S 1'04・25土填CU(I /30) 
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Fig. 65 S P39土壇甚 (I/30) 

S P04 

規模 l .4X0.42m 主軸 N60'W 

慨要 土吊では明確ではないが，木棺廷とウえられる。廷填は2.09XI.Imの隅丸長力形で，中央西寄

りに主体部を骰ける。両小口に板石を立てている．主体部内の中央から西寄りにかけて突き固められて

郡分がある。

S P25 

規模 1.61 X0.47m 主軸 N62'E 

概要 横口式o SJ 24に切られる。廷墳はl.5X0.9mほどの長方形と屯えられる。北辺を長さ0.3m,

深さ0.35mほど掘り込み，主体部とする。

S P39 

規模 l.02X0,42m 主軸 N76'E 

概要 横口式。碁塙li0.92X0,61mの関丸長方形で．北辺をnさ0.23m,深さO.lmほど掘り込み．主

体部とする。
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束山田一本杉遺跡11区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

(6) 甕棺墓

甕棺る［は 6基検出された。小児棺のSJ261甕棺墓以外は墓域内にある。 SJ199•202 • 24吏

棺廷は成人棺と考えられる。 SJ218甕棺蘇はいわゆる中型棺である。棺の形態・組み合わせは

それぞれ異なっている。大型棺の時期はいずれも桜馬場式期 (I期）に相当する。

/、9

__ .,_一て

ー ：

¥ヽ．、

13.5-0m 

A
 

SJ 199 

主軸 S8TE 埋置角 十53・

概要 隅丸投方形で2段掘りの秘墳の西壁を

掘り＜ぽめ．棺を埋誼する。上甕．下甕とも打

ら欠きの巧用棺を用いる。下甕に穿孔がある。

SJ 202 

主軸 S65"E 埋置角 十49'

概要 t;ff'J形の繕塙の東畏を掘りくぼめ．棺

を埋磁する。上甕は小型甕下甕は小型の専

用棺を用いる。下甕に穿孔がある。

＇：一
, / 
s」218

l3.50 

（） Im 13.00m 

Fig. 66 S J 199・202・218甕棺秘 (I/30) 
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Fig. 67 S J 24 • 190・261甕棺秘 (I/30) 

s」218 主軸 S87ヽv 埋置角 十55・

概要 悶丸長方形の砧填の凍壁を趾り＜ぽめ．棺を埋滋する。 上甕1よ胴部上半部より上を打ち欠いた滋

を,r甕は小型のl,1;用棺を用いる．

S J24 主軸 S68'E 埋置角 +29' 

概要 綱社区の投界にあり．廷塙と甕棺の関係を図面上で復原した。 SP25を切るものと屯えられる。

栢墳は二段堀りとみられ，西墜を掘りくぼめ，棺を埋11'1する．［引用棺の単棺である。

s」190 主軸 584'E 埋置角 十61'

概要 削平が哨しく .1,1; 塙の詳細は不明,S Pl89を切る。上甕は壺の胴部上半祁以上を打ち欠いたも

のと息われ，ード甕は非常に小型の専用棺を用いる。下甕にかなり大さいザ孔がある。

s」261 主軸 N74'E 埋置角 (+46') 

慨要 削平が秤しく .1,1; 壻の詳細については不明。 l,~域を離れて.S 8262に隣接する。上甕は小型壺

の胴部上半部以上を打ち欠いたものと思われ．下甕は頚部以.tを打ち欠いた小型の滋を用いる。
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束山田一本杉遺跡U区・Ill区．洒iliEH二本松追跡8区

2 奈良時代から平安時代前半にかけての遺構

奈良時代から平安時代前半にかけての遺構は．束山田一本杉遺跡 (HYS-11区・Ill区）．西

山m二本松遺跡 (NYN-B区）において確認しているが，その内訳は掘立柱建物跡11棟．洞

跡（築地関連遺構を含む） 33条．井戸跡 l基．土填17基である。このうち束山田一本杉遺跡11

区 ・Ill区において確認した掘立柱建物跡、築地関連遺桐．井戸跡については嘉瀬川を越えて束

南束約800mに肥前国庁跡．東北東約700mにはやはり掘立柱建物群が確認された惣座遣跡が立

地することから，これらとの関連が問俎となっている。

なお．この逍構群に関しては， Fig.邸でその配沢を示し，造構一覧表としてTab.2を掲げ

ている。以下遺構植別毎1こ概括してみたい。

(l) 掘立柱違物跡

本訊五区内で確認した掘立柱建物跡11棟については．その全てが東山田一本杉遺跡Ill区にお

いてである。建物跡に伴う遺物の最が少ないため分類についてはl蜀頌を残すが，棟柱の方位と

築地に関連すると思われる溝状遺構との位既関係から勘案すると，おおよそ 4グルーブに大別

される。

まず調査区束側に立地する SB372・373の2棟，次いで調査区中央部に位低する S8255 • 

266 (401)の2棟，更に後者と切り合っているS13237があり．そしてその西側に交互2列に配

骰されているS13240・254・256・258の長棟構造をとる一連の掘立柱建物群である。

S B372及びS8373については共に東西椋で棟方位，軒面を揃えた配硲状況が見られ．柱穴

掘形も均一性が保たれていることから．この2棟が同一時期に同一の建設計画によ って建てJ:.

げられ．相互に関連しながら機能していたことは明らかである。 S13372については北側の構造

が地区外で未確認であるため，今回の謂査では南側に一間の出廂を持つ片面廂の建物として判

断しており ．この建物の北側に更に同時期の掘立柱建物群が展開している可能性とも併せて．

今後の追加調査に期待のかかるところであるが．ともあれこのような主殿と考えられる廂が付

屈する建物に同規校の建物が添う形態は久池井8遺跡Tl区(IIでも検出されている。

またこの2棟は2条の断続する溝状の遺構によって 1UJ字型に囲まれた空間に立地してい

るが．この2列の遺構の間に築地が存在したであろうことを想定すれば．築地塀に0月まれた内

側に建つ官人の邸宅であった可能性が浮かぶ。

S 8372及びSB373の時期については，柱穴掘形の埋土から出土している須恵器 ・土師器の

杯蓋 ．杯伐の絹II片から判断する限り、8世紀前半頃にはその建て上げが行われたと思われる。

また周囲を巡る築地が建物と同時期に築かれ．同時期に廃棄されたとすれば，建物の存続時期

の下限を8世紀後半代と考えることができる。
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東山田一本杉遺跡II区・Ill区.jJlj山田二本松辺跡B区

第2グループはS8237である。棟方位は立北を向き．四面に一間の出廂を配する。身合部分

の柱穴掘形は大型で定型化しているが．本調究区において類似するものはS8266のみである。

このS8237の全体規校は，例えば国府正殿(1)と比ぺ，桁の長さでは劣るものの．梁の規模では

凌いでおり．嘉瀬川西洋に配された建物群の中でも際立っていたと思われる。

爪複するSB255・266との先後関係については，柱穴掘形の切り合いからSB266よりも古く ．

その時期については埋土中の遺物から見る限り 9世紀の初頭から後半が建物の築造 ・維持され

ていた時期であったと推定される。第3グループについてもその後の時期．特にSB401からS

8266への建て替えと.S 8266が．より S8237に近い柱穴掘形の形態を採用していることを弓

えれば, S 8237とさほど時間的隔たりのない時期に位設付けられるのではあるまいか．

第3グループとしてとらえているSB255及びSB266は．いずれも南北方向に棟を向ける。

S 8255は柱穴掘形が小型，S8266は東側に一間の出廂を持ち．東西棟でやや大型の柱穴掘形

という特徴を有する。またS8:198も部分的な到査しか行っていないが，位骰関係から同一グ

ループに含まれる可能性がある。

S 8255とS8266はほぼ直交する形で「LJ字状に配骰されている。またSB266はSB401 

の建て秤え後の建物と考えられる。このS8401は小規模の柱穴掘形で．柱llllも不均ーであり．

平面プランも台形上に歪んでいることから割合短期llll.あるいは作業終了を持たずしてSB266 

ヘ建て替わったことも考えられる。この建て替え前後で大きく異なるのは，柱穴掘形が大型で

隅丸方形及び円形を基本とする均ー的なものへと変わる点である。

柱穴掘形の大型化と画ー化はこのSB266と切り合う SB237から派生していることが推定さ

れ，双方の時削的な近接について考察したいところであるが,S 8255とS8266のどちらにつ

いても伴う逍物がほとんど無いため．現段階では困難である。

第4グループは調査区中央部西寄りに棟方位を南北棟に揃えて点在する長棟構造のa庫群で

ある。 SB240・254・256・258の4棟が適度な間隔をとりながら互列に配四されている。建物

によっては未掘部分もあるため．規校の正確な把握は困難だが．現段陪ではそのすべてが5IIIIX 

2間の我舎部分のみの建物と考えられ．群の南側への辰開が推測される。建物に伴う遣物がほ

とんど無いため時期の決定は困難だが．惣座遺跡"'における大型の長棟構造を持つ倉庫群が，そ

の出現時期を8世紀後半~9世紀初頭に位四付けられていることから，SB372・373廃絶後の

9世紀初頭以降に築造され，機能していたと思われる。

またこのグループの北側に位骰するS0187との位収関係が問題として残る。S0187が第4

グループを区画する機能を哨びたものであるならば．第 4グループはここを起点（終点）に附

方向へ展開することになるが,S 0187は現段階では平安時代後半期から中世に時期を設定して

いるため．遺物からの補完ができない現状では、このグループの機能時期の下限をそこまで引

さ下げて考える余裕が必要である。
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2. 遺 構

以上，本調査区における掘立柱建物群について概括したが，この地区における掘立柱建物群

において特箸すべきは，地区東側から中央北側に伸びる築地関連遺構と思われる 2条の断続す

る溝と，それが 1UJ状に囲む空間内に立地していて，緊密な相関関係にある 2棟の掘立柱建

物との組み合わせである。これは本調査地区北側への展開が想定され得るが，この北側隣接地

について大和町教育委只会,.,が昭和62年(1987)に町道改良工事に伴い文化財躙査を実施した際

に,S B255の北側で奈良時代の3間 (+a)X2間 (+a)の総柱の建物跡を 1棟確認している。

また本調査区におけるS0033 • 355といった中世の溝跡とおそらくはつながると思われる二茸

環濠による区画と，その内側に建つ居館の存在が調査者によって示されている。本調査区にお

いては総柱の建物跡は検出されておらず，総柱と刷柱との相違による時期の接点が存在するの

か不明であるが，ともあれ地区北側においても奈良時代の掘立柱建物が存在することから，掘

立柱建物跡と築地関連遺構に関係する遺構群は更に広範囲に展開していると思われる。

なお，周辺遺跡における稔柱建物跡の時間的位四付けに関しては，例えば先述の惣座消跡に

おいては8世紀前半～中頃に計画的に配設されたものが， 8世紀後半~9世紀初頭には国府正

殿規校のものを含む，閲柱を支持柱とする長棟構造の介庫機能と行政機能とを兼偏した正方位

建物群に替わることが報告されている。これから勘案すれば本調査区周辺において 8世紀前半

代には既に総柱建物群が機能している一方，築地関連遺構と規撲・ 柱穴掘形等に付いて共通す

る属性を持つ掘立柱建物群の組み合わせによって収欽される一群が存在しており，これらが9

世紀の初頭には廃絶され．大型建物や長棟構造の分庫群と変遷して行ったと思われる。

またこの建物群を国府関連の施設の一部と見るか，あるいは佐嘉郡街のそれととらえるかは，

今後の周辺の調査による資料の集積を待って判断されるであろう。
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東山田一本杉遺跡ll区・Ill区．西山田二本松遺跡B区

Tab. 2 奈良 • 平安時代前半の遺構一覧表

潟 宜区 遺構雷9 遺構種別 形 11!1 規 慣（閲数、長軸長X短軸長x深さ'11)

HYS・Ill S B237 掘立任競物鶏 9閲X4閲(lit令部分1間X2閲＋出1間の四面廂）

” S BZ<O ” 5間X2問(+al

II S 11254 ” 5間xzlffl

＂ S B255 ” 51111(+.)l<J間（身舎畠直（り）X2閾➔ 11111111の賣甑節

＂ S B256 ” 3間(+≪)X2問

“ S 6258 I/ 5間(+a)XZ間

＂ S B266 ” 511l!X2間

“ S B3'12 ” 潤 X4間(+●)(II含部分(,lll)X躙 +111111に1閏のIll庸）

＂ 
S B373 ” 5閲X3閲

II SB露 II 2閲(+o)X(lll11)

” S 8401 “ 5閲X2閲

IIYS・II S0151 潰跡 3.70(+o)mx I ,70mxO, II---0.28m 

II SOI認 “ JS .50(+a) m X l .60m x 0.13~0. 70m 

II S D159 “ 3.60mX l .15m xo. 的-0.62m

“ S0160 " 8.90,nX I .67,nX0,46~0,72m 

＂ S Dl64 II 9.SO(+a)m X l .J5mxo. おm

" S0167 ” 4.30(+a)m X l .OSm x0.23m 

＂ 
S 0170 ” 3.75n, x I, 15mX0. 70m 

II S0175 ” 9.25(+a)m x 1.50m)(0.66m 

“ S0178 ’’ i .00(+<r) m X 1.25m X0.50-0.93m 

＂ 
S D184 ” 3.60(+a}mX L.20m X0,61m 

llYS-IU S 0303 ” 33. 30(+t1) m XO. 70-2.20m X0.41m 

＂ 
S 1)310 “ 

6.30(+a)m x I . .40m x 0.20m 

II S0314 ” ... osmx t即 mxO. l0-0.67m 

II S031S ” 4,95m x 1.60m xO. I0-0.90m 

II S 0316 II 4.80(+0)111X 1.60m x0.53m 

II S03ね “ 22.60(+a)m X0.6.r-2.00m X0.50m 

＂ 
Sl>3Z7 “ <l.SOmx 1.20m xo. 70m 

II S0328 II 4 .85m X 1 . .COm x 0. 2o-o.60m 
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2. 遺 情

調在区 遺綱番'} 遺構種別 $ 墨i 規 模(1111数、投鯰x瑣鱚艮x深さ等） 纏考住鎗方位等）

flYS-IU S0331 禍鱚 5.00m x 0. 90m X0. I 7m N3初 '¥I'

” S 0342 II 9.90mXJ. 的mx0.35--0. 73m N0.40'¥V 

” S 0343 ” 4. 70mX J .25m X0.37~0.52m N3•4o•w 

＂ 
S D3<5 ’’ l.&omxO. 70mXO. おm Nl9"20'¥V 

” S D346 ” 10. 9Sm x 1.10,n X0.28-0.39m N5"20ヽv

” S D347 “ 4 .60m x l .35m xo..a2m NO'OO'EII' ． S0350 ” 3.35m X 1.53m X0.18m-0.5lm N82"ZO'W 

” S D363 ‘‘ (5,30+a)mX0,35,n X0, 12m N69'00'E 

” SD364 ” (S.20+ a) m xo.SSm xo. 的~0.20m ~72"20'E 

“ S D366 ” ~.SOm X 1.80m X0.58m Nso・oo-w 

” SD374 ” (21.00+a)mx3.20mx0."43m N4'30'W 

” S 0375 ” 08.20+ a) mxo. 70m XO. 10-0. J.lm N3'DO'W 

” S D390 “ 
4 .80m X l. 72m X0.2Sm NSO"ZO'W 

NYN・B S 0017 “ (8.50-(I) m X 1. JOm X0.33~0.SOm :;1・oo・w 

” $0021 II (56. 50+ tr) m X0.80m X0.30m NJ"20'W 

HYS • III S E290 井戸踏 Pl 影 i.15mXl.05mXIぷ}m Nso・oo・E 

HYS・11 S K162 土坑 隅丸11形 3. IOm x 1.80m xo. 27m N6"20ヽv

” $Kl邸 “ 員 ガ11・'1'訟 2.43m x0.90m x0.28~0.SSm N50"30"E 

IIYS • lll S K2•2 " 限湛本が不足B2.50mXl.90mX0.<6m N69'30'E 

” 5 K250 JI 期Hl初狂 4 .03m x 1. 75m XO応 m Nl2"30ヽv

“ SK蕊 “ 円Bに近・紺Pill1.00m X0.80m xO.SOm N70"20'E 

” SK磁

＂ 
ほ1引円形 O.S8mx0.52m XO.Sim N68.00'E 

“ SK珈 II 不定影 1.15mXJ.20m X0, 15m N19"40'E 

II SK301 II ほぼ長円形 I .90mX 1.65m X0.50m N83'00'E 

“ SK露 “ ほぼ只円形 1.31 m xo. 90m X 0.3.4m N49'00'W 

“ S K332 “ オ濱揖； 2.20m x 1.,sm X0.47m ~86'00'E 

り S K:133 II 円彩 O. 97m XO. 93m X 0.82m 、:ij2"20"E
II S K367 “ 不足形 4. 73m X2 .90m X0.52m N84'珀・e、

" SK386 ” 隅丸方影 3.15m X2 .20m X0,34m NSO切ヽv

“ S K3S9 II 塁方II・長暉 3.lOin x 1.52m X0. l,4m N12'00'W 

NYN-8 SK知 II ほ I~正力影 1.95m x 1.88m x0.76m N79'0IYE 

“ SKOII II 不定形 2.00m x 1.80m XO. 泣m N1s・31rE 

II S K019 
＂ 

長円形 2.45m x 1.43m x 0, 61 m Ns・oo・E 

-235-



束山田一本杉遺跡n区・Ill区，西山田二本松遺跡B区

S 8237 

構 造 ：9frlJX 4間（身舎部分7問X2間に出 Itlりの四面廂が付属） 南北棟

柱 fill;身舎部分桁行17.48m 柱間2.30~2.70m

梁行 5.63m 柱間2.55~3.00m

廂部分 桁行23.04m 柱間2.13~2.70m

梁行11.15m 柱llll2.50~3.00m

方位 ：NO'OO'EW (正方位）

特 徴 ：東山田一本杉遺跡m区中央部に位沼する。本四究区においては最大規模の掘立柱建物

跡であり，この地区周辺において現在確認されている建物との比較においても，肥前

国府の調査時に検出されている正殿遺構 と考えられる S8090と同様の構造を持つ。建

物規模においても身舎部分の規模及び出廂を含めた場合の桁行でS8090には僅かに

及ばないものの，梁行では凌いでおり ，これまでS8090に次ぐ規模であった惣座遺跡

のSB247・260を全体規校では凌ぐものである。

柱通りは直線ではなく ．身舎東西側柱の北より第 4柱以南が緩やかに湾曲する。また

身合債柱と廂側柱とは横一列ではなく ，廂の柱問の方が概して大さい。

柱穴の掘形については．身舎部分は全体的に不揃いだが、基本的には円形若しくは隅

丸方形で一辺（径） l.O~l.2m, そして柱根径は約30cmである。根f甜め石等は用いて

おらず．黒色土 ・黄色粘灯土 ・黄色土混黒色土等を互JI'!に衝き固めており，そのいく

つかに抜痕が見られる。廂部分については不定円形で，0.6m前後の掘形径であり，埋

土の状況はg舎部分と同様である。 SK223 (弥生時代 ：土壌） ・242(奈良時代 ：土墳）

を切り.S 8266 (平安時代後半期 ；掘立柱建物跡）に切られる。

S B240 

構造 ：511Ux 2問 (+a) 南北棟

柱間：桁行10.20m 柱間l.80~2.20m

梁行 2.40m(+a) 柱llll2.15~2.40m

方位 ：N6"40'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡Ill区西部に位収する。長棟構造と思われるが．桁行と梁行とが直交

しないため，下部構造がいびつである。また西側の身舎側柱は隣接する西山田二本松

遺跡B区に所在するため，謁在後肖構築を試みたが米たせなかった。東側のS8254や

北側のSB256. 南側のSB2捻等長棟構造の建物の一群との位収関係から，これらと

同様の構造を持つと判断したが，これらを区分する目悶し塀、あるいは棚列の可能性

も残る。柱穴掘形の掘り込み面は黄褐色土である。
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2. 遺 構
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Fig. 70 S B 240掘立柱建物跡 (1/80)
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東山田一本杉遺跡II区・Ill区，西山田二本松遺跡B区

S 8254 

構造： 5間X2間南北棟

柱 !Ill: 桁行12.90m 柱間2.40~2.65m

梁行 5.25m 柱間2.55~2.75m

方位 ：N5'30'W 

特 徴：東山田一本杉遺跡m区の西部に位四し， S8255との新旧関係は不明。長棟構造で柱穴

の掘形は不定形だが，基本的には径0.6~0.7mの円形。隣接するS8256との距離は柱

心問でl.O-l.2m, S 8240とはl.5~l.65mである。

S 8255 

構造： 5問 (+a)X31111 (f.t舎部分5間 (+a)X2間に出 1間の束面廂が付属）南北棟

柱間：身舎部分桁行11.90(+a) m 柱間l.70~3.35m

梁行 6.20m 柱間3.00~3.20m

廂部分 桁行12.70(+a} m 柱間2.40~2.70m 

梁行l.80----l.89m 柱間l.80~J.89m

方位 ：N5'20'W 

特 徴：弥生時代中期～後期の甕棺慕 • 土墳萬群の真上に建てられた掘立柱建物で． 建物の東

側に廂を付属する構造をとる。 S8237と切り合っているが新旧関係は不明。柱穴の掘

形は不定形だが，基本的には円形もしくは隅丸方形であり，一辺（径） 0.5~0.6mを

測る。北側が現代の水路によって切られているため，全体的な規模の把握が困難だが．

身舎西側柱南北両端のそれぞれ2本の問隔がその他に比べ不均ーであることから，西

側南北両端部に出入口等の施設を有する 6間X31U]の片面廂の構造と思われる。

S B256 

構造 ：3間 (+a)X2間南北棟

柱間 ：桁行7.60m(+a) 柱間2.50~2.60m

梁行5.40m 柱問2.60~2.80m

方位： N3.00'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡m区の西部に位図する。建物の北側は近～現代の河川流路と瓜複し

ているため未掘であり，西側についても調去外のため全体的な規校や構造は不明で

あったが，隣接する西山田二本松遺跡B区の調査によ って身舎西側柱と思われる柱穴

4基が確認され，長棟構造をとることが判明した。

なお柱穴の掘形については円形で，径0.6m前後と均ー的である。
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2. 遺 構
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Fig. 71 S 8254掘立柱廷物跡 (1/80)
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東山田一本杉遺跡II区，ID区，西山田二本松遺跡B区

S B258 

構 造 ；5間（＋り X2間南北棟

柱間 ：桁行7.25m (+a) 柱1!02.00~2.JOm

梁行4.50m 柱問2.25m

方位 ：N4'40'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡Ill区の西部南端に位凶しており，建物の南側部分が本年度調査区外

に及んでいるため全体規模については不明だが，構造的には長棟構造と思われる。柱

穴の掘形は不定形で，径0.4~0.7mと不揃いである。

S B266 

構 造 ：5問X2 IHJ東西棟

柱間 ：桁行10.75m 柱問2.00~2.25m

梁行 5.30m 柱間2.40~2.90m

方位： N邸 30'E

特 徴 ：東山田一本杉遺跡Ill区中央部のやや怜i寄りに位四した長棟構造の建物で，本調迂区中

敢大の掘立柱建物跡であるS8237を切る。柱穴の掘形は隅丸方形及び円形で一辺（径）

I.Om前後とこの調査区内では大型である。柱根の固定方法については，1箇所のみ花

閾岩の根固め石を据える以外は，黒色土混ざりの貨色土をペースに．黒色土を間附と

して突き固めている。廃絶後は柱根が抜かれたと思われるが，その抜き跡には礫が混

じっている。このSB266は身舎北側柱の新旧関係より SB401からの建て苔えと思わ

れるが，この変遷時における変化としてとらえられるのは，SB401が小型の柱穴の堀

形であったのに対し，柱間は変わらないまま掘形の形状のみがSB237に類似する大型

で．隅丸方形及び円形の整ったものへと変わった点と，棟方位を2'10"東西方向に近づ

けた点であるが，そのことはSB237に対する意識の現れとも受け取れる。

S B372 

構造 ：5fa1X4間(+a) (身令部分5間X3間に，南側に Jill]の出廂が付属） 束西棟

柱問 ：身舎部分桁行12.SOm 柱間l.75~3. lSm 

梁行 5.95m 柱lllll.85~2.0Sm 

廂部分 桁行12.75m 柱間2.05~3.35m

梁行 2.05m 柱問2.00~2.0Srn

方位： N邸 OO'E
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2. 遺 構
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東山田一本杉遺跡II区・ m区西山田二本松遺跡B区
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Fig. 73 S 8256掘立柱建物跡 (1/80)
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東山田一本杉遺跡II区・Ill区西山田二本松遺跡B区

特徴 ：本調査区東側の，築地関連の2条の断続する溝状遺構によって囲まれた内側に立地す

る。南側に 1間の出廂を付屈するが，北側については不明なため，ここでは片面廂の

建物と仮定する。なお身舎雨側柱の西妥から棟方向と軸線を一にした 2本の円形の柱

穴が更に西方へ延びており ，外部施設の存在を窺わせる。柱穴の掘形は以舎東西側柱

については隅丸方形で一辺I.Omの整然とした平面形で，30cm前後の柱根径であるが，

身舎南側柱の東側から 2~4本については平面形が小型の円形もしくは不定形であ

り，作業の節略化とも受け取れる。また身舎南北側柱 ・廂南側柱の東西両端の柱問が

内側の3間に比ぺ0.6~1.3m広くなっていることから，付屈施設を意図した変則配列

の可能性がある。

S B373 

構造： 51:tJX 3問東西棟

柱間 ：桁行12.60m 柱間2.15~2.90m

梁行 7.35m 柱r&J2.25~2.70m 

方位 ：N86'20'E 

特 徴 ：2条の断続する溝状遺構の囲いの内側で， S8372の南側に身舎束内内血の軒面を揃え

て建つ。 SB3720)柱通りが身舎酎側柱・廂洵側柱とも東西両端の柱間が内側の3間に

比べて距離をとっているのに対し、この建物ではそのような配虚は見られない。柱穴

の掘形はSB372と同様一辺I.Om前後の隅丸方形で，柱根径も30cmと同じである。根

固め石は用いていないが．柱穴底部を段掘りにして柱根を据え．黒色土 ・黄色土混じ

りの焦色土・暗褐色土等を互府に敷さ込んで突き固めている。埋土中にはSB372同様

焼土粒を多く含むが、これは後世の浪入と思われる。

S 8398 

構造： 2問（＋り X (I問）

柱訓 ：桁行（梁行） 5.25m 柱IIU2.50~2. 75m 

方位 ：NSS'oo'E CN2・oo・wi 

特 徴：調査区の中央部に位骰するが，建物の北部分を現代の河川流路によって切られている

ため，確認できたのは南側の 3柱のみで全体構造に関しては不明である。ただし，河

川の北側においては柱穴が確認できなかったことから．仮に棟方位を東西方向にと っ

た湯合，紋大幅で梁行 2間の建物が考えられる。柱穴の掘形については0.70~0.90m

の円形を基本とした不定形で，平面形態からはS8237ゃSB266に類似している。柱

穴掘形の掘り込みは黄褐色土からで，底は礫観じ りの貿褐色土である。
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東山田一本杉遺跡IT区 ・Ill区，西山m二本松遺跡B区
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Pig. 77 S B373掘立柱建物跡 (1/80)
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2. 遺 構

S B401 

構造： 5間X 2flll 東西棟

柱間：桁行10.60(I0.84) m 柱間2.00~2.45m

梁行 4.75(5.20) m 柱間2.15~2.60m

方位： N86'20'E 

特徴：調査区中央部に位訟する長棟構造の建物で.S 8266はこの建物の建て咎えと思われ

る。柱穴の掘形は円形を基本とした不定形で．径は0.45~0.90mと不均ーである。

柱穴埋土は黒色土混じりの黄色土 ・黄色粘灯土等で．これらを互陪に重ねて突き固め

ており．その状況はS8266と類似している。また両桁行と両梁行が揃っていないため，

側柱の配四状況がいびつな平面形態となっている。

-e 面 R-A
 

ヽ

----~ ――-
13.00m 

。
2m 

Fig. 78 S 839暉立柱娃物跡 (J/80)

＜註＞

(I} 田平徳栄ほか 「久地井B遺跡」（「惣座遺跡J佐賀県教育委貝会） 1990 

(2)樋渡敏疎ほか f肥前国府跡 Jj(佐”県教行委H会） 1978 

樋渡敏暉ほか 「肥前国府跡[Jj(佐賀梨教育委只会） 1981 

(3) 田平徳栄 「惣座遺跡J(佐賀県教百委員会） 1990 

(4) 松本陸＆ 「束山田一本杉遺跡 ・西山田天神遺跡 ・西山田二本松遺跡 ・西山田三本松遺跡J(大和

町教育委R会） 1991 
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束山田一本杉遺跡[I区・lll区，西山田二本松遺跡B区

(2) 溝跡

本調査区においては33条の溝跡を確認しているが，これらは24条の築地に関連すると思われ

る溝状の遺楕と，掘立柱建物に施設として付属すると思われる 2条，及びその他の性格を有す

る7条に分類される。このうち特に東山田一本杉遺跡n区 ・Ill区において検出した築地関連遺

構と思われる24条については、2条の断続しながら並行する溝状遺構に収欽されるものである。

これらは調査区の西側から中央部にかけては東西方向に訂線的にそれぞれ6lm(北側），66m(南

側）走り，地区東側に至って一旦南方向へ28m(内側）， 31m(外側）下った後，東へ90iIT角に

曲がって21m(内側）、34m(外00)直進し．再度9か北側に折れて n」」状の空間を作り，24m

（内側），33m (外側）北上したところで潤在区外へ抜けている。全体的には「lJJの形状とな

るが，この2条の残存幅3.0~3.Smの間隙部分に築地が版築により築かれていたと思われる。

またこの断続する 2条の溝状遺椙は．不規則な断続状態や．規格性を見い出し難い二段掘りの

状況そして平底・ru」字状等統一性のない底面形態等々から，水を流すため，あるいは水を

張っておくためのいわゆる築地側溝的な役割を意図して掘削されたというよりは，むしろ築地

を築く際に採土目的で穿った土取り塚の名残と考えた方が自然である。この観点から SD157・ 

167等の，2列並行の連続体とは若干軸練を異にする濶状の遺構についても，後日に築地の補修

の目的で採土した跡と芳えたい。なおSK367 • 389については調査時には土墳として登録して

いるが，これらも土取り塙と判断される。

ただしS8372 • 373の束側を巡るSD374・375については，新面形状が明らかに溝状を呈し

ていることから築地側溝として機能していたものか，あるいは築地がSK386, S D390に挟ま

れる位四で終了し，替わってこれに接する形で居館に取り付く進入道路が敷かれていたと仮定

した場合．その道路側溝として機能していたことも考虞に入れておく必要がある。

なお掘立柱建物跡の段で述ぺたように，昭和6笈Fの大和町教百委員会の調査においてはその

継続部分が確認されていないため，一連の施設の北側地区外への展開は不明である。この築地

遺構に伴う溝状遺構の掘削 ・機能時期については，遺物から判断する限り 8世紀前半から後半

の時期に収まると見られ＇これによって区画された中に 立地するS8372・373の機能時期と合

致する。

またSD374からは f定側松印（定側私印）」，fti¥ (宮，官？）」の2点の刻印土器が出土して

おり，そのことがこの2棟の掘立柱建物と築地関連の溝状遺構の組み合わせに官街関連造構と

いう重要性を付加している。

なお周辺遺跡における築地遺構の類例としては，昭和59年 (1984)に大和町教育委員会が住

宅団地建設に伴い閃査を行った北原宝満遺跡＂ ）の例がある。これは東西方向に54m,南北方向に

13mの「LJ字状に屈曲する 2条の溝状の遺構と，溝間4.Smの間隙1こ版築された築地の基部が

確認されている。この例では北側（外測）の溝跡は 1本の側溝状であるのに対し，南側（内側）
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2. 遺 構

は本遺跡と同様の断続する短い溝の集合体であり．更に版築の内側に後世の築地で見られる犬

走りに似た通路が設けられている。この築地遺構は位i料関係から方 l町と推定される国分尼寺

の北東角の築地に相当すると思われる。また特に南側の溝状遺構を中心に合計41点もの娯む土

器が出土しており，8世紀中頃から後半にかけての国分尼寺周辺の様相を窺い知ることができ

る。

掘立柱建物跡に付屈すると思われる溝跡としてはSD363・364があげられるが．この2条の

溝はSB373の建物側面から南西方向に平行して流れ出る斜行溝で．雨落ち水．あるいは下水を

築地の方へと尊く排水溝的施設の可能性も考えられるが．機能時期も含めての確証が得られな

かった。

S D164・303・310・325の4条は，潤査区中央部北側から酎側にかけて位訟しており．北西

から術束へと流れる斜行溝である。これらの溝跡は全体の形状及び幅Rが一定していないこと

もあって．小河川の流路の可能性も依然として残るが，日部の掘り込みが明らかな部分もあり．

また埋土中に多屈の逍物を包含していることもあって，ここでは遺構として取り扱った。なお

S D164については恐らく SD303・3l0と同一溝と思われる。

これらの溝跡の時期については．例えばSD164はS0158を切っていることから．これら一

連の築地関連遺構よりも新しい時期．つまり 9世紀前半から中ばiに摂能していた溝と判断され

る。この時期には先述のSB372・373は既に廃棄されていたと思われるため, S 8237・266等

の第2• 第3• 第4のグループとの関連性 ・先後閥係が問題として残る。

以上，東山田一本杉遺跡11区 ・Ill区における溝跡の様相を概括したが．隣接する西山田二本

松 B区においても調査区の西側部分で2条の溝跡を検出しているため．その概略を付記す

る。

まずSD017は埋没した丘陵の舷辺部から南方向の谷部内へ向かって斜行している。遺物から

8世紀後半代の遺構と判断されるが，同時期に機能していたと思われる築地関連遺構との関係

及びその性格については不明である。

S 002lはやはり埋没した丘陵の蘇辺部にあって，調な区を束西に分断しながら直綜的に南下

する断面形態が「U」字状の溝跡である。この溝については嘉瀬Ill東船の久池井B遺跡Ill区(2)で

検出されているSD713・753と平面形態，断面形態．しつかりした掘り込み及び溝底部が僅か

に北裔南低である点等が類似しており．これらと同一の性格であるならば．方］町 (IOSm)の

区画溝1こ相当する可能性が大きいが，今回の調査においては区画の主体及び全体規模の両方と

も把握することができなかった。調査区の南北に隣接する地域での今後の調査の進展に期待し

たい．
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束山田一本杉遺跡n区 ・Ill区．西山田二本松遺跡13区

S 0021 

。
60m 

a
 

"・'如......―― b ― c
 

上一 d ... ..,. 

雪二召＿ 二琴

e
 

, .... 
f
 

"・"・ 

三 13

~ 
。

Im 

g-1 

J "-- 2 
一

拉 B391'-<-g~

ll.lOm g.z ,,.,. 

。
2m 

~ 
I. 黒色土
2. 黒褐色土
3. 昂灰褐色土
4. m色砂n土
5. 黒褐色砂打土
6. 褐色土

7. 茶褐色土
8. 暗茶褐色土
9. 貨色土混熟色土
10. 黄砂況糾色土
II. 褐色砂灯土
12. 灰褐色土

13. 灰褐色砂灯土
14. 橙視暗褐色土
15. 黄褐色土批

町茶褐色砂質土
16. 黄褐色土混

茶褐色砂質土

Fig. 79 溝跡位屈図及びセクション図
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2. 遺構

S 0157 

規佼：長さ3.70(+a) mX幅n1.1omx深さ (I段目） O.llm: (2段目〉 0.28m

方位 ：N89'00°E 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡ll区・UI区の中央部北側に位謹する東西洲。溝の中軸線がSD167の

それと政なるため，この2条は共に築地に関連する遺構（築地補修のための土取り坑）

と思われる。溝の両端邪は丸味をもっており ，南側は二段掘りである。

S 0158 

規佼 ：長さ15.50(+a) mX幅貝1.60mX深さ0.13~0.70m 

方位 ：N8T40'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡n区 ・Ill区の中央部北側に位設する東西溝。 4回の掘り替え，もし

くは4条の短い溝の連続体。束側はS0314に連続すると思われる。中央部をSD164, 

東部をSD0341こそれぞれ切られる。

S 0159 

規揆：長さ3.60mX幅只l.15mX深さ (I段目） 0.09m: (2段1:1)0.62m 

)5 位 ：N86'00'W 

特 徽 ：東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区の中央部北側に位以する東西溝。中央部西側は二段掘り

もしくは掘り直しと思われる。これより北側部分の溝状遺構が途絶えるため，二列並

行ではなくなるが．構造的には南北溝のSD:l:llへと継続するものと思われる。

S 0160 

規楔 ：長さ8.90mX幅員1.67mX深さ (1段目） 0.46m: (2段目） 0.72m 

方位 ：N89'40'W 

特徴 ；束山田一本杉遺跡fl区・Ill区の中央部北側に位餃する束西溝。中央部西側は二段掘り

で．底部分には礫（径 I~3cm)の集中が見られる。中央部東側をSD164に．そして

西側をSK162 (平安時代後半期：土坑）から切られる。

S 0164 

規模 ；長さ9.50(+ a) mX幅Al.35mX深さ0.25m

方位 ：N15•3o•w 

特 徴：東山田一本杉遺跡11区・lll区の中央部北側に位訟し，東南東に流れる斜行溝。掘り込

み面は礫混じりの貿褐色土。築地関連の溝状遺構を切る。
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東山田一本杉遺跡n区・Ill区．西山田二本松遺跡B区

S D167 

規校：長さ4.30(+a) mX幅且1.05mX深さ0.23m

方位：N71'30'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡n区・Ill区の中央部北側に位骰する東西溝。掘り込み面は礫混じり

の昭黄褐色土である。中軸線がSD157と合致していることから，共に築地修復時の土

砂採取坑と思われる。

S D170 

規校 ：長さ3.75mX幅只1.15mX深さ0.70m

方位 ：N86'00'W 

特徴：東山田一本杉遺跡Tl区・Ill区の中央部北側に位囮する東西溝。東側のSD158との間隔

が，北溝のSD160・184との間隔と対を成す。

S D175 

規模 ：長さ9.25(+a) mX幅釦.50mX深さ0.66m

方位 ：N8i30'W 

特 徴：束山田一本杉遺跡Tl区 ・Ill区の中央部北側に位四する東西溝。 2列並行の南溝につい

ては，西側の調査区境に南溝の中軸線の延長線上にのるS0183を検出しているが，築

地関連遺構であることの確証が得られないため．この溝が確認できた殻も西側のもの

となる。東側部分をS0355 (平安時代後半期）から切られる。

S 0178 

規模；長さ7.00(+a) mX幅只1.25mX深さ (I段目） 0.50m: (2段目） 0.93m 

方位： N88'00'W 

特 徴：東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区の中央部北側に位骰する東西溝。埋土は褐色土 ・黒褐色

土 ・焦色土等である。 2列並行の北列のうち最も北西に位四しており．この延長に乗

る洞状遺構はその後の大和町教行委目会の調査においても確認されていない。東側は

大きな二段掘りで．洞そのものを掘削し直したような状況である。

S 0184 

規模 ；長さ3.60(+a) mX福且l.20mX深さ0.61m

方位： N87"30'W 

特 徴：東山田一本杉遺跡n区 ・Ill区の中央部北側に位屈する東西溝。
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S D303 

規模 ：長さ33.30(+a) mX幅ftO.76~2.20m X深さ0.47m

方位 ：N 15'00'~36°00'W 

2. 辺 構

特 徴 ：東山田一本杉遺跡11区・Ill区の中央部から南側にかけて南南東方向に虹流する斜行溝。

幅Uが一定せず、溝底部の形状も平底 ・緩やかなU字状 ・陪段状等に変化しているこ

とから，自然流路の集合体の可能性もあるが，壁の立ち上がりが明確であり，多派の

遺物を包含することからここでは溝状遺構として取り扱った。SD164と同一溝の可能

性がある。 SD310 (平安時代前半期）に切られる。

S D310 

規模 ：長さ6.30(+a) mX幅且l.40mX深さ0.20m 

方位 ：N36・oo'w 

特徴：東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区の中央部に位似しており ．南南東方向に向かう斜行溝．

褐色土から掘り込んでおり，埋土は灰褐色砂只土，焦色砂買土である。主軸方位から

S D310の南南東に位四するSD309に連続することも考えられる。

S 0314 

規校 ；長さ4.05mX幅貝l.80mX深さ (I段目） 0.10m: (2段目） 0.67m 

方位 ：N89'00'W 

特徴 ；東山田一本杉遺跡n区 ・Ill区の東部北側に位四する東西溝。掘り込みは黄褐色土。溝

底部は「U」字状で．溝の北側半分は二段掘りの状態。築地部分のコーナーに相当。

S 0315 

規揆 ：長さ4.95mX幅A!.60mx深さ (I段目） O.!Om: (2段目） 0.90m 

方位 ：N0'20'E 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡11区 ・Ill区の東部北側に位収する南北溝。掘り込みは黄褐色土。埋

土は黒褐色土。溝底部は凹凸が激しい。北阿部分は二段掘を呈する。

S D316 

規模 ：長さ4.80(+a) mX福且l.60mX深さ0.53m

方位 ：N2°40'W 

特徴 ：東山田一本杉遺跡川区 ・Ill区の東部に位設する南北溝。掘り込みは黄褐色土から。庇

部は平庭に近い「U」字状。 5D315より連続しており，居住域の外側を巡る。
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東山田一本杉遺跡11区 .Ill区．西山田二本松遺跡B区

S 0325 

規模 ：長さ22.60(+≪) mX幅貝0.65~2.00mX深さ0.50m

方位 ：N2'30'E~26'00'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡n区 ・Ill区の中央部に位磁しており ，南南束方向に向かう斜行溝。

灰褐色砂買土から’掘り込む。流れはまずS0034に沿って南流した後．南南東に向きを

変えており．断面形状も妓初は綬やかなV字状であったものが次第に明瞭なV字状ヘ

と変化する。この溝はおそらくはS0303・310と同種と思われる。

S 0327 

規模 ：長さ4.50mX幅AL20mX深さ0,70m

方位 ：N84'30'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡u区 ・Ill区の東部雨側に位収する東西溝。掘り込みを褐色土から行

ぃ，埋土は褐色土 .A¥色土等。居住域の区画部分の南洒コーナーの外溝に当たる。

S 0328 

規模 ：長さ4.85mX幅只l,40mX深さ (I段目） 0.20m: (2段目） 0.60m 

方位 ：N2'20'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡[I区 ・Ill区の東部南側に位匹する附北溝。黄褐色土から掘り込み，

礫謀じりの黄褐色砂灯土に至る。埋土は褐色土・謀褐色土である。中央部は二段掘り。

居住域の南西コーナーの内溝に該当し，雨束側面でSD350と直交する。

S 0331 

規模 ：長さ5.00mX幅貝0.90mx深さ0.17m

方位 ：N3'20'W 

特 徴 ： 束山田一本杉遺跡11 区 • Ill区の束部北側に位誼する南北溝。黄褐色土から掘り込む。

S 0315と相対する位既にあり．居住域を区画する築地の内溝に担当するが，これより

北側への展開は確認できない。

S 0342 

規模 ：長さ9.90mX幅印，65mX深さ (I段目） 0.35m: (2段目） 0.73m 

方位 ：N0°40'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡11区 ・IU区の東部中央に位硲する南北溝。貿褐色土から掘り込む。

北側部分は二段掘り。 S0341 (平安時代後期以降 ：溝状遺構）に切られる。
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S 0343 

規模 ：長さ4.70mX幅fil.25mX深さ (I段目） 0.37m: (2段目） 0.52m 

方位 ：N3'40'W 

2. 遺 構

特 徴 ：束山田一本杉遺跡ll区 ・Ill区の東部雨側に位四する肉北溝。底部は平らで，南側は二

段掘り。居住域の南西コーナーに相当し， S0328と相対する。これより南側では衛北

方向に主軸を向ける溝は検出できず，束へ折れたところで東西溝であるS0327が始ま

る。北西部をS0352 (平安時代後半期以降：溝状遺構）に切られる。

S 0345 

規校 ：長さ 1.80mX幅貝0.70mX深さ0.85m

方位： NJ9"20'W 

特 徴：東山田一本杉遺跡u区 ・Ill区の東部北側に位凶する南北溝。黄褐色土からの掘り込み

で埋土は暗褐色砂質土。元来南側に接する SD346と同一のものと思われる。

S D346 

規揆：長さ 10.95mX幅貝!.!OmX深さ (l段目） 0.28m; (2段目） 0.39m 

方位： N5"20'W 

特 徴；東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区の東部中央に位ばする南北溝。黄褐色土からの掘り込み

で埋土は褐色砂灯土。隅丸方形を旦し南半部は二段掘り。断面形状は逆台形。

S D347 

規模：長さ4.60mX幅貝l.35mX深さ0.42m

方位： NO"OO'EW 

特 徴：束山田一本杉遺跡n区 ・Ill区の東部中央に位囮する南北溝。貨褐色土からの掘り込み

で，黄褐色砂質土に至る。平面形態は隅丸方形を基本とする不定形。

S D350 

規模：長さ3.35mX幅貝1.53mX深さ (I段目） 0.18m: (2段目） 0.51m 

方位： N82'20'W 

特 徴；東山田一本杉遺跡n区 ,lfl区の東部附債に位四する東西溝。底部は平坦。西側は二段

掘りで．断面形状は逆台形。 S0328とほぽ直交しており．居住域の内側溝列の南西コー

ナーに相当。
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東山田一本杉辺跡n区・Ill区．西山田二本松遺跡B区

S 0363 

規模 ：長さ (5.30+≪)rnX幅Q0.35mX深さ0.12m

方位 ：N69'00'E 

特 徴 ：東1.l11Il一本杉遺跡II区・Ill区の東部中央に位四しており ，S8373の内邪から外部へ向

かう斜行溝。黄褐色土からの掘り込み。 S8373からの排水施設か。

S 0364 

規捩 ：長さ (5.20+a) mX幅J;l.0.55mX深さ（ ）段目） 0.05m: (2段目） 0.20m 

方位 ：N72゚20'E

特 徴 ：東山田一本杉遠跡II区・Ill区の東部中央に位収しており,S B373の身舎雨側柱列の西

側から 2本目を起点とし， J本目をかすめながら断続して西流する斜行溝。黄褐色土

からの掘り込み。柱穴掘形を切る。 SD363とは平行して流れている。

S 0366 

規梃：長さ4.50mX幅只l.80mX深さ0.58m

方位 ：NSO'OO'W 

持徴 ：東山田一本杉遺跡FL区 ・Ill区の東部南側に位収する東西溝。底部は平坦。平面形態は

東側が若干幅の広い隅丸方形で．しつかりした掘り込みを行っている。この溝から東

側の一群については平面形態や主軸方位等の上で規則性が見い出し雉い。

S 0374 

規楳 ：長さ (21.00+a) m x幅A3.20mX深さ0.43m

方位 ：N4"30'W 

特 徴 ：東山田一本杉追跡n区 ・Ill区の束端部に位骰する附北溝。熱色土からの掘り込みは明

確で黄褐色砂灯土に至る。埋土は褐色土 ・焦褐色土の水平堆積で，底部は緩やかな凹

凸を持つ。瀾究区の東端邪中央が終点と思われるが，起点は調社区の北外にあるため

溝の全長については不明。 SB372・373の東側を区画する溝状遵構である。

S 0375 

規揆 ：長さ (18.20+a) m X幅.U0.70mX深さ (l段El)0. IOm : (2段目） 0.14m 

方位 ：N3'00'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡11区・Ill区の最東端部に位収し，SD374とほぽ平行する南北溝。黒

褐色粘質土からの掘り込みで，東側が二段掘りを呈する。 SD374と同じく潤査区の束
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端部中央が終点と思われるが，起点は調査区の北外にあるため，洞の全長については

不明。 S0374と対を成し， S8372・373の束外側を区画する。 S0374との関係から

築地関巡遺構と逍路側洲の両方を考磁する必要がある。

S D390 

規校：長さ4.80mX幅且1.72mX深さ0.25m

方位 ：N80'20W 

特 徴 ；束山田一本杉遺跡U区・Ill区の南束コーナ一部に位fijしており ，S0374の延長線上に

あたる。性格的にはSD350へとつながる束洒洞である。淡褐色粘灯混砂土（粗い砂粒）

からの掘り込みで．底部に至る。平面形態は不定形だが，基本的には関丸方形で，中

央部に最大幅且が存在し．西から束へ緩やかに傾斜している。

S 0017 

規侠：長さ (8.50+a)mX幅flJ.IOm X深さ (I段目） 0.33m: (2段目） 0.50m 

方位： NTOO'W 

特徴：西山田二本松遺跡B区の北西部に位四する南北溝。北側の壁体は忍角度で堀り込

まれており ，底部は二段掘りを呈する。南側は緩やかな谷部を下って行くため．やが

て傾斜の中に梢失してしまう。溝の断面形態は 「U」字状。

S 0021 

規模；長さ (56.50+a) m X幅員0.80mX深さ0.30m

方 位 ：N3゚20'W

特 徴 ：西山田二本松遺跡B区の西端部に位収する南北溝。閾査区を東西に分断して，北から

南へ訂線的に延びる。始点 ・終点とも調査区外にあるため，その全体規模は把握でき

ないが，久池井B遣跡で確認されているSD713・753のように，ガー町の区画溝となっ

て巡る可能性もある。

＜註＞

(l)谷澤仁 「肥前国府域閑辺の~l'J土器について 1 」 er佐双屯古J 第 1 号 佐行考古談話会） 1994 

(2) 田平徳栄ほか 「久地井B遺跡J(「惣座遺跡J佐灯只教育委只会） 1990 
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束山田一本杉遺跡11区・Ill区．西山田二本松遺跡B区

(3) 井戸跡

井戸跡については東山田一本杉遺跡Ill区の中央部南側で 1基検出している。埋土最下部出土

の土師器片から判断すると． 9世紀中頃から後半にかけて機能していたと思われ｀位四関係か

らSB266 (401) に伴う可能性が高い。本潤査区における井戸跡はほかに平安時代後半期以降

の2基があるが，例えば久池井B遺跡で見られるように．複数の井戸が一定地域に集中してい

て．長期間にわたる井戸掘削のための土地利用の形態とは異なるようである。

E
O
O
.
C
-

Fig. 80 

。
2m 

13.00m 

S E290井戸跡 (J/40)

S E290 

規

方

特

模 ：長軸1.15mX短軸l.05mX深さ 1.39m

位 ：NSO"OO'E 

徴 ：東山田一本杉遺跡Ill区の中央部南寄りに位屈している。掘り込みが黄褐色砂烈土（粗

い砂粒）にまで達しており，埋土は灰褐色砂質土である。この井戸跡は平面形態が円形で底が

平坦な素掘りの小規模なものであり．果たしてこれ 1基で飲料水がまかなえていたのか疑問が

残るが．本潤査区においては同時期の井戸と思われる遺構はこれ以外には検出されていない。

S B284 (弥生時代：竪穴住居跡） を切っている。
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2. 遺 構

(4)土墳

土塙については17基を検出した。このうち調究区東部の南側に所在する SK367・386・389に

関しては溝状遺構の項で述べたように，土壊というよりもむしろ築地関連遺構と見るべきであ

る。この 3例を除けば．東山田一本杉遺跡11区 ・Ill区の中央部にほぼ集中する傾向にある。

SK 162 

規模；長軸3.!0mx短軸J.80mX深さ0.27m

方位 ：N6'20'W 

特 徴：東山田一本杉遺跡n区 ・Ill区の北側中央部に位収しており．東から西に向かって隅丸

方形の撥形に広がっている。底面はほぽ平らで, S 0160頃t地関連遺構）を切ってい

る．

S K186 

規模 ：長軸2.43mX短軸0.90mX深さ (I段目） 0.28m: (2段目） 0.55m 

方位： N50'30'E 

特徴 ；束山田一本杉逍跡11区 ・Ill区の中央部北寄り に位四しており，東半部は隅丸方形，西

半邪は二段掘りで長円形に近い不定形を呈する。 北倶1の撲面は比較的緩やかに．そし

て酎側の壁面はやや急に立ち上がる。

S K242 

規模：長軸2.50mX短軸l.90mX深さ0.46m

方位 ：N69'30'E 

特徴 ：束山田一本杉遺跡n区・m区の中央部に位図している。掘り込みは貨褐色土からで．

埋土は黒色土 ・黒褐色土 ・灰褐色砂灯土である。平面形態は円形を基本とした不定形

で，北側壁面がオーパーハングしており，庭面はほぼ平底である。 SB237(平安時代

前半期 ：掘立柱建物跡）の身舎北側柱及びS8238 • 260 (弥生時代 ：竪穴住居跡）を

切っている。

S K250 

規棋：長軸4.03mX短軸l.75mX深さ0.65m

方位 ：Ni2'30'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡u区・lU区の中央部南側に位憤している。掘り込み面は褐色土で．

礫況じりの貨褐色土に達している。平面形態は長円形を基本とする不定形であり．
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東山田一本杉遺防II区・ m区，西山田二本松遺跡B区

底面はほぼ平らな状態である。壁面は綬やかに立ち上がるが．実際は直立していたも

のがl≫l落して現況の状態になったと思われる。

S K285 

規校：長軸I.OOmX短軸0.80mX深さ0.50m

方位： N70"20'E 

特 徴：東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区の中央部に位凶している。平面形態は円形に近い長円形

で．掘り込みはしっかりしている。埋土内から土師器の杯蓋・杯身等を多く検出した。

S B281 (弥生時代；竪穴住居跡）を切る。 S8266 (401: 平安時代前半期；掘立柱建

物跡）の東北隅（鬼門）にあたることから．地鎮の際に使用した物を埋納した祭祀迫

構の可能性もある。

S K286 

規校 ：長軸0.58mX短軸0.52mX深さ0.51m

方位： N68'00'E 

特徴 ： 東山田一本杉遺跡n区 ・ Ill区の中央部に位!~する。平面形態はほぼ円形である。掘り

込みは褐色土からで，底部は貨褐色土に達している。

S K304 

規捩：長軸1.15mX短軸1.20mX深さ0.75m

方位： N79'40'E 

特 徴：東山田一本杉遺跡u区 ・Ill区の東部南端に位位しており，平面形態は不定形。北側竪

面は緩やかな立ち上がりを見せ，南側 ・束側は痕跡を止めるのみである。褐色土から

批り込んでおり，底部は黄褐色砂灯土に達する。埋土は淡褐色砂質土及び灰褐色砂質

土である。底面は平坦ではなく，東側へ行くに従って深くなる。 S8302(弥生時代 ：

竪穴住居跡）を切る。

S K307 

規模 ：長軸l.90mX短軸1.65mX深さ0.50m

方位 ：N83゚OO'E:

特徴 ：東山田一本杉遺跡II区・m区の中央部束寄りに位欧する．褐色土から掘り込んでおり，

黄褐色砂灯土に達する。埋土は焦色土である。平面形態はほぼ長円形で，北側は二段

掲りを呈する。庭部は平坦ではなく，東OOへ深くなっている。
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Fig. 81 S K l86 · 242 · 250 • 286 • 304 • 307・308土墳 (1/60)
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東山田一本杉遺跡lJ区・Ill区．西山m二本松遺跡B区

S K308 

規模：長軸1.31mX短軸0.90mX深さ0.34m

方位 ：N49'00'W 

特 徴 ：東山田一本杉遺跡FL区・Ill区の中央部東側に位図している。掘り込みは褐色土からで．

貿褐色土に達する。埋土は淡褐色砂灯土である。平面形態はほぼ快円形で．墜の立ち

上がりはどの面も比較的急である。 S8291 (弥生時代 ：竪穴住居跡）を切っている。

S K332 

規 校： 長軸2.20mX短軸1.45mX深さ0.47m

方位 ：Ns6・oo'E 

特徴 ：東山旧一本杉遺跡n区・Ill区の東部中央に位図する。貿褐色土から掘り込まれており，

礫混じりの黄褐色土に達している。平面形態は不定形で，底面は平坦ではなく ，南側

ほど深い。 S0346 (奈良時代 ：築地関連遺構） に切られる。

S K333 

規棋 ：艮軸0.97mX短軸0.93mX深さ0.82,n

方位 ：N62'20'E 

特 徴 ：東山田一本杉道跡n区 ・Ill区の東部北側に位訊する。揺り込みは黄褐色土からで，底

部は貨褐色砂灯土である。また埋土中には焼土粒 ・炭化物が多拭に含まれる。北側墜

体の立ち上がりは急であるのに対し｀南側は緩やか。 平面形態は円形で柱穴状を旦し

ており，S8372 (奈良時代 ：築地関連遺構に囲まれた掘立柱建物跡）の南側伐舎1111柱

の主軸の延長線上に位脱するため，S8372関連施設の下部構造の可能性がある。

S K367 

規模 ：長軸4,73mX短軸2.90mX深さ0.52m

方位 ：NSが30'E

特徴 ：束山田一本杉遺跡n区 ・Ill区の東部南端に位訊する。黒色土から掘り込まれており ，

底部も焦色土である。埋土は灰褐色砂汀土及び糾色土である。平面形想は不定形で，

送面は平坦ではなく ．東に向かって深くなる。壁体の立ち上がりは北側については急

で，束凸1剖血は紐やかである。全体的に崩れてはいるものの，築地関連遺構の一部（外

溝）の可能性が？ぶい。
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2. 遺 構

S K332 S K386 

A
 

e
g.C-

S K333 

I S K367 

-Q-

> 13 .00m

12.00m 

A
 

12.00n, 雪 14.00m

I. 黙灰色褐色土
2. 凩褐色土 0 2m 
3. 黒褐色粘質土 "'''' ' 
4. 暗褐色粘賓土

Fig. 82 S K 332 · 333·367 ・紐6·389•002土填 (1/60)
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束山田一本杉遺跡II区・Ill区，西山田二本松遺跡B区

S K386 

規模 ：長軸3.lSmX短軸2.2QmX深さ0.34m

方位 ：N80'20'W 

特 徴 ；束山田一本杉遺跡II区・Ill区の東側雨沿， SK367の東側に隣接する。掘り込みは黒褐

色砂灯土（粗い砂粒）からで，底部も黒褐色砂質土である。埋土は灰褐色砂灯土であ

る。平面形態は隅丸方形で幅は西側が狭く ．東側にいくほど広くなっており，底面に

ついては西側が浅く東側が深くなっている。SK367と連続していた築地関連遺構と考

えられる。

S K389 

規楔；長軸3.10mX短軸1.52mX深さ0.14m

方位 ：N7がOO'W

特徴 ；束山田一本杉遺跡ll区・Ill区の束部やや南側の， SD374とSD390 (いずれも築地関

連遺構）の中間に位設する。掘り込み面は黒褐色砂灯土及び淡褐色粘門砂土（いずれ

も粗い砂粒）で，埋土は黒色土である。また底面は平坦である。平面形態については

西半部が隅丸方形，束半部が長円形で．他の築地関連遺構のような溝状の形態ではな

いため．調査時には土塙として取り扱ったが,S D374及びSD:390との位四閲係から，

築地関連追構の一部として再考している。

S K002 

規模 ；長軸l.95mX短軸1.88mX深さ0.76m

方位 ：N79"00'E 

特徴 ；西山田二本松遺跡B区の東部中央に位直する。平而形梱は方形で，各壁とも甜鉢状の

傾斜角度で立ち上がっている。 SB以0・256の西偶に隣接しており．関連して機能し

ていたと考えられる。

S KOil 

規揆：長軸2.00mX短軸l.80mX深さ0.22m

方位： NIが30'E

特 徴 ：西山田二本松遺跡B区の南端部に位囮する。平面形態は不定形で，梱鉢状の掘り込み

を有する土墳の集合体か。南側の掘形は明確だが，北側は削平を受けているため痕跡

のみ残る。 S0012 (弥生時代：溝跡）を切る。
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S KOJ9 

規模 ：長軸2.45mX短軸1.43mX深さ0.6lm

方 位 ：NS'OO'E 

特 徴 ：西山田二本松遺跡B区の酎西端部に位訟する。平面形態は長円形で，梱鉢状の掘り込

みを有する大小4基の土塙の集合体と見ることができる。床面は平坦ではなく 北如程

深くなっている。

S K285 

ィ

三 13.00m

゜
Jm 

Fig. 83 S K 285遺物出土状態 (1/40)
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東山田一本杉遺跡Jl区 ・Ill区，匹山田二本松道跡B区

＝二ニ忘1
14.00m 

‘一a -

。
2rn 

Fig. 84 S KOil• 019土墳 (1/60)
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2. 遺 構

3 平安時代後半から中世にかけての遺構

(l) 遺構の概要

東山田一本杉遺跡の平安時代後半

～中世の遠構と見られるのは，出土追

物等から溝跡10条，井戸跡5基，土塙

43基土墳廷2基などである。

こうした遺構のほとんどが平安時代

後半 (12i也紀中頃）から鎌倉時代 (14

世紀前半）にかけてのものである。こ

の時期の遺構は，発掘調査区の北側に

東西方向に屈折して住居地域を区画す

るような洞 (S0335)が延びており，

井戸跡はこの溝の中央）箱側に 1某，西

側に 2基，東側に 1基存在する。土壻

は井戸防が確認された周辺を主に，ま

た土墳甚は，調査区の両側から一基づ

つ検出した。

この他，調宜区域内には多くの柱穴

があり ．当然当該期の建物が在ったと

見られるが，特定できなかった。

つぎに至町時代の遺構はSE245, S 

D 329, 335, S K 069などかある。発掘

閲査区北側の屈折溝は引き続き存続し

たと見られ，この区画溝 (S0335)の

南側から井戸跡 1基を検出した。

このように，平安時代後半～中世の

遺構は上面が削平されている事もあり

少なく，集落の全体像をつかむには程

遠い状況であったが，肥前国府に近い

立地と，石組みの井戸や斉磁椀の副葬

品を持つ土墳墓の所在から．有力者の

民敷等の所在が芳えられる。

｀ ＇ S D33-0 O SDお4

S 0351今 —--一
S D310 
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゜S K03 
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g゚ S Dl7 
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SK20 
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Fig. 85 平安時代後半～中世の遺構杞四屈
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東山田一本杉遺跡0区・Ill区．西山田二本松遺跡B区

(2) 溝跡

溝跡は発掘調究区から16条検出したが．同一迫構と見られる溝があり，集約すると10条の溝

を検出したこととなる。この内SD335溝は， SD185, 187, 033溝と同じ溝の延長と見られ．

束西方向に延びるが．途中でほぼ直角に屈折する。溝の幅は3.5~L2m,深さ0.85~0.3m,長

さ85mで溝の断面は逆台形状である。溝内からは，平安時代後半から哀町時代の土器，陶磁器

類が多く出土しており，平安時代後半から室町時代にかけての長い使用が考えられる．またS

D187の南Smに束西に廷びるSD227, 及び調迂区西側のS017,61についてもほぼ平行か直

角に延びており， SD335溝と関連ある遺構の可能性がある。

つぎにSD309, 310とSD351, 354については，同一遺構と見られI.Smの間隔にてN-W28'

~23・の方向に延びているが．いづれも残存状態が恋＜溝の詳細はわからない。

このように．溝の全体の区画が不明であるため溝の性格付けについては明らかでないが，前

者については屋敷の区画溝の一つと考えることができる。

S 0335 

三三ニニ胃
- - ~ 

S 0187 

~ 
｀
 

~ 号希ふ

S

三 .d3.Sm 

S 0310 
-_. 

S 0351 S 0061 

這~13.0m~込—__L::E.寄品

S017 (W) 

室
13.0m 

S 017 (S) 

゜
2m 

一 om

Fig. So 溝跡断而図
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2. 遺 構

(3) 井戸跡

調査区の中央にSE245, 246が．西側にSEOOl, 038が．東側にSE37lの5基が所在する。

S E2451.t, 円形の石積井戸である。井戸の掘り方は長さ3.4m,幅2.7m,の楕円形で掘り方の

やや西奇りに40~15onの自然石（花闘岩）を主に一部割石を用い．上而の径1.35m,下端の径

0.55m, 深さ2.15mの上面が広くなる逆円雌台形状に石積みを行なっている。内部から14世紀

代の土師器小皿．龍泉窯系冑磁椀．土鍋が出土した。

｀ 

1
3
.

5
m
 

13.5m 

。
2m 

Fig. 87 S E245井戸跡実測図
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

S E246, 371, 01, 38は．いずれも円形の紫掘

りの井戸で，径2.18~1.65m, 深さ2.0~l.35mで

ある。井戸の断面は．逆円錐台形状となるもの(S

E371, 38), ほぼ円柱状となるもの(SEOI), 攪

面が壊れて中筋らみとなるもの (SE246)があ

る。 SE246, O祁は周囲に柱穴状の穴が5~6箇

所あり上屋があった可能性も見られる。内部から

12世紀後葉から13世紀前葉にかけての土師器杯，

瓦器椀，冑磁椀などが出土した。

こうした井戸は，深さが2.15~I.35mと浅く閾

査時点では水がしみ出す程度であるが，床面は砂

質肘となっており 当時は湧水があったものと見ら

れる。

S E246 

ー`、口

，ロ

，
 ,ヽ

‘ 

◎ 

S E371 

S EOI 

。
2m 

Fig. 88 井戸跡実潟図
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2. 遺構

(4) 土墳

平安時代後半から中世の土壊として取り扱ったの

は43基である。この中には出土遺物が少なく時期の

判新が不明確な土塙もあるが，埋土の状況等からこ

の時期のものと判断した。土墳の分布状況は調査区

の東側SE371の周囲．調査区の中央SE245の東側

S K317 

-=s 13.5m 

SK344 

◎
 

雪ミ ニ 5m

至ここ ニ 13.5m

S KOJ 

13.0m 

。
2m 

Fig. 89 土塙実測図
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区
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F'ig. 90 土壇実演図
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SK277 SK191 

一羞忍

至二二巫m~ ー三 m

2. 遺 構

·~~ 〉――:0-声 左
.13.0,;n 

=ff--;;::_ F ―宕:Om 

13.0m 
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-R--
ニエニニロ

12.7m 
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13.0m 

S K271・270

三 7
 

室
二↓
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Fig. 91 土墳災測図 。
2m 
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東山田一本杉遺跡Tl 区 • ITT区 西 山 田二本松遺跡B区

に主に分布するが囮去区の西側にも散在する。こうした土墳としたものの平面の形はさまざま

なものがあるが，大きく方形，翫丸長方形，円形，楕円形，不定形がある。

方形の土壌はSK268, 317, 344, 03, 20の5基がある。大きさは長さ2.95~1.54m, 深さ

1.5~0. 18mである。 SK317, 344には土墳内に4ヵ所. 6ヵ所の柱穴状の穴があり．竪穴の可

能性もある．

隅丸長方形の土壕はSK 193, 226, 318, 62など9基がある。この中で仕も小さいSKJ93は

長さ1.26m,幅0.7m,深さ0.36mで中央に穴が一ヶ所見られることから柱穴になることも考え

られる。最も大きいSK062は長さ5.55m,幅2.2m,深さ0.36mで西間の幅が広くなる。この

他の土填は長さ3.2~1.8m,幅J.7~0.78m,深さ0.56~0.18mである。

楕円形の土墳はSK171, 191, 277, 379など15甚がある。長さがl.55~1.2m,福l.2~0.68

m, 深さ0.57~0.lmの小形の土墳が9基と殻も多く ，長さ2.8~2.0m,幅l.8~Q.9m,深さ

0.3~0.2lmの長さが2m代の土墟が3基さ らに長さが3mを超える土壊が2基である。

つぎに円形の土墳は，SK270, 272, 368, 388など8基がある。直径がIm以内の小形土墳

が2基，2m以内の土壕が4基 2mを超える土墳が2基である。深さは浅く0.的~0.2m。こ

の他に一定の形を成していない不定形とした土墳がある。これはSK 162, 278, 313ななど6基

で，SKl62は長方形に近く， SK278は楕円形に近い。

このように，平安時代後半から中世の土墳としたものにはいろいろな形態がある。この内の

約4分の3については土師器小皿，杯．輸入陶磁器などが出土しているが．出土凪は比較的少

なく，また完形品がほとんどないのが特長である。このことから土填の性格については，柱穴，

竪穴状の施設、貯蔵穴，ゴミ穴などが考えられるが断定はできない。

SK 162 $ K278 

=ー::::= Asm ~ cF三
- ~J3.5m 

。
2m 

Fig. 92 土墳実i111図
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2. 遺 構

(5) 土壌墓

平安時代後半から鎌店時代の土燐廷は調査区の中央からSP356を，また東側からSP69の 2

基を検出した。

S P356土塙慕は，楕円形に近い隅丸長方形で， SB349を切っている。長さ1.38m,幅1.05

m。上面は削平を受けており，深さ0.23mしか残っていない。主軸方向はN-W75・で，中央西

寄りに龍呆窯系符磁椀2個．土師器小皿4個を罰）葬しており,12世紀末から13世紀前葉にかけ

ての土墳慕である。

S P69土墳廷は、やや歪な長方形で，長さ1.22m,幅0.83m,深さ0.2m,主軸方向はほぼ其

北のN-Wがである。土塙廷の中央北側に，土師器杯1点．小皿4点を副葬している。 13世紀

中頃から後葉にかけての土墳廷である。

S P356 

認 A
 

S P69 

0。
咲 ---

, ..... 

こ
゜

Im 

三二、 匡
13.5m・ 

Fig. 93土壻甜実測図

Tab. 3 平安時代後半～中世の遺構一覧表

遺慎嘗号 II! 虞 (qt位m)
万位 出土遺切ほか 出y M 

（満麟） 尺さ 蝙 深さ

S0185 
邸 .0 1.2 0.3 N-W紺 土血醤杯（へら）須恵四鉢．片口鉢． 土鱗 饂 ～窒 岡

HVS 
町笥代

$D187 土 師 訊Iヽ皿．0杯33（の糸東）瓦半闘分帆）.tllJ;I窯不絨 l: HYS 3ヽ.o l.7~2.3 0.85 N-E紅 mvsso 
SD33 34.0 1.7-2.3 0.85 ドーE釘｀ 土18師7のl3匹,J,半皿分．）杯（＊）瓦Ill械 (HYSSO

NYN-B 
SD均

20.5 3.0-3.5 0.8 N-Wl. 土師嘘,fヽ皿．杯（糸）瓦器良籠呆窯系．

HYS 問安窯形冑IIIJm.幌．鑽豹虐鉢

5D221 
19.2 1,3 0.3 N-E邸・ 鼠illll不詳

HYS 
SD27S 

3. ヽ 0. 邸 0.11 N-E73' 鳳期不祁
HYS 
S0276 

12.0 (0.9) N-F.81" 土暉覇,,、"'・胄磁帆,jヽ片 鑓J'.lll!ft
HYS 
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東山田一本杉遺跡n区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

遺綱蓄号 IJ! 虞 <*位m)
力位 出土遺物ほか 問期

（以諭） 長さ 蝙 深さ

so四 I.GS 0.28 0.21 N-W28" S0310の続きか ””和9IIYS 
S 0310 

10.9 0.<5 0.2• N-喧 土師JJ111J、Jill(#<),瓦＂土鱗 ．染付11椀 室町閃代
J・J VS 
SD匹

3.5 o. ぉ 0.23 N-WIT 土師ill杯（へら） 平(1安2世時紀代l 
HYS 
S0351 6.7 o.:<5 0.3 N-w2s・ IJll呆窯系青磁帆 鍾時代か
HYS 
S0354 

3.3 0.35 0.16 N-¥V2:r 
土晒醤4、Jlll片

吋期不祥
HYS S0351の観さか

S 011¥¥' 8.S I.I 0.5 N一W1. 土靡醤,1ヽ皿片 時期不袢NYN-UE 

S0l7S 14.8 1.8-3.9 0.85 N-E8S' 土関鵡,1、Bll/t 時副不詳
NVN IJ.W 
S DOOi 

25.0 0.9~1. 切 0,25 N-£ 砂・ “四紅白磁良鷹只玄系胄磁良
鎌倉l!代

NYN・B 6● u門量を鑢＜ 常清甕

遺構雷号
形状

崖 慎 （単位m)
出土遣吻,.か Ill JI! (#1"読） 尺さ 幅 召［さ

S E24S 円形に石積 3., 2.7 2.15 土晒疇小llll(糸）．量贔窯系胄磁絨，土鱗
鎌倉郎

HYS 瓢万惰円形 14世紀

S 1\2•6 円形素掘り 2.18 2.0S 1.93 
土鱗覇,,、Ill!.杯（糸）瓦冨nn.慎．同安窯 鱒倉関代

HYS 系fJIII鍼．土鯛.ifl石製石鱗 13世四り寓

S E31J l'I形索掘り 1,9 1.8 1.35 土暉1111杯（糸）瓦Ill厨．同安窯系冑磁絨
鱈倉町代

HYS 13世紀

S EOI 
円形木羅9 2.14 l.9S 2.0 瓦閻帆．白磁籟

平安幻代
NYN-8 12世紀後藁

s,;o潤
円形津邸り 1.70 l.6S I. 以》 土幌配．i詞lllf安ヽJヽ窯mt系({(,賣)磁瓦嗣躙．婉東'播Ill系泉~窯-口系鉢冑磁

●倉萄代
NYN-8 13世紀llll萬

遺構畠サ
形状

規 償(•~位m)
出 土 遺初ばか 吋期(± 填） 只さ 謳 深さ

SKl62 
尺方形状 3.1 1.7 0.2.S 峙閉不孔

HYS 
SKIGII 

不定形 約1.9 0.9臼 .6 O.Z5 .tlllillll小皿（へら）
平 安9代

IIYS 12世紀

SKl?I 
惰円形 約3.6 2.3 0.24 峙JIii和

HVS 
SKl91 

惰円形 2.0 0.9 0.32 閃閏不袢
IIY S 
S KI93 

隅丸良11形 1.26 0.7 0.36 ””不祥IIYS 
SK紐

鼓ツjも 約1.8 0.9 o., 的期不袢
HVS 
SK硲

1111, 退 1i形 3.2 o.,a , .. 安露系青磁椅 彎倉時代
HYS 
SK263 

惰円形 約2., 1.8 0.3 
土飢illll小四（糸）東禰系片口n.朧凧窯系 彎倉問代

HYS 胄磁帆 13世紀

SK2銚
万形 2,4 2.1 I 0.5 .tlllillll小四，杯（糸），瓦1111帆，8111椅

鱒倉時代

HYS 12世紀後半

SK270 
円形 2.66 0.33 土 鴎u、1!11.If(糸）瓦買土鱗 一郎

IIY S 14世紀～

S K271 
不定形 0.28 土師器小Ill(糸）瓦四婉，東罐系片口鉢

攣倉時代
fl VS 13世紀

S K272 Iり影 I.I渇 1.63 0.33 土酬四ヽIヽ皿（糸）鶴瓦系醤J椀ヤC．l戴只窯系青Ill 鑢倉83/t
flYS 認白磁仔．東 鉢 13世

S K21ヽ
柑円形状 約2.0 約I.I 0.5 

土麟器小Ill,If(糸）瓦傑椀,11'1石製石鱗
鎌倉時代

HYS ばか

S KZ77 
＂円彩 1.4% 0.68 o.s 土帥1111ヽJヽID(糸）瓦1111椀．置只窯系胄磁撓 鰭倉問代

IIYS 
S K218 

隅凡方形状 2.4 I. 邸 0.20 
土餌闊ヽ j、Ill,杯（＊）瓦1111椀• Ell!! 杯．土 鐵倉•1代

HY S 鱗 13世紀

SK泣
惰円形 1.3 1.12 0.27 

土師謁小Ill,杯（＊）隠呆窯系冑磁腕,8 鎌倉時代
IIYS 鍼If 13世紀
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2. 遺構

遺構雷号
形状

以 虞 （皐位；m) 
出土 ;11窃 ほ か lf JIii 

（土塙） 長さ ぢさ

S K293 
1111丸1~1W 2.、 0.78 0.•1 土創鵡ヽJ、ID[,愕磁椀小Jヤ.JI(矯系Jヤロ鉢 纏＂代HYS 

SK294 
円形 1.04 0,i渇 0.2 土師鱒ヽJヽIll,杯（糸） 編時代

HYS 
S K296 

惰円形 1.4 0.85 0.46 
土 酬 葛J、Ill,杯（糸）白曰杯.a,;i玄系青 鐸倉時代

HYS ill鱒 13世紀後半

SK313 
不定形 粒 .s u 〇.2 閃閉不祁HYS 

SK317 
方形 2.8 2.58 0.18 土師儲粁．誠 織れ時代か

HYS 
SK318 

霰丸長方形 約3.0 l.48 0.2 略期オ洋HYS 
SK319 楕,~形 1.2• 0.82 0.1 褐袖壼 時m不祥HYS 
S K326 IIIPJ形 1.4 1.2 0.46 土鰤器小田（＊） •tlOI不祥HYS 
SK四

＂円影 2.< I.OS O.SG .:t師砒Jヽ□（糸）訳府系SIIUll,;t: 鱗 織丘時代HVS 
SK341 

惰i'J形 3.48 1.2 0.63 土瓢髄小111(,f,)閥安窯系青磁綱 輝倉時代HYS 
S 834• 

万影 2.95 2.92 0.2, 印期不愕
HYS 
S K3S2 

綱丸只方影 2.3 I.I 0.56 土師醤杯（糸）朧呆窯系冑磁椀片 鎌倉臼代HYS 
SK拗

円形 0.98 0.88 0.28 土翻蒻小!ll(糸）瓦謁閃．＂安窯系冑磁皿 饂13倉世関紀代HYS 
SK368 fl形 2.8 2.42 0.52 土麟;19,J、l!ll,If(土糸鱗）瓦疇騎．朧泉l111澤同 鑓倉時代
HYS 安窯系賣磁観． 13世紀

S K369 
惰円彫 2.7ヽ 1.7 0.18 土翻駆Jヽ ロ杯（糸）瓦盤碗 鑢 吋 代HYS 

S K379 l!IPI形 知 鴫8 l.7S 0.21 土鋭1111小巴．（糸）瓦器楕 鑓倉吋代
HYS 
SK383 

隅丸氏方形 2.6ヽ o. 鯰 0,2 土師器杯(,¥':)瓦器椀 鎌.cam
HYS 
S K388 

円形 l.l8 l.10 0.65 土罰麒杯（糸）魔只窯系冑磁帆．車蝙系9ヤ
輝倉悶代llYS 口鈷

S K39S n形 0.78 0.76 0.4 睛”序袢HYS 
SK蕊

惰円彰 1.2 0.8 0.2 8111111不袢
HYS 
SKOJ 111B 1.1 1.54 0.•8 ＂閏砂NYN-B 
SKO⑳ 

方形 2.48 2.4S 0.<12 土鱗器 Jヽ、Ill,杯（糸）朧泉窯系冑lalll.椀
輝 91!代

NYN-B 13世紀

SK62 
綱丸艮方形 s.ss 2.ZO 0.36 瓦髄椀.e田皿．樟籠泉窯系冑磁撓 一 閃 代

NYN-6 13世紀

SKな
惰円形 I. 応 I.I 0.,7 土晒蒻小四（糸）瓦舗帆片 織倉象9代NYN-B 

SK縞
惰r1形 1.3 0.9 0.•6 土鱈Ill小鵡（糸）白磁杯

鯛 勾 代
NYN-B l坤紀～

S K70 
糟Pl形 , .. 1.0 0.41 土鰤蒻~,鴎（糸）白磁椀 織 的 代NYN-B 

SK71 
円形 1.22 l.08 0.,2 土鱗 鱒a鼠3代NYN-B 

遺慣書号
形状

規 虞（皐film)
（土墳墓） 長さ 饂 名さ

方位 出土遺怜 11/ 期

S P356 
瓢丸只方形 1.38 

血製Jヽロ（糸） 4点,JlllJ;i
HYS I.OS 0.?3 N ― 1ヽ15• 鱒拿彎代

窯系賣磁婉211!1 1迫紀前後

S P69 
NYN-B 長ガ影 I.Zl 0.83 0.20 N — Vヽ75' 土晒霧小llll4点,If(糸） 1 鎌倉時代

点 ll1J葉
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3. 迫 物

出土遺物のなかで主体を占めるのは，弥生時代後期の土器，奈良時代から平安時代の土師器・

須恵器．中世の土師器 ・輸入磁器である。その中で弥生土器がもっとも多い。これら以外の時

代の遺物は少ない。

弥生時代の特徴ある遺物としては，ガラス勾玉や多盈に出土したガラス小玉などの装身具が

出土している。

奈良•平安時代のものとしては• r定側松印J と刻印された土器．塁柑土器．緑釉陶器．円面

硯などがある。

また．縄文時代の遺物として押型文土器が数点と石鏃が10点ほど出土しているが．小片であ

ることと紙数の都合上図示しなかった。

1 弥生時代から古墳時代にかけての遺物

弥生時代から古墳時代初頭に属するものとしては，土器 ・土製品 ・石器 ・鉄器 ・装身具が出

土した。

土器は主として竪穴住居から出土した。しかし，全体的に削平が著しく ，まとまって出土し

たのは，SB 235・249・269・282・298・:120・29竪穴住居ぐらいである。それにもかかわらず，

他に奈良時代以降の遺構からもかなりの砒の弥生土器が出土していることなどもあわせて，か

なりの屈の土器が出土している。

土器は弥生時代後期から古項時代初頭にかけて．特に後期後半の時期を中心とする。中期の

土器がわずかにみられる。ほぼ全器種がそろっている。また，埋葬に用いられたものとして甕

棺と土墳墓の蓋に転用されてものがある。

土製品として土錘．紡錘車，土弾スプーン状土製品が出土した。 SB64からは土弾が10数

個出土している。なお，スプーン状土製品は土器と同じ挿図に図示している。

石器は石包丁と砥石が多い。後期の追跡としては石包Tがかなり 多いと思われる。未製品も

出土している。

鉄器は鉄鏃．鈍，手斧，鎌，刀子などがある。集落の規模に してはあまり 多くない傾向があ

り、石器が多いことと関連する可能性がある。

装身具としては．ガラス勾玉．ガラス管玉．碧玉製管玉．ガラス小玉などがある。特に．ガ

ラス小玉の出土黛が多く ，SB267竪穴住居からは103個集中して出土した。

さて，先述したように．ここでは弥生時代後期から古瑣時代初頭にかけて 6期に分けている

が．ここでそれぞれの時期の土器の特徴について述べておく。底部形態と窃坪の形態に特に注
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3. 遣 物

目した．底部形態は平底．不安定な平底．凸レンズ状底，丸底に大まかに区分する。ここでr不

安定な平庇J というのは• r平底に近い凸レンズ状低」などといわれているものに近く ，底部閻

整がT寧でなくなった結果．安定した平底ではないが．凸レンズ状底に含めるほど下方に突出

していないものを指す。凸レンズ状底はいわゆる凸レンズ状のものと．ほとんど丸店に近いも

のに細分が可能である。まな甕や壺の胴部外面下半部のケズリ調整にも注目した。これは．

rケズリ整形」りヽケ関削り調整Jrカキケズリ」などといわれるものを指す。

1期 c1;s三瀦式古段階相当）は．底部形態がすべて平底で占められ．中期須玖式の系統を引

＜鋤先状の応杯のみ出土する時期を指す。竪穴住居はまだ出現しておらず，大型甕棺のみがこ

の時期のものとして認められる。

fl期 (i¥'5三瀦式新段階相当）は．不安定な平底がみられ始める時期である。店坪はまだ須玖

系統のものが主体を占めるが．元米外来系であるが急速に在地化する．坪部が屈曲し外方に開

く高坪（以下，後期系高杯とする）もわずかだが出現している。後期中頃といわれている時期

がここに当たるのであろう。 S8165・281出土土器などがこの時期のものである。

Ill期 （下大隈式古段階相当）は，不安定な平底が主体を占め．凸レンズ状底もみられる時期

で．後期系高坪は杯部の外反度があまりないものが主体を占める。須玖系統の高杯は基本的に

みられなくなり ．胴部下半部のケズリ閾整が出現する。 S8238・300・355出土土器などがこの

時期にあたる．

IV期 nヲ渭麦式新段階相当）は．時期が下るにつれ不安定な平底より凸レンズ状底が多くな

る。後期系科坪は口縁部の外反度がかなりあるがあまり長くならないものが主体を占める時期

である。ヶズリ関整がかなり多くなることも特徴である。S8247・249・269・298・320出土土

器などが該当し．かなりまとまって出土している時期といえる。

V期（いわゆる終末J月）は．丸底がかなりみられ、 長く大きく外反する口縁部をもつ後期系

高杯が主体を占める時期を指す。SB282・27出土土器などがこの時期である。

VJ期は布留式古段陪に相当する。 S854出土土器がこの時期にあたる。この遺跡ではこの時

期の土器様式に特徴的なことがあると屯えるので．小結の項で述べることにしたい。
"'.,  01 

以上の時期区分は．武末紺年．常松編年．岩永紺年などに近いものと考えている．

＜註＞

I. 武末純一 1977 '遺物の検討(I麻生土器」 r九州縦双自動車道関係埋蔵文化財調査報告』 Xl X, 
福図臥教訂委月会。

2. 常松幹雄 19糾 r西北九州における弥生時代後期土器様式の構成に関する一研究 （前編）J

r古代』77,早稲田大学考古学会,1985 r西北九州における弥生時代後期土器様式の構成に関す
る一研究（後編）」『古代』80,早稲田大学考古学会．

3. 岩永省三 1992 '土器から見た弥生時代社会の動態」r生産と流通の考古学』、横山浩一先生退官
記念事業会．
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(1) 土器 (Fig.94~ 158) 

埋葬に用いられた土器，竪穴住居出土：I: 器,SX30切溺i遺構出土土器．掘立柱建物・土墳出

土土器の順9こそれぞれ遺構ごとに説明してゆく。また，弥生時代から古坑時代の遺構には明確

に伴わないが，外来系のものと考えられる土器は別にまとめて図示した。なお．埋葬に用いら

れた土器は挿図内に主な法鷺を示し．本文中で説明した。それ以外の土器についての個別の説

明は観察表によられたい。

a)埋葬に用いられた土器

SJ 190甕棺 (Fig.94) 

31ぷド甕。＜字状口縁で，平底である。胴部〇大径部よりやや下に三角突滞が1条めぐる。

口緑部はヨコのナデ，外面は縦方向のハケメ，内面はナデである。胴部下半部に外からのかな

り大きい穿孔がある。茶褐色を旦する。

s」199甕棺 (Fig.94) 

上甕，下史とも平底で，口縁部を打ち欠いている。 1は上甕で，外面は縦方向のハケメ後ナ

デ，内面はナデである。胴部最大径部より下に三角突帯が1条めぐる。暗褐色を呈する。

2は下甕で，調整は上甕と同様である。胴部最大径部より下にややだれたコ字状突帯が1条

めぐり，胴部上半部に穿孔がある。明褐色を旦する。

s」202甕棺 (Fig.95) 

4は上甕。 L字状口縁とく字状口舷の中間的な口縁部で，底部は平底である。口緑部はヨコ

のナデ．外面は縦方向のハケメ，内面はナデである。茶褐色を呈する。

5は下甕。＜字状口緑で，平底である。口縁部はヨコのナデ，外面は縦および斜め方向のハ

ケメ，内面は板状工具によるナデである。胴部錢大径部より下にややだれたコ字状突帯が1条

めぐり，胴部下半部に穿孔を施す。茶褐色を旦する。

s」218甕棺 (Fig.95) 

6は上甕。口紐部から胴部上半分を打ち欠く。平底で，胴部最大径部よりやや下にコ字状突

帯が1条めぐる。外面はハケメ，内面はナデである。黄橙色を呈する。

7は下甕。＜字状口緑で，平底である。口縁部はヨコのナデ，外面は縦方向のハケメ， 内面

は板状工具によるナデである。胴部最大径部より やや下にコ字状突帯が 1条めぐる。淡褐色を

呈する。
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3. 遺 物

SJ 261甕棺 (Fig.95) 

8は下甕。口縁部を欠失するが，削平のためか，打ち欠きなのかは不明である。底部は報告

書作成段階で所在不明であるが，平底であった。訂部に低い三角突帯が2条，胴部最大径部に

l条三角突帯がめぐる。外面は胴部突帯より上がナデ，下が絞方向のハケメ ，内面はナデであ

る。橙色を呈する。なお，上甕は小破片のため図示しなかった。

＂ 
ー

j ， ・ 
ー
／

I -92003455 
口径 49.4 
胴径 55.2
底径 12.2 
器府 56.4

3 -91000134 
口径 25.3 
胴径 37. 7 
底径 10.8 
器r.i 43.1 

2・92003456 
口径 37.6 
胴径 50.2
底径 12.3 
器高 63.6 

SJ 199 

• ,＇ 

9

,

＇ 

‘, 

、9.
,~ ，＇ 

；
 ,‘ 

‘、

‘’
 ,‘
 

’
 

‘ヽ‘
 

2
 

‘、

ダ／、。‘‘
 

゜
40cm 

Fig. 94 SJ 190・199甕棺 (1/8)
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0 40an 

I¥ 4 -910-00132 6 ~940-026TT 
口径 28.9 口径 30.1 
庭径 9.9 底径 9.6 
器応 29.3 儲高 24.6 

5・91000133 7・9100135 
口径 31.7 口径 27.1 
胴径 48.0 胴径 45.8 
底径 10.1 底径 10.2 
器高 56.0 器r..l53.0 

8 -94002629 
胴径 30.4

,;・ 8 

0 20an 

Fig. 95 S J 202 • 218 • 261螂 (8は1/6,他は1/8)
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3. 遺物

。
40cm 

9・91002171 
口径 49.5 
胴径 68.0
底径 12.l 
器a:s 93.o 

l0・94002511 

11-91002058 

~ 
~'ig. 96 S J 24甕棺 (1/12)・SP200土填ぶ出土土器 (1/6)

20an 

SJ 24甕棺 (Fig.96) 

9は器為93.0cmを測る。＜字状口緑で，平庭である。口縁部はヨコのナデ，外面は縦方向の

ハケメ後一部ナデ，内面はハケメ後ナデである。胴部汲大径部にコ字状突帯が 1条めぐる。黄

祖色を呈する。

S P200土墳墓出土土器 (Fig.96) 

2点図示した。いずれも西として用いられたものである。 10は口緑部を打ち欠く。さらに底

部は完存するが，胴部は約 1/3が打ち欠かれている。 平底だが．やや不安定である。 外而はハ

ケメ後ナデ，内面はナデである。頚部に三角突帯，胴部最大径部よりやや下に三角突帯に近い

コ宇状突帯がそれぞれ 1条めぐる。浅黄褐色を旦する。

IIは口緑部から肘部上半部とそれより下半部の約 1/2を打ち欠く。平底で．胴部殻大径部に

三角突帯が 1条めぐる。外面はハケメ．内面はナデである。暗褐色を呈する。
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b)竪穴住居跡出土土器

S 8165出土土器 (Fig.97) 

12は短いく字状口ほで，底部平姪の甕。 13は麻部がやや不安定な無頚壺。底部がほとんど平

底のもので占められることから II期に位渡づけられる。

S B235出土土器 (Fig,97~ 100) 

14~17はく字状口緑の甕。 16は丸底に近い凸レンズ状底である。 14 ·16• 17は胴部外面下半

部ケズリである。 18~25は広口滋。 21 • 22は頚部のくびれが強く ，長厨になるタイプである。

23のn部には崩れた波状文と斜め方向の沈線文が部分的に施され，2条の沈線文がめぐる。 24

は丸底,25は尖り底である。 26は長頚壺で精製品である。 27は台付壺で粕製品である。 28は台

付鉢。29・30は屈折口録の鉢で，29はかなり薄手の和製品である。 31は沓形の支脚。32・33は

器台。 34は台付鉢の脚部か。 4方に径2mm前後の小孔2を穿つが， 1ヶ所のみ3孔穿つ。 35は

スプーン状土製品。 36• 37は椀形の鉢。 38・39はやや深めの直口録の鉢。 40~42はミニチュア

の鉢。 43~48は硲杯。 44は外面．坪部内面ヘラミガキの精製品。 45は口舷部内面に縦方向,46 

はU縁部外面に鋸歯状，47は口緑部外面に鋸困状，内而1こ縦方向の暗文を施す。

全体的にみて底部は丸底に近い凸レンズ状底と丸底のもので占められる。裔坪も終末のもの

である。以上のことからみると • V期に位拉づけられる土器群ではあるが,23の日部の波状文

などの文様からみて，布留式並行期にまで下る可能性がある。

S B236出土土器 (Fig.101) 

49は高杯。屈曲が明確でなく ，匝線的である。 50は広口壺。 51は大型器台の胴部で，透かし

がある。姪部は不安定な平底のものが多いが，高坪の形態や外面下半部ケズリもある程度みら

れることから，全体的にはrv期の古い段防に位訊づけられる。

S B238出土土器 (Fig.101) 

52~54は椀形の鉢。 52には突帯が2条めぐる。 54は内面に縦方向の暗文を施す。 55は台付鉢

か。 56は屈折口縁の鉢。 57は布孔の直口絃の鉢.58はグラス形のミ ニチュアである。 59・60は

碩口緑の大型の鉢。 61は器台で， ヒ下に透かしの痕跡がある。底部は平底，不安定な平庇のも

のが多いことと図示しなかったが窃坪の形態などからみてUI期に位骰づけられる。

S B239出土土器 (Fig.102) 

62はく字状口緑の甕。 63は平邸の甕底部.64は壺、65は鉢のミニチュア。 66は直立気味のロ

縁部をもつ為杯。 67は高坪の脚部。 68• 69は器台。 70はジョッキ形土器の把手である。底部は
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3. 遺 物

S B16S 

,, 
15 

17 

。
20an 

Fig. 97 S 8165・2お竪穴住居跡出土土器① (1/4) 
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ぷ

。

20 

20an 

19 

゜• Fig. 98 S 8235竪穴住居跡出土土器② (18~20 1/4, 21~24 1/5) 

23 
？知

-288ー



31 32 

゜I ' 

Fig. 99 S B235竪穴住居跡出土土器③ (1/4) 
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束山田一本杉遺蹄II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

二 34

~ 
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Fig. JOO S 13235竪穴住店跡出土土器④ (l/4) 
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3. 遺物
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平底のものがほとんどであるが，硲杯の形態からIll期の古い段階に位凶づけられよう。

S B247出土土器 (Fig.103・104) 

71は凸レンズ状底の広口壺。 72はあまり頚部がしまらない広口壺で，やや不安定な平底であ

る。 73 • 74はく字状口縁の甕。75は椀形の鉢。76は鉢の一種か。 77は超大型の鉢。凸レンズ状

底である。全体的にみて，IV期に位図づけられる土器群であろう。

5cm 

゜

▽転5

“ ， 
62 

'~' ) 
.ol ~ 66 ＼ 

‘‘ ， 
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¥.J 69 

Fig. 102 S 8239竪穴住居跡出土土器 (64は1/2,他は1/4)
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Fig. 103 S B247竪穴住居跡出土土器① (1/4) 
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S B248出土土器 (Fig.104) 

78はく字状口蘇の安。 79は球形胴部の甕。 79は底部平底の甕である。他に不安定な平底のも

のが出土しており ，Ill期に位訳づけられよう。

S B249出土土器 (Fig.105~109} 

81~84・86~90はく字状口緑の甕。 83は口昏部に刻みを施す。 84・87~90は凸レンズ状底で

S B247 

11 

“ 

S B248 ‘ ゜
2知

I'' 1 

Fig. 104 S B247② • 248竪穴住居跡出土土器 (1/5)
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3. 遺 物

あるが，88・89は丸底に近い。 90は下膨らみの胴部である。 81・82・86~90は外面下半部ケズ

リ。 85・91~93・95・99は広口壺。 85・92は頚部に三角突帯がめぐる。 91はn部に描きかけの

櫛描の文様， 95は刻みを施す。 91~93・95・99は外面下半部ケズリ。 94は複合口緑壺。 96は壺

胴部から厖部で、 訂部に沈線文，庇部にX字形のヘラ描さ文を施す。 97•98は高坪。 98は口縁

部外面に鋸歯状の暗文か。 100・104は壺， 105は甕のミ ニチュア。 IOIは椀形，102は直口緑,103 

は屈曲口縁で不安定な平底をもつ鉢。 106は台付鉢。 107は屈折口縁,108は直口緑の鉢。 109・

~ 

•: 
82 

゜1 ' 
209n 

Fig. 105 S B249竪穴住居跡出土土器① (I/5) 
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Fig. 106 S 8249竪穴住居跡出土土器② (1/4) 
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Fig. 107 S B 249竪穴住届跡出土土器③ (1/4) 
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Fig. 108 S B 249竪穴住居跡出土土器④ (1/4) 
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Pig. 109 S B249竪穴住居跡出土土器⑤ (1/4) 
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束山田一本杉遺跡n区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

112・113は器台。 113は上半部に 4方．下半部に2方長方形の透かしを施すのか。 llOはジョッ

キ形土器．

全体的に底部は凸レンズ状底でも丸底に近いものが多く，JV期でも新しい段階に位置づけら

れる。

S 8251出土土器 (Fig.110) 

114は不安定な平底をもつ鉢である。 m期に位置づけられよ う。

: : --- : - - : = - ク QUll5エ116

S 8251 114 

.'.、

三~..~ ぃ
S 8252 

.~ ロ
121 

〗,, ~d。
20an 

S B262 Fig, l 10 S B251• 252・260・262竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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3. 遺 物

S B252出土土器 (Fig.110} 

115・116はミニチュア。 115は一方を応く引き出す。 117は広口壺,118は直口壺。 119は不安

定な平底で直口緑の鉢。 ＂期以降であろうか。

S B260出土土器 (Fig.llO) 

120は在口緑の鉢で，不安定な平底か。 121は平底の甕。他にも平底のものが出土しており，

11期に位設づけられよう。

S B262出土土器 (Fig.llO) 

122は直口縁の小型甕か。 123は不安定な平底の壺,124は器台か。全体的に不安定な平底のも

のが多く ，Ill期に位四づけられる。

了―〗 w. 
I/ 125 

w .29 

131 

,. ~ し／

,: 127 

。
20cm 

Fig. 111 S 8264転住店跡出±±器 (L/4)
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

S B264出土土器 (Fig.lll) 

125は無頚壺。 126は内傾する口緑部が直練的な，127は口緑部がわずかに内湾する複合口縁

壺。 127はS8282に伴う可能性がある。 128•!29はミニチュアの鉢。 !30~133は鉢。 131は丸底

の椀形の鉢で，内面に丹塗りされる。他のものはほぼ平底の直口緑の鉢。底部は不安定な平底

のもの，平底のものが主体を占め• Ill期に位四づけられる。
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Fig. 112 S 8267竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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3. 遺物

S 8267出土土器 (Fig.112) 

134• 135はく字状口縁甕。 136は広口壺。 137は小型の複合口緑壺。 138は小型の商坪か。 139

は屈曲が明瞭でなく直線的な坪部の高坪。 140はスプーン状土製品である。 141は凸レンズ状底

で直口緑の深めの鉢。 142~144は鉢のミニチュア。 145は壺のミニチュアか。 146は不安定な平

底の直口縁の鉢。全体的にみて不安定な平底のものが多いが會凸レンズ状底0)ものもみられる。

高坪の形態と合わせてN期の古い段陪に位骰づけられよう。

S B269出土土器 (Fig.ll3~115) 

147~150はく字状口緑の甕。 149は丸底に近い凸レンズ状底， 150は凸レンズ状底である。す

ペて胴部外面下半部ケズリ。 151・152は丸底の広口磁。 153・161は鉢のミ ニチュア。 154は小型

高坪の脚部か。 4方に 2個 1組の穿孔を施す。 155~157は高坪。 155は口紐部内面に， 156はロ

縁部外面に縦方向の，157は口緑部外面に鋸紺状の暗文を施す。 158は鉢か。器壁が肛く ，特異

な形態である。 159・160は椀形の鉢。 159は内面に縦方向の暗文を施す。 162は凸レンズ状底，

163は丸底の屈折口蘇の鉢。 164はやや深めの匝口緑の鉢。 165・166は器台で，ともに梃端部に

刻みを施す。 167・168は受け部をつまみ出した沓形の支脚．

凸レンズ状底， 不安定な平底のものが主体を占め，外面下半部のケズ リも多くみられる。 V

期的な高坪が 1点あり，IV期でも新しい段防に位四づけられる。

S 8273出土土器 (Fig.115) 

170は椀形の鉢。 171は直口緑の壺か。外面に櫛描の文様があり ，内外面に雑なヘラミガキを

施す。不安定な平底のものが多く， Ill期に位阻づけられよう。

S B280出土土器 (Fig.115} 

169は直口緑の鉢。不安定な平底のものが多く， Ill期に位設づけられよ う。

S B281出土土器 (Fig.115) 

172は鈴先状口縁の高坪。 173はく字状口縁の甕。 174は底部やや不安定なく字状口緑の褒。平

底のものが多く，高坪の形態と合わせ11期に位霞づけられる。

S B282出土土器 (Fig.116~118) 

175~178はく字状口ほの甕。 175は口昏部，頚部に刻みを施す。 179は凸レンズ状底で，178と

同一個体か。 176~179は外面下半部ケズリ。 180は丸底に近い凸レンズ状の更の底部。 181・

184~188は広口壺。 185は丸底に近い凸レンズ状底である。 185・186は外面下半部ケズリ。 182
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Fig. 113 S 8 269竪穴住居跡出土土器① (1/4) 

-304-



3. 遺 物
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Fig. 114 S B269竪穴住居跡出土土器② (153 • 154は1/2,他は1/4)
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Fig. US S 826栄 ・273・280・28澤穴住居跡出土土器 (1/4)
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3. 遺物
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Fig. 116 S 8282竪穴住居跡出土土器① (1/5) 
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rig. 117 S B282竪穴住居跡出土土器② (185は1/5,他は1/4)
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3. 遺 物

は底部丸底の小型無殺壺。 183は外傾する口緑部をもつ複合口緑壺。頚部と胴部の投に沈線3

条．櫛描の波状文を施す。 187・!88は店坪。 187は口緑内外面に鋸歯状の，坪部内外面に縦方向

の暗文を施す。 189は婉形の，190は屈折口縁の鉢。 191は台付鉢の脚部。 192は大型器台で．上

下3方に長方形の透かしがある。円形の透かしが上半部に 2個．下半部に 1個縦 1列に 1ヶ所

だけ並んでいる。 193は沓形の支脚。 194は器台。

底部は丸底に近い凸レンズ状底のものが多く ，丸底のものもみられる。高坪の形態に古い要

素が残るが• V期に位四づけられる。

~ 饂予／
｀ヽ．

188 

~ 

二 ，1

193 

。
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192 

Fig. LIS S 8282竪穴住居跡出土土器③ (1/4) 
194 
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SB28W ,95 て言6 ＼乙

ヽ 4 ・ク
200 
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$ 82邸 ゜

20cm 

Fig. 119 S 82糾 ・288竪穴住屈跡出土土器 (1/4)

S 8284出土土器 (Fig.119) 

195・196はミニチュアの鉢。庇部は平底のものが多く，不安定な平底のものもみられる。＂

期からIll期に位詔づけられる。

S B288出土土器 (Fig.ll9) 

197はミ ニチュアの鉢。 198はく字状口縁の曳。199は台付甕。 200は丸店に近い凸レンズ状底

をなす甕底部。店部は凸レンズ状底のものが多く ，丸底のものもみられる。 V期か。

S 8289出土土器 (Fig.120) 

201はく字状口給の甕。 202・204は丸底の広口壺。 203は長胴のかなり細身のものに復原でき

る。 205は直口緑， 206•207は屈折口緑の鉢。 207は凸レンズ状底で｀ 抵部に穿孔がある。 208•

209は沓形の支脚。 209は穿孔が途中までである。 210は大型器台で．上半部に4ヶ所．下半部に

6ヶ所に透かしがある。中央に沈線が10条ほどめぐる。

底郊は凸レンズ状底のものが多く ．丸底気味のものがある程度みられる。207には古い要素が

みられるが全体的にみてW期に位四づけられる。

S 8295出土土器 (Fig.121) 

211は直口縁の大型の鉢。 212は平底の翌。平底のものが多いが，Ill期的な器台片もあり，＂

期からIll期に位牧づけられる。
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Fig. 120 S B 289竪穴住居跡出土土器 (1/4) 210 
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fig. 121 S 8295竪穴住居跡出土土器 (1/4)

S 8298出土土器 (Fig.122~124) 

213 · 214は く字状口緑の甕。 214·215は凸レンズ状底である。 216は投頚壺の胴部。 217•219·

221・225は広口壺。 218は不安定な平底で，胴部にコ字状突帯が1条めぐる。 220は直口壺。 222

は口縁端郊が外反する複合口緑壺。223・224・228~230は高坪。 223・230は鋸歯状,224は逆V

字状,2291よ縦方向の暗文を口緑外面に施す。 226は頚部以上を打ち欠く大型の壺。凸レンズ状

の底部である。 227は台付鉢のミニチュアか。 231は椀形,232はやや深めの訂口緑の鉢。 233は

屈折口蘇の台付鉢。234は報告書作成時点では所在不明であるが．変わった形態の高坪の脚部で

ある。 235・236は器台。

全体的に凸レンズ状底のものが主体を占める。高杯の形態と合わせて＂期 に位皿づけられる。

S 8299出土土器 (Fig.125) 

237は受け部が水平な支脚。238は口縁部が直線的に内傾する複合口緑壺。不安定な平底のも

のや沓形の支脚が出土しており • Ill期に位牧づけられる。

S 8300出ヰ器 (Fig.125) 

239は内傾する口縁部が内湾する複合口緑壺。240は口縁部が政立気味の広口壺。 241は不安定

な平底でく字状口緑の甕。 242は高坪。 243はやや深めの直口緑の鉢。244は屈折口緑の大型鉢

で，頚部に突帯が 1条めぐる。 口唇部と突帝上に刻み目を施す。 245はミ ニチュアの鉢。 246は

受け部が水平な支脚。

底部は不安定な平底のものが主体を占め．高杯の形態と合わせIll期に位似づけられる。

S 8301出土土器 (Fig.126) 

247はく字状口録の甕。 248は無頚壺の一種か。胴部に三角突帯がめぐる。 249は不安定な平底

で直口舷の鉢。底部は不安定な平寇が大多数で會図示していないが沓形支脚の小破片があるこ

となどからm期に位訂づけられる。
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Fig. 122 S B298竪穴住屈跡出土土器① (l/4) 
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Fig. 123 S 8298竪穴住居跡出土土器② (220・221は1/5,226は1/8,他は1/4)
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Fig. 124 S B 298竪穴住店跡出土土器③ (1/4} 
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Fig. 125 S B299・300竪穴住居跡出土土器 (244は1/5,他は1/4)
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3. 遺物

S B306出土土器 (Fig.126) 

250・251は椀形の鉢。 252はミニチュア。 253は丸底に近い凸レンズ状底で屈折口縁の鉢。 254・

255は器台。不安定な平底のものが主体を占めるが，凸レンズ状底がみられる。図示していない

が盗坪の形態などと合わせ1V期の古い段陪に位誼づけられよう。

S B311出土土器 (Fig.127) 

256は屈折口縁の鉢。 257はやや不安定な平底。平底のものが多く ｀不安定な平庭のものもみ

られる。図示していないが窃坪の形態と合わせIll期に位図づけられる。
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Fig. 126 S 8301・306竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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Fig. 127 S 83U・320竪穴住屈跡出土土器① (258 • 260は1/8,他は1/4)
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S B320出土土器 (Fig.127・128)

258はく字状口縁の大甕。頚部にコ字状突帯が 1条めぐる。 259・261・262はく字状口縁の甕。

260は丸厖の大甕。口縁部内面を肥厄させ，口唇部に鋸歯状に刻みを施す。 263は凸レンズ状底

の甕庭部。 264は五口紘の近。 265は広口壺。 266~268は高坪。 267は口緑部外面に鋸歯状の，内

面に縦方向の暗文を施す。 269・270は屈折口縁の鉢。 270は雑なヘラミガキを施す。暗文を意図

しているのか。 271は訳口緑の鉢。 272は受け部が水平な支脚。 273~275は器台。

全体的に不安定な平底のもの、凸レンズ状駈のものが主体を占める。店坪の形態と合わせw

.・278 

二
口

。
40cm 

•,; 

279 

。
2知

Fig. 129 S B321竪穴住居跡出土土器 (277は1/8,他は1/4)
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3. 遺 物

期に位位づけられる。

S B3211:11土土諄 (Fig.129) 

276は丸底に復原される＜字状口縁の甕。 277はく字状口緑の大甕。口昏部にX字状に刻みを

施す。頚部に三角突帯がめぐる。 278は長胴で口緑部が長い広口壺で，ゆがみが大きい。 279も

広口壺。 280は椀形の鉢。281は不安定な平底で直口緑の鉢。282は丸底に近い底部で直口品のや

や大型の鉢．底部をわずかに意識している。

] 覧

S B323 ~ 284 

゜
20an 

SB碑
Fig. 130 S B323• 348竪穴住屈跡出土土器 (1/4)
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底部は不安定な平底のものが多いが．切り合いが激しいため周辺からの混入も考えられる。

丸底のものもあり ，外面ヶズリが多いことなどからW期に位買づけられよう。

S B323出土土器 〈Fig.130) 

283は椀形の鉢。内面に縦方向の暗文を施す。 234は台付甕。235は長胴の鉢。住居の切り合い

からみれば，Ill期か．

S 8348出土土器 (Fig.130) 

286は直口縁の豆。 外面下半部ケズリ。 287は直□緑で小型の鉢。2邸はく字状口縁の斐。 289

は丸底に近い底部で屈折口緑の鉢。不安定な平底のものが多く ，凸レンズ状屈のものもみられ

る。図示していないが底坪の形態と合わせ1V期に位匹づけられよう。

フ
＼

5

＂
291 

: : ~ 292v. 
函

て

Fig. 131 S B349竪穴住居跡出土土器 (1/•I)

- 322-



3. 遺 物

S 8349出土土器 (Fig.131) 

290は広口壺。 291はく字状口絃の売。 292は手捏ねのミニチュア。 293・295は不安定な平底で

直口緑の鉢。 294は口緑部が直立気味で溢部が肥J!j!する高坪0 296は直口縁で胴部にコ字状突帯

がめぐる大型の鉢。297は屈折口縁の鉢。口緑端部を上方につまみ出す。底部は不安定な平底の

ものが多く， Ill期に位磁づけられる。

： 

＇ 299 

301 

ご二丑芦一―~

20cm 

304 

305 

Fig. 132 S B355竪穴住届跡出土土器 (1/4) 。
306 
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S B355出土土器 (Fig.132) 

298はく字状口縁0)甕。 299は平底の斐底部。 300は口舷部が直立気味の複合口緑壺。 301は壺

か。頚部にコ字状突帯がめぐる。 302は口緑部がやや特異なr.~坪。 303は平底で小型の無頚壺。

304は平底で面口絃0),305はやや不安定な平底で屈折口絃の鉢。306は器台。

底部は不安定な平底のものが主体を占め、高坪の形態と合わせIll期に位以づけられる。

S B359出土土器 (Fig.133) 

307は胴部下膨らみでく字状口縁の甕。308はやや深めの椀形の鉢。 309は口緑部がわずかに内

而する複合口緑壺。 310は麻坪。 3JJは器科が低い甕か。全体的にみてレンズ状底のものが多く ，

科坪も N期的ではあるが，切合関係からIll期以前に位四づけられる竪穴住居である。出土土器

の多くはS8387からの混入であろう。

S B365出土土誇 (Fig.133) 

312は鋤先状[J品の窃坪．上爵から出土。 313・312はミニチュアの鉢。 315はく字状口縁の甕。

316は不安定な平庭で直口緑の鉢。 317は小型の広口壺。底部は不安定な平底のものが多く ．図

示していないがIll期的な後期系裔坪も出土している。須玖系の窃坪は上陪からの出土であり ．

全体的にはIll期の古い段階に位骰づけられよう。

S B387出土土器 (Fig.l34) 

318は胴部やや下膨らみのく字状口緑の甕。 319・320は椀形の鉢。 321は屈折口緑の鉢。平底

ものものが数点出土しているが，全体的に新しい様相が多く ，S8359出土土器と合わせ1V期に

位四づけられよう。

S B391出土土器 (Fig.134) 

322はく字状口縁の甕。 323は広口壺。 324は後期系高坪，325は鋤先状口緑の高杯。 326はやや

不安定な平底で屈折口緑の鉢。底部は平底のものが多く ，不安定な平底のものがみられる。須

玖系店坪も出土しているが,S 840-0からの混入の可能性があり，後期系布坪の形態からIll期に

位設づけられる。

S 8393出土土器 (Fig.135) 

327は不安定な平庭で屈折口録の鉢。 328は平庭で直口縁の深めの鉢．屈部は平底0)ものが多

く、不安定な平底のものがみられる。切合関係と合わせIll期に位収づけられる。
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fig. 133 
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S 8359 • 365竪穴住居跡出土土器 (1/4)。
20cm 
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Fig. 134 S B387・391竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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3. 遺 物
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Fig. 135 S 8393・394・400竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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S B394出土土器 (Fig.135} 

329は屈折口舷の鉢。330は口緑がやや直立気味の無頚窃。 331は口緑瑞部が肥厚する直口緑の

大型の鉢。 332は沓形の支脚。平底のものが多く ，不安定な平庭0)ものがみられる。杏形の支脚

が出土していることからm期に位瞑づけられる。

S 8400出土土器 (F"ig.135) 

333はく字状口縁の甕。 334は不安定な平底で五口緑の深めの小型鉢。 335は頂口絃でコ字状突

'tlfが 1条めぐる鉢。 336は無頚壺。 337は内傾する口縁部が内湾する複合口緑壺。平底のものが

主体を占め，不安定な平底のものがみられる。 n期からIII期に位四づけられよう。

S 805出土土器 (Fig.136) 

338・339はく字状口緑の史。 339は外面下半部ケズリか。 340は台付甕。 341は丸底で屈折口縁

の鉢。 342は長胴で直口蘇の鉢。凸レンズ状底のものが多く，不安定な平底のものがみられ，W

期に位研づけられる。

S B06出土土器 (Fig.136) 

343はく字状口緑の甕。 344は小型の広口西か。 345は受け部が水平な支脚。切合などで住居の

残存状況が悪いため不明な点が多いが，Ill期的な様相が強(,.

S B07出土土器 (Fig.137) 

346・347は椀形の鉢。口緑部が長くのびる甕があることなどから IVI日以降か。

S B08出土土器 (Fig.137) 

348は直口録の鉢。丸底ではないであろう。 349は内傾する口紐部が内而する複合口緑磁。 349

は複合口緑壺の頚部から胴部で，頚部に三角突帯，胴部にコ字状突帯がめぐる。底部は不安定

な平庭のものが大多数であり， Ill期に位四づけられる。

S B09出土土器 (Fig.137) 

351は短く屈曲する＜字状口緑の史。底部は平底である。 352は鋤先状口縁の高坪。 353は受け

部が水平な支脚。 354は内傾する口蘇部が内誇する複合口縁壺。 355はミニチュアの鉢。 356はロ

舷部が内傾ずる深めの鉢。 357は庭部がわずかに意識された直口蘇の鉢．

庇部は平底のものが多く 、不安定な平底のものがみられる。 352・353が出土していることか

ら11期から Ill期にかけての時期であろう。
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3. 遺物

二 340

‘ 
... 
339 

゜I''' 
Fig. 136 s Bos -06竪穴住届跡出土土器 (1/4)
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Fig. 138 S BIO・13竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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S810出土土器 (Fig.138) 

358は平屈の甕庇部。 359は長頚の袋状口緑壺。混入か。 360は直線的に内傾する複合口縁壺。

361は平底，262は不安定な平底の壺底部。 361は胴部に三角突帯が 1条めぐる。 363は鋤先状口

縁,364は直立気味の口縁をもつ後期系高t;i;。365は平底でば口縁の鉢。 366は受け部が水平1こな

る支脚．

底邪は平底のものが多く ．不安定な平底のものがみられる。須玖系高杯と後期系窃坪,366の

ような支牌があることからn期から ID期にかけての時期である。

S 813出土土器 (Fig.138)

367は広口滋。口縁部がわずかに内筍する。 368は小型窃坪の脚部か。上下に 2個 1組の小さ

い穿孔が 6方に施される。 369は椀形の鉢。 370は鉢のミニチュア。切合，削平が激しいため時

期否定は難しい。底部は不安定な平駈のものが多く ，凸レンズ状低のものがみられる。図示し

ていないが1V期的な窃杯もあり，切合関係などから 1V期に位はづけられるか．

S B15出土土器 (Fig.139) 

371・372はく字状口縁の甕。 373は不安定な平砥の甕。 374・375・376は高坪。 376は口絃部外

而1こ鋸歯状の暗文を施す。377は小型高杯の脚部か。上下2個 1組の円形透かしを6~8ヶ所に

施しているものと考えられる。 378・379は椀形の鉢．

底部は凸レンズ状底のものが多く ，不安定な平底のものがみられる。高杯の形態と合わせ1V

期に位牲づけられる。

SB 16出土土器 (Fig.139) 

380は平底の壼底部。 381は器台。平庇のものが多く ，不安定な平低のものがみられ，図示し

ていないが須玖系高坪が出土していることから11期に位逍づけられる。

S 822出土土器 (Fig.140) 

382は凸レンズ状底でく字状□緑の甕。 383は丸底で粗製の甕。 384は台付甕。 385は胴部下膨

らみでく字状口緑の史。 386は器台。 387は丸底に近い凸レンズ状厖の広口壺。 388は高坪．登前

系か。 389は台付鉢。 390はミニチュア。

底部は凸レンズ状底のものが多く ， 不安定な平底のもの， 丸底のものがみられ• lV期に位四

づけられよう。

-332-



3. 遺 物

371 

□二~!L..~t::

二9ハ "' 1 : : 376 

~--r、ミ

S B15 

377ご 8

,., 

S 816 

□

`
 

瞑，

。
20cm 

Fig. 139 S BIS • 16竪穴住屈跡出土土器 (1/4)

ー333-



東山田一本杉遺跡n区 ・川区，西山田二本松遺跡B区

9

,

 

ー
~

二記 384

悉‘

讐
¥ 

5
 

8
 

3
 

,”
 

C?.12 ニ`，． ▼
 .

.
 

[0 
390 

。
2知

Fig. 140 S 822竪穴住居跡出土土盤 (1/4)

S 827出土土器 Wig.141) 

391は丸庭に近い凸レンズ状底でく字状口品の甕。外面下半部ケズリ。 392は口緑部が長く外

反する高坪。 口縁部外面に暗文か。 393は直立する口縁部が内傾する高杯。口緑部内外面に暗文

か。 394は大型器台。長方形の透かしと縦方向に4個 1組の円形透かしを 3ヶ所ずつ施すか。出

土遺物は少ないが，高坪の形態から V期に位屈づけられる。

S B29出土土器 (Fig.142~144) 

395・397はく字状口緑の甕。 396・398は凸レンズ状底，399は不安定な平底の交底部。 401は
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。
394 

20cm 

Fig. 141 S B27竪穴住居跡出土土器 (391は1/5.他は1/4)

小型の甕。器壁がJ!J.い。 395・398・399は外面下半部ケズリ。 400は広口の大型壺。口唇部に鋸

歯状の刻み．頚部と胴部に境に三角突帯が 1 条めぐる。 402• 404~406は広口壺。 404•406は丸

底に近い凸レンズ状底で，外而下半部ケズリ。 403は口緑端部が外反する複合口緑壺。頚部と胴

部の境に三角突帯が 2条めぐる。 407はミニチュア。 408は椀形の鉢。 408は内面に縦方向の暗文

を施す。 409~412は内傾する直口緑の鉢0 412~417は高坪の杯部0 413は口緑邪内面に銀歯状．

坪部内面に縦方向，415は口緑部外面に綬方向， 416は口緑部外面に鋸歯状の暗文を施す。 418は

高坪脚部。 419は受け部が水平になる支脚。 420~423は器台。 421は裾外面に 2条．端部に 1条

沈線がめぐる。

西山田二本松遺跡SB29としては多汰に出土しているにもかかわらず．東山田一本杉遺跡S

B180としてはほとんど迫物が出土しておらず．出土状況にやや疑問が残る。全体的にみると、

IV期の新しい段階に位四づけられよう。

S 831出土土器 (Fig.145) 

424は高坪。 425はやや不安定な平底で屈折口緑の鉢。 426は所在不明だが，支脚のミニチュア

か• 427はグラス形の鉢。高坪と鉢の形態から 1V期の古い段階に位直づけられよう。
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Fig. 142 S B29竪穴住屈跡出土土器① (1/4) 
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Fig. 143 S B29竪穴住居跡出土土匹 (1/4)
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一゚Fig. 144 S 829竪穴住居跡出土土器③ (1/4) 

-338-

418 

420 

423 

2知
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S 836出土土器 (Fig.145) 

“゚ は鉢のミニチュア。 431はジョッキ形土器。底部は不安定な平底のものが多く ，平底，凸

レンズ状底のものがみられる。 S1337との切合関係を考慮すればIV期か。

S B37出土土器 (Fig.145) 

428• 429は直口縁の鉢。凸レンズ状底のものがみられ，平底のものもある。図示していない

がN期的な硲坪があることからW期に位四づけられよう。
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Fig. 145 S B31・36・37竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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Fig. 146 S B4遠穴住居跡出土土器 (1/4)

S 841出土土器 (Fig.146) 

432は直口縁で長胴の壺。胴部に縦方向のヘラ描文か。 433は長く大きく開く高坪と思われる。

434は小型砧杯の坪部。外来系のものであるが．胎土は通有のものである。 435は凸レンズ状底

の甕底部。底部は凸レンズ状低のものが主体を占めることと高坪の形態から V期に位阻づけら

れる。

S B45出土土器 (Fig.147) 

436はく字状口縁の甕。 437は丸底の壺底部。 438は大甕。口縁部に刻み，頚部に三角突帯がめ

ぐる。 439はミニチュアの鉢o440は袋状の受け部の器台。 441は3方に円形透かしがある高杯の

脚部。凸レンズ状厖のものが多く．丸底のものがみられることからW期の新しい段階に位以づ

けられる。

S B46出土土器 (Fig,147) 

442は平低の甕底部。 443はジョッキ形土器．混入の可能性もある。底部は平底のものが多い。

切合関係などを考慮する と口期からIll期か．

外来系土器の項で図示するが，短頚の広口壺やいわゆる伝統的第V様式系絞の底部などが出

土しているが，それらのものは混入したものと考えられる。
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Fig. 147 S B45・46竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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Fig. 148 S B47・49・511竪穴住屈跡出土土器 (1/4)
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Fig. 149 S B52・53竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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S 847出土土器 (Fig.148) 

444は底部やや不安定な面口縁の壺。 445はやや不安定な底部，446は不安定な底部の直口緑の

鉢。他にも不安定な平底のものが出土しており， IU期に位誼づけられよう。

S B49出土土器 (Fig.148) 

447は直線的な口品で端部が肥厚する高坪。口緑部外面に鋸困状の暗文を施す。 448は高台状

の底部でく字状口緑の甕。底部は不安定な平底のものが多く ，凸レンズ状底のものがみられる。

硲坪の形態などからIIJ期と位四づけられる。

;、'463

こ 66

468 

,-~)~ ヽ

し吋

。
20cm 

Fig. I団 S 854竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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3. 遺 物

S 851出土土器 (Fig.148) 

449は手捏ねで鉢のミニチュア。 450は椀形， 451は不安定な平底で直口縁の鉢• Ill期か．

S 852出土土器 {Fig.149) 

452は頚部に三角突帯が 1 条めぐる大甕。 453• 457はく字状口緑の甕。 454は鋤先状口緑の裔

坪。 455・456は無頚壺。 458はやや不安定な底部の直口緑の鉢。 459は高坪で．口縁部外面に暗

文か。底部は不安定な平底のものが多く ，平底のものがみられる。後期系裔杯の形態などから

Ill期の古い段術に位訟づけられよう。

S 853出土土器 (Fig.149) 

460は凸レンズ状底の壺。 461は内傾する口舷が内而する複合口緑壺。屈曲部に刻み目を施す。

460のような土器もあるが，切合関係などからIll期か。

S 854出土土器 (Fig.150) 

462は布留系の甕。口樟部は立ち気味で，胴部に波状文を施す。 463も布留系の甕。 464は甕の

底部。外而は通有のハケメではない雑なもので、下半部はケズリ状の調整である。いづれも器

壁が序めである。 465は百口縁の壺。口緑内面にヘラミガキを施す。 466・467: 469は小型広ロ

壺。 46811裔坪の脚部。 470は粗製の直口緑の鉢。

在来系のものは存在するが小破片がほとんどで周辺の住居からの混入と考えられる。 V1期な

いしはそれ以降に位四づけられる。

S B55出土土器 (Fig.151) 

471は広口壺。 472は高坪脚部。 473は屈折口縁で大型の鉢で．丸庭と思われる。 474はミニチュ

アの壺。 475は凸レンズ状の底部。凸レンズ状底のものが多く ．不安定な平底のものがみられ

る。 W期に位凶づけられる。

S B63出土土器 (Fig.151) 

476はく字状口縁で．小型の甕か。 477は鋤先状の.478は後期系謁坪。不安定な平紙のものが

多く 、レンズ状底がみられる。店坪の形態などと合わせ，Ill期に位四づけられよう。

S 864出土土器 (Fig.152) 

479は平底のく字状口緑の甕。 480は底部がやや不安定な， 481は平底の無頚壺。底部は平底の

ものが多く 、不安定な平底のものがみられる。図示していないが須玖系高坪があることとあわ
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せてII期に位置づけられる。

S B72出土土器 (Fig.152) 

482・483は平底の甕底部。 484は粗製の直口緑でやや深めの鉢。他にも平底のものが出土して

おり.a期に位四づけられる。

S 876出土土器 (Fig.152) 

485は外来系の小型広口磁。他に内面ヘラケズリの胴部小破片が出土しており，住居の形態(4

本柱）とあわせてV1期に位憶づけられる。

:: 472 

471 

S 855 

三}.. 
、:•

475 

—ャ
., 477 7478 

476 。
2知

S 863 ヽ :: 
Fig. 151 S 855・63竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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3. 遺 物

S 864 479 

ヽ

S 876 
CT)., 

゜
20cm 

S872 I-'―’’’ 
Fig. 152 S B64 • 72・76竪穴住居跡出土土器 (1/4)
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3. 遠 物

S 878出土土器 (Fig.153) 

486はく字状口縁の甕。 487は高坪.488は手捏ねで，甕のミニチュアか。 489は小型の広口壺。

490は直口緑の鉢で，経部がわずかに意識されている。底部は不安定な平底のものが多く ，凸レ

ンズ状底のものがみられる。高坪の形態などからN期に位牲づけられる。

S 881出土土器 (Fig.153) 

491は小型の広口壺。 492は直口縁の鉢。 493は不安定な平厖でく字状口緑の甕。 494• 495はロ

緑部が直立気味の高坪。不安定な平底のものが多く，凸レンズ状底のものがみられる。裔坪の

形想などからIIJ期に位儀づけられる。

S B83出土器 (Fig.153) 

496はやや不安定な平庭で屈折口緑の鉢。 487は不安定な平底で直口縁の鉢。鉢の形態から RN

期に位訟づけられよう。

゜I''' 
Fig. 154 S X30坪明遺構出土土器① (1/4) 
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c) S X302不明遺構出土土器 (Fig.154~156) 

498~501はく字状口録の甕。 500は不安定な平厖。 502は長胴の広口壺。 503は訂口壺で．胴部

に低い三角突帯が5条ほどめ ぐる。 504は球形胴部の広口壺。口唇部に刻みを施す。 505も広口

壺で．底部は凸レンズ状底である。506は口縁部がほぼ直立する高坪。 507は高坪脚部。 508は不

安定な平底で直口録の鉢。509は凸レンズ状経で屈折口緑の鉢。510は平底で屈折口緑の鉢。511

~~ 

502 

ーニ— ~

，
 
．．．，． 

505 

。 笠
Fig. 155 S X302不明遺構出土土器② (1/4) 

507 
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゜1 ' 

Fig. 156 S X302不明遺構出土土盤③ (1/4) 
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514 

517 

20cm 
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8
 

ー5
 

フ＼．＂
S 857 

S K210 S K213 

S K324 

゜

二
口蚕口

F'ig. 157 S 857掘立柱建物跡．S K210・213・324土塙出土土器 (1/4)

は受け部が水平な支脚。 512~517は器台。器種的には器台が比較的目立つ存在である。底部は

平底のものが多く ，不安定な平底のものがみられる。硲坪の形態と合わせてIll期の古い段階1こ

位誼づけられる。

d)掘立柱建物跡 ・土墳出土土器 (Fig.157・158) 

518はS857柱穴出土で，布留系の甕。胴部に波状文を施す。建物の時期はVI期であろう。

519はSK210出土で，小型の複合口縁壺である。底部はやや不安定で．新しい様相をもつ。

II期に位肛づけられよう。 520はSK213出土で，袋状の受け部の支脚である。

521~525はSK324出土。 521はく字状口緑の吏。 522は凸レンズ状の央底部。 外而下半部はケ

ズリである。 523·524は椀形の鉢• 524は内面に縦方向の暗文がある。 525は丸底で屈折口蘇の

鉢。 IV期に位図づけられる土器群である。
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束山田一本杉遺跡11区 ・Ill区．洒111田二本松遺跡B区

f・;g固蓄号
出」・紐 器帽 法量 cml 形態 ・ 潤繁の特徴 • その他 色関

む鯰番丹

97-14 S 8235 
甕 口径 15.5

＜字状口縁の甕.0縁外OOククキ後ヨコのナデ，内面ハケメ後ヨコ
費祖色

940! 四 PIO の・rデ．嗣圏外面??キ後ハケメ.1'キ邸ケズリ．

・15 S S23S 
n程加.0

＜字状口録の甕。口騒部ハケメ後3コの1'デ。尉郡外面タクキ後ハ にぷい

” ケメ。内面ハケメ． 偵橙色9,oc函 匹下聞

16 S 8235 口怪 19.0 完形に復駁でさる甕.....郎Ii丸氏に近い凸レンズ状底．厨部外iflj,ヽ こヽぷい
． 

n色941)(呻 凄土」溝i 憐紅 29.2 ケメ.1'半蔀ケズ，/．内面ハケメ後ナデ．

-17 S 8235 
口径 20.8

＜キロ縁の甕◆ 尉部やや,..膨らみ．口“外面9ヽ ケメ後ヨ9の1・¥,
褐色” 糾郡外面ハケメ，下半郎ケズリ．内面9ヽ ケノ後・rテ一11140 

蹄 18 S B235 
豆 口径 14.2 口縁葛内面l~itl線的である.o緑躙はヨコの・rデ.JI闇内外面ナデ． 貨氾色

94()(碑 J P7 

-19 S ll2お
口径 22.6

ロ朽郎に刻み． 預圏に三角突笞 1 条，，ぐる • Cl縁1111ハケメ後ヨコの
橙色” ナデ．騎部内外面9ヽ ケメ．94四 881 壇土T-脳

-20 S B2ぽ
口怪 14.4

馴部は下膨らみ• ロ緑罵ヨコのナデ．胴llll外面9ヽ ケメ．下干部ケズ
出色

＂ 一池22 リ．内面ハケメ．

・21 SB怨
口怪 19.3

長胴の広口w.口唱郡に刻み．口唇郎ヨ コの.,.デ．頚部ハケメ．尉
貨祖色” 圏外面ヽ ケヽメ．下干郎ケズリ．内面ヽヽケメ後ナデ．9<00'! 磁 壇

-22 SBね5
口径 16.0

艮胴の広口壺.o呻9ヽケメ後ヨコのナデ．尉置外訓ハケ~ - '"'
黄位色

壇上下H ” 郭ケズリ．内面ハケ,I,.94002616 

・23 S 8235 広口壺．口け郎に刻み,.11部に波状文，沈縁文.0縁部ヨ コのナデ． にふ：ぃ

” 口径 21.0
嗣郭外函9 ケヽメ．下半圏ケズリ．内面9ヽ ケメ後ナデ 貧n色9如 10ふ29・30

、24 S B235 口径 22.0 広口'I!!,I笠部は丸庇．口唇郎ヨコのナデ。頸闇ハケメ．嗣屈外面ク に%,I.¥

” クキ後9ヽ ケメ．内漏ハケメ。 貧色9匹 675油3l lllf高訪.6

99・25 S B235 
ロ往 12.8

尖りbぎのJJ;□壺。口籍隠ヨコのナデ．胴祁外面ハケメ.f半膠ケズ
褐色“ リ • I勺面ハケメ．税刃 1;,23 

・26 SBね5
厨径 17.8

精製の長頚lit.外面11:fllllllから尉邪上半部ヘラミガキ．嗣慧下半祁
黄R色” 9四 776池37 ナデ．内面ナデ．下半椰ヽケメ。

・21 S ll邸
台N豆 口径 13.2

111製の台N壺口縁ヨコのナデ．尉隠から肩郡1こかりて外漏9ヽケ
茶褐色

9知 !0511>36 ，，後ナデ．内面ハケメ．

28 S R235 
台付鉢 口ほ 19.8

屈折a品の-~に孵郎をつけたしの.a縁郎ョコの.,.デ＂嗣躙外面ハ
褐色

9匹 2い 出16 ケメ役一鐵ナデ．内面1・デ．

-29 S 6235 
鉢

口往 20.0 丸で屈折口紘の鉢。かなり簿く精製品。口縁illl!Jコの1・デ．胴部
褐色

3900()663 i;,15 謁,Ii13.1 内外面9ヽ ケメ．下半溶9ヽ ケメ後へうミガキ．

-3(1 S 8235 ロ往 22.7 ,~ で屈折口縁の鉢。口縁隠ハケメ後一膠ヨコのナデ． 馴部外面ハ
茶褐色“ 紐 M邸 23N>II llllil'.I 10.5 ケメ11-tデ．内面ナ・r.

・31 S 6235 
這

窮往 12.6 筍形の支騨．受部はつまみ出す。外禰ククキ. I: 面ククキ役ナヂ．
明褐色

94(出 196遭下眉 器iii11.3 内面ユピオサエ後ナf'.

・32 S BZ祁
醤台

口往 13., a円濯1こ刻,,。外面タクキ後上半那9ヽ ケメ．内面上半郎9ヽ ケメ.l' 明員喝

9』00<1n P7 儲嘉 17.9半闇.,.ヂ． 色

-33 S 8235 

“ 
ロ往 17.0

完形．外面ククキ後ハケメ．内面4 ヶヽメ．中央郭ユピオサエ後ナデ． 明褐色
9叩 195床面 湘iii19.1 

-354一



3. 遺 物

r喜咽奮号
出土地点 器種 法 鼠 畑 形熊 ・ 調整の特徴 • その他 色関

丑餞雷号

100-34 SB匹
白付鉢 褪径 10.6

4 方に径2•ほどの小孔を3ヶ所112.Iヶ所は3ll!ltっ．在地の 浅貧旧

,、0040潤 壇土下M 台付鉢か．内外面としヨコのナ1', 色

-35 S B23., スプー
スプーン状土製品の破片．調整はナデ． 褐色

94叫 206培下柑 ン

・36 S R235 
鉢

0程 13.8 婉形の比外函,:ナデ．庭部ケズリ。内面J;.半部ハケメ．下牛部ナ
明褐色

,しi匹 197 床面 四~S.2 デ．

-37 S 8235 0往 12.6 椀彰の鉢。口誡部ヨコのナ九外OOハケメ．内illiハケメ役睛文状の
茶色

“ 醤~5.189003994 So I ヘラミガキ。

＜這 S ll235 口径 16.1狂那丸のやや荘い鉢。口縁匿ヨコのナテ．外i111ククキ復ナデ．内 桟賞橙

” 儲;rs3-5 面.t半郡9ヽ ケメ．下↑郎ナデ． 色9~0026切 lo42 

・311 SB怨 口径 15A 駐部丸底のやや深い鉢.a縁Illヨコのナデ。外面ククキ役・}・デ．内 にぷい
II 

9-IOOHSO 哩土・rn 岱潟 8.6 面ハケメ． 黄橙色

•40 SB磁 ミニ 0往 7.8 手捏ね．不安定な平1,の鉢のミニチュア． 外面ユピオサエ後ナデ
褐色

94004199 理土:rnナュア 器Ii3.4 内面ナデ．

•41 SB匹 口穫 8.1 
予捏ね． 悦形の鉢のミニチュア．外面ユピオサエ悛-t1'.内面ぅ•デ 笥褐色

＂ 9• 釦 198 ~10 悶応 4.1 

•42 Sil訟5 口径 10.2
凸レンズ状窮の鉢のミニチュア．外禰クタキ後ナた内面9ヽ ケメ． 褐色

“ 94叫 200 !in45 雰ii$ 5.7 

-43 S112お m坪 樹I苓16.6
坪1l11との接合の際の擬口縁がある.3方透かし．外面へうミガキ．

茶褐色
9,1004202 撹;l:"f/11 内面ナデ．

-≪ S B235 
岬 17.0

醤壁がやや薄く．粗製品．坪部内面．外ifiiT寧なヘラミガキ．内面
茶褐色

＂ 釘004203壇土 下半部ハケメ．上半部ナデ．

・45 SB怨
口径 2,.ヽ

口縁部が大さく Hく闊(,Cl縁部ヨコのナデ．外面9 ケヽメ後ナデ．
褐色

” 覇 00852ぬ2 内llliナデ．内面に間文がある．

•46 S B?3S 
口径 28.2

口縁団が大さく長く開＜．坪111外面．内而ヘラミガ'I'.ロ鯰外面ナ
t!l色

＂ 畑 162 埋上層 デ後猷内状の111文をl1iす。

-~7 S 82お
口往 32.6

口縁躍が大さ く長く開<,a緑邸ヨコのナデの殺外面鮒帽状の鴫文．
茶褐色

＂ 94叫 201 池◄6 内面縦方向の疇文を籍す．杯部内外面ヘラミガ"'・

••8 S ll2お
口往 20.2

屈折口縁0)鉢に戸弘をつけた形11!1。口“部9ヽケメ後ヨコのj•j'. 坪 浅貧団

” 色94004118 込'¥,1 部内外面ハケメ．

101-49 
S 8? 箕 □ !l 32.9 

屈曲が明帽でなく．直線的である．口綽内面に暗文を庫す。 U縁邸 にぶい

“ ヨコのナデ...郎内外面ナデ． 橙色94005096 

・50 S6磁
壼 口琵 15.5直立気昧の口縁邸。口品1!11ヨコのナデ．胴郊内外面ハケノ． 灰白色

!1400額 5 pt 

・51 尉郎中央に4条の沈綿がめぐる。透かしがみられるが．数は小片の にぷい

94005Q97 
S 1¥236 醤台

ため不明。内外面9ヽ ケメ． 貧橙色

・52 S82鴻
鉢 ロ(-l15.4 

紐の鉢で．胴母に三角突膏とコ字状突僭が 1条ずつめぐる.OU 
黄橙色

94002650 虹 部ヨつのナデ．外面下半ハケメ後ナデ．内面ナデ．

・53 S 8238 ロ往 15.7
航形の鉢。 口鍼郡ヨコのナデ．内外面ナヂ．

にぶい

” 貧褐色9~00以,39 哩 嘘高 5.4 
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東山田一本杉遺跡ll区 ・Ill区．西山m二本松遺跡B区

F如~=号
出土地点 器種 法鼠 cm 形態 ・ 調望の特徴 • その他 色調

登録番号

101-5』
SB勾8 鉢

口径 14.2 椀影の鉢．口縁邸ヨコのナ戸内外面ナデ．内面に縦ガ向の町文を
橙色

9幽 &12 馨謀 S.15 籍す．

・SS 
SB匹 ht-lfl: 第程 13.2 鉢か甕か不明。外面ハケメ後ナデ．脚霜内面ナデ．内面ハケメ． 貧色

940026-10 

-56 S B2埠
鉢 D復 19,8 屈折口紬の鉢。口縁那ヨコのナデ．内外dlf,ヽケノ後ナデ．

桟貨攪

940026<3 心 色

・S7 S 8238 口径 12.2 ll(口縁で．、1/ltの鯰．庭郵は不安足な平駐．口綸闇9コのナヂ．内
10.色

埋
I/ 

鉗碍 8.1 外面ナテ．内園1こ瞬文か．9』0026,11

-58 SU磁 ミニ 口往 3.85
千捏ねグラ入形で．煩例に乏しい．ユビ＊サエ後ナデ． 黄褐色

95000165 珊 ナュア 霧渇 5.0 

・59 S 82渇
鉢

口径 17.2 iliO紘で．内傾する口騒祁を しつ鉢．丸窮．外面上半部はハケメ．
灰褐色

88005655 P7 器窮 11.4 下キ郎ケズ，}．内面.,.,,,,

・60 S 8238 
ロ経 20.0

頑口縁の鈷．口唇部ヨコのナヂ．外面タクキ後9ヽケメ.-f半越ケズ
褐色

,, 
88005654 P7 I)• 内面ハケメ。

-61 SIう238
笞台

1!1111中央に 6条沈線をめぐ らず．上下に透かし孔があるが． 霰,~の 浅貨橙

9,1002646 虹 ため数は不明．内外面ヽヽケメ後ナデ． 色

102-<>2 S K239 
甕 ロ往 25.2

＜字状〇緑の甕・ロ匹 llllがやや肥＂する .0四 ョコのナデ．外
研褐色

9•1002750 虹 iffiハケメ．内ill!ナデ．

・63 S R239 
底径 7,6 底部平底の甍．外面ハケメ｀内面ナデ． 田色JI 

94匹 757 理

-6' S 8239 ミ ニ 口径 0.95 壺のミニチュア．平駁で．試影の尉部のJ:部に孔を穿つ。 内外面ナ こヽぶい

94幽 7<9 虹 中Ill チュア 濶高 ,ヽ.oデ． 貨橙色

-65 S 8239 ロ往 9.4 鉢の ミ.::.チュア．平底で.ii[ロ縁である.0縁郡ナデ。外面ククキ
は色“ 94002743 壇土 器,l 5.2 後ナデ．内面9ヽケメ．

-66 S 8239 
高杯 □f登25.0

口縁雇が直立気味の杯椰。内外面ヨコのナデ．杯部外面ハケ）後ヨ Ill色～

94(如◄6 境土上Ill コのナデ． 黒褐色

-67 S B239 褐圏が内清気昧9こ立ち上がる． 内外面ハケメ．外面にク タキがわず

＂ 
祖往 23.4 団色

9<002753 壻 かに残る．

-68 S llZ39 
謬わ

0往 10.2 受ヽ /Illは綬やかに外反し．裾郎1:;a線的である．受け部，裾慾ヨコ にふ,¥-、

94002;56 壇土 醤高 13.2 のナデ．内外面ナデ． 貧橙色

・69 5 8239 D行;11.9 馴謬中央で屈曲し.J:. 下111:r対称．外面9クキ後一郎ナデ，内面.,. にぷい

” 94002;55 壇土 l111高 16.6 ヂ． 貧橙色

・70 SB硲 ジaッ
ジョッキ形.i:醤の把!J'.1111竪はナ:r.

にぶい

94002752 埋上下H キ 貧n色

103•71 S B247 
壼

口怪 17.9 凸レンズ状底〇縁内孤に文様のような感じのハケメか．外lllifタ
黄褐色

940026訪 11>2 • I 器碍 37.9 キ後9ヽケメ．下半躙ケズリ．内面ハケメ役ナデ．

・72 S BZ47 n粍 20.7 不安定な平底．頚節の突硲1:貼付かどうか不明。 0繰1111ヨコのナデ に」:t'

” 9~002808 池 t 堀高 JI.I外面9ヽケメ．内面K半9ヽケメ後ナデ．下半ハケ メ． 貧帽色

・73 S 0?47 
甕 口径 18.3

＜字状□縁の甕 口＂閉ややくぼ (t.ロ綽澤ヨコのナデ．嗣郎外面 にぷい

9•002689 埋 ハケメ後ナデ．内面ナデ． 赤褐色
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3. 遺 物

r誓甜号
出土地点 器櫨 法 量 臼 形懸 ・ 製整の特徴 • その他 色躙

輝雷号

103•74 S B2ヽ？
甕 口径 18.6 ＜字状口騒の甕• D縁罰ヨコの.,.デ．内外1i1ナデ．現在所在不明．

明赤褐

碑 0174 ll>• 色

-1; S B2ヽ7
鉢

□ Ill 21.8 峠形の体 口羅躍ヨコのナデ，尉1111から寇部外面ナヂ，内面ハケメ にぷい

,、0028的 瑾,,,, 器貸 7.3 後ナr. 黄色

・76 S82•7 口径 11.2 口縁郭がやや屈曲する．壼に近い形讚である．庇饗は不安定な平氏 にぷい
/I 

潤高 10.0 か。口綸1111ヨコのナデ．外面ハケメ後ナデ．内il11ナデ 貿色9400拗ヽ 渾i・t・削

)().J-77 S8247 
大鉢

口註 47.9越大型の鉢．凸レンズ状底．預部と尉邸に三角突帯が 1条めぐる． 桟貨n
9100268< 遭土上＂ 器高硲.3外面ククキ後ヽヽグメ検ナデ．内漏9ヽ ケメ後ナデ． 色

・78 
$ B2ヽ8 甕 口径 28.8

（字状〇縁の甕．胴郎最大往1:比較的上位にある。口騒閉ヨコのナ
晴褐色,、00<207 ・Y. 馴部外•面ハケ メ ． 内面上半ナデ． 下半都ハケメ．

・19 SBれ8
口径 27.0

球形嗣部の甕．，“部に三角突惰が 1条めぐる．口縁Illヨコのナデ．
褐色II 

胴憾外ilifハケ，，．内面ナf'.94004210 i.+~~ 

•紛

9400~208 
S 8 2•8 ” 底径 8.8庇露平窮の甕．内外面ハケメ． Ill褐色

105・81 S BU9 
口径 21.0

（字状口紘の甕。口縁外面ハケメ後ヨつのナデ，内面ヨ コのナデ．
賀橙色

＂ 胴郎外面ハケメ. F半羅げズリ．内i1iiヽ ケヽメ．94002633 第311-

・1!2 SB以9
口径 21.Z

＜字状口縁の甕．口縁部ハケメ検ヨコのナデ．胴郎外i紺ヽ ケヽメ．下 にぷい
JI 

半躯ケズリ ，内漏9ヽ ケメ． 泳褐色~002540 No35 

・83 S BZ49 
口径 30.◄

（字状Oliの甕• Of!ill!Iこ刻みを襄す.0絨節ハケ，，後ヨコのナデ
明褐色II 

94002956 lll31f. 胴隠外面ククキ後9ヽ ケメ．内面ハケメ．

-84 
S U2•9 

口往 :18.2完形に復で色る．凸レンズ状庭。口縁外iiiタクキ後ヽヽケメ後ヨコ
偵〇色II 

のナヂ．馴郡外面下半部にケズ リの製跡がある．9400,1053 器冨 43.9

-85 S H249 
壼 口径 34.、頚部に三角突僭めぐらす広口豆．口1'1部に州みを誕す。口縁部ヨコ

茶褐色,、知178 t芯濱 のナデ．馴聾内外面ハケメ．

I0&-86 S BZヽ9
甕 ロほ 19.0

.li1曲諮が明泣でない• ロ縁外面ク クキ筏ヨコのナデ．内illiハケメ後 こヽぶい

9400280? ぬ I ョコのナ1'.外ifliククキ後ハケメ．下半部ケズリ． 貴橙色

-87 S B2•9 口1122.0 ＜字口縁の甕．凸レンズ状底。口縁郎ハケメ後ヨコのナデ。胴部
賞橙色II 

外面,,,,.,,,下t墨ケズリ ．内面9ヽ ケメ後ナデ．94002594 1111群 残iiiZ6.3 

一邸 SB249 口径 17.2刃毎にややしまりがない． 凸レンズ状底• ロ縁部ハケメ後ヨコのナ
'Ill褐色” れ胴郎外面ハケメ．下キ邸ケズリ ．内面ハケメ．94002638 表保 残硲 23.8

-89 
S8249 

口径 18.9 預隠にややしえりがない．凸Vンズ状紅．口縁外面ハケメ後ヨつの
茶褐色II 

残漏 21.S ナデ．胴部外1lilハケメ..fキ館ケズ，}．内面ハケメ．94002952 

~90 S8249 口径 15.8馴郎がやや下膨ら,,.凸レンズ状底。口紘部ヨコのナデ．胴部外面
褐灰色

＂ 941)(碑 油22 器高 34.9 ハケメ．下半郎ケズリ、内面ナデ．

107•91 S 8249 
直 口径 17.0

口郷に描さか11の櫛描の文様がある。口縁那ヨコのナデ。胴郎内外
明褐色

紐U匹？ ~25 [Iiiハケメ．外面下半郎ケズリ．

・92 S8249 
口佳 17.7

頚邸`に三角突僭が，，，ぐる広〇壼.0唇邸に閃みを籍す。口繰部ヨコ にぷい

＂ 941)(碑 第3群 の.,.デ゜頚郎から嗣郎外面ハケメ ．下半1111ケズリ． /lllll色

・93 S8249 
口経 21.6

口縁墨がやや良い広口壼.0騒内面ハケメ後ヨコのナデ．胴郎外国
貿位色

＂ ククキ後ハケメ、 下半覆げズリ ，内証ヽ ケヽメ．9<004052 Na34 
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東山田一本杉遺跡II区 ・111区．西山田：：本松遺跡B区

F硲§畜牙
出土地点 器槌 法黛 an 形態 ・調整の符徴 ・その他 色潤

登錢岱号

107-9,t S 8249 
壺

直線的に内傾する0ほ郭をもつ1l!合0縁壺.0騒饗ヨコのナデ。順 にぷい

9,00,535 第3群
口復 18.6

郎外面ハケメ． 内罰ハケメ,r部後ナデ． 橙色

・95 S 82•9 
口往 22.5

長い0緑躍をもつ広口壼．預隠に押圧文をめぐらす。口給闇外面ク
賞!Qf!!II 

9-1002539 検出面 クキ後t-1',内面ハケメ後・rヂ．外面下半郎ケズリ．

・96 S BZ-19 
嗣ll24.6 

やや長尉気昧の胴郎．・丸庇に近い凸レンズ状訳.11郎9こ沈貌が8条
橙色

＂ 引002967 第 1群 !'ilめぐる．底躙に X字形のヘラ描さ文．内外面ハケメ．

108-9i S 82'9 
紅牙： 口径 25A

騨部に円形の透かしを3方に籍ず．口縁親は1!1耗する。坪部内外ilii.にぶい

94002623 埋 卿紺外面ヘラミガキ．隣郡内面上キシポ，)後ナデ． 赤褐色

-96 S 82<9 
ロ往 32.1

脚部に円形の透かしを'1/1こ籍す．口縁外面に耐餞状の咽文．坪部
困色” !J.1002627 壇土上附 内面はヘラミガキか．”第内面k半シポリ後ナデ．

” S 82•9 
壼 ロ！翌18.0

氏胴の広口壼．口紘部ヨつのナデ．胴隈外ill!ハケメ．下半部ケズ，)， にぶい員

94002964 lll3群 内面ナデ． ～但色

100 S 8249 ミ ニ
口琵 6.1 

壼のミニチュア• ロ紘部ヨコのナデ．胴笥外面縦力向のへうミガキ．明が褐

94002973 第2" チュア 内面ハケメ． 色

・IOI S 82<9 
鉢 口径 12.6撓形の鉢．外面は11J耗のため鯛整不IIIJ.内OOナデ． 橙色

9~002631 埋

102 SllU9 0経 l<.5
1'安定な平底で．直〇縁の鉢。内外OOハケメ後ナデ．

桟費囮
II 

94002622 第 ICf 響高 6.0 色

・103 S 82~9 口径 n.2 不安定な平底で．屈折口縁の鉢．口縁部ヨコのナデ．騎部外面ハケ
茶褐色” !M0041邸 第3群 器高 U.1 メ.1'半I'll!後ナデか．内測ナデ．

・10< S 8249 ミニ
0径 10,7壺のミニチュアか。口紬圏ヨコのナデ．尉隠内外面ナデ．

にぶい

9<00262, 第3Ill- チュア 帽色

-105 S B2•9 Oil 10.0 甕のミニチュア.,f安定な平底．口繰郎ヨコのナデ．尉謬内外面9ヽ 明赤褐
II 

9•002621 第3r,. 器高 10.0 ケメ後ナデ。 色

109-106 S8249 
合付鉢 口往 16.7

屈折□縁の鉢1こ脚隠をつ"たもの• D縁llllヨコのナデ．嗣郎外禰"
貧l!I色

引002625 第2訂 ケメ後ナデ，内面ナデ．

-107 SB公9
鉢 Oil¥ 20.2 

丸の屈折口縁fJ)鉢“口縁高ヨコのナデ．尉怨外厠ハケメ,l'・半藁
橙色

9<002630 向 ナデかケズリ ．内illiハケメ後1・デ．

-108 SBU9 Oil¥力 .2 五口縁で丸の鉢• D縁郎ヨコのナデ．外囮ナデ．内閥ハケメ．外 にぶい

＂ 9~002597 第3訂 残高 13.5面にククキの製動か． 黄R色

-109 S ll2~9 
器臼 11!1五17.6

胴部がしまらず.>tlJIの召台．内外面ハケメ後ナデ．訳躙外面にク にぷい

94002628 第3群 クキの臥跡• 黄m色

-110 
S 8249 

ジョッ 口往 10.4 完形に復原できるジョ ッキ形土1111。馴部がややしまる．外面ヽ ケヽメ
明褐色

釘004187 .. 醤高 8.15後ナデ．内面ナデ.把'f＇部ナt',

-Ill S ll2<9 
支

露伍 12.1内形の苔台．受け躍をややa,1き出す。外面ククキ．内面ナデ。現在
渇色

8900S963 LILLL 残碍 12.5所在不明．

-112 S B2A9 
醤i,

口ll¥10.2 内傾する口縁嵩をしつ器t;。口騒内illiナデ．口紬部から預那ハケメ．
褐色

蜘 00173 r..11 器高 19.7 裾邸外面ククキ後ナデ．内面ケズリo所在不明。

-113 S 82-49 
召径お.8

大堕の醤臼．胴忠中央に沈鯰を5条ほど厖す。.t半部9よ4万."f半 桟貨R

” 鉛は2方1こ透かしを厳すか．内外面ハケメ後ナデ． 色940029ふi第'"
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3. 遺 物

r喝-~書号
出土地点 器種 法黛 cm 形態 • 関竪の特徴 • その他 色調

登鯰雷号

110-l 14 S 8?51 
鉢

口径れ.2不安定な平駁で．屈折口緑の鉢．口緑郎9ヽ ケメ後ヨコのナデ．胴部
茶褐色

舘005646床面 謁嘉 13.2 外面9ヽ ケメ後ナ，，，．内面ナデ．

• 11 5 SBお2 ミニ 口['I. 6.6 
~r礼ねで． 口録の一郎が把手状にg1き出される．内外面ナヂ．

にぷい

9<00訟 埋土上~'f チュア 器応 3,7 貨臼色

-116 S H252 口径 9.2 ミニチュアの鉢。口縁部をやや折り曲Ifる．口紬部ヨコのナデ．外 にぶい

” llllt! 5,1 illiハケメ後ナデ．内面ナデ． 貿1!l色，り101碑 3 床面

111 S 8252 
衰 口径 12.2

やや虹立気味の口縁部と棘形の胴藤．口紬那ヨコのナ免外面ハケ
n色9,1螂 5埴ば：中M メ．内面1・デ．

~118 S 8252 
口!Ji19.7 ロ縁Ii短 <ii[立する• ロ馘内面ハケメi及ナデ．内外llliナデ． 桟褐色“ 9, 叫 OH應土り•It!

-119 S IJ2S2 
鉢

口径 18.4 不安定な平底で．直〇緑の鉢。口縁郡ヨコのナデ．外面ハケメ．内
貨m色

94004042 瑾土中11l 営店 6.2 iliiナデ．

•120 S 8260 口径 17.3 やや不安定な平庇で，直口縁の鉢.0唇岱ヨコのナ，，，.JI部外iliiナ 浅貨m
床面 ” デ．下半邸ケズリ。内ili-tデ．,、0045'4 祖~1. Iヽ 色

・IZI SB拗
既径 7.9 平底の甕。外面ハケメ後一忠ナデ，内面ナデ．

にぶい

~004543 床illl
塾

位色

・l'.!2 S 6262 
口径 12.8直口縁の小問甕•口縁第3 コのナデ． 内外面ハケメ．

浅貨栂
II 

色94005085 床illi

-123 S 82鯰
底径 S.8 不安定な平底の小型屯。外面ハケメ後ナデ．内面ナデ．

にぷい

9◄00碑 貼床内
壺

也色

・12A S 8262 
笞台 口径 12,0

醤わかどうか不明．焼成1よかなりR好.0繰邪ヨコのナデ．外iliiハ にぷい

94004768 貼床rベ ケメ．内面ハケメ後ナヂ． 貿拉色

111-125 S826-1 
壼 口径 14.2 広口壼口綽部ヨコのナデ． 胴慮外面 9ヽ ケメ舷ナデ．内面ナデ． 臼色

9<004164 P2 

・126 S 826-1 
口在 18.6

内傾する口“郎が直線的な濱合ロlil競．顕郡に三角突祖が1条めぐ
褐色” る。 0縁から頚郎ヨ コの1り’• 内外面ハケメ後ナデ．8細 951 P2 

-127 S B264 
口極 13,8

口縁がわずかに内膏する複合口縁蚊。口緑から頚駕にかけて外面ク
貧橙色” タキ後ハケメ後ナデ．外面ハケメ後ナデ． 内面ハケメ．9,11)0蕊 2 剛土1111溜

-128 SBm ミ ニ 口径 7.35
手 ゎ．椀形のJ$のミニチュア。内外面ユピオサエ後ナデ． 紐色

9400ヽ167下N .,.,. ア 1111高 3.3

・129 
S11264 

口径 6.7 

” 94四 4 悶潟 u “ やや深めの鉢のミニチュア． II 赤橙色

•130 S8264 
鉢

口往 11.3 底衝やや不安定な直口緑の小型の鉢．口縁鰈ヨコのナデ．内外illiナ
茶褐色

8細 947培 醤illi5.6 デ．

・131 S 8264 a往 12.0底懲丸底のil[口緑の小型の鉢• ロ“聾ヨコのナデ．馴闇外面9ヽ ケメ にぶい
II 

94叩 583 Na I 醤碍 6.7 後ナデ．内面ナデ．内面,:丹艶り． 貨Ill色

・132 S 826ヽ 口径 15.0 平底で直口はの鉢．口誡剖ヨコのナデ。胴部外面縦力向のハケメ．
褐色“ ,、004160下H 醤Jr$6.48 内面ナデ．

・133 S BZ64 口往 13.9平底で紅口縁の深めの鉢.0縁部ロコのナデ．尉笥外面縦7郎）のハ
赤褐色II ,、002581 壇土 llllllli 9.15 ケメ ．内創ナデ．

-359-



束山田一本杉遺跡n区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

Fぽ甜号
出出船i器檀 法量 an 形懇 ・調整の特徴 ・その他 色胃

丑舷蓄号

112・IJ.I S B267 口縁Ill!の屈曲が緩やかなく字状口縁甕．口縁郎ヨコのナデ．胴Ill!内 にぶい

94002691 上層
甕 0径ね..

外面9ヽ ケメ後ナデ． 赤褐色

-1お S B267 
〇径勾,9 外反度が大8いく字状0騒甕。口縁部ヨコのナデ。胴部内外ilii1'1',明褐色” 94叩 171 .J:.111 

・136 S B267 
壼 口径 19.5広口i'f.0縁邸ヨコのナデ． 厨郎外面馘力向のハケメ．内面ナデ．

明赤褐

"匹172 上＂ 色

-137 S B267 
口往 L2.8

覆合口縁壼．口騒郎lti!!立気味である． 預墨1こ三角突帯が1条めぐ にぶい

＂ 畏色9匹 175珊十 ~111 る．口縁1111から預郎ヨつのナデ．

・138 S 8267 
店が 口径 17,2小型の高杯．口縁外面ヨコのナデ．坪郎外面．内面ヘラミガキ．

明赤褐

“四782 1'111 色

-139 S 8267 
口径 32.6屈曲部が明筐でなく直誡的な坪部．内外面ヘラミガキ．

明赤褐

” 色9知 785 下Ill

-140 
S B267 

スプー
スプーン状土製品の匙部◆ 讚藍はナヂ．

にぶい

94釦？“ ン 橙色

-1<1 S 8267 
鉢

口径 18.S
凸レンズ状底で， やや深めの直口縁の鉢内外紺ナデ• 明褐色

9叩 160 下層 器高 l◄ .O

・142 S 8267 ミニ 口径 5.2 
手捏ね．不安定な平底のnのミニチュア．内外i11lユピオサエ後ナデ． 赤褐色

94四 029 貼床内 チュア 1111高 2.ぉ

-1•3 
S B267 

口径 4.6 
手ね．椀形の鉢のミニチュア．内外illiユピオサエ後ナ'Y, 橙色” 94如 762 器高 2.0 

・14-1 S B267 口径 6.15
手捏ね．不安定な平底の鉢のミニチュア。内外面ユピオサエ後ナデ．

明亦褐

” 色9知 164 壇 Ill 器嘉 3.45

• 1•5 S BZ67 
口径 7,? 壼のミニチュアか．外面霞Ii向のヘラミガキ．内面ナデ．

にぶい

J:lll ” 褐色＂叫 030

・1<6 S B261 
鉢

口径 16.8 不安定な平底でi110縁の鉢。口縁郷ヨコのナた胴郎外扇iハケメ．
赤褐色

9400傘 壇 ill嘉 7.1内面ナデ．

ll3・147 S B269 
甕 口径 23.3

＜字状〇縁の甕.0唇鄭に刻みか. o縁外函ハケメ後ヨ コの•J- デ．
閉褐色

9磁ぬ rl>IO • II 胴圏外面ハケメ． 下半Illケズリ．内面ハケメ．

• 1<8 S 8269 ＜字状口縁の甕.0縁外面クタキ後ハケメ後ヨコのナデ．内面ハケ にぷい

” 口径 24.2
メ後ヨコのナデ．外面ハケメ． 下キ郡ケズ，)． 黄覆色94002%2 地22・23

・149 S 6Z69 口怪 23.8 底廓丸底に近い凸レンズ状庭のく手'IJ:口縁の甕• ロ縁隠ハケメ後ヨ
褐色

壇 ” 器裏 41.0 コのナデ。外iftj,ヽ ケメ．下半郎ケズリ．内llliヽ ケヽメ．9叫 177

-150 S B269 ロ往 23.2 庭圏凸レンズ状のく字状口縁の甕.0縁外面ククキ&,ヽ ケメ後ヨコ にぶい
． 

94ow.H;3 i;,1他 闊寓 39.3 のナた 外面タク＊後9ヽケメ、下半郡ケズ•) ． !ll色

114-151 S 8Z69 
豆

口往 l?.4 小型の広口壼．昨郎丸底か．口縁郎ヨコのナデ，馴邸外面ハケ，，．
褐色

941)()'l894 NoJ 残潟 12.2 ..t半邸後ナデ．下半部後ケズ，}．内面ナデ．

・152 S 13269 口径 15.0 口縁馳立気昧で．底郎丸底に近い凸レンズ状底．口縁部ヨコのナ
明褐色“ 9<0029W 床面 醤高 21.6 デ。胴郡外illiハケメ．下半躙ケズ'),内illiハケメ．

-153 S 8269 ミ ニ 口往 5.8 椀形の鉢のミ ニ.,. ~アか．内面から外面上半郎ユピオサエ後ナデ．
IJll掲色

94002870 床面 チュア 器高 2.4 外iiiハケメ後ナデ．
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3. 遺物

li,i-届奮号
出土地点 匹種 法 g。 形態・調整の符徴• その他 色躙

登錢番号

114-154 S 8269 
応牙 褐径 10.6

小型高坪の細部か。 3ヶ所に2傭ずつ穿孔する。内外面ハケメ後ナ
茶褐色

94002860 埋 ヂ．

-155 $8269 
口径 23.0

屈曲郭があまり明確でなく直線的な杯部．内通に縦方向の1111文を厖
明沿色

＂ 94002邸I壇土下層 す．口縁鐵ヨコのナデ，外両下半部ミガキ．

-I沃 S 8269 
口径 25.6

口縁1'11がやや長い。口緑外面に象:jめの疇文を施す． 内面い薯文に近
茶褐色II 

94002889 p、 いヘラミガ＊・外面下半邦ヘラミガ..

~157 S 8Z69 
0往 30.6

08外団に鱚蝙状．内面に縦ブ”りの疇文を庫す．牙l11内囲い疇文に
茶褐色II 

9400泣槌 No7 近いへうミガむ外面下半部ヘラミガキ．

•158 SB碑
鉢？ 鉢の一種か。丸底で器殷が＂い。内外面ナデ．

111褐色

~40021!6S ~· ~!El色

-159 S82砂
鉢

口(!15.0 椀形の鉢。内面に縦万¢りの睛文を施す.0縁甜ヨコのナデ。外囮夕
茶褐色,、002092No2 醤冨 5.1 クキ後ナヂ．内面ナデ．

-160 SB磁 口径 16.ヽ 底高がいびつな丸底の椀形の鉢。口縁郎ヨコの・rデ。外i!J-tデ..,, 
褐色JI 

!MOO磁 l床illi 器高 7.S キ路ケズ•) . 内面ハケメ．

-161 S 8269 ミニ 口径 6.1 深めの鉢のミニチュアか．庭部やや尖り底気味＂口縁部ヨコのナデ．
褐色

91002616 
＂` 

チュア 器寓 5.6 内外面ナ，，，．

・162 SB拗
鉢

口匡 15.9 庭繹凸vンズ状の屈折Cl縁の鉢．口縁郎から胴躍上半111lにかけてヨ
明褐色

~002896 池3-4 •6 醤高 12.8 コのナデ． 内外面下＊邸ハケメ．

-163 S B269 口径 15.9 底笞丸底の屈折口縁の鉢。口紘部ハケメ後ヨコのナデ．駅邦外面ハ
茶褐色” !MOO沿伯 NoH 器高 10.5 ケメ．下半郎ケズリ．内面ハケメ．

-16ヽ S 8269 口径 11.Z やや深めの直口縁の鉢。口縁部ヨコのナデ．内外illiハケメ．底邸外
明褐色JI 

940(細 No I 器高 7.9 面ケズ9,

115-165 SB碑
器台

口径 12.6 裾響がやや内高する。口柑部と潟部に刻みを籍・r.外面ククキ後ハ
明褐色

!MOO蕊 ,... • 21 器高 18.6 ケメ・内面ハケメ．馴謳中央綿ナデ．

~166 S B269 口径 14.0 裾饂は直線的．口唇郎上靖，褐部に刻みを樟1',外面クク今後ハケ
明褐色” 9400と6妙 や16 1!11高 18.5 メ後ー11lナデ。内面ハケメ．中央郎ナデ．

~161 SBU9 
支

裾径 11.2 受It輝をつ2み出す杏形の支”・外面クタキ．内面ユピオサエ後ナ
明出色

!MOO'/が違 池8 儲高 9.9 デ．

-168 SB碑 裾径 13.2クIt邸をつ2み出す杏形の支肩．外面タクキ。内面上半邸ユピオサ
明掲色JI 

欝高 11,9 工．下半部ハケメ．91002邸7池5

~169 SB拗
鉢 口径 20.2

口笞駆がややくぼむ直Cl縁の鉢．口縁部ヨ コのナデ． 外面ハケメ． 瞬褐色

94002704 床lll 内面ナデ． ~Ill色

-110 S 8273 口径 12.9
椀形の鉢.c縁郎ヨコのナデ．外潤ナデ．内iiiヘラミガキ． 貨褐色“ 以00261$床illl 醤II.I4.5 

~171 ssm 
近

ill□ 縁の豆か。 0縁外面に廓嬌で健な洩状文を籐す．内外園へ；；ミ
赤褐色,、002614 上層 ガキ．

ー172 SB公I
益杯 口径 27, ◄ 鋤先状口縁の高杯。口縁揺ヨコのナデ． 旧色

94002711 壇土上層

・173 SB誂I
甕 口径 'Z7.8 ＜字状口縁の甕。口縁部ヨコのナデ．外面ハケメ．内囮ナデ．

褐色～

940027⑱ 壇土上層 謀褐色
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東山田一本杉遺跡U区 ・lll区，西山田二本松遺跡B区

況・図暑号
出土地点 器糧 法量 cm 形態 ・ 調整の特岱 • その他 色調

登緑番号

llS-174 S 8281 
甕

ロ狂 13.ヽ 小型の＜字口縁の甕。底部やや不安足な平底• ロ縁Illヨコのナデ にぷい

94002707 壇下層 握高 13.2 外illiハケメ後ナデ．内面ナデ． 貧橙色

116-175 S 8282 
口径 ZS.8

口唇風頚部に刻みを籍す．口縁郎ハケメ後ヨコのナデ。外面クク にぶい． 
キ後ハケメ後ナデ．内面ハケメ後ナデ． 贄R色940(四 lb5群

-176 
S 8282 口径 28.0

＜字状口縁の甕。口縁外面ヨコのナデ．内面ヽヽケメ．胴部外面ハケ 褐色～

“ ，，．下半部ケズリ．内iliiハケメ． 切褐色9,1如 730

・In S 8282 
口径 24.0

＜字状口縁の甕．ロ111111ヨコのナデ...I'll外面クク＊後ハケメ．下
褐色” 半慮ケズリ．内面9ヽ ケメ． 下半畢後ナヂ．94004211 Nos群

-1111 S 8282 
口径 23.0

＜字状口縁の甕◆口1i1外面ハケメ役ヨつのナ'i'.内図ヨ::,のナデ．
贄橙色

＂ 941砥 91出3群他 嗣笥外面9ヽ ケメ，下半郎ケズリ，内面ハケメ後ナデ．

• 179 S 8282 
底径 8.16

178と閂一償体か。寇部凸レンズ状庭。外面ケズリ，内面Iヽ ケメ後ナ
貴団色” 94螂 9Zぬ3群 デ．

• 180 S 8282 
底往 9.1 底廓丸底に近い凸レンズ状底っ外面9ヽ ケメ．内illiハケメ後ナデ． 貨控色” 9, 螂 73 池511J

117-181 S 8282 
壺 口任 15.9

口縁闇直立気紐の広口滋。口縁部9コのナデ．外面クタキ後9 ケヽメ．
贄橙色

94001674 :..2群 内面ハケメ後ナデ．

・I鯰 S 1¥282 ロ往 8.9 丸底の小塁の鋼青愕 口縁部9コのナヂ．外面下半郎ケズリか。内
褐色“ 89008971 池 3群 醤高 7.8 面ナデ．

・183 S 8282 
口往 16.<

外傾する口縁部の複合口縁頁鬱頚郡と胴部の填に沈縁3条と11!1描の にぷい

” 波状文がある。預1l11内面ハケメ後.,.,,,!JI部内lliiナデ． 位色91004543 No. 訂

・184 S ll28l 
口径 14.8

訂練的な口縁部の広〇壼。口縁部9ヽ ケメ後3コのナヂ。胴部外illiク
明褐色II 

94004212 No l • 3訂 タ＊後ハケメ、内面ハケメ後ナデ．

-185 S 8282 ロ往 21.7 丸に近い凸，，ンズ状底の広口壼口縁畢ヨコのナデ。尉郡外孤ハ
貧橙色II 

94003241 No 2群 1111高 33.9 ケメ．下半Ill後ケズリ．内面ハケメ後ーIllナデ．

-1邸 SB岱2
ロ程 18.0

広口壼．口縁部ヨコのナデ．外illiクク弁役9 ケヽメ．下半郎ケズ，)． にぷい

“ 9,1005098 比2群 内面ハケメ． 貨橙色

118-187 $ 82認
裏坪 0往 32.1

口縁内外iliiに獄絹状の．坪鵠内外illiに縦方向の111文を廠す．口縁111S
引褐色

9,1004549 ~5 群 ョコのナデ．坪部外面ヘラミガむ

・188 SB牢
褥往 18.6

富杯の”部坪部内外面．脚鰈外面.t.f,111ヘラミガむ脚部下半郎
明褐色

＂ 9•00•546 1'13 ff 内外面ハケメ．内面ケズリ．

-189 S 8232 
鉢

ロ往 11.9 椀形の鉢．ロfflll!ヨコのナ，，，，外面ハケメ後ナデ，下半郎ケズ,.
黒褐色

9400454i ~3 群 醤高 ◄ .55 内iliiハケメ．下半部ナデ．

-190 SB磁 口径 16.3
丸窮の屈折口緑の鉢．口縁1!11ヨコのナデ．胴部内外面ナデ．

にぷい

＂ ~002546 lii4群 霧高 1,2 賞褐色

-191 so磁
台付鉢 鸞径 l<.9

白付鯰の芦置であろう． 褐輩郷ヨコのナデ．脚1111外面ハケメ後ナデ．
貧槙色

9~002549 No<群 坪獨．算内面ナデ．

-192 SB牢
1111台

褐程 26.J 尉部中央に沈線が6条ほどめぐる。下半郎3ガ透かし．上半部も同 にぷい

94005099 11>4群 器ii(26.1 様か。円孔が上半に2.下半に l縦に一列のみ並ぶ。 賞橙色

-193 SB如
支脚

褥径 10.9
受It郎をつまみ出す。外11i1タクキ．内面ユビオサエ後ナヂ． 褐色

8廻 96 池S群 器高 10.9
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3. 道 物

藷毯奮9
出土地点 翌櫨 法 .litan 形態 ・ 調整の符徴 • その他 色潤

登鎌紺号

118 I~ S 8282 
醤台

口径 12.3褪部は直鰈的で｀受け1111が大8く開く．疇部ヨコO)ナデ．外面ハケ にぷい

~00お蒻 N> I群 設高 17.6 メ．内面ハケメ後ナデ。 赤褐色

119-195 SBれ ミニ 口径 8,5 
宜口縁の鉢のミ ニチュr,不安定な平庇．内外面ナデ． 貨褐色

9ヽ002610ば面 チュア 涅高 4.3 

196 S BU< 口径 10.2
屈折口鍼の鈷のミ ニ.,.,ア．やや不安定な平民．内外面ナデ鱒 貧褐色

“ 94如 609貼床内 醤高 4.4 

→ 197 S8281! 口径 8.9 
甜□Iiの鉢のミニチュア．やや不安定な平庭か。内外面ナヂ．

明か褐

“ 残高 4.1 色9! 紐~12 煙

-198 S H288 

89碑7•1 床面
甕 口径 13.5 ＜字状口縁の史。口緑鑢ヨコのナヂ．内外面9ヽ ケメ． 出色

-199 S 8288 
台付甕 惧往 10.0

む付甕の関鵠．訊部外iliiハケメ後ナデ．内面ハケメ後ナ・,,.郎邸外
褐色

細討15床面 面ハクメ後ヨ コのナデ．内面ハケメ馨

-200 SD磁
甕

人底に近い凸レンズ状の底邸。外illlハケメ後ケズリ．内面ハケ，，後 にぷい

匹 00163仄面 ナヂ。窮邸タタキ． 慎褐色

120-201 S B?S9 
口往 23.2

（＊状□縁の甕。口誡外面9ヽ ケメ後ヨコのナデ．内面9コのナデ． にぷい
JI 

胴置内外ilifハケメ． 貧祖色94000491 :;,3 

202 SB蕊
骰

口往 15.0丸庭で球形鮎団の広口壺。口縁外面ヨコのナデ．内面ハケメ後ヨ つ
橙色

9400-l/Ol ＆ヽ 四j1i21.7 のナデ。外illfハケメ .1'半謡ケズリ ．内面ハケメ．

203 S 8289 長胴細りの壼．広口壺の一種か.a縁繹ヨコのナデ．外面ハケメ後 にぶい
II □1呈 9.4

94002701 池？ 板状工“によるナデ，内面9 ケヽメ． 橙色

•2().1 S 8289 0往 15.l碑で囚球形胴部の広口壺.0絨郎ヨコのナデ、外面ハケメ．下t にぷい

” 部後.,.デかケズリ．内illiハケメ． 黄橙色9'000絹3 池S 醤窮 11.5

1 函 S 8289 DI呈21.8 椀形の鉢口縁部ヨ コのナデ．外面ハケメ後.,.ヂ．内illi上キ圏9ヽケ にぶい

94000血 東鱒
鉢

器高 LO.I メ．下・'1'1'11ナデ． 1!1色

•磁 SB鵡9 口在 Zl.7丸 mでやや深めの屈折口縁の鉢。口縁那ヨコのナデ．外面板状エ）` にぶい
/I 

器謀 13.7 によるナデ，内面ナデ． 黄褐色,、0004991-,5 

・207 SIi碑 □ f.l 23.S .lil折Cl縁で凸レンズ状店の打孔鉢。口縁邸ヨコのナデ．外面ハケメ．
臼色" 94釦 85ぬ l 器~9.9 内曲ナデ．

・208 Sil函 褐往 11.-1
各形の支詞．外園ククキ．内面1・'1'・

にぷい

94如 97 S.9・17 
支脚

残応 9.4 貿m色

•碑 S 1!289 択往 12.8 行形の支脚．受11111のク孔1よ途中までである．外面ククキ．内面ナ にぷい

” 9,1000絡8 N, I 雷万 9.8 デ． 貨ぼ色

・210 S B289 
醤台 口径 23.2

胴部中央に10条はど沈線．口行団に刻みを緬す。 上半郎471, 下半
帽色

9'00270-1 II>!:, 鑢61i透かし。蝙部!I::JO)ナゲ．内外面ハケメ後ナデ．

121-211 SB衿5
鉢 口径 24.9

虹口縁の鉢。口縁部やや内傾する．口緑郡ヨコのナデ．外面ハケメ．にぷい

,、00,1538 P2 下半部ケズリ ．内面ハケメ後ナデ． 黄控色

~212 S 82'JS 
平窮の甕．外面ハケメ．内面ナ，，，．

にぷい

94即 537 P2 
聾 底径 8.5

褐色

1?2-213 S 8298 

94l)OZ:;90 P3 ＂ ＂径 23.8 ＜字状□縁の甕 □縁部ハケメ後ヨコのナデ.Jl郎内外illlハケメ。 赤阻色
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東山田一本杉遺跡U区・ m区，西山田二本松遺跡B区

r~-1!1釈
出土地点 器 種 法泣 cm 形態 ・調整の特徴 ・その他 色調

登緑雷号

122-214 S 8298 
甕

口径 13.6 凸vンズ状底でく字状口縁の甕．口縁部ヨコのナ九 胴部外国9ヽケ
橙色

94002664 壇 醤高 18.5 メ後ナデ．下半躙ケズリ．内面ハケメ後ナデ．

-215 SB磁
底径 7.9凸レンズ状底の甕既郎。内外Illハケメ．底瓢ナデ． 明褐色11 

94002735 P2 

-216 SB蕊
l'J 長頚壺の胴部・外面9ヽ ケメ後ナデ．内面ナデ． 橙色

94四臨 P3 

•217 SB滋
ロ往 17.ヽ

やや口縁部が尺い広口立。口縁聞ヨコのナデか。胴部外面ヽ ケヽメ後
賀橙色

＂ “四邸 Pl ナデ．下半部ケズリ．内面ナデ．

-218 S ll砂8
底径 7.1 

不安足な平底で．複合口縁壼か．胴部にコ字状突帯が1条めぐる．
橙” ““四 ~7 刷Ill上半部ハケメ．下半部後ナデ．内面ハケメ。

・219 s !I磁 ．
口径 18.4

やや器壁が厚い広口豆。口縁部ヨコのナデ．胴郎外面ハケメ．下半 にぶい
II 

泳橙色94002567 r,1,11・12 邦ケズリ．内面ハケメ．

123・220 SB蕊 □ Oi 16.S 
艮舅の直口縁の壼。口縁部ハケメ後9コのナデ。 11部外面タク年後 にぷい

f> 3 
fl 

貧褐色9'002&18 ハケメ．内面ハケメ．

-m S 62随 ロI!21.9 口縁謳の外反度が大きい広口壼◆丸底に近い凸レンズ状ll,ロ縁繋
橙色” 94004お1N,4 器高 29.8 ョコのナデ．尉部外面タクキ後ハケメ．内面ハケメ。

-222 SB函
口往 23.0

〇縁編部が外反する筏合口縁壼の口騒狐．外面ヨコのナデ，内面ハ
明褐色． 

9匹 194環中層 ケメ役ヨコのナデ．

-m S B2随
高坪 口荏 27.5

〇縁外面に鰯菌状の暗文を籍す． 口縁外面ヨコのナデ．杯圏外面．
赤褐色

94002607 P3 内面全illiヘラミガ"・

-22, S 8298 口伐 29.6 口縁外面に逆V字状の睛文を籍す• ロ縁外面ヨコのナデ．外図.l:f 
赤褐色

“ 9'1)()W(¥% P3 器冨 24.0 部内面へ9ミガ＊・ 嗣郡内面ハケメ後ナデ．

-2お S 8298 
壼 口径 17.4 広口壼の口縁部．鯛塁1$磨耗のため不明であるが．ョコのナデか． 明褐色

94邸 191Noll 

-226 S 11298 
大壼 胴径 ◄5.9

凸レンズ状底の大拉壼．頂郎以上打ち欠さ。嗣圏外面クタキ後ハケ
賃褐色

94002673 No9 メ．内面ハケメ。

12ヽ-mS ll298 ミニ 口程 8.75
白付鉢のミニチュアか．調整Itナデ． 赤褐色

94年 9 p I チュア 1!11高 3.8

-m S 8298 
高坪 口径 28.4

思い口縁箋が大きく外反する高汗,Ull隠ヨコの.,.デ.j:f部外面ケ
貧檀色

94- Nn9 ズリ．内面ハケメ．

-m S 8298 
口径 30.7

短い口縁郎が大さく外反する高杯。口縁外弧ヨコのナデ後縦刀向の
赤褐色II 

9<002606 P3 昭文を諷す．坪郎外即，内面ヘラミガキ．

・230 S 8298 
0径謁.I

口縁部がやや賽立に近い．口縁外面にハケメ．ヨコのナヂ後鋸櫓状
臼色

“ 94003241 地7 の暗文を算す.lfllll外llii,内面ヘラ ミガキ．

-231 S B298 
鉢

口径 13.3
椀形の鉢。外面9ヽケメ． 内面9ヽ ケメ後ナデ。現在所在不剛． 茶褐色

8900細 汝2 器況 6,4 

-2況 S 8298 口佳 9.6 口縁部が内湾するやや深めの力底の鉢 □縁郎ヨコのナデ。外面,,
病褐色" 91002660 P3 残1!11 8.0 ゲメ．下半廓ケズ,,.内面ナデ．

・233 S 8298 
台付鉢 口径 20.,

屈折〇縁の台付鉢.0縁郎ハケメ後ョコのナデ.JI部外面9ヽ ケメ後
祢褐色

9400,6.0 上 ナデ．内面Iヽ ケメ．
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3. 遺 物

r鷺魯奮9
出 器櫨 法量 an 形態・調整の符費 • その他 色調

豆緑奮号

124• 四 SB磁
高坪 涵径 16.0

直立する肩廓1こ直線的な藁悪の冨坪．円形の透かしが4ヶ所ある．
明褐色

細 a氾9ぬ6 外面から内面下半部ヨコのナ'J'.上半部へ；；ヶズリ．

-235 SB磁
器台

口径 19.◄ 大さく開く受It饂に直級的な裾郎。外面ハケメ，内面ハケメ復ナデ， 洩貧檀

,、0032ヽ011>7 器高 22.6 巾央郎ナデ． 色

・236 SB蕊 口径 14,I大$(閲く受け墨に直緯的な耐籐．外面ハケメ．裾部にクタキの摂
橙色

” 醤高 17.094001?'.l¥l Nos 鯵内1!iiナデ．上半郎9 ケヽ後ナデ．

lお-237 SBお9
支

揖径 11.8
受11響が水平な支脚．外面ククキ後ナデ．内面ナデ．

にぶい

9如 539填 彗高 10.7 橙色

・238 S 8299 

” 
0程 18.2

口縁惑が直練的に内傾する複合口縁壼。外iliiハケメ後ヨコのナデ． にぶい

940IM540 P2 内面ヨコのナテ． 橙

-239 

94(如 39
S 8300 “ 口径 18.0 内傾する口縁部が内湾する複合口縁豆。内外面ハケメ後ヨコのナデ．橙色

-uo 
S8300 口径 17.2

〇縁圏がやや直立気味の広口ft.0縁饂ヨコのナデ．胴駕外面9ヽケ にぶい

” 94000449 メ．下半葛ナデか．内面ハケメ後ナヂ． 黄橙色

-2-11 
S8300 賽

口径 18.2 不安定な平底でく字状口縁の甕。口縁感ヨコのナデ。外iliiハケメ． にぷい

93001614 磐高 22.0 下半郎ケズリか。内面ナデ． 贄檀色

・242 
S 8300 高坪 口径お.2

口縁隠が直立気味の高坪。口縁部ヨコのナデ．坪部外面ハケメ後ミ
橙色

94000•1• ガキか．内面ヽ ケヽメ．

・2<3 
S B300 鉢

口径勾.6直口縁で澤めの鉢。口縁繹9コのナデ．尉郷外面下半部板状工具に
橙色

!11000447 器寓 12.9 よるナデかケズ，)・内面ナデ．

・244 
SB珈 口径ぷ'・'

屈折口縁の大堕の鉢.llf部にコ字状突帯1条がめぐる。口唇椰と突 にぶい
II 

9l000450 帯上に釘み．内外面ハケメ． 橙色

•245 
SB珈

ミ ニ 口II5.3" 11i1形の鉢のミニチュア．底慧やや不安定な平底．内外面ユビオサエ
貧橙色

!M000424 チュア 醤高 4.8 後ナデ．

126-246 S 8300 
支

樹径 12.8
受,,部が水平な支脚。外面クタキ後ナデ．内面板状工具によるナデ．

明赤褐

94000436 床illi 醤高 II.I 色

-2,1 
$8301 甕 ロ往 24.7

＜字状口縁の甕。口縁部ヨコのナた嗣瓢外面ハケメ後ナデ．内図
貧褐色

93002617 ナデ．

・248 S8301 
壼 ロ棧 11.0

薫頚壼の一櫨か．口縁部が外反する。胴部に三角突帯が1条めぐる．
褐色

細 5626 床面 C縁鴫9コのナデ．外illiハケメ後ナデ．内面ナデ．

・249 
$8301 鉢

ロ佳 15.8
不安定な平底で直口縁の鉢．口縁祁ヨコのナテ．嗣圏内外園ナデ． 贄褐色

9細 6 醤高 8.25

-25() SB滋 ロほ 19.4
帆形の鉢．口縁部ヨコのナデ．舅郷内外111ナデ． 褐色” 一床面 醤高 6.5

ーお1
SB瞑

口伍 J◄ .2
椀影の鉢．口縁部ヨコのナデ．嗣111l外面ナデ．内Iiiハケメ． 褐色

＂ ぶ碑;4 醤裏 1.S 

-2泣
SB函

ミニ 口径 5.7 
宣口縁で漂めの鉢のミニチュア．内外面ナデ．

にぷい

9ヽ00453ヽ チュア 器嘉 6.5 檀色

ー磁 S 8306 
鉢

ロll17.8 丸に近い凸レンズ状底で屈折〇縁の鉢。口縁外薗ハケメ後ナデ．
褐色

ぷ蜘919 床illi 器裏 16.6外面ハケメ，下半部ケズリ，内園ハケメ．
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火山田一本杉遺跡LI区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

沢・Iii昌弓
出土兎点 器種 法鼠 an 形態 ・ 調整の特徴 • その他 色関

豆録嘉号

126-254 SB郎
器台

口径 11.7 裾部がやや内湾する．口唇郷に刻みを誕す．端郎ヨコのナデ． 外面 にぶい

39()()09,17 床面 笞高 16.3 クタキ後ナデ。内祗上キ郷ナデ．下キ圏9 ケヽメ後ナデ． 臼色

-255 S ll函 ロll11.7 褐部はば尊的である• Ofj謬に刻みを.tlli.,.。外面タクキ後ナデ．内
橙色II 

畑 9-18 床面 器高 17.3illi.l: 半部.,.デ．下半部9ヽ ヶメ後ナデ．

127・256 S 8311 
鉢 口径 26.8 屈折0品の鉢。口縁郎ヨコのナデ．外面ハケメ．内面ナデ．

にぶい

虫000459 攪 i!!色

・257 S 8311 
甕 底径 6.8 やや不安足な平底l1)甕．外面9ヽ ケメ．内面ナデ． 位色

94000462 埋土

-258 
SB況0 大甕 0往 •3.2

＜字状口縁の大型甕．濁廓にコ字状突帯が 1条めぐる。口縁外lllハ
褐色

9』002蒻I ケメ後ヨコのナデ。内外潤9ヽ ケメ．

259 
S8320 甕 口径 24.2

＜字状口縁0)甕。口は外面ハケメ1菱3コのナデ．内面ハケメ．嗣部
＃褐色

93003273 内外面ハケメ．

・260 
S 8320 大甕

口ll\•0.7 口縁内面を肥厚させる．口行恙に猷蝙状1こ賓）みを厖す。預那，胴邦 1こぷい

94002細 器高的.8 にコ字状突仔がめぐる．口縁外面ハケメ後ヨ:,U)ナゲ． 黄褐色

・261 
S 8320 皇 口佳 27.7

く字状口紘l1)甕。 口紘外ifiiクタキ後ハケメ後ヨコのナゲ．内ifiiハケ
illltl色

93003266 メ後ヨコのナた 嗣郡内外面ヽ グヽメ．

・262
S 1!320 0往 18.0 ＜字状〇騒の甕．口給廓ヨコのナデ．尉部外iillハケメ．内白iナテ．

にぶい
JI 

93003267 褐色

•ぬ

93003277 
S 8320 JI 底径 1.2; 凸＂ンズ状底の 甕氏風内外面9ヽ ケメ後ナテ． 貿n色

128-264 
S 8320 壺 口径 16.4

直〇繰の壺.Q縁 1:やや外反する.Q縁躙ハケメ後ヨコの1・1',
位色

9,1002671 嗣部内外1籍9ヽ ケメ一部ナデ．

-265 
S 8320 □ !Ji 15.4 口縁郎が直立気昧の広口豆． 口縁部ハケ，，後ヨコのナデ．討郡内外

黄位色“ 93003n, 面ハケメー謬ナデ．

磁
S 8320 高杯 口往 31.3

坦い0畠郎が大さく外反する高坪．全体に窮駐のため調整I!不明で
橙色

93001'78 あるが．内面は9 ケヽメか．

-267 
S 8320 ロ往氾.9

＂期的な高坪。口馳外面に餡内状． 内iliiに縦ガ府の町文を厖す• ロ によい

” 9,oown 縁1111ヨコの.,.デ．杯部内外面ヘラミガキ． lfalfl色

→2邸
S IJ320 叩 16.8

やや短い高坪の脚郎．杯廓内漏．即閲内面上半郎ナデ． 騨部外面9ヽ 明赤褐

“ 9400四 ケメ後ナデ．脚部内面下半隠9 ケヽメ。 色

-269 $ 11320 
鉢 口径 19.4 屈折□Iiの鉢。口縁那ヨコのナデ．内外面ヽヽケメ後燐なヘラミガキ．

明が褐

9、1003ねl;ill群 色

-370 S 8320 
Iii 祈口縁の鉢．内面1よヽヽケメ後ナデ．外面I~瓢耗のため調整不明。 褐色“ 9400皿 ol 1群

-271 
S 8320 口ll28.6 

肛〇縁の鉢．口＂郎やや肥界する。口 縁膠ヨコのナテ＇。騎部内外面
硲泣色II 

9300況 ハケメ．

-2n 
S 11320 支”

祝往 10.8 受11部が水平な支靡.lll部内ill!I /2ほど沈鯰状になる。内外i111ナ
Ill色

9400四 6 醤Iii9.6 デ．

-27'J 
S 8320 四台

0ほ 16.0□fl部に割みを籍す．外iJijククキ慢ハケメ．内面ハケメ，中央霜ク 浅費n

9<00't667 隣Iii20.4 クキ後ナデ． 色
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3. ill 物

,:g屈奮9
皿地点 1器種 法 誠 ロ 形態 ・ 霜監の特徴 • その他 色調

登畠巧

128・274 
S ll320 器台

口径 II.I
上下が対祢に近い形111.外贔ククキ後ナデ， 内函ハケメ後1り'• 褐色

9100四 8 嘘高 15.0

-275 
S 8320 

口往 12.0
口ffl'i!に刻,,を轟す．外面ククキ後ハケメ．内illiハケメ役ナデ． 明褐色． 

9400況29 器i!tl<.5 

I岱・216 S B321 
甕

ロ程 15.2 丸ぃに霞阪でさる＜字状LIiiの昼• ~Iは1111 ヨ コのナデ． 内外面·t-兄
褐色

89碑 77 埋 1111高 16.8 外面にククキの痕瞼あり。

-277 
SB321 大甕 口径 41.8

＜紐1J繰の大咽甕 nn隠にX字状の刻みを籍す。瑣濯に三角突 にぷい

9<002679 笞がめぐる．外面タクキ投"7-',内面9ヽ ケ，，． 偵褐色

-278 Sll321 
¥II D径 13.7

口給郭が尺い小型の広〇壺．全体にかなりゆが/J,口綸郎ヨコのナ
褐色

8細◄8 虹 デ。 外面ククキ後ハケメ．下半部ケズリ。内面ナデ．

279 S8321 
口径 15A

広口,a,ロ誡外面は9ヽ ケメ後ヨコのナヂ．内面ヨコのナデ。馴邸内 明貨褐

” 94000453 這 外面ハケメ． 色

280 
S8321 鉢

口ll¥13.6 
碑のIt。口紘躍ヨコ0)ナタ内外面ナf', R色

94碑 56 姦;qS.9 

m S8321 口程 16.9 不安とな平経で“口縁の鉢.on部が肥厚する.0絨部ヨコのナデ．
哨褐色

床漏 ” 凶高 7.05 内外道ナデ．8細 ，6SI

・282 5B321 ロ狂 22.2 虹口“で深めのやや大咽の鉢．訳郡Ithずかに意識する．口“謬コ
褐色” 窮高 12.9 つのナデ． 馴部内外ili1ナテ．8如 <9 埋土

130-283 S R323 
鉢

〇狂 14,I細の鉢．内i!J!に綬方向の1111文を誠す,OM/llSヨコのナた 外面9ヽ

茶紺色
8年 ?5 P3 磐高 5.25 ケメ．下半藁ナデ．内ilfjナデ．

284 S B323 
台H!I! 裾径 10.7

台付甕0)脚邸．”闇沿邸ヨコのナヂ．外面．詞那内iiiハケメ．内面
明褐色

g,c蜘 72 検出面 ナデ．

-2記 S 8323 
鉢 0径 15.6

具馴で心 llilの9ら l:llt匿ヨコ11)1・.Y,外面ククキ後ヽ ケヽメ．下半 桟黄〇

941蜘 69 埋土 那ケズリ ． 内面ハケ~. 色

→渇6
$8348 豆 D往 13,、l

ill□ 騒0)直,Ollll! ヨ3のナデ．外面ハケメ．下＊部ケズリ．内面 にふ：,,, 

9・100如 ハケメ． 橙色

筏1
S ij346 鉢

口径 11.5
丸で祖□縁の小型の鉢。外面タタキ後ナデ．内面ハゲメ疇 褐色

89碑 77 響高 6.1 

磁
S 83'8 甕 口径 25.•I

＜暉口籍の甕〇紘郎ヨコのナデ．外面9ヽ ケメ．下，，Iiiグズ`／．
橙色

9-100碑 内面ハケメ．

→碑
S llJ,s 鉢

紐に近い鰐1111で屈折口縁の•~-外illiヽヽケメ ． 下キ郡ケズリ．内面 に..;:~\

9<00況03 ハケメ後ナデ。 賛橙色

131-函
S 8349 d 0径 18.•I

口縁間が立饒的に外に1l1lく広口壼．口給躙9 ケヽメ後ヨ:rのナデ。 馴 色

9300函 1 部外i!iiククキ役ハケメ．内面ハケメ後ナデ． 黄控

-291 
S 8349 甕 nil 21.1 

＜字状口鯰の甕疇口騒外面ヨコのナデ．内面ハケメ．馴111外ill!ヽヽケ
灰黄色

9300325-1 メ．内面ナデ．

→刃？
S ll349 

ミ ニ Oil 5.9 
紐 ll.鈷のミ;1・,ア．内外闘ユピオサエ後.,.デ． 灰賀色

9300細 チュア 醤高 2.75

9300-函2939 S 83<9 鉢
ロ往 IJ.4 やや不安定な平底で直□緑の鉢｀口縁繹ヨコのナデ．外1lliハケメ． 桟黄控

醤高 6.1 内illiナデ． 色
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東山田一本杉遺跡ll区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

fig-譴 9
出 器種 法 黛 an 形應 ・ 賓笠の持閲 • その他 色調

丑録蓄号

131-294 
S 6349 紅牙 口径 31.2

やや紅立気味の口縁部で，口縁疇郎が肥＂する ．口綽外顧ヽヽケメ後 浅貿橙

9如 12% ョコのナ孔内illi~ コのナデ． 坪郎外面ヽヽ ケメ該ナデ． 色

-295 
S 83<9 鉢

口程 17.6不安定な平庭で“口織の鉢。口縁部ヨコのナヂ． 外面ハケメ後ナヂ．にぷい

9~)03262 器高 5.3内面ナ1'. 黄褐色

・296 
S 8349 口径 :n.i直口縁の大型の鉢.JI部にコ字状突帯が 1条めぐる．口品郎ヨコの にぶい

” 9細 2ぷ｝ ナデ。外面9ヽ ケメ． 内iiiナデ． 赤褐色

-297 
S 8349 口径 22.0

屈折口縁の鉢◆口縁躙部を上方につ立み出す• ロ絨外面ヨコのナデ，にぶい

” 内面9ヽ ケメ後ヨコのナデ．外面9ヽ ケメ，内面ナテ． 赤橙色93(畑 ｀

132-296 
S B35S ll! ロII17.5 く字状口縁のll!.ロ縁闇ヨコのナデ。 胴膠外面ハケメ．内面ナヂ．

暗賃褐

93003818 色

•西
底径 8.0 平氏の甕底l'IS.外面 9ヽ ケ，，，内面ナテ．

にぶい
S 83お ” 9珈蕊2 貧橙色

・300 
S ll355 蚊 口径ね.1

口縁躙が政・立灯味の複合口縁壼• ロ縁郭ヨコ0)-1-デ． 預部外面9ヽケ にぶい

9年叩 メ．内面ハケメ後ナデ． 貧橙色

・301 
口径 ?I.I

直立気味の口鍼の骰か．預1l11にコ字状突帯が 1条めぐる．口絨111ヨ にぷい
S 83お ” コのナデ．胴祁外両ヽ ケヽメか，Iii面ナデか． 貧橙色93003S89 

・302 
応杯

口縁藁は1l1曲1111から直立し.a. に大さく外反する.CJ縁愚ヨコのナ にぶい

9如 97
S B35S 口径 31.?

デ.If部外面ヘラミガキ．内漏9ヽ ケ，，． 賞橙色

拿303
S 8355 壼

口径 9.7 平底で直立気味のI~縁の慧顛壼・ロ縁郎ヨコのナデ． 尉墨外面9ヽケ
Ill色

94003243 醤高 10,? メ後ナデ．内面ナデ．

珈
S 1¥355 鉢

口怪 17.6 平底で虹口紬のやや深めの鉢．口縁1111ヨコのナデ． 尉詈外面ナデ．
泳褐色

9300曲 醤高 9,◄ 内漏ハケメ後.,..デ．

•匹
S 8355 

口径 26.6 やや不安定で屈折口縁の鉢.a縁郎ヨコのナデ。 馴部外囮9ヽ ケメ．
R色． 

94003242 醤寓 11.8 内面ナデ．

•珈
器台

口径 12.0胴のしまりが強い。外lliiナた内面J:郎と下部9ヽ ヶメ．中央謬ナ にぶい

9~)0痺
S B355 

1111高 19.3 デ． 賃〇色

133・ ⑭? 
S R359 甕 口径 21.7

下膨らみの騎船でく字状口縁の甕。口縁鄭9ヽケメ役ナデ．騎部外面
褐色

94003223 タクキ後ハケメ後.,.デか．内面ハケメ．

•瑯
鉢

口捏 11.2 椀形でやや深めの鉢。外愴lハケメ後ナデか．内fillハケメ．下キ怠ナ にぷい

9400<151 
S B359 

残嘉 6.0 デ． 貨口色

ぺり9
S 8359 ,l;f 口狂 12.4

〇縁属がわずかに内鍔する覆合口縁壺.o縁郎ヨコのナデ。頚濱外 にぷい

＂叩 157 面ヽ ヶヽメ後ナヂ．内illiナデ．嗣躙内外面ハケメ． 黄橙色

-310 
SBお9 高•f

口径 21.9 ほぼジ0形に復翫でさる＂期的な高杯。 口縁外面9コのナデ．内外面 にぶい

94(匹 0 醤嘉 18.◄ ヘラミガキ．”彗上路外面ハケメ．内面へ9ケズ，)． 貨R色

-311 
S 8359 甕 ロ往 19.0

球形嗣部の置高の低い甕か.0縁躙ヨコのナデ。胴那外面ハケメ． にぷい

94003221 下半郎ケズ＇）か．内面ハケメ ． 臼色

-312 S B365 
高坪 口往 33.2

鋤先状口縁の高坪．丹豊の痕跡がある。口縁霜ヨコのナデ．坪郡内
橙色

9400'19<8 上Ill 外頭ハケメ．

-313 
S 8365 

ミニ 口往 6.4 
手l'lh.,鯰のミニチュ？~。外面ユピオサエ後ナデ． 内面ナデ．

にぷい

94(畑 15 チュア lllfA 3.9 橙色
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3. 遺 物

r町困蓄丹
出土地点 器槌 法 Ji!.an 形態 ・ 潤整の符徴 • その他 色躙

丑録暑号

133-314 ミ ニ 口往 6.9 
手捏ね． 鉢のミニチュア。内外面ナデ．

にぷい

9, 畑 16
S 1)365 

チュア 困潟 4.2 賞n色

-315 S 1!365 
甕 0径 25.2

＜字状口縁の生口縁謳ヨコのナゲ．刷郎外illi板状工具によるナデ．
拉色

9,00珈 7 P • 内面ナデ．

•316 S II蕊
鉢

口Oi13.9 不安定な平庇でi110縁の鉢。ロ1.'1部がややくぼtr.0縁部ヨコのナ
褐色

8蜘 045-0 PS 器i111 8.2 デ．細外面ナデ．内iliiハケメ．

-311 
ロa13.J 小型の広口壼か．口紘圏ハケメ後ヨコのナデ。胴部内外面ハケメ．

にぷい

940032的
SB啜 豆

貿役色

134-318 S8叩 尉祁やや下膨らみのく字状口縁の甕．口緑外面9ヽケメ後ヨコのナデ． にぶい

邸姻64S壇土
甕 口径 24.4

胴祁外面ハケメ．下半部ケズリ ．内面ハケメ． 黄拉色

・319 S8381 
鉢 口往 13.6 蔚形でやや深めの鉢。外面ナデ，内面9ヽヶメ後ナヂ． 褐色

謁岬3 埋土

-320 S B387 

8珈 %<2 虹 “ 口ti,18.5 知の鉢であろう．外lll!ハケ，，後ナデ．下半部ケズリ。内面ハケメ． 褐色

-:I'll 5B387 
口往 17.7

屈折口縁の鉢．口紘郡ヨ つのナデ．嗣111外面ハケメ．内面ハケメ後 明荼褐

’‘ 細 056.19虹 ナ'f. 色

•四 ＜字状口縁の甕。O縁外面ヨコのナデ，内illiハケメ後ヨコのナデ． にぶい

94002557 
S 8391 甕 口径 21.0

胴部外面ハケメ．内面ハケメ後ナヂ． 貨褐色

・323 
S 8391 壺 ロ悦 lU

口縁がやや内湾する広〇壼。口縁部ヨコのナデ． 胴邸外面は店耗が
員橙色

94002555 宅しいが．ハケメか。内面ナヂ．

・324 
S B391 漏 Oft 26.3 

IJ繰嬌部がやや肥＂する. c縁外聞ヨコのナデ．内面ヘクミガキ．
貴憧色

94知お2 1-fl'II外鉗ケズリか．

・325 
S ll391 ロt甚25.8 鋤先状口縁の高杯。口縁郎9コの1・1'。外面ハケメ ．内面ナデ． 憶色

“ 9<002蕊

・326 ロ佳 11.1 底部がやや不安定で口縁が短く屈折する。口給郭ヨ コのナ元 外 面 にぷい

94002お3
S 8391 鉢

残高 7.45 板状エAi.:よるナデ，内illiナ，，，． 貨n色

1お-m
S B393 

ロt翌IS.7 不安定な平底で1il折口縁の鉢.0紘部ヨコのナテ．内面ナデ。外llii
拉色II ,、003245 器高 8.1 野J!のたの調整不明．

・3捻 □1号 16.0 平代で直□縁の深めの鉢。口給郎9コのナデ．内面板状工具による にぷい
S 8393 ＂ 940032,16 淵高 10.9 ナデ．外1ii蔽耗のため調監不明， 橙色

-329 SR394 

94(如％ 糧
II 口径 26.1屈折口縁の鉢。口縁部ヨコのナデ．胴部内外面ナデ． 赤n色

•ぷ刃
S8394 壼 口径 12.2

西立気味の口駄の焦頚lll.0ほ鵠9コのナデ． 外面9ヽケメ後ナデ．
鳳褐色

9<04邸 7 内蒻ナデ．

-331 
S 0394 鉢 口径 31.9

口縁瑞鵬が肥厚する直口鍼の大笠の鉢。 口縁那ヨコのナデ。外面ク
晴貴色

~000361 クキ後ナデか．下半Illケズリ．内漏9ヽケメ．

-332 
S B394 支綱

杏形の支．斜め1こ,f,,fl.を立つ．受け部クタキ後ナデ．外面タクキ．
暗貨色

94000360 内illiナデ．

-333 S 8400 
口怪 ＜字状0縁の甕。口縁謳ハケメ役ヨ コのナデ． 胴部内外面ハケメ．

にぶい

93003292 蝿
甕

貿悶色
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

r鷺`罰、I}
出土地点 器種 法鸞 0l1 形態 ・ 潤整の特徴 • その他 色鯛

登録需サ

135-334 
S8、OO 鉢

ロ1董 8.5 やや不安定な平訳で深めの直口縁の鉢。外面ハケメ．内iiiヽ ケヽメ後 にぷい

9珈 3286 残高 5.7 ナデ． 賛樗色

-335 S B400 
0径 27.1

直口縁の鉢. 111郎にコ字状突帯が 1 条めぐる• ロ腎饂ヨコのナデ．
憧色

＂ 9匹 3293 壇 外面ハケメ．内面ナデ．

・336 
S 8400 " 9J-001?95 

口径 10.3 球形尉部の専預＂ ．ーロ縁 ヨコのナデ．胴部内外面9ヽ ケメ後ナヂ． 貿橙色

・337 

lM003294 
s s,oo ” 口経 2:1.2 内傾する口縁駕が内汽する濱合口縁l'I~ 口縁郎ヨコのナデ． 黄橙色

136・逗 S 805 
甕 口径 19.4 ＜字状口紘の甕．口縁部3コのナデ.JI闇内外illiハケメ． 貨褐色

92000020 環

•涵 S BOS 
口径 2,.2

＜字状口縁の甕・口縁置ヨコのナデ， 外面ククキ後ナデ．下半郁ケ 贄筐～

＂ 9碑 22壇土 ズリか。内面ナゲ． 屈褐色

-340 S 1105 
台付史 凍tt10.D 台付甕の脚思．内外面ナテ． n色

9,000015 培は；

・341 
sno; 鉢

ロ往 18.9 丸の屈折口縁の鉢．口縁部ヨつの•,.デ。胴郎外面ハケメ後ナデ．
黄橙色

92000014 醤高 11.8 内iiiナデ．

・34? S lj05 
ロ桟 15.8

長胴で直口縁の鉢.0唇際ヨコのナた 嗣昂外面タクキ後ナデ．内 貧橙色

“ ～授色9l0000"4 虹 面9ヽ ケメ，下半墨ナデ．

•343 S 806 
甕 0往 23.6 ＜字状口鼠の甕0口縁郎ヨ9のナデ．尉郎内外面ハケメ．

桟賞n
91002386 埋土 色

・344 S 806 n ロ往 11.3
広口壼の一種か。口縁外面ナテ．内爺ハケメ後ナデ．馴怠外面ハケ

R色
91002379 堰 メ．内面ナデ．

-345 S 806 
這

潟径 13.1
受11部が水平な支脚．内外11iiユピオサエ後ナデ．

にぷい

91002380 壇土 器n10.s 貨橙色

137・346 S 807 
鉢

ロ程 10.9
椀形の鉢．口繰瑯ヨコのナデ。外面9ヽ ケメ，庭圏ナ？ 内面ナ，，，．

にぷい

91002381 匹 器高 ,.1 褐色

・347 S 807 口径 16.0
紐 の鉢.0縁ヨコのナデ。外面板状工具によるナヂ，内面ナデ

にぷい

＂ 9100み沿2 p I 残嘉 6.1 貴橙色

-348 S 808 
鉢 口径 17.6 直〇綽の鉢．庇部は平底か．内外illl1ヂ．

にぷい

91002391 珊 橙色

-:≪9 S BOS 
壼 0径 25.0

内傾する口縁部が内湾する複合口縁壼．口縁部ヨコのナf'.殻闇外 にぷい

910(叫 壇土 副ハケメ後ナヂ．内面ハケメ。 橙色

→諏 S 808 複合口縁壺の頚部から尉苺． 頚鵠に三角突裕．馴部1こコ字状突帯が 橙色～

91002390 壇 ” 1条づつめぐる．外面．預圏内illiハケメ．内面ナデ． 褐灰色

-351 
S 809 甕

0径 13.5 平底のく字状口縁の甕．口縁隠Ii岨く屈曲する．口緑部ヨコのナデ．
橙色

9100磁 3 彗高 14.6 内外面ナデ．

-352 S 809 
高坪 鋤先状□縁のillilf.口縁隅ヨコのナデか． 筐色

95000096 埋

、353 SB的
支 口也 8.75受け部が水平な支脚．内外面ナデ． 貸褐色

95000097 埋土
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3. 遺 物

r喩暦菖号
出土地点 協種 法凪 〇 形態 ・ 調藍の特徴 • その他 色調

LLFL番9

137-35ヽ S 809 

“ 
口径 21.6

内傾ずる口絲郷が内湾する複合に1縁豆．口縁郷ヨコのナデ．頚那外
貧褐色

95000098 遵 面ナデ.l'l曲ハケメ．ー郭ナデ．

-3お S 809 ミ ニ 口fl1.2 
不安定な平庭の9位のミニチュア。内外面ナ1', ,11褐色

91002磁 床面 .,.~ ア 器高 ◄ .5

べ3お S B09 
鉢

D径 7.8
内傾ずるi!illl.tで深めの鉢．内外面ナデ，外面下半郎9ヽ グノか． 橙

9100236S 讚土 器ll8.5 

~357 SB叩 口往 IS.9庭路をわずかに惹霞した“口縁の鉢。ロli/111!1コのナデ．外面に一
橙色“ 91002露 遭 1111冨 6.9 部ヽヽケメの躾紘がある．胴郡内外面ナゲ．

138 3鵠 S BIO 
ll! 麻径 7.6 平庭の甕の底111から馴部．外面9ヽ ケメ．内面ハケメ役ナデ． n色

9碑 142壇

-35g S BIO 
W ロll 8.3 

長預の袋状口緑翌。頚部にM紐突fffが2条めぐる.0紘部ヨコの
淡貨色

虻切UIO 珊土 ナデ.Jff那内外面ナデ．

-360 
S 810 ロ粍 24.3

直線的に内傾する濱合口縁勺。頚部につ字状突捐がめぐる．口紘外
裕色II 

面ハケメ後ヨコ0)ナデ．内面ヨコのナデ．95000141 

・361 S BIO 
麻径 10.6

平の棗合口縁壼か．馴郡9こ三角突捐が1条めぐる．訊部外面下t
ほ色II 

笠000179 唇土 鄭ハケ"・馴昴外illi.内面ナデ．

・362 I不安足な平底碩．外m紐ヽケメ.l'紐 け デ．紐ザ・
にぷい

S BIO II 
拉色畑 1釦

・363 S BIO 
砧坪 口径お.6

鋤先状口紘の高坪．口縁上固に1lll文の艇跡か.l!l耗が苓しく瓢聾不 浅賣位

95000139 増 明． 色

-36< 
S BIO 口粍 31.2 IJUJIIがやや虹立気味である． 外面ハケメ後ナデ． 内iJl11ガ’• .i, 褐色II 

950001'0 

-365 S810 0径 11.6
平府で直口縁の小型の鉢.0騒郭ヨコのナデ．内外面ナデ．

にぷい

92000182 理土
鉢

笞応 4.8 貧橙色

綴
受Iガ置が水平な支詞．外而ハケ;<,上面から内面ナデ．

にぷい

920001邸
SBIO 支脚

口色

絡1 S813 
蚊 1'.1径 15.5

広〇豆の一種か.0騒榔がわずかに内謂する.a騒郷ヨコのナデ．
誼色

9'1000196 PI 11111外囮ハケメ．内面ナデ．

瑯 S 813 
狂坪

上下211!1I組の小さい穿孔が6JjほピIiiされるが外潤9ヽ ケメか．
ほ色

92呻 3 埋上 内町郎9 ケヽメ．上膠ナデ．

:r69 S B13 
鉢

口程 16.4
椀形の鉢.□ 縁郎ヨコのナた外面ヽヽケメ.r半常ナデ．内面ナデ 肌し出色

92000197 埋 残高 4.8 

・370 S 813 ミニ 口経 6.7 
平底の鉢のミ ニチュア。 外面ハケメ後ナデ．内面ナデ．

にぶい

920001鶉 壇 チュア 醤ill3.7 貨ぼ色

139-371 SH 15 
甕 口径 24.6

＜咄口縁の甕。0緑部ヨコのナデ．胴郎外面9ヽ ヶメ＆ナデ．内面 浅貨n
細 0100 p I ハケメ． 色

・312 S 815 
Cl径 16.8

＜字状口緑の甕．口緑膠9ヽケメ後ヨコのナデ．胴怠外面ククキ後ハ 桟賞悦

” ケメ．内面9ヽ ケメ． 色92000151 Pl 

・313 S Bio 
訳径 6.6 •'安定な平駈．内外面9ヽケメ．底部ナデ． 貨11l色

理 ＂ 9叩 01,2
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東山rn一本杉遺跡II区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

r~ 沼僑q
出土尼点 器極 法 Ji!an 形熊 ・ 調整の特徴 • その他 色 躙

登録岱号

139-37.1 S BIS 
高杯 口往珀.2

屈曲1111があまり明絞でなく直線的な牙郎。口縁内面に綬万内の略文 但色～

ダ碑153 p I か.,;r,圏内外illlナデ• D縁外面にハケメあり。 貨lll色

-375 S llts 
桝往 25.2 やや内高気味に立ち上がる褐菰内外面ヘラミガキ．

橙色～
II 

貨橙色92000155 PI 

-376 S 815 
口往 25.2

口紘外面に鰍困状の鼈文を誕す．口騒膠ヨコのナデ。外IJil粗羅なへ
n色“ 92000154 壇 ラミガキ．坪邸内面に哨文か．讀覧1よナデか．

・377 S BIS 
聟径 13.0

小ll'l~杯の脚饂か.J:. 下2債 llllの円孔を崖す．外面ナデ．内Jij,ヽ 橙色～

“ ケメが残る． 昂褐色92000158 吐

-378 $BIS 
鉢

□ ll¥ 13.6 椀形の鉢 口縁部ヨコのナデ。外面上半郎ハケメ．下キ部ナデ．内
阻色

92000156 p I 雲iQI $.I 面ナデ．

379 SBIS 口径 13.2 やや深＂の 腕形の鉢．外面上キ部ハケメ後ナデ，下半郎ナデ．内函 にぷい
I/ 

器?.li7.0 位色91002389 床面 ハケメ．

380 S 816 
壼 託径 7.2 平lldJ壺の窮邸．内外面ナデ．

浅黄Ill

92000200 埋 色

・381 S B16 
謁台 口径 l ◄ ,3 受け郎ヨコのナデ．内外1紺9ヽ ケメ．

浅黄橙

92000,151 埋 色

140-382 SBね
甕

0径 13,7 凸レンズ状底でく字状〇緑の甕.0紬郎ヨコのナデ．外訓タクキ． 褐色～

細 9627 埋 残高 15.7 内面ハケ,J. IJll褐色

・383 S B22 
丸氏の小型のll!。外面タタキ.1''1'部ケズ，}．内il!iナデ． 掲色” 89()09400 埋

・384 S 812 
台付甕 砧怪 12,$台付甕の属郭◆ 脚昂内外面ハケメ.JI剛内外i11lナデ． 決褐色

幽 09399 埋

-385 S B!iと
甕 口1l¥幻.0

傾さがやや不明だが．馴那下喜らみになる.0縁外面から内面ハケ 明掲色

89009626 環 メ。外面ナデ． ～術色

-386 
SB四 潤台 □ 1¥ll.S 岱台のヒ牛菰 外面クタキ，一霜9ヽ ケメ，内面ナデ． 明褐色

細 09631

-387 SB四
~ 

D程 14.5 丸に近い凸レンズ状底の広口壼隼口縁謬ヨコのナデ。嗣部外面ク 明褐～

89009397 ” 1111高 18.4 クキ後ナデ．内面ナデ。 淡褐色

-388 SB四
“坪 口1甚20.• 

直立する直口紬の応杯坪躍。口縁隠ヨコのナデ．杯闇ヒ半部ハケメ．決褐色

89009628 紅 下半萬ナデ．内面ナデ． ～褐色

-389 S 822 
f-1付鉢 口粍 13.3

屈折口縁の鉢に脚躍をつI)たしのと思bれる。口騒闇ヨコのナヂ。
淡柑色

89009630 虹 胴邸外面ハケメ．下半部ナチ‘・内面ナ1'・

・390 
S BZ: と

ミ ニ 口在 3.1 
やや＂異な影懲 O)鉢のミニチュた内外面.,.,,,, 褐色

95000099 チュア 器,q3.05 

141-391 S 827 
甕

口縁祁.I庭耶丸庭に近い凸レンズ状底• Off部に刻み。口縁部ハケメ後ヨコ 貨嶋～

細 09916 渭土 器高 47.3 のナデ。外面ククキ後9ヽ ケメ．下半郎ケズリ． 屈褐色

-392 S B27 

“” 
n保切.2

ロ緑lj)<くのびる。口紬外iiiに睛文か．口緑鶉9ヽ ケメ後3コのナデ．
橙色

91002314 渾.± 所在不明。

393 S 827 
9こ9径 22.0

紐ずる口縁が内傾する。口絨郭内外面に哨文か。口縁111□コのナ
橙色“ デ，坪部下ホ部へ9ミガキ．所在不明．91002315 埋
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3. 辺物

fig長畠9
出土地点 器種 法 旦 四 形煎 ・ 調整の特伝 • その他 色躙

迂録醤号

141-394 SB27 
器台 掛径 27.6

艮方彫と 9綱 lli!縦Ji向の円形透かし!;-3ヶ所ずつ厖すか。内外面 n色
91002316 塊土 ヽヽケメ後・/-デ．所在不明．

142-395 S 829 
甕 0往 22.2

＜字状口騒の甕。口縁鴛9ヽケメ後ヨつのナデ．騎部外,iiiハケん下
淡褐色

92000110 埋土 ギ部ケズ •) ． 内面ハケメ後一部ナデ．

ぺ瑯 S 829 

92000108 紅 ” ぼ！苓 8.5 凸レンズ状の甕底猷外i1i1ハケメ．内面9ヽケメ．下半部1・デ． 貨n色

•西 S 829 
口程 20.5

＜字口縁の甕。口縁外面ヽヽケメ投ナデ．内面ハケメ．尉圏外面ク
赤褐色II 

91002348 痘K クキ後ハケメ．内面ハケ).

4滋 SB~ 碑 1こ近い凸レンズ状の更底鰈．外面ヶズリ．内iliiナデ．→t郡にハ n色II 
91002342 壇 ケメの皿

-399 S R:19 
庭1¥5.8

不安定な平底の甕•l部．外面上半榔9ヽケメ ， 下半祁ケズ＇)。 内面ハ
汲褐色,, 

9碑 1凹 哩上 ケメ．

・400 S l.!29 
,If 口径 28.8

ロ＂苺に 餡俄状の刻みを籍す．口縁瑯に三fり突帝が 1条めぐる。ロ
浅褐色

91002063 壇 “邸ヨコのナデ.JJ!llll外面から胴闇内外illiハケメ．

•401 58四
甕 ロtl12.6 

,, ヽ 翌のく字状口紘の甕．怨聾が厄ぃ．口縁船ヨコのナデ.II! 部外OO
貨褐色

8痴 3-16 匹 ハケメ後ナデ．内f紺ハケメ．

143-402 S 829 
¥':l a!J. 16.0 

a;a豆の 口縁口“外面9ヽ ケメ後ヨコのナデ．内面ヨコのナヂ． にぶい

910(匹 7撹 鼻郡内外面ハケメ． 団色

-<03 Sll29 
口径 18.3

口紘蟷部が外反する複合口縁壼．瀬郡に三角突荀が2条めぐる。ロ
閃色” 9100怨 2 逍士： 紘部ヨコのナデ．頚祁内外面ハケメ。

-•~· s 829 口If.13.6 口縁llllit直立れ味．底郭は丸窮に近い凸Vンズ状底。口騒闇ヨコの 淡貨褐

＂ ナデ．酎霞外面ハケメ．下半躙ケズ，)か。内面9ヽケメ．9100磁 I虹 営伐 29.l 色

-4応 S 1129 
ロ在 15.4

口紬部は直立気味．口縁郷ヨコq）ナデ．馴苺の調整I.till託のIこ，，，不 にぷい

“ 92000J; 紅 明．内面はハケか“ 貨拉色

-,106 SB岱 口径 11.2 口縁部直立気味で． 球形の胴路．丸庭に近い凸レンズ状底• ロ“外 浅黄橙
II 

細 0166壇 1111高 15,7 面ヨコのナう＇。 外illiハケ人 下半郎ケズリか． 色

・407 SB四 ミニ 口径 11.6
椀形の鉢のミ ニ・,.ュア。 内外面ユピオサエ後ナデ．所在不明． 淡褐色

畑 290 邁辻 チュア 醤高 3.65

-,os SBお
鉢

口径 14.0 椀形の体。内fill<=縦ガr,]の閉文を緬す。口緑郡ヨコのナヂ，内両ナ
黒出色

91002340 壇 器高 6.1 な 外面ヘラミガキか．

-409 S829 
0径 24.1

0縁郎が内傾するil(口縁l1)鉢.a縁躙9ヽケメ役ヨコのナゲ． 内外iili
泳阻色

” 91000293 埠土 ハケメ。

-410 S 829 
0径 19.7

口緑郷が内傾する“口絨•>紅． 口縁畢ヨコのナ"'· 外面ヽヽケメ後ナ
が祖色

増土 ＂ 況ooom デ．内面ナデ．

-411 S 829 
口伍 21.8

口縁躍が内傾ナるifi口縁の鉢。口騒飴やや肥＂す る．口絨郷ヨ コの にふ；1..~ 

” 92000192 塊 ナデ．外面クク屯内面1・1', 祖色

-412 SB四
0程 21.<

口品感が内傾するi/(0緑の鉢.0絨郭を肥”させる．口騒郭ヨ コの 浅黄橙

＂ 細 00193壇上 ナデ。外面タク中後ナゲ、内面ハケメ． 色

14hll3 SOだ
紅坪 口径 29,<

短く大9く開く口縁菰内面は口縁郎に鋸ill状.If靡1こ縦ガ向の陥
役色

細 01邸 壇 文を籍す．口縁祁から内面ナデ．坪1111外面ヘラケズ,.
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東山田一本杉辺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

Fir固奮9
出土地点 器種 法量 cm 形態 ・ 調整の持徴 • その他 色躙

登録番号

14•••1• S 829 
高坪 口径 31.6

ややAく外反する口縁砒 口縁1111から坪墓外面ヘラミガキ，牙部内
茶褐色

9岬 JI 壇土 漏ナデ．

-OS S B29 
口饉 32.1

短く大きく開く口縁部。口縁外面に縦万臼の暗文を籍す。内外面へ
か橙色” 9/.000191 I' • ラミガ杞口縁外面にハケメの箕跡あり．

·•16 S 829 
口径況，2

短く大さく開く口縁部• Oli外面に鯖懲状の暗文を籍す.0織外面 にぶい

” 9WOOl90 壇 ハケメ後ヨコのナデ。坪部外面．内面ヘラミガキ． 橙色

-、17 S B29 
口径 32.6

口縁路が五立気味に立ち上がり外反する．口縁部ヨコのナた牙部 浅黄橙

” 外1fiiハケメ後ナデ．下半部ケズリ。内面ハケメ後ナデ． 色畑 1邸 壇

•<18 
S ll29 謝径 16.6

祖が直線的に立ち上がる．円形の穿孔lt4~6ブiか。外面ヘラミ 褐色～

“ 8畑 350 ガキ．裾隣部ハケメ．内面ケズリ。 黒褐色

-419 S B29 
支扉

裾怪 12.0
受It郡が水平になる支詞．内外面ナデ．

浅貿橙

匹 163環 謂高 10.2 ～橙色

-,20 S 829 
醤白

口往 12.8
嗚郡がやや謂曲して立ち上がる．纏墨ヨつのナデ．内外面ハケメ．

貨橙色

92001.207 壇辻 器高 16.2 ~Ill色

,421 S B29 口径 14.4 鸞部がやや濁曲して立ち上がる．裾外面に2条．笞部に 1条沈線が
橙色• 盟応 20.6 めぐる．端郎ヨ3のナデ。外園ハケメ．内面ナデ．9珈 a鴎 均辻

·•22 S 829 口径 15.4 裕部が内膏して立ち上がる。 0唇郷に刻みを殿す。蟷感ヨコのナデ． 浅貸橙
JI 

器高 19.7 外面ハケメ．内面ハケメ．中央煎ナデ． 色92000162 吐

-• ね S829 口径 14.4 謝部が逍縁的に立ちJ.:がる.t:l唇都に刻みを庫す。蟷郎ヨコのナデ．浅貿位
II 

内外曲9ヽ ケメ． 色92000161 堪辻 器謁 19.4

145-42ヽ
S B31 高汗 口径 31.8

短く大さく聞<l'.l縁郡。口縁邸ヨコのナデ．杯廓外i111、ヽ ケメ後ナデ．貧褐～

90i細 I 内固ナデ． 茶色

•4お S83I 
鉢

0径 32.0 不安定な平底で屈折口縁の大型の鉢．口縁部ヨコのナデ．嗣謬外iii 褐色～

9000093' 埋 残高 18.1ハケメ， 内面ハケメ後ナデ． 灰貨色

・<Z6 S831 ミニ 褪径 4.3 
支 のミニチュアか．外面から褐郎内面ハケ。内面から上面ナデ． 損色

92000342 PI .,.ュア 醤高 3.6

•427 S B31 
鉢

0径 7.6 グラス形の鉢• n部がわずかに意識される。口繰1!11ヨコのナデ。胴
賃渇色

90000930 理 彗高 8.9 部外面ミガキに近いヽヽケ．下半部ナデ。内面ナデ．

... 渇 S837 
0径 17.0

直〇縁の鉢口唇部ややくl?lt。口縁珊ヨコのナデ。胴部外面9ヽ ケ 黄褐～
II 

畑 9'9 埋土 メ．内面ナデ． 茶褐色

•4お S 837 
口径 15.2

直〇縁の鉢．口＂部ややく Ifむ。口縁部ヨコのナデ。胴部外面ハケ
体褐色II 

900009埠 埋 メ．内面板状エμによるナヂか．

・430 S B~ ミ ニ 0往 8.05 手根ねで．鉢のミニチュア。不安定な平底．内外面ユピオサエ後ナ 桟貨褐ーと 虹 チュア 霧高 3.7 デ． 色

・431 SB沃 ジ.,
底径 14.6 ジ●ッキ形土器の経部片．内外面ナデ．

沃賃慢

95000091 理土 キ 色

146•432 S1.141 
直

口径 13.8直口鍼で長尉の漑．胴郎に縦刀向のヘラ攘沈線文か．口縁部ハケメ 決茶湯

9200010< 埋土 胴経 28.8後ヨコのナデ。 外illiヽ ヶヽメ．下半部ケズリ． 色

-433 S 841 

“” 
長く大きく開く口縁部の高坪か。冑蟄は1ff耗のため不明であるが．

控色
950000如 壇土 9コのナデか．
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3. 遺 物

況咽奮り
出土地点 器種 法凪 an 形態 ・ 翼整の特復 • その他 色閥

登番号

146-434 
S 1)41 窪Ii' 口伍 11.I

小型高杯の坪郎.0緑圏から外面ヨコの-,.1',杯部内面ハケメ後ナ
鼈役色

9100239,1 デ．

•35 SBO 
甕 “往 5.9 凸レンズ状0)託部。胴郡内外面ハケメ後.,.デ.~ 那ナデ． 貨拉色

95000089 坤土

147 •36 
S1!<5 0佳 18.6

＜紐口縁の小閏甍◆ばきは不'Ill確• ロ騒郎ヨコのナデ．胴部外面 にぷい

” ククキ後ナデ．内甜ハケメ後ナデ． 貨橙色95000143 

-437 
S845 慢 丸の冠庇郎．馴郎外iJlj,ヽケメ．下半饂ケズ，）．内面ハケメ後ナデ．

桟貨1!1
91002ぶ 9 色

→訪
SB<S 大甕 口ll33.8 

＜字状口縁。口＂郎 と突帽上に剣みを臓.,.,頸郎に三角央術が 1条
橙色

91叩 I めぐる．内外面ヨコの.,.ヂ．

-439 
S 8~5 

ミ ニ 0径 9.7
手捏ね．直口騒の鉢のミ ニチュた内外面ユピオサエ後ナゲ． が褐色

911)(四 チュア 残7,1;,.s 
440 

S845 盟台 口怪 9.9 
受•tillが袋状になる． 受It部ハケメ後ヨコのナデ． 馴瑶内外面9ヽヶ

貿n色
95000144 メ後ナデ．

・441 
SR45 石杯 整径 16.7

闘坪の脚諜.3カに円形の透かしを籍す。外面から坪置内面へう ミ 桟貨l!I
91002拗 ，，キ．絲部内面ハケメ ．脚部内ilil'I'デ． 色

-m SR46 
甕 底径 8.5 平底の甕紅部．嗣111外面ハケメ ， 内面ハケメ後ナデ• kl郎ナデ．

決黒褐

92000102 床漏 色

-4'3 SB,tG ジョッ
底往 13.•I

ジaッキ影土笞の底祁から胴部．内面・トデ。外面閉耗のIこめ躙整'f'
灰白色

95000095 穫 キ 明Ill,ナデか．

148-444 SR47 
壺

0径 18.9 i/iU此やや不安足な平底．口絲外illiヨつのナ，，，．内illj,ヽ ケメ後ヨ
褐色

＆碑17 ぬ2 醤高 27.9 コのナデ.I! 部外面ハケメ後ナデ．内llifナデ．

-445 SB.t7 
鉢

口往 18.7 やや不安定な平氏で直口縁の鉢• Cl縁蟷圏をつまみ出す．口縁部ヨ
赤褐色

91002346 No I 因高 4.95 コのナデ.JI部外面ハケ，，．内1li1ナデ．

-<46 Sll<7 ロ往 18.5 不安定な平底で訂□縁のやや深めの鉢。口縁部ややゆがl.t,0騒圏
橙色“ 91002347 床直 醤i!ii 9.6 ヨコのナデ．外i1ilナデ．内面9ヽ ケメ。

-≪7 
S8,19 illilf a往 31.8

口縁端謬がやや肥”する。 口縁外面に髯也状の町文を籍す．口縁外
貧褐色

95000087 面ヨコのナデ．坪隠外面．内面ヘラミガキ．

-448 
S 8,19 甕

口往 1,1.8 店台状の底1111でく さn犬口繰の甕．口縁那ヨコのナデ．胴部内外孤9ヽ
灰褐色

9100236-1 苔砧 21.3 ，，，メ後ナデ。外面にタクキの哀鯖あり。

-≪9 S 851 ミニ 口往 10,2 -rnね． 鉢の ミニチュア。内外函ユピオサエ後ナデ． 淡1!1色
9碑 123 題 チュア 残冨 4.65

・<50 S 851 
鉢

C{l 12.7 
腕形の鉢．内外面9ヽ ケメ後・/・j'。底祁ヘラケズリ。

にぶい

9細 125 煙土 醤1Qi 6.2 覆色

,s, S 851 口程 15.81l!n縁の鉢・不安定な平庭であろう。 0緑郡ヨコのナデ。馴I'll外面
褐色II 

92000124 堺」ヒ 残!i5.45 下半部ケズリ後ナヂ、内iliiナヂ．

149-452 S 852 
大甕 口穫 44.1

頚甜に三角突帯が 1条めぐる。 Cl縁外面ヨコのナデ．内OOハケメ後 淡茶褐

9碑 120 匹 ナデ,Ill部内外面ハケメ． 色

453 S BSZ 
皇 口行 32.7 ＜字状口縁の甕．口縁部ヨコのナデ．馴闇外面ヽヽケメ.f'li籍.,.,,・ 淡位色

9碑 118 鱈!.:I:
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡8区

F鷲舟番g
出土地点 醤種 法黛 cm 形態 ・潤整の特徴 ・その他 色躙

E紐番号

149•• 引 S S52 
高坪

戴先状口繰の嘉i:r-,。lililllに疇文の摂跡．丹控店研の隕跡がみら
撞色

9;,(畑 3 壇 れる• OD廓ヨコのナデ．

-•55 S 0;2 
n □!Ji 10.7 

小型の薫預沼＿．口縁部ヨコのナた 1勺面ナた外面調整不明である 明貨褐

9碑 116 糧土 が．ハケメか。 色

-•56 S 85? 
口径 12.S

口縁内面が直縁的な重mw,ロ縁部ヨつのナデ．胴郎外紺1ハケメ．
褐色II 

9碑 117 壇 内面ハケメ後ナデ．

・457 S 852 
甕 口径⑳.0 

＜祁口械で小型の聾• ロ騒謳9コのナデ．内面ナゲ．外面窮nの
褐色

moo121 壇土 ため躙蟄不明だが賣ヽヽケメか．

・458 S BS? 
鉢

口径 17,0底部やや不安定で虹□緑の鉢.0縁1111ヨコのナデ。外面板状エAに
淡位色

921)00122 哩土 磐高 6.6 よるナデ，内面ナデ。所在不明．

· •59 S B52 
碍汗 口径お.1

口縁が短く外反する店杯．外面Jj晴文か．口紘部ヨコのナ1',坪昂
Ill色

95(細 4 壇土 外iiii,ヽケ,',内illiナデ．

-46(1 S 853 
壼

凸レンズ状艇．広口虹か．外面上半部9ヽ ケメ．下'f.l'llケズ，)，内面 にぷい

9畑 16 壇土 ハケメ.. Ill色

·•61 S B53 
ロ径 16.6

内傾する口縁郭が内病する筏合口鍼壼◆ 屈曲部に刻みを誕す・ロ誡
軋拉色” 圏ヨつのナデ.ft! 怒内外面ハケメ．畑 15(1 Willi 

150•<62 
S B54 甕 ,~, 至16.4

内汽する口絵がやや立ら気昧である.1M廓に波状文を薦す.0械闇
淡賃色

91002碑 ハゲメ後ヨコのナデ。外面ハケメ．内面ヘラケズリ．

••63 S 854 
口径 IZ.5

口緑闇やや内湾する,!ff駐が薇しくl111霰不明であるが，口鍼郎ヨコ
横貿色” のナデ．外面ハケメ．内伽ヘラケズ＇）か．器壁が nぃ．91002008 壇土

••6-1 丸で球形の尉郡．外面のハケメ1バ霞で．過打のものではない．下 にぶい
S 854 ” '1'•響1:ケズリ状の調整．内i1ifへうケズリ．醤限が厚い． 褐色91002326 

••65 S BS』 壼 口径 14.8
口縁鑑が五立気味の広口fl.Oil外illlから尉郎上半郎ナデ．中央隠

位色
91磁 073 ハケメ.0縁内面ヘラミガキ．胴霜内面ヘラケズリ．

·•66 S B5•1 口径 10.2
Mヽりの広口壺〇屈曲が明諏でない.ill耗のため1111整~'明であるが，

桟色“ 91畑？〇 ナデか．

•467 
S 854 U径 13.』

小型の広口壺• Cl紘郭やや内湾する．口縁部ヨコのナデ．閉孤外面 灰a~
” ハケメ．内面ヘラケズ＇）． 渇灰色91碑 71

·• 邸
S B54 店が 裾径 12.2

LILT圏やや慶らむ．糾郎,i強く屈曲する．鱒柱忽外面はハケん後
旧色

910(加 4 ミガキか．附部外面ハケメ．内illiケズ，)。

· •69 
S 854 壼

口径 11.0 小型O)広口壺。口騒廓やや内清する• D縁部ヨコのナデ．外面ハケ
n色

910020n 喘応 13.S メ後ナデ。内面上半郡へうケズリ．下半郎ナデ．

のヽ70 S BS,I 
鉢

Of.I: 20.8 粗製のii'.!□縁の...内外面ユピオサエ後ナデ。外面．ヒ半邦にすすが にぷい

91002075 増土 淵高 10.0 付筍する。 位色

151-ヽ71 S B55 
壺 口往 20.2

訂綿的な口給部の広口壺．口械外面ヨコのナデ，内面ハケメ後ヨコ 決赤R
92000111 理 のナデ。嗣部内外面ハケメ。 色

・412 
S 855 高杯 祖径 15.8

螂が比較的まっすぐ立ち上がる。祝な惑ヨコのナデ。外面9 ケヽメ
位色

9200011' 後ナデ．内llliナデ。

-ヽ73
S 1155 鉢

口往 34.7 屈折〇緑で丸妊か。 口品外面9 ケヽメ後ヨコ(l)j'デ．内iliiヨコのナヂ 淡貨褐

910(磁 2 残~19.0 胴部内外面ハケメ． 色
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3. 遺 物

•11咽奮り
出土地点 器種 法• em 形感 · 調整の特償 • その他 色調

登録蓄号

151-414 
SBぉ

ミニ
口径(7.4)

手捏h,壼のミニチュア。口縁郎ヨコのナデ。内外面ユピオサエ後 沃茶褐

9'1000113 チュア .,.デ. 色

-475 
S B55 聾か 底往 7.3$

凸Vンズ状底． 甕の庭1i11か．胴郎外面ケズリ．内面ハケメ後ナデ．
淡橙色

92000112 庭謡ナヂ．

·•1ij S B63 
甕か 口径 13.4

くキ状口縁で．小型の甕か．口縁郎ヨコのナデ.IJIIII! 内外面ハケメ にぶい

9細 I心 壻土 後ナデ． 貨褐色

·•11 
S863 高q 鋤先状口縁の“汗．ョコのナデか．

桟貧橙

950001H 色

・<78 S863 

950001'6 埋 ” 斑くやや直立気味の口紘の冨坪．ョコのナデ． 貧檀色

15%-419 S8い
甕

口径筏.7 平底でく字状口縁の甕.0縁外illlヨコのナデ．内面ハケメ。胴部外
茶褐色

岬 :WI 壇 醤冨 30.1illiハケメ．内illi.,.デ.

・<80 SBい
壺

口径 13.、庭郎やや不安足な傭J!fl'I,0縁ヨコのナデ.JI郎外園上半部ハケ 贄灰褐

岬 340 li>I 1111嘉 L2.2 メ．下半郎ナデ．内面ナ，，． 色

・481 
S 86' 

底怪 9.0 平底の薫頚壼．口縁圏ヨコのナデ．胴昂ハケメ後ナデ，内lliナデ．
茶褐色” 総 09涵 残高 12.8所在不明。

1紐 S 872 
甕 底径 6.0平底．胴郎内外面ナデ．

にぷい

92000011 lb 1 貨1t1色

-483 S B72 
底径 6.8 平底 胴郎内外面9ヽケ，，． 黄橙色

” 9碑 13忙 I

••84 S872 
鉢

口ほ 20.8 粗製の鉢．直口縁でやや深めの胴凰口縁感ヨコのナデ．尉郎外面
貨橙色

9碑 12床面 雰潟 15.3 ナデ，内面Iヽ ケメ．

-<85 $876 
壼 ロII6.2 

小型の広口壼．口縁郡はほIf直立する．口縁霜ヨコのナデ。外iiiハ
橙色

9ぷ 匹9 檀土 ケメ．下半111ナデ．内面ナデ．

153-<邸 S878 
甕

＜字状〇縁の甕。口械外面ヨコのナデ．内面9ヽ ケメ．胴部外面9ヽ ケ
赤褐色

安i000149 壇土 メ．内iiiヽヽケ メ後ナデ．

-、87 S 818 
嘉杯 叫<*&<闊く口縁郎。 1J1監1:1ヨコのナデ．杯繹外面はケズリか．

間泳褐

畑l◄S 壇土 色

-488 SB霞 ミニチ
手・ ミニチュアのll!l1)庭部か•ll恙内外面ナデ．底郎ケズリ． 貿橙色

92000010 壇土 ュア

-489 S 878 
壼 口径 9.2 

坦く外反する0縁葛の小型の広〇豆．口縁部ヨコのナデ．胴部内外
茶褐色

91000007 壇土 illi-f'デ.

-•90 S878 
鉢

0径 15.5直口縁の鉢。底部はわずかに意•される。口縁外面ヨコのナデ．。
橙色

9l<畑 5 pl 醤高 6.9 械内illi,嗣部内外面ハケメ．

・491 S 881 
壼 口径 13.6

〇縁郎が短く外反する,rヽ門の広口I!!,口縁郎ヨ コのナデ．胴艇内外 にぷい

92000211 P2 iiiナデ． 橙色

-m S881 
鉢 口ti¥18.2 直口縁の鉢。口縁部ヨコのナデ．嗣郎内外illiナデ． 灰褐色

tl0001偲 Pl 

-493 S 881 
甕

口径 13.3 ＜字状口縁の甕．底讀は不安li!な平庭．口縁外面ヨコのナ，，，・ロ紘 鳥褐色

笠0001お P4 器嘉ね.. 内面．胴謳内外面ハケメ． ～橙色
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

fig・ 囮昌9
出土地点 器植

登紐番号
法 量 ロ 形懇 ・ 讀整の!:t徴 • その他 色讀

153・494 S 881 
高杯 口径 28.4

〇騒111が屯it<的に直立気味のnil'。口縁llllヨコのナデ．坪郎内外illi にぶい

92000213 pl ハケメ後ナデ． ぼ色

-495 S881 
口往 29.2

口繰圏が外反し直立気味の高杯．口縁端部内面がやや肥nする。ロ
橙色II 

縁 ヨコのナデ。杯部外面ハケメ．内圃ハケ メ後ナヂ．92000214 P2 

-496 SB釘
鉢

0往 15.9 やや不安とな平底で崩折口縁の鉢．口縁諮ヨコのナデ．尉澤内外面
贄R色

― %  壇土 残碍 S.05 9 ケヽメt菱ナデ．

•497 S li83 口径 16.0 不安定な平庭で直口縁の鉢．に1縁部ヨ コのナデ．胴闇外iiiハぬ色ケ
檀色～

” 一壇 残高 6.邸 メ．内面ナヂ．

IS、-498 S X302 
甕 ロl渓21.9

＜字状口縁の完．屈曲部は鰈やか。口縁鐸ヨコのナデ．胴祁内外面
閲色

93003424 11,16 ハケメ心

・499 
S X302 口径 24.6

＜字状口縁の甕・ 屈曲部は鋭い．口縁外面ヨコのナ'/',内llilハケメ． 1.: ぶい
II 

褐色93003422 馴溶外面9ヽ ケメ．内面ナデ．

・500 S X302 口経 16.6 不安定な平底でくキ状口縁の甕．口縁郎ヨコの.,.ヂ．尉邸外面t'I'橙色～
μ 

蒻高 26.8 部ナデ．下半郎ハケメ．内llllナデ． 黄n色93003'15 出 1

-501 SX珀2
Oil¥ 29.3 

＜字状ロli!O)褒．屈曲部は鋭い。 口縁外面ヨコのナデ．内面ハケメ !ll色～
II 細:U23 出16 後ヨコのナ'F,胴部外面ハケメ．内面ナヂ． 黒褐色

155・502 S X30? 
壺 口tl16.2 

長の広口此口縁ヨコのナデ．胴鄭外面ククギ後ハケメ．一部
貨~l色

g如 16 11>2 ナゲ．内面上'1'111ハケメ．下半繹9ヽ ケメ後ナデ．

-503 
S X302 口径 9.8 

臼口壺。口縁郡やや肥＂する．低い三角突嘗が 5条めぐる．口縁
帽色

“ 堺ヨコのナデ．嗣廓外面ハケメ．内面ナデ．9岬 ”

・504 SX302 
口径 IU

球彰胴鵠の広口壼・ロ琶部に刻みを籍す。口綽置ヨ コのナデ．胴感 櫓色～
II 

93003421 No8 内外面ナデ． 赤褐色

-sos SX四 口往 14.0 口縁酪が短い球影騎郎の広口冠。庭部1:凸レンズ状託。口縁隠ヨコ にぶい
JI 

のナデ．嗣llll上半部ハケメ ．下半部ナテ．内面ハケメ． 黄阻色93003416 ぬ9 残~2U

5ヽ06
S X302 応が 口ほ 31.4

口縁那がほぼ五立する高杯。編郎が組（外反する．口縁部ヨコのナ
Ill色

93003•26 デで．外直晴文か.i:r-部外面.,.デ．内面ハケメ後ナデ．

-507 S X30Z 
祖径 20.3 穿孔は3方か.If暮内面ナデ．細慾へ9ミガキ．内面ナデ． 拉色． ,、細1811>l5 

1お翠 S X302 
鉢

口匝 18.3直口縁の鈷,ilt郷は不安定な平底。口縁部ヨコのナデ..Jlill内外ilii にぶい

94(如 51 汝12 器高 7.4 ナデ． 橙色

、509 S X302 口伐 20.1 屈折口縁の•~. 底都は凸，，ンズ状底．口縁部ヨコのナデ．内面u,ヽ
恒色

‘’ 930034お 池12 器高 12.7 ケメか．嗣郎外面板状工具によるナデ．内面ナデ．

•510 
S X302 

ロ1.1¥23.7 屈折Otiの鉢．経郎は平ふ口縁郡ヨコのナデ．胴躍外面ハケメ後 Ill色～
II 

9<000452 祖iRi12.0 一郎ナデ．内浦9ヽ ケメ． 町褐色

•511 
SX四 支脚

褐往 11.8
受lj部が水平な支脚．鱗部ヨコのナデ．外禰ククキ。内面ナデ．

にぷい

9珈 3420 儲i1119.SS 控色

-S12 SX珈
醤台

口径 12.S 裾圏が汎曲して立ら上がる。輩鵠ヨコのナデ．内外而ユピオサエ後
橙色

"如19 理中Ill 1111高 16.4 ナデ．

・513 SX302 口径 II.I 上下ほぼ対称の四台．粉聾は”ぃ．蟷郎ヨコのナデ。外面ククキ後
位色

” 93003419 床面 器応 18.2 ナデ。内面ナデ．下半隠Iヽケメ．
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3. 遺物

F面屯奮8
出土培点 器種 法 黛 Q1I 形態 ・ 調整の特徴 • その他 色悶

迂録番り

156・514 
SX30? 1111台

D往 12.2 碑が笥曲して立ち上がる。編部ヨコのナデ．外面ククキ．内面9ヽ

R色
91003418 醤嘉 17.9 ケメ，巾央部ナデ．

-SIS S X30Z 口往 13.9 桝都がれ線的に立ち上がる．悶部ヨコのナ九外面9ヽ ケメ後ナヂ． にぶい

＂ 9,1000m ぬ5 雲店 18.2 内面ナデ．上部ハケメ． 貿R色

→ 516 
S X302 

口径 IS.,1螂より受It部の方が［名が大さい．端部ヨコのナた外illiハケメ．
橙色” 内面ハケ,'.中央部ナデ．94碑 23 器高 18.8

・517 S X302 口往 16.0 褪那と~•t闇の径が111t同じである。饂邦ヨコのナヂ。 外面ハケメ
橙色

“ 93003ヽ17如 0 閤~ 18.9 内面ナデ，上躙9 ケヽメ．

157-518 
S ll51 口径 16.7

ロ綽那ややl'iil'Iする．馴部にへう漏きの波状文を願す．口縁部ヨ コ 桟黄～

” 92000互8 のナデ．島邸外面9ヽ ケメ．内面へうケズリ ． 灰白色

-519 SK210 
¥It 

Clll', 4.4 小門の復合口縁ll't,班/111111liぃ．庭部はやや不安足な平氏口縁部
黄橙色

細 1675匹 器甚 10.0 ヨつのナデ． 馴1111'半部ヘラミガ...

5⑳ SK213 
支

裾径 12.0
受け部が袋状の支網．受I)部ヨコのナデ。内外面ユピオサエ後ナデ． 茶褐色

9;()00037 糧土 器高 11.4

-521 
SKm 甕 0佳 24.0

＜字状口縁の登令口縁郎紅立気味◆ 口縁1115ク,.. 後ヨ コのナデ。馴 浅貿褐

94000289 感外面クタ年後9ヽ ケメ．内面ハケ，，後ナデ． 色

-522 
S K324 庇往 7.1 

凸レンズ状の甕庭菰外面上半部ハケメ．下干部ケズリ．内漏9ヽ ケ 浅貧褐

＂ メ。庭澤外illiヽヽケメ後ナデ．内面ナデ．94000290 色

-523 
S K324 鉢

口程 15.6
椀形の比口縁部ヨコのナゲ。 1H部外面9ヽ ケメ後ナデ．内面ナデ．

浅貧粕

9,1000288 需ill, 5.7 色

•524 
S K324 

ロ程 14.4 椀形の鉢．内面に縦力1:~の1111文を庫す.0縁笥ヨコの.,.ヂ．色馴部
浅黄出

” 内外面ハケメ後ナデ．94000287 残illlS.•5 

・525 
SK324 

口径 ??.3 好祁碑で屈折口縁の鉢◆ □縁隠ククキ後ヨコのナデ,Jilllll外面タ 浅黄褐

“ クキ後ナデ．下半部はケズリか。内面ハケメ後ナテ． 色94000291 1111高 17.4

158-5祁 SK切

·~ か
口怪吟.2

直口紐の鉢か．内外面丹覺り.II! 隠に三角突僭が 1条めぐる.0騒 明赤褐

910000隣 暉 闇ヨコのナデ．胴郎内面ミガキ． 色

-527 S KSO 
ill-I史 糾径 9.2 

氏郎が上げ底状になる。郷部ヨコのナヂ．尉郡外面ヽヽケメ．内illfナ 明赤褐

細 0059暉 デ． 色

-528 S B46 
壺

口程 12.1ロ騒11111:やや内清する。口縁部ヨコのナデ．尉部外面ハケメ．内面
決茶色”姻103 櫻 喜高 11.5 へうケズリ。底部内面ナヂ．

・5が） S 8287 二凪□縁壼の口縁1'l11か．口腎部と口縁郡内面に鬱描の波状文を羅す
貨褐色

” 9,1002613 埋土上刷 嘱驚はハケメ後ヨコのナデ．

、530 S 846 

95000160 埋 ” 口伍 23.0 二雇口縁冠であろう．口縁郎は五立気味。調整1;1ヨコのナデ． 灰白色

-531 S 846 
壼か

突出する小さい平寇9こなると以われる．壺b、111lか。外面はタクキ．
賞褐色

95000161 壇土 内illiはハケメ後ナデ．

・532 
S011 史か 安出する不安出な平底 甕底部か。外函はククキ．内iiiはハケメ．

浅贄n
95000164 色
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束山田一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

(2) 土製品 (Fig.159) 

土錘 533は全長3.23cm,径1.15cm,孔径0.4cm,S 8260検出面出土。 534は全長3.4cm,径

0.9~1.2cm, 孔径0.4cm,S B273i里土下隧出土．

紡錘車 535は径4.2cm,孔径0.65cm,J!l. さ2.35cm,重菰30.9cm,S 8283埋土出土。

土弾 536~540はS864埋土上陪から出土した。他にも破片があり,15点ほどあったと考えら

れる。 536は全長4.3cm,径2.15cm,重炊18.Sg,537は全長4.45cm,径2.35cm,残存頂黛20g,

538は全長4.35cm,径2.4cm,残存重汲19.4g,539は残存長4.0on.径2.25on, 残存重鶯17.4g, 

540は全長4.4cm,径2.3cm,残存1n景17.8g。541は全投4.05cm, 最大径2.1和TI,11Un:J5.8g, 

S 8306 ビット出土• 542は残存長3.3cm,晟大径2.4cm, S B63埋土上図出土。 543は全長5.3cm,

最大径3.lcm, 重派37.6g,S B163出土。

り―
◎ 533 @ 534 

＠喜—

曇536 • 537 • 538 • 539 • 540 

曇印
. 542 • 四゚

Fig. 159 出土：I:.製品 (1/2)
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542-95000174 
543-87005233 
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3. 遺 物

(3)石器 (Fig.160 • 161) 

石包丁 20数点の出土が確認されるが，14点を固示した。完形品がかなりあり，未製品も出土

している。形態はパラエティに宮むが，いずれも両刃である。研ぎ直しで小型になったものが

多い。

544~546は行が直線の半月刃である。 544は立岩産といわれる鮨緑凝灰岩系統の石材である。

長さ12.6cm,幅1.35cm,財さ0.7cm.S 8180 (S 829) 床面出土。 545• 546は灰色の砂岩系統

の石材である• 545は残存長7.6an.幅3.6cm./CJ. さ0.65cm。SB267出土。 546は長さ10.15cm,

幅4.6cm,厚さO.&m。S13 269埋土出土• 547は脊が湾曲する半月刃で，灰色の砂岩系紋の石材

である。長さ10.5cm.幅4.6an.印さ0.7cm. S B321出土。 548は脊が直線の半月刃で．やや赤

みがかかった灰色の泥岩系統の石材である。片而はかなり刻離している。長さ8.3cm,幅4.3cm,

臥さ0.5c叫 SB09埋土出土.549は脊が若干湾曲気味の半月刃であるが，やや不整形である。

灰色の砂岩系統の石材で，残存長12.1cm,幅4.7on,j"J. さ0.7on. S 822埋土出土。 550は行がや

や笥曲する半月刃である。穿孔の途中でやめているが、製品として使用しているようであり ，

研ぎ直し途中のものであろうか。長さ10.55cm,幅5.05cm./fJ. さ0.75cm。SB55埋土出土。 551•

552は破片であるが長方形に近いものであろうか。551は1こぶい黄阻色，552は暗褐色のとも1こ泥

岩系統の石材である。いずれもSK210出土。 553は灰色の砂岩系統の石材のもので，脊がやや

病曲する半月刃である。長さ14.如n,幅5.5cm,厄さ0.75cm。中世のS1<296から出土したが．

浪入である。 554は灰色の砂岩系統の石材で，布が直貌の半月刃である。残存長8.2cm,幅4.4 

cm, 財さ0.3cm。SB365束嗚粗色土出土。 555は長方形のもので，緑泥片岩系統の石材である。

長さ10.95cm,幅3.6cm,pワさ0. 65cm。奈良•平安時代のS 8266の柱穴から出土しているが，S

B267からの混入であると屯えられる。 556は行が酒曲する半月刃である。胄灰色の片岩系統の

石材である。長さ10.4cm,幅4.:km,厄さO.&m。Ill区G4グリッド表採。 557は穿孔途中の未製

品である。胄みがかった灰色の砂岩系統の石材である。

紡車 1点図示した。 558は両面，周縁とも平滑に研磨している。片岩系統の石材で．復原径

5.5cm, 復原孔径0.6an.厄さ0.3an。S8301出土。

石斧 石塁と考えられる柱状片刃石斧 l点を図示した。他に袂入石斧の破片が出土している。

559は灰白色の泥岩系統の石材を用いている。使用，研ぎ直しで短くなっていると思われるが，

完形品である。長さ4.6an.幅1.5cm,J'J, さ1.3cm。西山田二本松遺跡B区表採。

不明石製品 2点出土した。ともに惰石製であり，石材からすると弥生時代のものかどうかは

疑Ill!がある。 560はSB306から出土したのでここに図示した。スプーン状土製品に近い形態に

なるとすれば、弥生時代のものとしてもよいのか。 561もS8235埋±.下,~から出土したのでこ

こに示した。縦横方向の線刻がある。

砥石 20数点の出土を確認しているが，2点のみ図示した。 562は泥岩系統の石材で，5面使用
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3. 遺 物

556 557 
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璽 559

鋤

＇ 
攣 560

。
10cm 

疇

544・87005234 
545・89008620 
546-89008617 
547-89008616 
滋 →沿000027
549・95000026 
550・95000025 
551・89008621 
552・1沿寧22
553-89螂 14

554・89008619 
555-89008613 
滋 -89008612
557・95000029 
558・89008624 
559・95000031 
560-890086ll 
561-89000884 
562-87005235 
563・95000035 

。
10cm 

Fig. 161 出土石器② (562 • 563は1/3,他は1/2)
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している。 SBl65床面出土。 563は砂岩系統の石材で. 4面使用している。 SB40-0埋土上府出

土．

(4)鉄器 (Fig.162) 

鉄鏃 5点を図示した。無茎式 (564~566)と有茎式 (567・5邸）のものがある。無茎式のも

のはいずれも凹基式のものである。

564は完形品で， 全~5.0四， 幅2.6an, 厚さ〇.2cm。樹皮状のものが付行している。 S8273出

土。 565は基部をやや欠失する。身部中央部がややくぽんでいる。残存長3.&皿幅1.8cm,序さ

0.15cm。564と同じく梱皮と思われるものが付沼している。 SB356出土。 566は基部と刃部を欠

失しているが，無茎式鉄鏃であろう。厚さ0.2cm。近現代の溝から出土しているが，混入である

と弓えられる。

567は弥生時代のものとするには類例に乏しいが，S8402の柱穴から出土していることや弥

生時代から古坑時代前期のものの特徴が多くみられることからここに図示した。完形品で，全

長5.05cm,鏃身長2.2cm,幅2.0cm,茎長2.85cm,茎幅0.35cm。5邸は先端部を欠失する。残存長

9.0cm, 鏃身幅2.55cm,茎長3.7cm. S D376上附出土。

範 3点図示した。いずれも断面は弧状を旦している。 569は完形品で．両面に木行が付莉す

る。全長9.5cm,幅1.3cm.財さ0.2cm.S 8391床面出土。 570は一部欠失しているが，ほぼ完形

に復原できる。裏すきに木釘が良好に付粁する。全長7.15cm,幅1.3cm,厚さ0.25cm。S852埋

土出土。 571は下半部を欠失する。残存長5.65cm,幅1.45cm,阻さ0.2on。奈良 • 平安時代のS

D374から出土しているが．混入であろう。

繋 1点出土した。 572は全体に倒離が若し<,本来の形態をどこまでとどめているかはやや疑

問である。刃部断面が長方形で．下端部はやや開き気味であり， 両刃である。刃部幅I.9cm. 袋

部は刃部とほぽ同じ幅で，段などはみられない。断面は径1.95cmの円形で，内部に柄の木買が

良好に残存する。肉眼観寮では接合痕を確認することはできない。残存長11.Jan.S 847埋土

出土。

斧 3点図示した。いずれも中型の鍛造袋状斧である。 573は段が不明瞭な有訂のもので，完形

品である。全長5.5cm,袋部紺2.3an,刃部幅3.如n。S8320出土。 574は段が明確な有日のもの

で，完形品である。全長5.9an,袋部幅3.1cm,刃部幅3.8cm。現在所在不明になっており，確翌

できないが，袋部に木貫が付府しているのか。奈良 • 平安時代のSD366から出土しているが．

S B355からの浪入であると考えられる。 575は袋部の大部分を欠失するが．無訂のものであろ

うか。残存投4.5cm,刃部幅3.Ian. SB 165出土．

刀子 3点図示した。 いずれも茎部で，元形品はない。 576・578はともにSK213出土で．弥生

時代1こ屈するものかは疑問がある。577は茎が短い特徴がある。SB252埋土上）剥出土。576と577
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Fig. 162 出土鉄器 (1/2)
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には木買が付莉している。

鎌 4点図示した。 579は一部しか残存していない。湾曲しており，曲刃鎌であろう。幅2.8c叫

S 8265床面出土.580は基部のみ残存する。柄部の折り返しは短い。刃部はやや内誇するが．

存は直線で，直刃鎌になるか。基部幅2.4cm.S 852出土。 581は先端部のみ残存する。先瑞部

の形状は不明であるが．切り落とした可能性がある。幅3.5cm0S 8349ペッド部出土。 582は先

端がとがった曲刃鎌である。基部は欠失する。残存長14.7cm,幅2.6cm.S8247床面出土。

（鉄器追物登録番号）

564 -89008561 565-89008562 566-89008558 567-89008568 568-89008579 

569-89008571 570-95000404 571-89008577 572-95000408 573-89008563 

574-89008576 575-89008555 576-89008587 577-89008566 578-89008586 

579-89008564 580-95000407 581 -890-08565 582-89008560 

(5)装身具 (Fig.163・164) 

ガラス勾玉 S 8393から 1点出土した。583は頭部が欠失する。径0.95cm.長さ 3cmほどに復

原でさるようである。表面は 1/3ほど白く風化しているが，緑色を呈する。

ガラス管玉 2点出土した。 584は長さ2.2cm,径0.6an,孔径0.1~0.l&mで，緑色を呈する。

S 8165床面出土。 585は端部が欠失している。残存長I.75cm, 径0.55cm,孔径0.12~0.15cmで．

緑色を呈する。 SB267床面出土。

碧玉製管玉 1点出土した。 586は長さ0.5和n,径0.4cm,孔径0.25an。S8269埋土出土。

ガラス小玉 260点以上出土し， 252点図示した。S8267から103点ほど集中して出土している。

径0.3~0.4cm,長さ0.2~0.3cmのものが多い。色調は，紺色が約半数を占めもっとも多く ，つ

いで淡甘色（コパルトプルー）が多い。時期的にみると，11期から 1V期の古い段陪のものが大

部分である。

Tab. 5 ガラス小玉ー究表 （単位はcm)

暉紐illl心 紐 往孔 ft, 

＂ 
色 ℃鯰貴号 F屯・畠号 出土地点 径孔 径

＂ 
色 豆

163・587 S 8 L63 0.5 0.2 0.32 淡冑 87005224 163-593 S 8165 0.32 0.15 0.21 

＂ 
87005216 

ー逸 " 0.5 0.12 0.3 淡青 87005??5 ・594 " 0.3 0.15 0.27 紺 87005218 

←澤

＂ 
o., 0.15 0.2 淡胄 87005226 I ・595 II 0.28 0, I o., 冑 8700521$ 

•590 S Bl応 0,65 0.2 0.5 青 切005213I ・596 S 8238 0.4 0,15 0、3 沃計 $7012720 

591 ＂ 
0.5 0.1 0,42 胄 8700521-1 -597 ． 0.3 0.1 0.15 紺 87012711 

・592 ” 0.4 0.15 0.28 紺 37005217 -598 S IJ252 0.5 0.2 0.3 紺 87012583 
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F,._尉サ 出土地点 径孔 径

＂ 
色 丑絨肴” Fig,・ 番” 出上咆点 往孔 往 厚 色 狂蝕魯号

163 599 S 8260 0.48 0.2 o. ぉ 紺 8701?587 163-639 S 8267 0.5 0.2S 0.35 紺 870127必

-600 S IJ262 0.65 0.32 0.52 淡竹 8701271鳩 6-ID ． 0.5 0,?2 0.25 淡行 870121<5 

-601 " 0.6 0.2 0.,, 紺 8i0l272>J -641 ” o.s 0.2 0.25 紺 87012795 

~602 II 0.5 0.15 0.35 淡冑 87012730 -642 ” 0.5 0.2 0.25 汲l!f 8101."196 

603 II 0.5 0. 18 0.25 紺 8701Z703 643 ” o.,s 0.12 o.• 紺 s101mo  

-60•1 ＂ 0.45 0.2 0.3 祓冑 8i012731 6-14 ． 0.48 0.2 0.23 決冑 6701?:/41 

-605 “ o.、12 0.2 0.25 淡冑 8701273'/ -&15 ” 0.45 0.1 0.4 紺 87012794 

606 II 0.4 0.12 0.4 冑緑 8701275< -6-16 ” 0.45 0.15 0.3 浪竹 8701公切

・607 ” 0.4 0,7 0.3Z 淡胄 870127お ~541 
＂ 

0.45 0.15 O.J 汲汗 87012816 

•608 
＂ 0.4 0.12 0.3 汲冑 87012718 6'18 ” 0.45 0.12 0.27 淡冑 87012811 

-609 // OA o.i 0.25 紺 8i0121SS -649 ” o.~s 0.18 o.is 決冑 87012731> 

-610 
＂ 

o., 0.15 0.2 紺 87012727 ~650 ” 0.45 0.2 o.zs 紺 8701拗

・611 “ 〇・' 0.2 0.18 紺 87012757 -651 
＂ 0.<5 0.2 0.2 冑 87012西

-612 
＂ 0.35 0.1 0.28 紺 870127沈 ~652 

＂ 
0.42 0.1, 0.3" 淡青 87012793 

-613 
＂ 0.35 O.l 0.22 浜冑 87012709 岱3 “ 0.42 0.2 O.ts 紺 87012768 

-61,1 ． O.Jo 0.12 (1.15 紺 切0127随 ~6;-1 II 〇．』 0.15 0.35 淡胄 8i0l2773 

・615 ’’ 0,3 O.l 0.25 淡n87012717 -655 " OA 0.2 o.JS 肩9 s;oi2g14 

・616 ” 0.3 O.l? 0.25 淡竹 87012759 {疎 II 0.4 0.2 0. ヽ 汲冑 8i0l2i97 

617 S BZ6l 0. 岱 0. お 0.38 紺 87012776 ~651 JI o.• 0.15 0.4 淡背 87012817 

-618 
＂ 

0.52 0.2 0.38 IIJ 87012777 658 II o., 0.15 0.35 紺 81012595 

・619 ” 0,5 0.2 o. ぉ FLL 87012300 ~659 “ 〇A 0.15 0.35 紺 8;oJ2599 

-620 ” O.f>o 0.15 0.3 

＂ 
8i012298 細 II o.• 0.15 0.3? 紺 81012760 

1 位 1 ” o.~ 0.1 0.3 紺 870127胡 661 ” o., 0.18 0.32 淡冑 81012802 

622 ” o., O.IZ 0.3 

＂ 
37012778 -i;62 II o., 0.15 D. 況 紺 81012821 

~623 ． 0.• 0.15 0.22 

＂ 
87012779 知 II 0.• 0.15 0.3 紺 87012596 

•況4 “ 0.4 0.15 0.22 紺 8701?780 ＆ ＂ 0.4 0.12 0.3 演惰 87012746 

笠 5 ” 0.4 0.2 0.22 扇I 87012181 臨 II 0.4 0.17 0.3 紺 81012161 

-626 “ 0.35 11.15 0.3 紺 8101Z洒 臨 ,, 0.、0.2 0.3 紺 87012762 

m II 0.35 Cl.IS 0.3 決胄 8701?7ll3 -v61 ” 0. ヽ 0.15 0.3 紺 81012191 

4氾8 “ 0.35 0.15 O.IS 浪胄 81012731 臨 “ 
o., o. 15 0.3 紺 87012i98 

-硲 II 0.32 0.12 0.36 淡冑 8i012磁 669 “ O.< 0.12 0.3 紺 87012801 

-630 II 0.32 0.12 0.22 紺 8701?7貶 -670 ” o., 0.12 0.3 紺 87012805 

631 “ 0.3 0.12 0.22 紺 87012784 -671 “ o., 0.15 0.3 紺 87012812 

~63'l // 0.3 0.1 0.2 紺 810121肪 -Gn ” o., 0.15 0.3 紺 87012815 

-633 II 0.3 0.1 0.2 沃l'I 87012787 613 ” o., 0, IS 0.3 淡胄 87012825 

・634 II 0.3 0.1 0.22 Ill 8iOIZ188 674 ” 0.4 O. IZ 0.3 様 87012831 

・635 S 8267 0.55 0. 15 0.3Z 紺 87012791) -675 ” o., 0.21 0.29 紺 87012598 

-636 II 0.52 0.2 0.35 紺 8701279'1 -616 ” 0.• 0,1 0.26 紺 81012196 

637 I/ o.s 0.2 0.45 淡情 870127随 677 ” 0.4 0.15 0.25 紺 31012763 

ー総 ” 0.5 0.2 0.32 骨 8i0128ね ~678 ” 0.• 0.12 0.25 紺 87012764 
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f;g.・ 呂号 出土地点 径孔 往 PJ 色 登鯰魯” Fig. 暑 り 出土地点 径,L 径

” 色
n絨番り

163-679 S 8267 o. lヽ 0.18 0.25 紺 87012804 16'•719 S B267 0.3 0.1 0.2 汲W 8i0l邸15

680 ” 0.4 0. 17 0.2 紺 870】2597 720 ” O.J 0.1 o.z 淡竹 切01汲 6

-681 ” 
o.,, 0.2 0.2 冑 切012808 -721 “ 0.3 0.12 0.2 淡f 8701匹 9

-682 ” 0.4 0, 15 0,2 紺 87012824 -722 ” 0.3 0.1 0.15 

＂ 
8701?767 

-683 “ 0.4 0.15 0.2 沃胄 87012833 ・723 “ 0.3 0.1 0.15 紺 870L28-13 

→即

＂ 
0.4 0. IS 0.2 紺 8'1012803 724 “ 0.28 0.1 0.18 淡n8701狐i6

蕊 ” o., 0.12 0.2 引 8i012総 -725 II 0. ぉ 0.1 0.3 紺 87012311 

ィ函 “ 0. ヽI 0.15 0.18 惰 87012810 -726 ‘’ 0.25 0.05 0.2 淡冑 870127<2 

—邸7 ” 0.4 Cl.18 0.15 冑 87012813 ・727 “ 0. 公 0.12 0.15 rr 87012邸

-688 ” 0.<I o.z 鴫゚J5 11 87012818 -728 II 0.25 0.1 0.1? 

＂ 
8701蕊 I

689 ＂ 0.38 0.1S 0.2 紺 81012820 -729 ” 0. ぉ O.l 0.1 

＂ 
8701四

~90 “ 0.38 0.15 0.17 紺 87012821 -730 
＂ 

0.23 0.1 0.2 ltl 8701函

も91 ” 0.38 0.15 0.15 淡冑 87012819 -731 ＂ O.Z2 0.1 0.2 浪惰 8701諜＄

飯 ” 0.38 0.15 O.IS 

＂ 
87012807 ・732 ” o.zz 0.1 0.1 

＂ 
8701細

咽 3 ” 0.35 0.12 0.3 紺 81012828 733 ，1 o.z 0.08 0.2 

＂ 
8701蕊 7

69-1 ” 0.35 0.12 0.3 紺 8i012834 -73< “ 0.2 0.1 0.1 紺 87012600 

-695 “ 0.35 0.12 0.3 淡ガ 870127<7 -735 II 0.2 0.08 0.1 i'I 810121姻

-j;96 ” 0.35 0.15 0.25 淡" 81012735 -736 
＂ 0.18 0.1 0.17 a 8701磁 9

~697 ” 0.35 0.15 0.22 紺 87012771 ・737 S ll269 0.72 〇.22 o., 紺 8701?716 

6億 “ 0.35 0.15 0.2 淡胄 81012714 •738 II 0.7 0.3 0.57 

＂ 
87012512 

164-699 ,, 0.JS 0.1 0.2 紺 87012765 -739 ,, 0.5 0.2 0.2 紺 87012712 

-700 
＂ 

0.35 0,15 0.2 紺 87012826 -1,0 
＂ 

0.35 o. 16 O.ZJ 淡1'1 87012715 

701 ” O.JS 0,15 0.18 紺 81012832 ・NI ” 0.3 0.1 0.26 紺 81012511 

-1位
“ 0,3'1 0.12 0.2 紺 87012835 ・742 ，， 0.3 0.1 0.15 紺 8701271:l 

・703 ” 0.3? 0.12 0.15 紺 87012839 ;43 II 0.3 0.1 0.1 111 8701碑

-704 ,, 0.:12 0.15 0.2 紺 810128-12 -7•1·1 ‘’ 0.3 0.1 0.1 決" 87012: 叩

-705 
＂ 0.32 0.15 0.13 汲胄 87012829 -7<5 II o.zs 0.15 o.z 紺 8701お10

700 ,, Q,32 0,2 0.1 

＂ 
87012830 ・746 S 8284 0.5 0.2 0.25 紺 87012524 

;07 11 0.3 0.1 0.4 紺 87012822 1•1 “ 0.45 0.15 0.35 i1 8701おお

-7偲 ,, 0.:1 0.3 0.15 淡冑 87012836 -1,s “ OAS 0.25 0.'.15 決n870125'.l'J 

-70'J ’’ 0.3 0.12 0.3 紺 87012837 -749 “ 0.4 0.2 0.2 決冑 印01おZ

-710 “ 0.3 0.12 0.3 淡胄 8701磁 9 750 " 0.38 0.19 0.2 決胄 8701お 1

711 ,, 0.3 0,12 0.3 紺 87012846 ・751 ” 0.4 0,1 。鼻お 紺 8701?5l9 

112 ” 0.3 0.15 0.3 紺 87012852 ← 752 
＂ 0.31 C>.I 0.25 淡W 町01お18

713 II O.J 0.1 0.23 紺 87012847 -753 II 0. な 0.1 0.15 決情 8701252'1 

-11.a 
＂ 

0.3 0.1 0.22 淡冑 87012775 -7ふ S 11288 0,5 0.25 0.2 淡引 8701?584 

715 
＂ 0.3 0.12 0.2 淡冑 87012740 755 ” 0.4 0.13 0.18 淡r,87012滋

;t6 " 0.3 0.15 o.z 汲青 81012148 756 S B289 0.65 0. ぉ 0.4 決冑 8701お

717 ＂ 0.3 0.12 0.2 冑 8;oJ2i氾8 -757 ． 0.5 0.3 1).2 紺 87012724 

718 ,, 0.3 0.1 0.2 淡冑 87012840 -758 ” 0.45 0.2 0.35 紺 8701273.1 
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3. 遺物

r;g. 雷” 出土地点 径孔 径 /7. 色 n鯰番号 F屯．項内 出土地点 径孔 径
＂ 

色 登駄雷号

164-759 sn筏9 0,• 0.2 0.3 紺 87012526 164-799 S BOS 0.5 0.15 0.<5 紺 9',00碑

・7切
“ 0.4 0.2 0.3 淡冑 87012533 ー珈 II 0.5 0.15 0.2 紺 95-0000().f 

← 761 
＂ 0.4 o.z 0.3 淡胄 87012527 ・801 ” 0.45 O.IS 0.2 紺 9j-O()(l(l)5 

-762 ” o., 0.2 0.3 淡冑 87012532 ・802 II 0.45 O.IS 0.2 紺 9;oo碑

763 
＂ 0.4 0. ぉ 0.2 淡冑 87012529 -803 ” 0.4 0.1 0.3 紺 95000007 

・764 ＂ 0.35 0.3 0.15 紺 87012734 -804 ． 0.35 0.15 0.35 淡胄一8・765 ＂ 0.3 0.1 0.13 紺 870125公 -805 ” 0.35 0.1 〇.3 汲冑 95000010 

-766 // 0.3 0.15 0.15 紺 870IZぷI ・806 ” 0.35 0.1 0.25 淡胄 9細 009

-767 ” 0.25 0.1 0,25 挟胄 87012530 so; S 809 0.4 0.15 0.25 淡冑 9細 II

7訪 S 11298 0.4 0.1S 0.2 u 8701公” -808 SB-17 0.8 0.2 0.65 Ill 95(J()(l()l3 

・169 S 8299 o.s 0.2 0.2S 汲1'ISiOIお16 4沿9 ＂ 0.3 0.1 0.15 .Ill 碑 0012

← 770 ” 0.4 《>.18 0.38 紺 8701お17 -610 S 853 1),4 0.15 0.25 紺 95<!00014 

-771 

“ 
o.,, 0.15 0.3 紺 810lおIS ・811 S 854 0.6 0.25 O.<I 紺 95000015 

-772 II 0.4 0.2 O.? 紺 8701お13 -812 S 0162 0.3 0.11 0.1 紺 87005221 

・713 ” 0.35 0.15 O.J 恨計 8701おI< ・813 Sll171 o.s 0.17 0.3? 紺 87005219 

m S 8311 0.55 0.25 0,3 駄 S70127•3 ・814 SB2邸 0.<5 0.2 0.5 紺 87012593 

ilS ” 1).4 0.2 0,2 紺 8701お91 •815 S83-1< 0.6 0.2 0.32 紺 87012506 

-716 II 0.31$ 0.1 0.3 淡冑 87012706 •816 
＂ 0.5 0.22 0. お 紺 8i0I碑

-177 
” り，3 0.15 0.25 汲l'I 87012744 -811 S8372 0.37 0.15 0.22 決＂ 8701?719 

778 S B312 0.45 0.2 0.35 恨rt切012707 -818 II区 l'I o.• 0.15 0,25 胄 8100,2屯

779 S B:rl2 0.5 0.15 0.<5 紺 !701250↓ ・819 II区 1'2 0.3.? 0.15 o.• 紺 87005磁

-7訳l ” 0.4 0.1 0.5 紺 87012503 -820 G 4 1'2 0.5 0.2 O.• 淡" 8i012589 

-781 ’’ 0.35 o.z 0.15 紺 87012502 ・821 G• 1'27 0.•5 0.19 0.38 紺 8701公暉

782 
＂ 0.3 0.1 0.15 紺 87012501 -822 J 3 1'13 0.45 0.15 0.32 紺 6701?721 

783 S 8348 0.55 0.2 0.29 紐 87012296 ・823 表採 0.6 0.3 0.2 淡IT 8701沢;so

784 ’’ (1.5 0.2 0.32 紐 87012751 -82,1 ~;1表採 0.6 o. ぉ 0.22 紺 s;o1お35

-785 // 0.5 0.2.'l 0.3 舷 87012750 ・825 ~'YN 衰g 0.55 0. IS 0.4 紺 95000016 

-786 
＂ 0.5 0. LS 0.28 f,I 87012749 -826 N¥'N表往 0.55 0.2 0.45 淡冑 紐 0017

-787 II 0.42 0.2 0.35 騒 87012乃7 -827 Ill区衷採 0.5 0.2 0.5 淡冑 87012585 

788 II OA 0.15 0.28 淡冑 8701271)4 ・828 G4表採 。鼻5 0.2 0.38 紺 87012539 

-789 
“ 0.35 0.15 0.25 浅冑 87012152 ・829 Ill区表採 0.5 0.2 0.3 紺 870127勾

-790 II 0.35 0.15 0.2 淡胄 8701?753 ・830 “衷採 0.5 0.22 〇.3 淡冑 87012538 

-791 S B355 0.3 0.1 0.2 淡胄 8iOIZ70S -831 JJ区表採 o., 0.15 0.3 淡賀 870052ね

-; 況 S 8365 0.6 0.2 0.45 紺 870125!~ -832 C』表樟 o.~ 0.2 0.15 紺 8101匹 7

;93 II 〇.3 0.2 0.35 決計 8701お78 ・833 田区表採 0.35 0.35 0.1 紺 8i0l2i2S 

-m ” 0.3 0,2 0.2 汲'ill 8701? ・834 Fl表採 0.35 0.2 o.z 淡胄 8701寧

-;95 S ll393 0.5 0.18 0.32 決胄 8701れZ! -83., G~ 表ば 0.3 0.18 0.25 紺 8701公U

196 JI 0.5 0.2 0.3 紺 87012579 -836 ID区表採 0.3 0.1 O.ZI 浅胄 8101211?6 

i97 S 807 0.7 0.3 0,45 潰紺 95(畑 I -337 ＂区表採 0.3 O.IS 0.19 
＂ 

8i012590 

→咽

“ 0.6 0.2 0.3 紺 95-000003 •紐 ES表採 0.3 0.1 0.15 紺 87012710 
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(6) 小結

ここで，この調査区の弥生時代について若干まとめてみたい。

調査区中央やや西寄りに位位する瑣廷群は．土堀墓3~店（うち横口式28基），甕棺i!ili5基によ っ

て形成される。中期後半から営まれ始めたと考えられ，後期前半が中心とみられる。造廷主体

は調査区内の集落がまず思い浮かぶが，同時期の竪穴住居は数が少なく ．主体となる時期が異

なる。調究区周辺では，西に隣接する西山田二本松遺跡A区＇＂で後期前半から中頃のかなり大規

‘ 

Ill期

Fig. 165 弥生時代集落変遷図①
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模な集落が確認されている。したがって，この項廷群は西側の集落によって営まれたことが考

えられる。そして，後期中頃以降集落の主体が東に移動し，本潤査区の集落が営まれるように

なったと推定される。

集落としては竪穴住居跡100棟，掘立柱建物跡JS.棟などが確認された。集落の変遷については

Fig. 165・166に示している。集落の上限は不明確であるが，双地との関連などから LI期であろ

うと推定される。この時期の竪穴住居は数は少ない。

r—• 一•一•'---. —·1 

匿りv期 Eご!vi期

Fig. 166 弥生時代集落変遷図②
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Ill期になると，調査区のほぼ全

域に広がって竪穴住居が認められ

る。秘地の東西で分かれるようで

あるが，藉地を避けた結果ともい

ぇ，グループを抽出することは甦

しいと考えられる。SX30切澗拭i

構もこの時期と芍えられる。

IV期も Ill期同様，潤究区ほぽ全

域に竪穴住居があり，グルーピン

グも難しい。 Ill期と1V期，後期後

半代が竪穴住居がもっとも多く ，

閲1t区の集落の主体となる時期で

ある。

V期とVJ期はごく少なくなる

が，依然竪穴住居が認められ．集

23 

Fig. 167 S B235出土H部に波状文．
沈線文をもつ壺 (l/4)

g~ 

、=

落が古坑時代初頭まで規校を縮小しながらも営まれ続けたことがわかる。 V1期のSB76竪穴住

居は調在区で唯一方形 4本主柱のものである。

竪穴住屈の主軸方向についてみると， IT期には南北方向と束西方向の両者が況在してみられ

るが， Ill・IV期にはほとんど東西方向のものとなる。この時期には少数ではあるが，北東一附

西方向のものやそれに直交するようなものも認められ，IV期にやや多い傾向がある。

出土土器については．大部分が在地系のもので占められるが，ごく少数ではあるが．外来系

のものや若干影響を受けた土器などがみられる。

その巾でも S8235竪,¥:住居跡から出土した壺 (26)に注目してみたい。この土器は形態的に

も，瀾整の面からしても在地系のものである。ところが， n部に波状文などの文様や沈線文が

みられる。波状文と沈線文は2条で一組をなしている。ただ．波状文は I/Idするわけではない。

さて．この波状文と沈線文は在地系土器にその原形を求めることは難しいと考えられ．布留

式甕の影愕とみなすことができよう。したがって．この土器は布留式土器の情報を保持した人

によ ってつくられたと考えられる．ただ，施文されるのが甕形土器ではなく 、壺形土器である

ことは大きな差異といえよう。これは．在地の土器製作の規制が慟いているものと思われる。

在地系の壺の訂部にはごく少数ではあるが．文様があるものがみられる。これに対して在地系

の甕には文様はみられない。つまり，この壺の製作者は布留式の梢報をもちながらも在地の規

制を強く受けているものと推定されよう。

ところが,S B235竪穴住居跡出土土器をみてみると，裔坪の形態などから布留式並行期のも
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のとするには躊躇せざるをえない。したがって，26の壺 1点のみで布留式並行期まで下らせる

ことは難しい。ただ，布留式並行期と弓えられるSB54竪穴住居跡では出土する土器のほとん

どが外来系のもので，在地系のものはほとんどない。つまり，今回調査された竪穴住居跡出土

土器には在地系のものと外来系のものが混在するような土器群がないこと 1こなる。

このことを説明するには，二つの見方がある。

①在来系の土器を外来系のものが徐々に凌駕してゆく過程を前提として，集落にはある程度の

断絶があった。ないしは潤在区外にそのような過程を示す土器群が存在する。

②この集落では，布留式並行期のある時期まで在地系土器のみを製作していたが，ある時期に

急に土器様式が変化し外来系のみになった。この場合は集落の断絶をあまり芍えなくてすむ。

この両者のどちらかであるかは，にわかには決めがたい。①はSB235出土土器がやや古い様

相をみせていることや，細長い調査区のため南北両側の状況が不明であることにより支持され

る。②は波状文などのあり方，4本主柱の住居といった外来系の要索がやや遅れていることな

どから示唆される。もし，②の説明が成り立つならば．溝口孝司氏によるこの時期の土器相の

四つの類型"'のうちA類．在地系土器が卓越する類型に含まれよう。

また後期後半のかなり大規模な集落にもかかわらず，衷溝がみられないという特徴がある。

これは，まさに嘉瀬川を挟んで対峙する位Iiにある突出部をもつ2頂環溝をめぐらせた惣座遺

跡を代表として、ほぼ同時期のいくつかの関溝集落が確認されている嘉瀬川束比の状況と大き

く異なっている。

このような状況は集落のランク粒に起因するものと考えられる。鉄器が豊富な惣且滋t跡"'に

比ぺ，この集落は弥生時代の属する鉄器は少ないようである。 坑廷でみても、副葬品が朋らか

でない嘉瀬川西比に対し，束岸では惣座B遺跡のおいて銀製指輪 3点，ガラス小玉6.810偕を副

葬した土塙塞がある(0。

小地域内における集落の消長や，さらに項廷を含めた同時期の状況を明らかにすることに

よって．弥生時代から古墳時代へという社会変化のなかでのこの地域の動態が解明されよう。

＜註＞

(I) 佐m11教行委月会 1986 「~llla'I二本松辺跡A」 「九州横断自動取道関係概報J

(2) 溝口孝司 19認 「古打出現前後の土器相」一筑前地方を索材として一．「考古学研究」第35巻第2号

(3) 佐買以教育委且会 1990 r惣座迫跡J佐買収文化財調査報告門第96集

(4) 1984年大和町教打委月会潤査
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2 奈良時代から平安時代前半にかけての遺物

奈良時代から平安時代前半にかけての出土遺物については，土器類がほとんどであり．溝跡

及び土塙からの出土がその大部分を占めている。

掘立柱建物跡群のうち，8世紀代に機能していたと思われるSB372・373の柱穴埋土内出土

の遺物については，細片がほとんどのため本報告＂では掲載していないが ．杯盗等を主体とす

る須恵器の出土沢が土師器のそれに勝るようである。これが9世紀代と思われるS8237の場合

には，土師器のうち特に杯店で底部外而に板状圧痕を残し，底径が小さく ，体部が肉薄のもの

の出土が顕宅で，黛的には須恵器を凌ぐようになる。この逆転現象については久池井B遺跡＂＇の

調査で既に報告されているが．今回の調査においても同様の様相が見られる。

溝跡，特に築地関連の溝状遺構からの出土遣物は，区画されているSB372・373と同様の傾

向を示しており，須恵器の珠が土師器のそれを上回っている。出土慧についても居住域を区画

する部分からの出土が顕著であり．杯蓋はつまみが低いタイプ．杯身は底部から体部への移行

部分の内側に低いがしっかりした店台を張り付けるタイプのものが大勢を占める。涵杯につい

ては脚部の窃さが低く ，急角度で裾部が1J11くクイプが見受けられる。

築地関連の溝状遺構から出土した遺物については，そのほとんどが8世紀前半から後半にか

けてのものと思われるが．関連する遺構の中で例えばS0157では 9世紀前半の特徴を持った土

器類が出土している。これはSD157が9世紀前半代に築地補修のための土取り壊として掘削さ

れたことを物語っている。これにより S8372・373の機能時期の下限についても．築地関述の

溝状遺構との関連において 9世紀前半にまで下げることが可能である。

ここで特筆すぺきはSB372・373の溝跡もしくはこれら建物と区画外とを結ぶ道路の側溝と

考えられるS0374から印刻文を持つ2点の土器片が出土していることである。 l点は皿形で内

面の見込み部分に四角に枠取りを行い．その中に「定側松印」と刻んでいる。「定側」は人名か

と思われるが文献等に見当たらず．どのような人物かは不明である。また．もう 1点は高坪の

内低部にやはり四角の枠を取って 「fs¥Jと刻印しており．「宮，官？」の呉体字と芍えられる。

これら 2点の沢料は，肥前国府跡周辺でこれまで出土した他の暴田土器や石帯．硯等の遺物と

同様に．国府が凶かれた地域の特殊な状況を反映したものであり、官街や官人居館あるいは寺

院等との密接な関係を考えさせる。とくに「れ」は，同じ印蹂が用いられた可能性のつよい印

刻をもつ須恵器・土師器が他にも大和町内で北原宝満遺跡'"(肥前国分尼寺跡）から 2点，北畑

遺跡から 3点，岡裏遺蹄から 1点が出土しており．同一の窯で焼かれた一群の土器が肥前国府

の関連施設を中心に分布するものとして，今後の出土例の増加に注意する必要がある。

築地関連遺構以外の溝跡については，SD164及びS0303からの出土が大部分を占めている。

種類の構成比率から見ると土師器が須恵器を圧倒しており，この時期にはすでに土師器の使用
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が一般的であったと思われる。また武的な変化と共に器形にも変化が見られる。

例えば杯身は底部が小径化しているため体部は綬やかに立ちJ:がり．その器壁も底部に比ぺ

て肉薄に引き上げられている。為台を持つものについては細く高い高台が底部から休部への移

行点に外に開いて張り付くよ うになるが，高台外面のヘラ削りについては旧態を残したものと

ナデ調整を行うものとが混在する。高杯の脚部は高くなり，下方へすぼまったまま延びて裾部

に至って急角度で開く。小皿は全体の大きさに対して肉厚の底部から，急激にしかも短く引き

上げて体部を作り出すタイプが大多数を占める。

このSD303から出土した遺物の中で注目すべきは2面の圏脚円面硯である。両面とも釣り鏡

形の形状で．陸部下に外堤部を張り付け，その下邪にも 1条の突硲を巡らせ，脚部には 4箇所

に長方形の透かしを穿っている。同種のものが肥前国庁跡"'の調査でも確認されていることか

ら，この時期大宰府等で見られるような風字硯の流行や，転用硯の氾濫とは一緑を画した，定

型化された硯が使用されており，そのことから公的機関の存在が窺えるのである。

井戸跡からの出土遺物は土師器の杯等が数点のみで，しかもこれらの時期幅が8世紀後半代

から 9世紀後半代と広いため，遺構の時期を絞り込むには至っていないが，ほかの遺構，特1こ

掘立柱娃物跡との関連から 9世紀前半に比定したい．

土塙から出土した遺物に関しては，SK250及びSK285出土のものが大半を占めている。 S

K250出土の土器について見てみると，杯蓋は中店のつまみが貼り付き， 天井部から体部への移

行が不明諒なものが多く，杯身については特に高台が外へ強く開くものが大部分である。 SK

2邸については杯身が多く出土しており ．低径が小さく器墜0)薄い体部が緩やかに立ち上がるも

のがほとんどである。碗については外面の厖部から体部への移行点のやや内側に．外に向かっ

て開く裔い貼付高台を持っている。これらは他の土填からの出土土器に共通する特徴でもあり，

本蒻在区のこの時期の土墟については概ね8世紀末から9世紀の前半と捉えることができるが．

西山田二本松遺跡B区のSKOl9出土の杯蓋・杯身については 7世紀代のものが少なからず含ま

れており，同区のS0021からも数点ながら6世紀代の杯身が出土していることを考え合わせる

と，今回の謁査においては確認できなかったが，この地区のJ/;j辺に弥生時代との断絶時期の一

時期を埋める逍構が存在している（存在していた）可能性がある。いずれにしろ，今後の調査

の進展によって全体的な把握が可能になると思われる。

＜註＞

(1) 田平徳栄ほか 「久地井B遺跡J(「惣座遺跡J佐沢梨教育委只会） 1990 

(2) 谷澤 仁 「肥前国府域問辺の扱内土器について 1 」 (「佐竹考古J 第 I ~ 佐JI'.~古談話会） 1994 

(3) 樋渡敏暉ほか 「肥前国府跡）J (佐沢県教訂委R会） 1978 

樋渡敏暉ほか 「肥前困府跨II』（佐賀只教育委只会） 1981 
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Tab. 6 奈良 • 平安時代前半の遺物観察表

鰍・I・・U・H・・鼠・四・奮・・．9・） ・ 
出土遺構雷号 還物の櫨煩・ 法 量

形饗の符徴...遺...講...櫨..別..... ............. 
器櫨 (a,) 

f'・,g.・・・・l謁・・・・839••· HYS • SB勾 .須.....恵.....器.. 口径 08.1) 体郡の器賦は薄く短く弓lさあげ
・掘・・立・・・往・・罷・・・物・・跡・・・ ................ 

られており．中程から折れて外95000119 皿 訳狂 (14,6)............... 反する。
醤高 2.< 

.F.;g...1.68..・ .碑... HYS・S8237 .土.....緬.....澁.. ・底径 7.8 底部は平底で．体郊外面下部に

H叩 52
.邸..立....往.追...笏..場... 

杯 9 段を打・rる．体郷の1111累は比較

的繕＜．綬やかに立ち上がる．

r・屯・・.・・168・・・・81・・・1 HYS・SBZ37 土 llli 器・m t 7.8 体圏の器壁llfl.<.内膏気味に

94002713 
.糾..立...柱..攘...物..跡... 

杯 9 立ちJ.:がる。駅部と体邸との外
面境に丸みを持っている．

応...，..1樟...84..!. HYS • SR237 土的磐 民径 7.2 平底から体都への移行はやや明．．．．．．．．．．．．．．．． ............. 
9<002714 闘立柱建物跡

＂ It 鯰で.1111壁の厚い体躍は内清気

昧に立ち上がる。

F.i.g... ..I闘.. -31..3 • HYS• 5B231 土師四 口径 (13.9) 底1!11と体躙との境界が明膿で．

94002715 
掲ヽ..立疇● ● 柱●● 姓會● ● 物鴫.. 跡. . .. 杯.......... 身. ．．底．．往．．．．(．．．8．.．0．)．． 体1'11の器壁I.I縛く，紐やかに立

............... ち上がり． ロ1'11'11はやや外反す
器高 3.4 

る．

況...．..隣...・!<...I HYS• S11237 上 llli i'l ．0径．(1．3.4)． 虹郭から体部への移行は比較的

9,002116 
.潟..立...柱..建...物..鶏... ．杯．．．．．．．．．．g．． 

底往 (7.6) 緩やかで． 体郎の器壁はやや繕
............... く，口＂路 1:1わずか1こ外反する
器高 3.9 

簸.l絡•以 HYS・58237 土 llJj 醤 口径 (13.8) 彩笥から体部への格行は比較的
94002717 .掘..立...往..趙...物..瞼... 杯.......身................ 鱈やかで． 体甜ll鱈やかに立ち

.底..程....(...6...8.)•• 
器高 3.1 

上がる。口＂部はやや外反する ．

f;g. I碍紐 HVS・58237 土 暉四 a往 (13.3) 底郡から体部への移行Iが引筐で．

94002718 
................ 

杯“•
.............. . 

体部1111!やかで立ち上がり．丸掘立住緯物鶏 .. 底1111.. 狂高.. . (.. ..7 ... 4 ) .. 
3.7 

昧を笞びた口HIiiへと続く．

Fig. 168・ 如 UYS・S8237 土峰蒻 Cl[居02.8) 麻部と体部の墳界にIJll誼な屈曲

9-1002719 
● 疇．．．．．．．．．．．．．． .杯..........身... ......、........ 

ずる檀線を持ち．体聟器隈は肉拭立往血踏 . 庇..径....(...7...8.)•• 
盟~3.7

”の2庄． 心持ち内11i1しながら
緩やかに立ち上がる．

F.i.g....168..・ .郎... HY$・$8237 土閾醤 a往 (14.4) 底廓から体郎への移行は明因で
.......  4 .. ......  ．．．．．．．．．．．．．． ............... 

9<002720 闊立怯建物馘 杯 a 庭径 (7.7) 体部の器聾Ii薄く，駁やかに立

・・・・・・・・・・・・・・・ ち1'.がる。摺;;. 3.9 

F．i．g．. ．．I綿．．．・糾．9． HY$・S8237 土晒蒻 a往 13.9 底81111平庭で．体郡との墳界に
.撼...立..柱..越...物..鰭... .............. .............. 明mな棟線を符つ。 体鑢器聾は9100272l 杯 g 底往．．．7.6． 

器漏 3.7 
肉mの土広緩やかに立ち上がり，

n唇部が僅かだが外反する．

F.i.g.. ..I銚. •お.. HYS • S8237 土晒醤 口往 (13.1) 平底で底部から体溶への移行は................ .............. ............... 
94002722 駐'ti.柱建物鶏 ff ti 庭径.{.7.6) • 明はで．体部は強く屈曲しなが

苔高 3.5 
ら立ら上がる．

F.i.g.. .1.68...・ お...1 IWS • S8237 
．土杯．． ． ． ．晒．． ． ． ．醤a ． ． ． 

ロ往 (13.5) 平庭で底部から体部への移行Ii

94002社3
.鼠..立...柱..媒...物..跡... 

窮［苓.(.8.6)• 明口で．体部は苫烹が薄くなり
.. 1111.高.......3...4... ながら外反気昧に立ち上がり．

□!J葛は僅かに外反する。
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技法の符徴 • その地

体邸及び底邸内面は不定方内の

ナデ．訳郭外面はヘラ切り纏し

後ナデ．焼成は良好．

体部及び底躍fj樹面と b-rデで．

板状圧杖を残す． 焼成l~R好贔

騒部内面・体部内外illiはナヂ．

底部外面はへう切り離し．細か
い砂拉を含む．

底郎内面・体糾内外inlltナデ．
底昂外面iiヘラ切り鴫しで板状

IF.紅を残す。少量の1111かい砂粒

を含む．

体部内外面としナた その他の

瑯位の属整については不明．

底部内面・体墨内外面はナデ．

駁郎外面はヘラ切り屠し．細か

い砂拉を荘下含I.I.

駈郎内面・体部内外面はナデ．
辰部外面1:1ヘク切り農し．

底郎内面・体邸内面はナデ．体

鑢外面はロクロ成型の指押さ
ぇAlを残しながらナデ,I,', 邸外

曲はへう切り戴し.1111砂拉を含

む．

庭郎円面.u: 紀内外面1よナデ．
底部外面はヘク切り霞し．細砂

位を含む．

駈郎内面1;1ナデ。外面1;1ヘラ切

り纏しで，板状圧級を残す．体
謳内外面はナヂで．細砂粒を含

む．

IJIIII内園Itナデ．外面はへう切

り畢しで，阪状圧以を残す．体
籐It内外面としナ1',

庇部内面l!-J-デ．外面11ヘラ切

り11しで，板状If.Iii.を積める．

体部は内外面ともナヂ．

駈郎内面・体部内外禰はナヂ．
氏部外面はヘク切り織しで．板

状圧痕を残す．細砂位を含u.



3. 遺 物
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Fig. l68 S B237掘立柱建物跡出土遺物 (l/4)
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靱，I・りCFii,・1・・出・・1・-・:.ill・-・・lJI・・・・蓄・・・・>}・・.遣..初...の..糟...珀... 法 鯰 形態の特徴 技法の持費 ・その他
1~iiii"t "'"',. 乃9 嘘種 (.,.) 

rig. 168衣a1.fYS・S8237 :1: 00器 口f長(13.5) 平底で店郎から体部への移行1よ 駈郎内面 ・体郎内外面は-t1'。
91002;2, 皇叫追 物跡杯 身....(1.6) 明筐釦郎1:wntカ噂＜ ． 下部託部外面はへ引切り離し• Ill砂

…-・…-•…... ,: やや内汽奴味に立ち上がり． 拉を若干含む．

11!1,I( 3.6 中程で反転してやや外反気昧と

なる．

限_168・匹 MYS・SB237土師器口1差03.6)底部から体隠への移行1よ明応 庭鑢内iii・体昂内外面1よナデ．
9-10.0.2.磁.....撮...立..皿.....初..跡... ・杯 且・・紺面i'i・:;,i・体部の器！畏の肉l¥ll埠餡と変わ底繹外面はへうり），)畢しで．阪

器高.(.34)•. ら.,._ 綬やかに立ら上が•) . 0 状圧紅を残す．旧砂位を含む．

' 唇郎が僅かに外反する。

F.;.g.. ..I総...お...HYS・Sll237± 師 器 口t沼(13.<) 平ヽ・庭-で体中部の器殻I!やや肉厚． 底鐸内面 ・体繹内外面はナデ．

9,1002726撼立田8物跡杯 身窮径 (7.7> ....... , む潤気味に立ち上がり． 底母外国よヘラ切り屠しで．板

憐;it ..◄ .0 . ロ＂部が僅かに外反ずる． 状IE県を残す．屈砂粒を含む．

,．;．≪．. ．．I総．．．磁．．．．1-I．．Y．．S．．・．．S．．M．2．．3．7．．土．．．．．ll1i．．．．．器．．．．口．．径．．．．0．．．,．.．1．)．． 平訳で底圏から体郎への移行は 底謬内面 ・体攘内外面はナデ．

94002727訟柱建物踏杯 ク庭往 (7.8) 明筐体得は器壁が驀く．綬や底隅外illilょへ引切り戴しで．仮
…………... かに立ち上がる。ロf'IIIIIは平坦状圧貨を残す。細砂Rを含む．

醤応 3.9 ではなく ．全体的に歪みが見ら

れる．

Fig.168お6HYS• S≫237土師謁庭IJtc 6.9) tl部は平底で．体部との墳界11 底躍内illi・体霜内外illi11ナデ．
95000114 鍼立It紐物跡 杯 身 '!II瓢．体加の1111聾Iiややl'l'1-で．庭邸外面I!へう切り● しで.e. 

内病気味に立らJ:がると見I>れ状lF.窮を残す．焼成9よRlf,
る．

F..i •.. ..I総...l!i..7..H ..Y..S..・..S..ll.2..3.7..土.....師.....器....口..径....0...2...!l... やや丸みを持っto底で．体艦へ底那内ill!・体闇内外面Itナデ．

95000117 誡立柱娃物際杯 身経往 (6,6) の師炉f!Jll諒．体部は•井常に底郷外illillへう切り戴しで． 焼
．器．…高．．．．3．．.．J．．．緩やかに内湾州味に立ちへヒがが成は良好．

F. .i•.. ．．I縞．．．磁．．．．II_．．,Y．,．S．.． .. • ．．S．.．B．2．．. 3．7．．土．．．．．帥．．．．．1111．．．．u．．経．．．．(1．．．4.7．．．)．． 高い貼-付a』潟..台を持っ.u. 邪はや 底郡内面 ・体廓内外面はナデ．
郎005674 虹匹初酬 碗 ..往 (8.2/ や内，>'"'"'に立ら tがり，口縁 0 クロは左[n[転。焼成は良ff.

… ............ "下で一度内餌へ屈曲した後．
器高 6.2 外反する．

f;g, I総お9MYS • SB237土 llli 儲 ll径 8.4 外反する高い貼付高台を持ち疇 底郎内ill]・体郁内外面 ・嘉台外

89000961 馘立往仕物跡 碗 体隠はやや内汽気味に立ち Kが面はナデ．板状圧痕と残....燒

ると思t,れる。 成1よ良好．

f;g.1611・ 拗 H\'S • SB23i土師 器経 径 7.S ~ 部のやや内鋼に貼，）付く高い全体の1111監をナデで行って“り ．
890089....;o... .. 鼠.. S .. l田..趙....初.. 淋.. ..00 .. . 冨が付杯は．楼地郎に丸昧を~j 体郡内面l叫 l具斑がある．焼成

っ．体部は底郎よりやや強く屈 Iょ良好．

曲し.if! 綿気昧に立ら上がる．

坂.168・褐IIIYS • SB237土 師 1111 底往 (8.4) .. や~や外..反..ずる貼付高台をnち． 全体にナデ1こよる調整が見られ

95000115 駐立往庄物隙 ~t;H 杯 mかり魔やかに立ち上がると出 る．焼成,iwr-.
われる．

茂.....●I総●●● 睾....H..Y..S..・..S..l!.2..3.7..±.....師.....冨...□経 (13.0) しっかりとした作りで強く外反 全体にナデによる1111覧が見られ

8900函 i11.,z往紐珈跡 碑 妊程 7.1 する貼付渇台を＂つ。援饂,: る．焼成ll良"・
．．． ．． 内鯛．体聟i:醤壁が肉薄で．内

器高 6.2 汽奴味に立ち」こがり．中途で外

圏に直鰈的に延びる．

F..i~.. ..I絡...・綜...l.H..Y..S..・..S..ll.2..3.7..土.....00.....1111... 庭往 (7.1) 外反する高い貼付謀台を持ち． 経部内面から体躙内面にかけて

9:>000116 鼠JY.IU!初跡 碗 妊昂から体邦への移行は明111で 1よヘ-,>ffさの扱蹄を残す。その
はない．体郡l;t綬やかに内湾気 他の紀位についてはナデによる

味に立ら上がると思われる。 調整を籟.,..
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3. 遺物

匹困·1出土遺”叫“の釦~-1 法 爪
道言9ヽH 遺構種別 儲 種 (.,.) 

形態のけ徴 技法の特徴 • その他

Fig. I防 86』 IIYS • S0314 須息器口ll 05.0l天JF部から口縁部へと級やかに天井内外面とも£ii転ナデ。細移

9函 291.iiii為匹）I杯 ＇ 壼I I匹部に至る. I行し．明11lな所面三角形の口砂

9立を含み，111.成は凡好．

狐 169臨r-'YS • S匹2 須恵笛口狂 (l< .O) 叩平なつまみを貼付する。天井つまみ郡分 ・ 天井部雌iiよザ・
89000967員●（墨呻綱）h" 蓋1四 3。|部から口緑謬への移行1よ綬やか 1□印 1から天井llll内iliiにかけて

で．口緑箪撼を丸める。 IJ凪転へう削り後に屈転ナデを

行っている．

況 169・臨 HYS・S1>37-i須嵐醤口!Ji(M.2)天井部は平坦で．屈曲して膨ら天井動即埠転ヘラ削り．そ9函ii,d韮i夏•西iid·if.···----↓I面面--i:dみの少ない口縁菰へと師する．の他の部位はナデ．曰かい砂拉＝字．かりとし,,J 勺如悶~~面に条棋状の

Fig. 169•f,o,, H VS・$0374須班憐 □往08.8)高いつ:i1,を貼付する．平坦な つ拿み1!l1分はナデ．天井郭外面

iiiiiiMios u<Jim胄d・ff 滋1四高 :i:d天井高から膨らみの少ない口縁ぃ11111埠転へ；；削り．その他
部へと緩やかに移行する。口縁 の郷1aはナデ。紐かい砂粒を含

磁 It断面三角形を意識しつつ む．

丸める。

籍.,的•お8 HYS• S0374須恵紺 Ill国(15.2)高いつまみを貼り付けており． つまみ躙分はナデ．天井圏外団

9iooi9301 •• iwm1 I If. 心 ....:i_.o .. l平坦な天井郡から1J縁1i11へややI"'坦膠は罰転へう閉り後ナデ．

明田に移行する• ロ絲躍部は断 その鯰の邸位はナヂ• llllかい砂

曲三角形で．鉤形に内汽する． 拉を含み．焼成IJJ;I好．

F屯 I紗綴l 11YS • SD374 j須恵招 1 口1そ (16.2)I天井懲は平坦で．やや明瞭に口 1却鄭埠転へう削り。その他
函oo,ii'i"f日・ヽi.i西;.;: 斥．．．．，．．．云"iiぷTi.'り縁1!11へと移る• ロU燐部,1丸蛛 の部位はナヂ． 細かい砂,~を多

を持った断面三角形を・1-!-rる． く含む．

ぽ ！砂!"10 HYS•S031 4 須恵器口程 (14,4) 上げ沢気昧の庇罰から強く屈曲函涵・di訳夏•西.J杯.... . ...』•氏釦i"i":i) . して立ち上がり．口匹郎は外

涵….3_.j.. 11:;: する。体部の湿雙は肉広

沢.I的・訂IIIYS • S0374 須息悶 I 庭f} (i.8) 
如 oisliijiiii匹.d:杯......'ii'

僅かに上If庭気味の底部から｀

体隠rt強く屈曲して立ら上がる

が.lJ行点は不明阪．体部の1111
墜は肉”・

屈親外面はへう切り戴し。その

他の躯位1よナデ．微砂拉を含11,.
焼成は只好．

底惑内面から体郷r勺面にか11て

1よナデ。体青汐H目はへう削り．

体閾外面llへう切り鴫し.llll 
..大の砂位を含u,

応, I和 IIYS • SD3-t3須恵盆口径 (11,6)暉成1111はやや丸味を僭びる駁部内面 ・体都内外面はナデ．

涵涵ifiiぷ玉西,.j;応 ..... a-h証 'ii,了籍底部から体illlへの移行は111やか応紛外闘郎はへう切り疇しiい
五 2●●61で，口唇部はやや外反する．底1デ．訳部外iJl1、iへう切り疇し．

郡内面に屈曲綿 1条を有する。 微砂泣を打干含u。焼成は只好，

簸.I府87.lIIYS・S0158 il1 恵匹庭往 (7.8)細oioil員畠(ffl這遍~,忍白付杯.I
姪悪から強く屈曲して立ら上が

る．体蔀の器閃は肉印。庭闇に

は断面三角形の短い漏台が外開

さに貼り付＜．

体部外面から高台外にかけて..

へう＂り．庭都内面 I:ヘラ削り

後ナヂ．その隠の部位はナデ．

焼成llRIT-,

検••殴．．紆ifHYS・5D178須思唸既径 (9.8)窮部から体郡への師,i明鮫で庄蹟外面Iiへう切りMl-.その

95000120 uiiun』•五戸·I Iはなく ．緩やかに立ち上がると 他の部位,iナ1'.麟かい砂粒を

:は盆ば？ば芯1僅かに含む。焼成は岬．

高れが貼り付く。
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東山m一本杉遺跡1l区・Ill区 西 山 田二本松遺跡B区
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Fig. 169 築地関連遺構出土須恵器 (1/4)

ー 402-



3. 遺 物

.侭...n...収....・.). Iii」濾構笛9 遺物の種扇 法 絨
影懇の,~岱 技法の~ttll · その偉................ ．．．．．．．．．．．．．． 

nuヽり 逍構械9月 蓄 f.l (cm) 

応......Iゆ..・.訂... HYS・Slll76 刃辺塁lm径 <13.4) bll置から体那への移行は明輩で， 底愕外illiはへう門り。その他の．．．．．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・・・・・・・ .i .. ltl . ● ~.9.,.6 ，．． 
細 0祁',0 印侵｀貫遭a員） 碗 体闇,i強 くは曲して立ち上がり ．霜位はナデ．微砂,~を若干含I.I,

．．．．．．．．．．．．．．． 
岱贔 <.7 口綽lllt-1近で一度内ばし,,後や 焼成はJHf,

や外反する．体感の固豊IJ肉薄．
庭葛から体部へ0)移行点には断

漏l!!I角形の紅い潟力が~(立気味

に貼り付＜ ．

rr .••.. ..1納.., g-/6 ••• IIYS・SD314 
.. 珀応.も...ぷH....杯雰.. 

.ロ.粍（.. ね.... S. ) 底置の,~は大さく．体那への移 底躙外面l.tへう切り戴し。謀台... . .. 
9,002'><0 ~ill墨息酎U隕！ 庇t差 (11.1) 行ll明で， ~<liJI曲した後,ri 内外面から体闇外,ruにかI)てI.I

.. 器ti........4.0 .... 
線的に立ら J:がる．外面の底 ナデ。その他の闇fil.1-1隕耗が激

m・体郎の現界よりやや内側に． しいt.:.め．凜霰属性については

断illi逆廿形のしっかりした作り 不明。焼成は不良．

Q),l:I台がやや外開さ1こ貼リ付 く。

F.;.g....169...・6" •.. MYS・S037< 須必鞣 ＂径 (17.1) やや上げ民気味のIJ部から体讚 •·i忠内面 · 体郭内外dll · iCli台内···············~ .............. .. . ......... 
91002939 II●i墨訊違直鼻 碗 託在 (10,4) への移行はIJJ霞鼻体那l;I強く凪 外鉗IJ ナデ• -~Ill外ifiilょヘク切............... 

硲1{ S.3 曲しLO後．内清気味に立ら上が り鴫し．微砂位を含9ん焼成1よ

り．途中から艦やかに外反する． 良好．

体部の認Illは輯ぃ．朕闇との墳

界にはしっかりとしたf乍りの丸

味を術びた断面1"1角形の短い碍

台が貼りH<.

,;..,....1砂...8.~. IIYS・51)314 須恵漏 店台程(12,4)訳部から体溶への移行は明筐で．体郡内外面 ・ ~f;l'J外両につい............ 
・、・［・・台・・・・M・・・If ··• 91001112 ”慢尾覧邑遺員） 屈曲後はその庄虻li鰈的に立ら てはナゲ．その他の甜位は摩耗

ヒがると見われる．底椰 ・体部 が行しいため．調整属性につい

の移行点よりやや内開に1!i面逆 て1よ不明．

台影のしっかりとした作りの出

い高台が外Iii!$れ叩に貼りt-1<.

f．i．,<-．．．169．．・．;<;9 ．．． IIYS・SDI訪 賓！虻岱 底径 03.9) 平Jj(で体閉への移行1が明観．外 応儒内illi・体郎内外ifliヽよナデ．................ .............. 
9細 109“（蔓尾鵞違這員） 鉢 ( ? ) 面の移行点には情をMっ．体部 底開外面はヘタ切り霞し．焼成

は屈l畠後．そのま2直饒的に立 は只好．

ら上がる。

fi..~...l6.9.· .細•.• HYS・$1)158 引鮎紺 0狂 124.2) 顛邸が信く「く」匹S:1,1釧し． 内外繭と bナデ．細砂代を含l:.t,................ ............ 
95000108 ill●（農呻嶋） 甕 nl'llが張るクイプの甕形土圏の 一置に自然輪が9、J1'Iしている。

口緑l111で．外反した後．肥,,し 焼成は良If,

た口唇Illに仕上げている．

Fig.．．．．169．．．・SS．．． I lffS・51)158 各i豆怨 nil <21.0> 大咽の墨．＂邸 ltQ的に張'J,＂藁 9』内面が冑紺狡状文．外函................ 
9400IOl6 ID(蔓尾｀員1 甕 屈曲後は血的に立らJ:がる． が格子目状にそれぞLL叩さ狐を

口l'filllは断面三角形を呈する． 残す。口縁郎は内外面共ナデ．

F• 也··•·169···総•·· IIYS・S01岱 ．須．．．．．出．．．．．匹．．． ................ n佳 (19.4) 庭置から体痒への移行Ii綬やか 体畢内面 ・ロ“那内外illWナデ

95000110 iQt墨名覧置遍鴫） 鉢（？ ） で．やや“隷形の体郎形状を取 体隠外面はヘラniり．む位を石

る鉢形i:1111の体Ill上半と思われ， 干含む。炭成1よやや不凡．

る.0縁11111:内汽後直する．

F.屯....169...・葛...｝ HYS・SD3l4 紺嵐な 応杯.,脚部の一置のみの残仏 騨部内外西tよナヂ。綱かい砂粒................ . . .. . .... 
8細 969.. (蔓岨で亀創川

“ 
杯 廊郎l~i!!< , 11,ilt級やかに開く＂ をl守 含I.I,焼成は良良r-.
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東山FEI一本杉遺跡u区・JJJ区，西山田二本松遺跡B区

-~· 葺 ・I出土遺讚喬'} ill物の樋煩 法 黛tii§iiHト ・道・直jij,j …I薔· ······•·I (cm) 
彩麺のM微

哀 11勺1-IYS • S0157 I・*-峰認 口径 (13.4) 平訳の窮部から体隠への移行は
螂涵自冨声西面・・・--・;i'l'liii((i.§ 隠豆いては四J誼だが．外

面寓 3.31面において,:暉 を 伴う． 体1111

は紐やかに立ち上がり．国壁は

皿
''1!-110磁IHYS・S0158ドllli 鎧 1叩 (13.0) 平底の底郎から体濁への移行は
9母iii"~訳裏匹ai・w・・・----u・i底廷Tiqi"やや明筐で．糾繋ヽ埠曲後その~\:.'.l品:11.師ii.'.溢益霜

技法の!~徴 • その他

底階内面 ・体闇内外面はナデ．
底部外面はヘク切り竃し．徴砂
粒を若干含I:,焼成,:良好．

庇部内面 ・体部内外面Iiナデ．
底部外面はヘラ切り層し悛ナデ．
細砂拉を若干含II,焼成は良好，

底部内面 ・体郎内外面IJナデ．
駈部外面はへう闇り。氏部外illi
にI:息斑Wり。微砂位を若干含
l.r, 焼成,rn好．

駐郎内面・体部内外面は.,.デ.

託郎外面はヘク切り織し． 微砂
粒を若干含む。焼成は良好．二ご；：：己］聾~1::-:;;存？悶．されてし

F氾.170・磁IHYS. S03741上師器高叫(12.0)底部の項のみ残存．底響から 怠耗が著しく．調整属性につい

'9400293'1'iii一';ai'Hi'fi.'I I体那への的点よりやや内111lに1ては不明。微砂粒を含IJ.

:：：:［二：］喜髯；；:!;;;.~ 月::
断面逆台形のしっかりしたt)iり

三角形を旦し．甜立する．

F;g.170岱 ZHYS · SOJ;4 土面醤底径 00.6)~饗から体!Illにかけての一郎が
油 1oisi・lii、両叫......ili ...... l I残釈底郎は肉厚で．四郎への

移行は不明箪．体部は緩やかに
匹上がり短い口“郭に至ると
思われる。

Fl~. liO蕊 HYS・50315土晒．墨.. □-登.!19.-.2!.fl廓はやや内謂畑IC立ち上が涵寧1-韮西吋•…置 i哀細5避．り．高い位置で'lli<屈曲してn

庭部内面・体部内外面はナデ．．
窮郎外面iiへ，1'119.旧砂粒を
含む．年 lift好．庇部内面の
見込み邸分には「定1111松印（定側
私）」の刻印を有する。

駁怒内面・ロ縁部 ・ロ怒 ・尉厚
上半Iiナた底部外面はヘラ切
')離し。高台内外iii・胴郎下半
はヘラ削り後ナデ。 閾砂拉を含
み．焼 9出良tr-.

四 8.21部を作り．稜線を巡らす．その
後内開に折れ．すぐに外反気昧
の短い口縁躯へ翌る．外面の底
郎と体郷との境界よりやや内鋼
に．断面逆台形でしっかりした
作りの短い轟台が“立して貼り

：~二：：二1:忠喜言二；；
置に.l!/i涵が丸味を帯びた艮方
形を呈する岨い濱台が貼り付く。

~1咄ば1~;:~~,lJhiI I:: 字:::;;~~み残存.I悶翌ば宍只認？
好．庭部に111¥Jの割印．
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3. 遺物
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Fig. 170 築地関連渭構出土土師器 (1/4)
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東山田一本杉遺跡u区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

血fNI出ば庄II詞の屯I法 (!) 彩攣の持喧 技法の符徴 • その隠

沢.llt-891 J!.Y.~.:.~R!?:l .Ill. 累．．塁． 杯壼の一郎．天井郎から口縁戴天井饗外面はヘラ111り．き＃椰
免蕊os・1・ 漬 腱 杯 董 へ績やかに移行し,llliiiiは丸味内面 ・ロ縁部内外illiはナァ．砂

を帯びた三角形を艮する． 泣を若干含o.
喰， 111・898HYS・S0164土晒匿 口往 (12.S) 上げ底気味の底部から体部への底邸外面はヘラ切り鴫し。その
釘磁i2・ ...論’●●●・・-・・・.#…..... ii. : 底榎直通：移行はやや不明筐．体部1:111や他の節位はナデ．紐砂位を若干

蒻嘉 3.3 かに．かつ五輯的に立ち上がり．含tt.
口縁墨は外反する．

筏， 111•899 匹．冷1)1~ 土 llli 冨 0径り2.5) 平の底葛から体螂への移行U 寇昂外面11ヘラ切り農し．その
碑泊dillf 跡 l'#・....... ii. 血 n:訪やや不明正体部は鯰やかに． 他の部位はナた翻砂粒を野

匹万．． ずかつ直鯰的に立ち上がり．口騒含11.
郭は外反する．

r屯 111・900.~xs.:.~ 匹 土師類口 12.4 上げ底気昧の底郷から体郎へのぼ1l11外加ヘラ切り●し。その
ー・ 溝 躊 ff ....... ii. g『1;祉 ・的 Itやや不明111.体郎は綬や他の部位はナデ．細砂位を若干

..... Tf. かにかつ直緯的に立ち上がる 含11.

屯 111・901IIYS・5D164 士鉦醤 □往 p2.7) 平庭から体邸への移行はやや不底第外面はヘラ切り鴫し．その
'g;i)oom .... l膏．．．．．磁．．．．柑・・・・・・a・:鯰栢('i:si'明．体国は績やかにかつ直 惣の部位はナデ。細砂位を若干

函嵩:.. ・3・ぶ 線的に立ち上がる． 含u,
F疇.171・902HYS・SD田 鰤檻口 02.6) 碑を得びtcllE郎から体圏への底圏外面はへう切り犀しで，彗
紐 細団..薔 ...森・,... .. ii. 晶"ITが移行はやや明瞭で，内illiには屈分的に印俎：I/I.が残る。その佗

遥為:.. ・.・:r・曲鰈が巡る。 体邸ltllll璧が鋪く，の11!位It-/'デ． 体郡外面にIt
緩やかに立ち上がり，中段から r富?Jの畢書をμる・編砂粒
外反気味に開く。 を若干含o.

Fjg.171・903 !:I. 荏.: .!';m li.~ ・*-. 懃 ．．盤．高t1往(3.8) 底那から体慾への移行はやや不 全体的にナデ調整が見られる．
s90i岬 溝 鱚 杯 a 明筐．体郭It直縁的に立ら上が細砂拉を若'ffttt,簾成は良訊

ると思われる．

F樟11!翌 HYS • SDl64 土師 1111 口径（勾.2) 緩やかに内湾しながら立ち上が
'9細 74 ・濤""ii........ , 鉗．．．．．． る体部に，綬やかに外反する短

ぃ口縁部が付<.

Fig. 171磁 IWS • SDl64 土師器口径 08.0) 平底で． 底園から体部への移行
函函is... 涵 ＂情f"...... ~...... がやや尊flll.体慾は直緯的に立

ち上がる．

痘 )1!:窓船•~.:.~l>l~. ;I;,. 岡．．．祠 甕形土器の口縁葛で．鰻やかに
95000079 溝随 甕 外反する．

F;g.Jll呵HYS・碑平m―鶉ー1五 11.2)器壁が厚手で．丸味を僭びる底
碑涵漏．．．．．藷…畜細 ii<ff I都から体部への師は不明111.

体繹,:鑽やかに立ち上がる． 外
面の移行点よりやや内鋼に．丸
味を苔びた組い高台が外関さに
貼り付く．

ば霜：g迂悶：：ばK
ナデ．細砂拉を若干含む。

体螂内外面ともナデ調整を行っ
ている,llll砂粒を若干含む．

体郎内面・ロ縁謡内外iiiI:-/'デ;
胴部外面は9ヽヶ町1'.砂餃を

は=~-氏が著しく . 1111虹
性については不明．砂位を含U、

ー 一藝口径 (26.8) 平底の庭部から体郎が内膏気駅 体部内面・ロ縁部外面共”Fis. Ill叩J.~.:翌l墾土齢
碑 075 跡 f.i・Tぅ"11

濁 . I叫 匹品r:叫9窃：ぢ認i品t閥
符って外反し．口唇匿,:上を向

ご：ーご累I!註り讐言量言喜~i誓
立ら上がり．口＂部付近から外
反すると思われる。

~p!.r; 誓平·曇•引呻 (29.2)I な皐諸霊席土、';'.t i 字霊を品認~!
内鋼に折り返して上面が平らな ど含まない。燒成は只好．
口界部を作り出す。

はば1~!岳誓咀l・l/1・1紐 (7.5) I :it"'忠諒認沿匹
持ち、その直上1.:1条の沈綿を
巡らせる．体郡,:強く屈囲した
後，内萬気味に立ち上がる

心Jl!i叫•須．．稟…渥1 口径 (19.0l I厨郎はなで頁で，l([鯰的にm瓢
'94磁ii;z 憤躁 甕 へと至る.o縁隅は強く円弧を

隣いて111曲し，外反する．
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底部内面 ・体部内外配はナデ．
底都外面はへう削り．砂粒を含

"・ 焼成は且9瓦外面にltil然
1i11が付精．

胴都内面11胄薔波状文を残し．
馴部外面11格子目状の叩e痕を
留める。口縁部は内外iii共ナ況
砂位を布干含11,
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東山田一本杉遺瞼LL区 ・Ill区，洒山田二本松遺跡8区

.認...1.祁.匹....．.） .. 出.. 遺土.. 遺構..構種....別醤.. 8 .. 遺物の種煩 法 盪
形睾のI,)徴 技法の符費 • その他・ ・ - ・ ・ ・ ・ ・・  幽曇曇● ● 

員罠Ii、り 器種 (on} 

F・ig.・・・・172・・・・9・・11 • HYS・S0303 須思磐 天井部から口縁餡へ緩やかにけ 全体的に.,.デによる鯛整が崖さ................ .............. 
行し．口＂部は丸味を膏びる ．94如 U 溝 跡 If 董 れている．砂粒を芯干含む。焼

成は良好．

F. i.~...17?.. ·.9..15 ． BYS・SD泌 須..磁..器 彩径 06.<) 外部以下の郷分の出土である 郷部の内外iiliJ¥1'デ． 砂NはIt

9,002943 溝跡 製 が.1111脚円面硯と思われる.,1111 とんど含まない．焼成はR好．

部から潟部へは茄足状に続さ．

寮の編闇IJJl!t.:外側へ開＜ ．脚

部には長方形の透かし孔が9か

れているが．その飲は全体で4
llil所と思われる．

F● i● g● . ● ● l7l • 916 HYS・SD303 知恵器 外堤往(10.8)圏詞円面硯。外堤部は貼り付11 粍部 ・ 海郎はへう 11'1~ 。 その他
....状....遺....構.... ..... 硯 .. ................ 

の11!位はナデ属整を籍されてい95000103 枢郡径05.0) で梵部よりややぶく ，突而状に

・・・・・・・・・・・・・・・ 巡る．その下部にbI来の突筍 る。紺砂粒を若干含む。帳成は
四応 10.6 

を貼り付ける。詞部から褐訊ヘ 良好．

の移行It.Illやかで篇足状に開さ．

祖澪那は更に外側へと向＜ ．騨

邸に1よ合計4国所の長方影の透

かし孔を穿つ．

而......IT.!...夕..Ji. HYS・S0303 .須....恵..... 四... 応杯の脚部の一邸．杯部は桟＜ 全体的にナヂ翼榮を擁されてい................ 
94002763 溝 躊 n 杯 開e.靡部は潟く伸びて．訳祁 る．詞郎内面には絞り摂を籾め

が平坦に開くクイプと思われる． る．砂餃をむ干含u.焼成UN
好。

F.'1!..,..172...・9..18 . HYS・S0303 土..函..醤. ロ11(12.6) 底鄭1よ平代で．体fllへの移行11 妊郡外fliiliへう切り薦し． その................ 
94004081 漏跡 If A 底径 (7.2) やや朋I!!.屈曲後は訳鯰的に立 他の部位はナデ.111砂粒をむ干

． 醤．．．1:li．．．．．，3．.．4 ．．． ち上がる。 含tt.焼成IHi好． 

r.<R,....IT.!...・9..19 . HY$・SD細 土 師醤 口佳 ．(12.1)． 平llliの氏111から体郡への移行は 底部外面はへう切り●し後1・'1'
........  ● 一．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． 

"叩臨 溝跡 杯 g 峠佳 (8.1) やや朋瞭．体部はm屈的に立ち で．一部に仮状圧拭が残る．そ
............. 

上がり．口＂部は丸味を帯びる の低の部位はナデ． 焼成li/lff、
因高 3.6 

F..ig....I??...・ 蜘... HY$・SO加3土 師器 口往 Ct2.8} 平底の庇置から体部への移行,: 底1!11外罰iiiヘラ切り順し。その
・・・・・・・----・・・・・ .............. やや明設。 体郎IJi/L綿的に立ち94004(迅9 禰跡 杯 具 ．底器．． 径互． ． ． ． (． ． 6． ． .．8． ) ． ． 

他の部位1よナ・た 細砂粒を若干

3.8 
上がり ,Offillは丸味を吊びる． 含む。焼成は良好．

F．ig. ．．．．In ．．．!I'l．．． l HYS・5D303 士 師 llll 高台往(1.8)窮部から体苺への移行は朋ぽで． 底!i1外面I!ヘラ切り●し。その
・・・・・・・・・・...... .............. 

内面に屈曲線が巡る．体圏は内 他の躯位1よナデ。細紗粒を石干94002932 溝読 高台付杯
湾気味に立ち上がる．外面の移 含む．焼成11.R好．

行点上に斬面長方形の短い高か

が外開さに貼り付く。 接地面It
内111lである．

F.;.g....J,l...・ 四•.. HYS • SDJOJ ± llli 竪 石台怪(9,4) 庇Illから体部への移行I.Iやや明 体邪外面の石t;~1:ヘラn,1り．................ 
店 七．(;I杯． 9•002933 潰躊 誼で．体部は凪1自悛内濱気味 その他の邸位IJナれ 徴砂粒を

立ちJ:がる。外面の移行点上に 含む．焼成は只好．

断面尺方形の高い高白を外反さ

せて貼り付ける．

和......112...-m•.. HYS・S畑 3土 箇恕 高台径(i.3) 肉厚の庇郎から体都への往行は 庭部外面はヘラ切り薦し,14'悪................ 石台...付.. 杯... 
94002934 渦跡 やや不朋鰤。体部は屈曲後内消 外面I!ヘラn,p,,その他の郎位

気 9こ立ちJ:.がる．外面の移行 はナデ． 微砂粒を含む。焼成lj
点上に．断illi長方形の高い因台 邸．

を外反気味に貼り付ける。
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東山田一本杉辺跡fl区・Ill区 洒 山 田二本松遺跡B区

靱徊・I出土遺講畠号遺初の顧ば 汰 黛i~«、．奮 りI ···益"rii~i'+蕊..........1 (em) 形態の持償 技法の特 • その他

Fig. I咋 HYS・S0303土 llli 1111 嘉台径(3.3) 託部から体廓への移行は不舅1111,底圏外面はへう切り霞し後ナデ

9jiJo.j093I・・ 瀾・鯰 h和葎I I体部は四的に立ち上がる．外Iその他の部位はナデ.1111砂粒を

勤移行点上に,l'iilf心 形 の 研知．蜆Ji!iは良好．

しつかりとした作りの謀合が貼

り付＜．

屯．！竺f'登.:.sr叫•さ__illi_笠I枷 ll¥(3.<I ll部から体高への移行は不明 庭置外面1:1へ9切り霞し後ナゲd
9<004095 溝 饒 nt,t-r紆 1体部はやや内潤れ味に立ち」月その他の部位はナデ.1111妙9立を

る．外面の移行点上に．断面四む干含(/.焼成li.Ulf.
角形のしっかりとした作りの高

台が貼り付く。

F屯17'1硲 I-IVS・SD303士帥濤御l¥(9.31 経部から位への柊行はやや明屈部外面1:1へう切り慶しで板状

叫 的1-I-溝 紐1莉台 ii杯I 1111. 体11111直線的に立ち上がる・I圧偵が残る．その他の1111位はナ

外面のf多行点上に．断jjjパチ形 デ. IIH砂fiをむF含む。焼9反I~

のしつかりとした作りの店台が 良好．

貼り付<.

F也 li2如 I-IYS • SD303 土師 1111 ロt呈 02.6) 碗形土雲の体聟の嘩が残r,.It村国内外園）りナデ． 焼成は且好~
94004』'"ii,""':箪・+….. i ...... l Iやや内…に立ら上がり．中

程から外反に転じる．口ばドに

妓存部分だけでI>7条の沈線を

•ll'"I! 闊に巡らす．金騒嘘の巧し

か？

戸．匁!f!'楼.:.SI~,-*-.. 1 •• 1111,. 唖 (2!_._3)_虹し部から雌への8行li-f'IJIJ匹 底郎外illll.tヘラ切り鴫し後ナデ、
虹 螂1 汎 跡 訓 illi台往01.4) 体部の醤墜は肉'N/T,やや内膏1その他の部位IH・デ。 徴砂粒と•四iQl.... 9:9・・1奴味に立ち上がり．口6駕I心奸含む。燒成は良好．

萬を丸く作り出す。外面9滋隠

と体郎との移行点上にIi,断面

がん味を帝びた三角形の這f;が．

外llllさに貼りけく。

fqi.112 r.!11 llYS・5D303士師 憐口 径 (16.S) 託郎から体邸への移行はやや明代1lll外却ヘラ切り.l...その

~9jjl· 藷..... i ... , …--・: 臼......,: 涵面.'ii'諏。体部の醤壁は内繕で，ill綜他の年1.tナデ．微砂拉な布干

西i".. i.'i・・的に立ら上がる。外面の庭繹と 1含む．焼成fj邸 ．

体那との移行点．とにIJ,断面が

丸味を僭びた三,,,形の高わが．

外llllさに貼りH<,

F',g.112・930 HYS • SD匹土師儲口径 (13.4) 託郎から体圏への昨1占やや明仝体的にナデによる躙竪が籟こ

函涵い....._ ... , …•••筑•…+函ii'面.'ii' 111. 体部の儲墜は肉WiT,匹 Iされている。訳部外面I埠 状 圧

．蕊ぷ罪ぶ紐立ち上がる。外面の庇J'11と紺を1i7める．衰成liA好．

体郎との移行点上に1ふ 断面が

丸麻を笞びた四Iり形の店台が．

外関Sに貼り付く。

r収.112-931llYS・S0:103土師器 口往 (13.7) 年から体槃への移行Iとやや明“部外面はへ7切り鴫し後ナテ．

―+伍．．．．．麻・+…'a;,j''…f・;1g砥函ii'覆．体郎の醤墜は叩薄で.i暉その他の罵位I!ザ・紐I埠

涵 ．．．．ぷ8.. 1的に立ら上がる。外面の民解と tf. I 体部との移行点上には．しっか

りとした作りの．断禎iが凡味を

罰びた{1影の属かが外開さに貼

り付<.
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東山田一本杉遺跡ll区 ・Ill区，西山田二＊松遺跡 B区

1賣鵠iin煎祐1号I 芍翡嘉’ 還醤切'"l魏種． 法 (cm麗) 影舅の1l鸞 技法IJ)符置 • そIJ)鴛

ro .. 92i, 0 .. 011 .. 0192.7... 39 3 1-..Y.溝.N...B..•.S躊IJO..l7 .• 須杯．． 屡．．翌滋 溺ロI面洛l!?( 1..-.9~L ) 
夭へい?.井とつ玉Il至ま品lみる!状やたがをめはや＂平11りす裏坦付るでがく．． ば．天紐い直井.ロ慕せ!I中fヽ冨央：ロUにIi/I丸lit¥よ 天デそ井．の瓢検置妙外ナ菖!lデIをてょへ含いu9る.切．棗りそ屠のilし亀で良の．畠中．位只置Uilナ

F.9i.g2. 0Q0..lll..2.・ll7..4 O • N..YN.瀾...・.B..・.S.躊U0...!7 •• .:t 4 ヽ.. 匝…皿笞 醤口径高..(cT7..il7) f 若(ll干.t饒.1的1に立ら上が.. gは畢t外f.li匹Uへ位9切を含り晨む．し．その隠の塁位

f.9;.g.2000.m...2.•的!ll... l ~ x溝が-e-~疇切 ！須杯．．稟．．翌サ． 蘭ロII篇 .<..9.3 ••.• 64 .) •• 
丸不、ガ統明＇鼠かをにll履外!Jや反I,かし霰に．畠立酎か面もら上三体が角属形っへ1の,の□受移11/11り行を持l1l 1 霰デ.慧e外ili砂Rllヘを含，Ill~-り．景そ咸IJ)I!I¥良の奸置．位1け

つ

f•9;II-寧I叶 6四7・N··Y·潤•N····B··•·S·跡I・双..1• 須杯．．累．．．9褪 函口径討.!.?.3-.4 .11. 
不丸b蛛明f鼠かを嘉に緩外びや反たかしCに．藁立駈か篇らら上三にが角霧形っへた成のtlりllI/行葛を●l,: l 底ll聾昂t外外i11デ面.にteへ11砂へうR記1を1/l↓｝含をり霞む11．-し,燒．.そ成のは亀良Ol仔i!I.位I! 

える．

F切屯碑114・話9'3 N·· ·ヽ'溝·N····B·••·S·跡D0•·2·1 • _杯;t;__烈 ．．．9器．遥ロ程高,. .!~4.-,-~2 . 丸騒固梵墨に慢へを皇驀と至がび選るた．gる。．翌U1澤畠IIいや醤や置内の膏ましt．a 外 窮る。襲そ外の釦fflll,iナ慮ダ位でU．一t昌fに.ヽ妙ヽRケUを多を留く"含

tt. 
r9夷庫"泌』・r9ヽi9 N．．Y．涵N． ·．~:俎篇粗！ ミ土.. ニ.. チ.. 鉦ュ.. ア.ナ●儲畠..  暑. ．醤D．． 往高．． ． ． (． ． 2．2． .. ．98 ． ) ． ． 手社1Jにより丸底気鰊に成巴 柑臀If賞を曾める．

頁.. 9.c.002..17.4-9.5..l4.0 • 5 .1.1.YI.f !?./.l:!? 熙落毀 土仔 烹 ．．塁身． .1:煎鵞m伍iQi• • .l.9n~3.. 沿.-.?8t ． 不丸が味る．を,得I$:び毘た11甚11置薗か復ら内体肩塁公へばのに移立巧ら上U 圧蔚は置n昂奸外を．it!残すU．へそう虚切りの晨!f.し位棧11ナ1・テテで．板晨れ成

荻.94.:.00..ll.4ヽ.0.→8.ヽ.16 • !!.Y.井$.戸:.$~鯖?IQ "土;ii" ti四"i~ ● ●凶杯
""'径 (9,0)

I体台M霧がへ外tの開lf<J師8IIに点貼瓢のにり，tiー賣風<直.外日面角影硝の澤l1いか裏ら n妍rr舶含位11,に饒つい絨てじ良は奸t．デ員蜃.a砂札を

F9i.g4, 0 .. 017 .. 21-95...117 2 • !!.Y井~.-,.,.~ 竪跡毀 な:t:.白!!!H.累杯． 
高台径(8.4)

も驀体t包が外付ヘ閂(J)ドのIJさ庭行にIll点貼のに9一，付Ii諷く面．外口*角(})影良のIll高いか罵ら 1Jiに四"阪位状に圧つ賓いifiてIiナi'III見g駆外lli
，，ふ

f!9g<.0_)!02• 509 壺 .H..Y.井.S..戸•..S..E躊.2. 90 ．．． ． ．土高．. . 台..閣..付.. .杯器. . 
ロ.'(.03. 7) 

gの台が置冨がる,貼雙かIIIらりi面体鷺付の昂(く底へ,がfl!Illの，創とけ欠体俊日行霞Uはしl!llとやてのいや的填明て界に111不立に,閉lfIらI，雹上裏
n曼成11毘II位&に好．ついては全体的にナデ員覧。
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Fig. 1H S D017•021溝跡、 S E290#戸跡出土遺物 (1/4)
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3. 遺物

殿lll捐lt鼠l!i尉ヽ1. 号嗜翡炉・厚器霰叫動種!. 法黛
杉態の柑徽 技法の特復 • その他

(cm) 

Fi95g. 000l乃i・お!149・H.Y壬~:.. ~~墳? 翌 贋・・累 ・l口径 (14,8)
平のへ岨移1:J行flな養天し．井に屈至葛Iりるか1が．ら明親讀やなか断に面口三縁角毎形

天位井は111ナ外デ面．焼は成へIうI111只好り．．その惚の圏

'9'll4•0. !01>2;: ~ 恕 !!X土!i.洛 K填? 憩 兵杯．． 鰻 ．． 塁置． 
口径 {17,0)

丸鼠す部る。へのあと移る行天井し．l111口か縁ら部綬はや短かくに外ロ反 天焼の井部1111位は外良1よ好誕ナ．上デ半．紀は砂ヘ位ラ創を荘り．干そ含のtt愴. 

'•9!Ji、-0011S2祐·!i651 !!: 怪土．洛!<填~ 堕 .杯:J;• • 煕 ．．翌蓋
大型の杯董の一認。中嘉で断暉長杉 天そ井の部他のとつまみTのIll寧点な付ヘ近ラ冑1: ナデ．
のつまみを貼付する．天井謬を平坦 墨位は さ。

に作る．

r,聾、00．．li．25．7•．66!j;? ．．． nx土!!:.~~墳~ 迎 .;!; 杯.. . ~ ． ． 滋醤• 醤..HH! 中四O高ffのへ謡つ"'かを貼に付8．行天．丼丸111床のから口
はを置作や ある

る．

成つはへ1ま1良み9舅好の外．さiii。紐l1砂ナれデを．そ五の干他含のu慕.慨位

F.9i.g, 碑..17.S.1.・磁0..2 • J-!.'!土!?:.怒濱お ＃ff．射．墨洒． 薔ロll!面 !?o2 •••• 16 !. 平へ反坦すと移なる行。天す井る1111．か口ら唇緩郎やはかわにず口か縁に瓢外 天位色井はの鵬ナ筐外子デ面．を細少I!砂ヘ量紅含うと用tt程.りl．uそ前の後他のの沿1111 

屯・9,碑11~85 .H.. Y土S・・・・S・K・珊・2SO •••• .;!, 杯.. 顛． ． 儲必
. .蒻底0.• 径佳高.... .. .. (1.(I. •• 5 •• 5U... ••• 66 .． ) ) .． . ． 丸行的吠はに立やを帯やちび不上明がたは庭り．.吊体oか唇藝らIillll体ll日l謬心1111へ持後の直ち8外線 、後紐に引謬つの赤．外い色面てはIのIヘ位ナ子ラデ隋．を紐少り妙．量位そ含のとむf饒蚤．洟の1成一1111煎位は

反する．

r．9;．g.400．．1乃．如．--9．．55 ．． .H..Y土..S..•..S.K.填.2..50 •• 
溢土台誦h淋醤

真台径(9.9)
丸行三ii棘角はは不形三を明の角碍瞭IllのtJ．一いt,外角贔)!涵．台慮のがか移貼ら行り体点付Ill上くへに。の断接地移面 •~r: 窮良ナ閉好デ．． 内そ外の面他・体の繹部外位面iiIナIへデう．による

西94．0027搭：6寮7 !IXl:. ~:. 翌墳¥2投 面土面的村・雲杯・
高台11(8.6)

しへにいの真厨り移台面ら丸行がが味は．丸不外腺を剛闘召を筐書eび．にたび外貼底た面り饗三の付か角移く形ら行．体の点上Iii 1111 暉良ナ他，，好．のデ内．． 燒郎そ瞑外成位の墨面Illl他内l・ナ~体外の好デ郷隠面．． 外共位紐薔へIi砂Iナi'拉ヘ"デをラ．し若燒に成干そよU の含る

哀紐.17;o5i-i9;ff 7 H·••Y± ·S·•• ・・S・K・墳・2・・50 •• ．＃． 願聾． 愚
ロ往 (28.8)

上甕に形外が土反る霧体すの鴫口か縁ら菰f<J直立字状気棘にに立ち 体外デ墓面。内外はi111ハ団はケは．横ナ〇9デ沖縁．J懇の紐内用砂面い位1よへを9うヽ少ケ開量後り含ナ。緩やか

る．
u。燒萩良好．

f".9'l,.400..1.12.57.・ 知68 ••• nx土!i:.翌K填砲 ぶ．熊ID]．．笞・高台径(8.5)
底の1111倍移さは行に11貼点やにりかに体i'.::郎角へ形との移高行台．外が面外

閑~-
体部外ilillヘクをllf少8量,そ含の11他.の燒璽成位II 
はR好ナ．デ,l!I砂粒

f911J,40002.)lj: 怨81 HX土!i:.!i!¥填怨 須杯． ． ．襄． ．器蓋． 返0復嵩． い31.J.3 !. 石111墨干,は111心丸し．持嘘口をら縁内蜀慮湾びへすたと天るU．芥行1111すかるら．蝕口唇＜ 
天井郎外D他llilのlj；ヘラ切り● し後ナ

た そ干の含 謬位Uナ良記好デ'}．． を細天持砂井っ校畠． 
内を打面に含「＋"・」燒の成へはう

F硲屯1匹函 ＂跨土．．．照墳熙 忠If愚 ．．愚J; 器薔嵩·・·P··t2了閤r•• 平明低サに窮筐．イいか．の．ズつ厄体の直紐111部線かはと醤らJに比体置立較謬がちすへ髯上るの<がと移.る．行糧欝．I.Iや同轟不かがじ 好底Gナ．状昂デ．外圧紀霰iii砂をU粒留へをめう少る切量．りそ含饉のtiし他.検羨の成ナ111デ位11良で11 

Fi・認g.01015返・的961・＂牒土.'..~~墳怒 脊 ・鰻．魯
只蒻底阻径寓...（1.投.7.3.,,.,.Q04.l. ) .. 丸屈行味画Iiや後をや持ll閉直っ霰統た的．底体に郎墨立かのちら上翼体ll!が霜Uるへ厚．のく移， 庭残を?Il打謬す．千内l、そ後面含のTはu他寧.ヘの焼；；な部f/1.ナナ位たデ1:はAで外ナ．ffilli板デ.状は．田圧ヘ震砂ラ泣切を

頁~.ooo11Si·962n H...Y.土.S..•..S.K.墳.2..8.5 • 共杯． 緬．． 堕9 返薔口高程届....14..~3...J •• 0 6 • ••• . 平上やが窮明覆•る>．IS体III部かはら屈体白Ill後へ直の鳩0的行には立やち 底板付ナ状Ill沿，，圧．． 外燒痕面成Uを11留へ良めう好る切．。り内そ霞の面し他に筏の炭ナ邸化デ位窃でU が

r・虹嶋・00・・17・-15・0・・963 2••2 • HX土!i.:!iK蟻2竪 •土杯．． 顛． ． 翌身
・逍底ロ径往嵩,．・但(・・I7 •. :Jo 7) !. .. 

平面艮蜀持経繊でびちが内rのは,巡不湾底o朋気縁愚る誼．峠か体だにへらII!至立が体の.るちl11~111上．へiii豊がのでは98は簿,行明丸＜陳糠は．心内でを 全すい。体る的。底に暮ナ外デ面にによはる板貫状璽圧を籟行をっ残て

F・9!g.4碑115・96178 H.Y土~:.怒填怨 _;!; 杯..熊 ．．塁h． 
隣薗嵩'..T呪t• • .. .. 

平やKか．の体底撼昂はか屈ら曲体後部直へ線の的&にIt立はち麟上 gの成畠節は外位良illi好は．はナ庭ヘデ昂．ク中砂111央位りにを後焼少ナ成鼠デ蔚3．のそtrの穿.饒Ill! 孔
がる．

が布る．

r・,;・,“.・如・1・乃・・邸・・6 • !l.Y土.~:.!?1\填唸 .土杯.. . . .師.. . . .笞身. . 

且ti... .. 霧平線屈．的体のに邸立底の111ら欝上か璧がらはる体囀．甑くへ，の屈I●J行後はは明直 全体的にナデによる阪翼IJ状.聾焼圧を震成行をはって

好いすす。．． る。細体区砂聾郎泣外外面を面若にに干「一l含lJ11の.焼晨書を残残良

f'8!290, l0lS・函・畷ii !!X士~:.. ~~墳? 姫 .*. 杯..頗．．翌身 ロ往04.8) 体繹Uili織的に立ち上がる． 全体的にナデによる翼璽を1111".
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束山田一本杉遺跡n区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区
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Fig. 175 S K250・285土墳出土遺物 (l/4)
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3. 遺 物

鼻I．~.M.H. ． 黛．i．患ヽ．． り．1 ． ．出．． 遺土．． ．遺構．． 種鳩．． ．別●． ． ． ｝ ． 
遣物の植 法 黛

彫蜻の朽微 技法の＂徴 ・そのIll!.. ··~··... .... 
蒻種 (cm) 

Fi··g·.·1·7•6···96··7 ・ HYS • SK磁 土晒臼 口往 0◄ .8) 丸味を硲びた底霧から体部への 底部外illil~lil反状圧瞑が残る ．.............. ............. ................ 
師 11不明諒．体部は内謬気味 その他の部位はナデによる鯛霰89000443 土 填 笥 “台径(7.7)

●→  ● 雫..........
に立ち上がる．外面の移行点(1 を紺・r,綱砂粒を莉干含じ• 焼

器A 6.6 
近に断面が丸味を筍びた四角形 成は凡好．

の応い石台が強く外に開いて

貼り付＜ ．

fi .. g.. l .. i6...・9611 .. I-I VS • SK285 土晒盆 口径 14.8 平氏気味の底郎から体郎への移 底郷外illlはヘラ削り後.,.デで板
．．．．．．．．．．． .高.., 台.. ·付••·杯・・ ，．高．．．台．．往．．．7．.．8．．． 

行1が男瞭。体闇は1111豊が閾＜ ． 状圧貨を残ナ．その佗の部位IJ9-1000拗 土 填 ............... 
屈曲後は紅祝的に立ち上がる． ナ1',Ill! 砂粒を若干含む。焼成

囮富 5.9 
外面の移行点よ りやや内鯛に， はJt好．
潟い硲台が外開さに貼り付＜．

匹.... ： . .1.16 .. ・姻... HYS • SK285 土師醤 甕形土111tの口綽部の一Ill,丸昧 体1'11内illl上半1よヘラ削り。外面................ .............. 
のJiる胴部から，溶くそして辺 はハケ。口繰部内iliiはナ-r.外9ヽ00!屹` 土 填 賽
< r < J字状に屈曲し．外反し 面は9ヽケ後ナデ• llll砂粒を多く

て口縁艇へと登る。 含I.I.

, .. ,.... ..H6..fl..゚• HYS • SK285 土師 llll 口佳 03.8) わ干上げ庭気味の経藝から体部 底霜外面はヘラ切り層しで．板................ 
杯 9

............... 
への移行は綬やかで．体網は屈 状圧痕を¥ll<Jる． その他の郎位細 0442 上壕 底径 (7.S)............... 
曲後lio'(la的に立ち上がり．内 についてはナヂ．砂粒を若干含

四高 3.4 
傾気味の口縁部へと至る。 む．焼成1よ良好．

F．．;R．, ．．I．渇．．勺．．．I HYS • SK筏5土 師器..口..程.....1.4.4••••• 平底の底郎から体饗への移行は ~!Ill外illiはヘラ切り纏し後ナデ................ ．杯．．．．．．．．．．g．． 
不明IR,屈曲後1:l緩やかに立ら で，坂状圧痕をIIIめる． その他940002i9 土嶋 底径...8.0.. 

醤碍 2.3 
.I:がり ．口縁部はやや内傾する の郎位,:ナデ。細砂粒をむ干含

u. 焼成11凡好。内llii煤がt-1看

r .. 也...11.. 6 .. .ffl .. HYS・SK蕊 土帥器 口径 (13.2) 石干上げ既火昧の底肥から綬や 底部外ilillt板状圧紅を留める．............... .. 杯.......... 必.. 
かに体llllへ移行する．体郎は屈 その他の組位Iiナデ.1111砂拉を9400-1023 土塙 底径 (8.0)............... 
曲後は直緯的に立ら上がる。 含む。

雷高 1.4 

f .. i&-....116...・913 .. HYS・SK磁 上 llliilll 口佳 (13,2) 平底から体郎への格行はやや哨 底郡外面l~ I反状圧媒を残す． そ................ .............. 
“。体繹l:t醤墜が厚<,Jiil曲後 の他の111位ljナデ．白色の砂餃94000275 土填 杯 g 寇註 (7.6)............... 1.li!l綜的に立ち上がる． を若干含む．焼成は良好．

薯高 3.6 

F.屯....1.16..-11..7'• HYS • SK2狐 土紺器. 口ll¥. .13.0 .. 平底の庭置から体部への8行は 屈郎外面I!ナテで板状圧額を'ill
．．．．．．．．．．．．．．．． ............. 

やや明Ill,体郎の因贋は碍＜ ． める．その餓の部位は.,.デ．細91000283 土墳 杯 [I
・舷・・I・涅・・・・・・7...2... 
器高 3.6 

屈曲後は1勺湾気昧に立ち上がり． 砂粒を店干含む。焼政はR好．

途中からI>ずかに外反に転じる． 底那に焼成前の夕孔打り。

F. i.g....li6...•9i5 ．．． HYS・SK磁 土閲濶 漏台径 7.8 嗣形土1111の訳郎の一瓜外面の 残存船分については仝体的にナ................ 
昨部と体藁との境界よりやや内 デによる調整を行っている．妊9400(匹 土 墳 洞
側に． 断面三1•1形の高い“かが 郡外面には板状圧虹が残る．微

外開さに貼り付く ． 砂9立を若干含む．焼成R好．

f."ljt.., ..1!.6..・9.7.6 . HY$・SK301 須恵 1111 口径 o,.9> 庭葛から体部への移行1:t明眈．体 残存郡分は全体的にナデによる................ ............. ................ 
蜘函37 土 墳 高臼付杯 “台往(9.8) 部は怨聾が厚く 、lll<lll後は直輯的 躙整が籍されていも細砂餃を

1111潟 3.9
に立ら上がる．外面D)l材子点より 含む．焼成It」Hf,
やや内側に．断面三角形の低い高

台が．角を接地園とし貼り付く．

応.......n,..m... HYS • SK307 刃恵四 高台径(9,2) 託罵から体郷への移行は明ぽ． 残存部分は全体的にナデによる'............... 
高台付杯 体部は認聾が厚く ．娃＜凪曲し 胄整を行っている．細 8938 土填

た後．直線的に立ち上がる。外

面のじ行点よりやや内側1こ．断

面白形の低い砧台付杯が，やや

内湾気味に貼り付く。高かの外

面は蘭i取りを行っている．
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3. 遺 物

癌直円l曼阿鼠!1,量1,8 .. 出.. lll土.. 遺 構.. 種 構...蓄別.. サ.. 遵謂I~ 諷檀． 
法 量

形蟻の特徴 技法の杓覆 • その他
{cm) 

F .. 9ig. -.. 1叫.I玲.. ⑯ .. 9霞.. I HYS・SK307 .須石.. . 台..恵..H. • .杯悶. . 
高台径(11.3) 託部から体郭への移行はl!IJI只． N部外面はヘラ切り戴し．その

...土........墳..... 
体部は器壁が”く．帷く屈曲し 他の那位はナデ。細紗l!Lな若干
た後．直線的に立ら上がる。外 含(t.

illlの移行点よりやや内閲に．断
面逆台形の．低いがしっかりし
た作りの高台が貼り付＜．

H.9.t1.. 00..I冷.4.06.9.19.2 • .H..Y.士.S..・..S.K.墳.3..0.7 . .須高.. .台..恵..け.. .杯器. . . 
高白径(11.8)経部かの移ら体行邸点への移行は明側誼に．． 底郎外面はヘラ切り曝し。その

外面の よりやや内 ． 他の部位はナた細砂拉を若干
断dli四角形のしつかりとした高 含(t.焼成llA好．
台がやや外1句eに貼り付く．

F.i.ぇ...11.6..・980.•. .H..Y.土.S..•..$.K.填.3..0.7 • .土IF.....緬.....岱a .. .. 底ロill..... 径11 高.. .. 13.0 
平底の底部から体部への移行は 、lllll外面はヘラ切り雇し後ナデを， 

94004060 
• • ..7.. .• 6 •• • 朋厭．体部は倍く屈曲した後， その他の部位はナデ。細砂拉

....3...3 ... 祖線的に立ち上がる。 布干含む。焼成は良好．

r.94rJ<...0..017.26.却.•9il... l H....Y土.S..・.. S .. K壇.. 窃.. 6 • .須高.. . 台..恵.付.. . .笞杯. . . 
高台任(8.0) 底薦から体部への移行は明耀． 既1111外iliiはへう切り竃し後ナデ，

体部は醤翌がW.<.強く屈曲し そのIll!の部位はナデ． 記砂拉を

た後の．師直線点的よに立ち上がる．外 若干含11.棗成1よ良好．
面 りやや内111に．斬

面逆作台形の．低いがしつかりし
た りの高台が貼り付＜．

沢.9.400..l沿.2.5•.翠32 ... .H..Y土..S..・..S.K.填.蕊. •. . .杯土.. . . .鉦.. . . .饂9 . . 口径径.冨.... . 06.2) 
平底の底部から体笥への移行は 残t;I墨分について1と全体的に

. ..底唇.... ..(1.. .• ..ヽ1.1....疇62•• ) •• • • 明餃。内面には屈曲線が巡る． ナデによる襲襲が誕されて紐いる，， 
体繹は1111璧が序＜．強く屈曲し 細砂粒を若干含む。焼Ii
た後ll.やや内湾気味に立ち上
がる。

罰.9.1.し002..1 .沿.2•.笑89••• ！ N..Y.土.N..·.B..•.S.填K..O.II •• .須杯.. . . .恵.. . . .船壼. . . .口囮..径.高.. .. .. 9... 9 .. . 丸味を帯びる天井郎から口縁郎 天の井池鐵の外部面位はへ9切り鼈し。 そ
2.3 への移行は1l!やか。口紘部は外 はナ，，• 砂粒を多II

反し，内劃にしっかりした作り に含む．天井部外面にヘラ記砂

の受けを持つ． を持つ．

F, 9.it, 100-.. 11.22.6. 咽90 喩●● N..Y.土.N..·.B..•.S.畢K..0.1.9 • .須杯.. . . .恵.. . . .査器. . . .0彗..往.高....1.2....7 ••• 中高で断面菱形のつまみと貼付 天井謳外面I!へ9削り。その他

2.1 しており．平坦な天井部からや の郡位Itナデ．砂粒を多黛に含

や明誼に口縁蔀へ移行する． 11. 

屯.. 91002 .. 11 .. 63囃.. 3.0 • N..Y.土.N..•.. B.•.S.填K..0.1.9 • ．須杯．． ． ． ．恵．． ． ． ．器g ． ． ． .醤□.. 高極.. . . (. . .9 ••• 8. ) • • 杯gの一1111,寇後部口外縁面慾1が平坦で．底部内外面はヘラ削り．その他

3.6 強く屈曲した へと至る の郎位,:ナデ．底郎内面にヘラ
記号を有する．

F・9;・i!-1・00233・・11・・か・啜・・1 • N..Y..土N..·.O..•.S.填K..O.l.9 • .須杯.. . . .憲.. . . .1111 身. . . ロ摂高 9.4 杯身の一鑢．丸鰈を帯びた底1111 庇駕外面はへう剛り．その他の
.醤.. ....3...2••• から口縁艦への移行はljlj瞭で． 部位はナデ.le砂粒を荘干含U

控く屈曲し.o縁郁へ至る。 焼とは良好．

F.9;.g1..00..116.1.ふ.・98.は.. 1 
NYN-8•SK019 ．須杯．． ． ． ．恵．． ． ． ．苔醤． ． ． 口登 12.6 平坦な天井繹から口縁慾への移 天井郭外面はヘラ削り。その他
...土........墳..... .器..高 ・・・・2.8•··•• 行はやや明翫で.o縁罰は緩や の部位はナデ。紀砂粒を若干含

かに開き．内鱒に断面三角形の IJ. 焼成1よ良好。
受けを持つ．

".9"'.1.・0.1.07.皿6-..瑯... NYN· B•SK019 ．須If．．．．．恵．．．．．認!l ．．． 
・底器口・・・・ 径径高・・ ・・ ・・ ・ ・ J・ O・ ・.・I • • • 

平体訊部かはら体墨への移行は明瞭で．訳部内面から体部外面にかけて
...土........墳..... 

...6 .. 3 .... 5 3 .. 
強く品曲した後.f'I湾気 はナデ。 その他の部位はヘラft!

味に立ち上がり．途中から外反 り。細砂拉を若干含む。焼成は
気味に開いて口縁部へと至る． 良ff.

,.9,..1 ... 0m.0.23..鈴35..9 • N．．Y．土．N．．・．B．．・．S．墳K．．0．1．9 ． .. 須杯.● ● ● 恵●. .. .. 四g .. ．蒻口径寓.. ．(． 9．．.．0．) ．． 丸味を膏びた託部から体郡への 庭部外iliiUへう剛り・その他の

2.8 移行Iが不明諒。緩やかに立ち上 部位はナ'I',16砂粒を含む．焼

がった口縁JIIIJ;lわずかに外反し．成,in好．
断面が鉤形の．上方に111り上
がった受I/を持つ．

•.9~.1..000060 ..117...-9'JO ••. N..Y.土.!\..·.8..•.S.填K..0.1.9 • .土高.. .杯..藝.（.. .？.醤.） . . 
口径 (24.0) 底部から体邸への移行は不明蚊．llllll内面 · 体部内ilJljヘラ房~8 

口1'1部は外反気味◆ 代郡外面・体郎外面llヘラ削
口縁部内外面はナデ。 細砂粒
合u.

t.9,g.細....117...夕5..l17 . NYN·B•SK019 .土.....Jill師.....紺... .口器.. 径高. . . ..(22.. ... 5 .. ) • 底111!1!智繋が蘭<.体部への移 紐外面・O縁1111外面ヘラ磨き
....土.......填..... 

3.3 行は緩やか．体躯は屈曲後ill線 その他の郡位はナデ。細砂粒を
的に立ち上がり．口縁部立下で 含tt.
内湾する．
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．鰈．．．9．号．lli．．g．、．) .. 出.遺土...遺構.. 構.種..引番.. サ.. . .I .逗器.. 物.. .の..櫨.. .製櫨. . . 法 黛
形隠の特徽 技法の符徴 • その他

量HUり (<S) 

F.也....11.8..・如.. 黒色土層 須恵穏 口往 (11.8) 怨塁の厚い丸庭気味の底韻から 底部外iiii;Iヘラ閉り．その他の

杯 身・
............... 

体部への8行は不明1111.体部は 艦位はナデ．砂位を含む．890100.15 雲i(6 4.3 
屈曲後直繍的に立ち上がり.a
紘郎は外反気味。

F.屯....113...・磁... 鳥色埠 須豆器 冨白径(10.8)杯経fJIIH>ずか1こ丸味を帯びて 杯郎は内外面共ナデ・ 111111111こつ
........  彙● ● ● ● ● 

“ り，杯Ill!はそこからやや明 いては内外面共ナデ.Iii砂拉を89010037 高杯
誼に立ち上がる．繹郡はわずか 含u.焼成は良好．

に関さ，口縁躯1:嘴状を呈する，

Fig......I.麻..珈... 伐面採集 須恵 1111 Oil 10.8 平庭の底霜から．体部l:t強く1i1 高台内面から＂部下まで,:: ナチ.............. ・・・・・・・・・・・・・・・ 曲しながら内資気味に立ち上が で． 一部にへう用りを残す• II 940ir. 磁 Iヽヽ 贔 底往.....6 • 
摺,q 9.• り．檀をなして日部へと移行／• 部はヘラナデ． その他の郎位It

る,Rlll!l1直角1こ折れ，直立す ナデ。 掘砂粒を若千~"-焼成
る穎邦へと至る。口縁闇は外反 は良好．

するが．口＂部は屈曲 して訂立

する．外面の庇韻と体1'l1との境

界点よりやや内側に．断面鼓形

の刃い高台を直立気昧に貼り付

ける。

F.屯...1.1!..・蜘.• ・ 表面採集 土 師器 口径 (16.0) 丸味を帯びる天井部から．口縁 天井鵠外面はヘラ綱り．その他
．．．．．．．．．．．．．． ............... 

隠へと緩やか1:IJ行し．丸昧を の郡位はナた細砂れを含I.J.9邸とぷと 杯溢 底径 (2.3)
＂った口鍔撃を作る．天lf躯巾

央につまみの痕懃を残す．

F..ic....178...・ 蜘..• 表面採集 土 1111 1111 〇径 (12.3) 平庭の底郎から体繹への移行は 駁部外面Iiへ9切り霞し．その.............. ．．．．．．．．．．．．．．． 
明筐。体部は強く屈曲した後． 他の111位1:ナデ．砂泣を含ti.89009634 杯身

底・・・径・・・・(・・8・.・3・)•• 
i111高 4.2

直編的に立ち上がる． 焼成1よ只好．

F··ぼ·.•·1•7o···!m•·• 表面採集 土 llll 笛 口径 (12,I) 平底の底郡から体郷への移行は 底部外面はへ9切り戴し後ナ，，，.............. ............... 
IJll誼。体那Iよ強く屈曲した後． で，飯状圧娯を止める．その他9,1000293 杯身 庭径 (7.0)............... 
凶級的に立ち上がる． の郎位I;よナデ． 砂位をわずかだ

器嘉 3.0 
が含11.焼成は良ff,

F.屯....In..・.. 筑.. 表面採 上帥・1111 口径 03.8) 蔚隠から体廓への移行は明匹． 残存部分については全体的にナ............. ............... 
体部は醤蟹が簿＜．屈曲後は逍 デによる躙監を行っている．日89000847 況 高台!1(7.』）

．．．．．．．．．．．．．．． 
線的に立ち上がる。外面の移行 砂粒を若干含む,Ill.成1:a好．

器高 6.2 
点上に断iili逆台形の高い高台が

外開さに貼り付く．
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3. 辺 物

言号緊IIi喜毘玉言1~合戸云；；
びた断面逆台形の高い高台が．

直立して貼り付<.

圧；~:'寸 表面採集 土師器口往 (14.S) 庇郎から体邸への昨It紐やか庭部外面はヘラ渭り如•デ。そ
94000四 に•五::』•和面:gi' 四I埠曲後心ぼ的に立ち上の他の畢位について 1サデに よ

・伝為．．．．麻 --l.. る．外面の底部と体箇との移1る匹を行っていも細砂拉を

行点上1こ．断ill!ll!I角形の漏い高 心干含u.焼成1え只好．

台付杯が外1J1!さに貼り付く。

fig. 178・100 表面採集 土師 器口 往 (13.7) 底郡から体部への昨l:l'!ll皿 残存部分について11紐的にナ

940002961 I高か付叶：閉特:I体郎の器鷺l項＜．糾11l1後は直Iテによる調整がJI.られる．焼成

ト氾178・1叫 表面採集

94000お？

r;g.111-1ぼi表面採集........... ,、000300

ドしli!・I叫 表面採集........... 
況蜘59

~ig.ln• I磁 表面採築........... 
9叩 24

t:; を_11_8:碑i表111i採船

92000317 

t ·ig··,·1·73··•·1·00·· ヽ 表面採渠

9'100030< 

絨的に立ち上がる．外面の直 11良好．
研郎との0行点よりやや内欝

に，断面が丸味を硲びた四fり形
の研郎が外関さに貼り付く≪

土師 11111口往 (14.0)I駁部から体邸への的11明駁．『紐部分については研的にナ
・為台lず＃・・函石~<s.2i 体郡の器畏は簿<.All曲後は直 テによる調整がμられる．焼成

'ii泊．．．．ぶぶ・線的に立ち上がる．外面の駅郎 は良好．

と体郡との移行点よりやや内銅

に，断面が丸味を搭びた1!!11'1形
のii!い石かが外開きに貼り/.1<,1
接地面は内11.

土師儲 0往 (13.9) 店部から体邸への移11関箪． 庭那外面はナデで板状圧績を留

属台付杯l::~l~t~粛□宮芯： ば~~~1~;;ぷ:;~:は益f
反気味となる．外面の底111lと体

llllとの移行点よりやや内側に．

断面が丸味を苔びた四角形の高

い高台が外開さに貼り付く。

土師器 1叫 (8.8) 組部から雌部への移行は明筐． 駅部外面1:1へう1'11りで．そのft

涵~-;:;消：:: 四浮-I:::雰::~: ~=~ ば1の刑位はナデ。砂位を含む。

反気昧となる。外面の移行点上

に断面逆か形の低い高台が外開

さに貼り付＜．

土師門叩 CIS.8)1~"の移行はやや明加疇・体郎内面 ・ ロ縁高内
・ロ面h沿袖蔽ii'.6i瞭．和1埠曲後は内情気味に 面にかけてはヘラJIii!.底藁外

・日m…・ふi・・立ら上が?.ロ柑部に至ってわ 面はヘラ削り。その他の親位は

ずかに外反する。外面の移行点ナた細砂泣及び赤色の鉱物を

上に断面四角形の低い高むが． 若干含む．焼成9よ只好．

咽を楼地点として外開8に貼

り付<.

土閻圏 0往 (9.0) 碑を僭びた庭部から体鐸への底郎外面）よへう切り霞し。その~i、•…...i』•覇iii... .. i":d師）i不明筐．体剖は内湾沢味I他の邸位について9よ ザ・細妙

に立ち上がり．短い口鍼邸へと 位を含む。焼成1:Jl.好．
至る．

土晒 器口 往 (15,0) 丸"から嗣藁は弧を襦いて立ち
．．．．．．豆．．…・f面がii;".gj・I上がリ、直Iりに折れた後．短く

外反する口縁部へ至る．口6部

には面政りを行う．
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庭部内面・胴部内面・胴謳外面

上半は9ヽ ケ．経部外iffi・胴鑢外

面下半はヘクIllり．その他の部

位はナデ． 細砂粒を含む．焼成

は良好．
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Fig. 178 III色包含附中及び表面採集遺物 (1/4)
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3. 遺物

3 平安時代後半から中世にかけての遺物

佐釘県下では平安時代後半 (I雑と紀前栞）に中世土器としての性格が弥い瓦器（皿，椀）が

生産され．一般的に普及するが．この瓦器は引き続き鎌な時代 (14世紀前栞）まで生産使用さ

れる。東山田一本杉遺跡でも同様のことが百え，出土遺物を平安時代と鎌含時代とに区別する

ことが不都合なため，本文についてはこの瓦器が生産，普及した平安時代後半から取り扱うこ

ととする。

東山田一本杉迫跡から出土する平安時代後葉から鎌な時代の逍物は，土師器,jヽfill,杯，瓦器

皿椀などの在地土器．束播系片口鉢，常滑産斐などの搬入土器、白磁，龍泉窯系w磁，同安

密系i'f磁などの輸入陶磁器が出土しており，佐四平野に所在する同時期の遺跡の出土傾向とさ

ほど変わりがない。この時代の遺構は，SD187, S E246, S K296, S K335, S K368, SK 

52, S K61など， Tab.3で表した平安時代後半から中世とした遺構の大半がこの時期にあた

る。出土逍物の傾向としては，土師器底部の切り離しは糸切りがほとんどで，わずかにヘラ切

りが見られるが，当該地方の糸切りの召入が12世紀中頃であることからすれば遺構の大半が12

世紀中頃以降と見られる。瓦器は，小Ill1と椀がある。このうちSD61出土の1150(Fig. 187)は

口蘇部内側に段を設けていること，胎土が灰白色であることから畿内和泉型産の瓦器椀に似る

が，小片であり可能性があるに留めざるを岱ない。ここ数年．佐灯平野の遺跡から畿内産瓦器

の出土が相次いでいるが，東播系須恵器や輸入陶磁器類の搬入に伴う商人の出入りと深く係わ

り合いがあるものと見られる。存地の瓦器椀は，体部から口緑部にかけ内椀するものと，内椀

しながら開くものがあるが，SK52出土の1149(Fig. 187)は器墜が財く，高台が低く安定して

おり古段陪の瓦器椀の特長を持っている。

輸入陶磁器は，中国南宋時代の白磁皿，椀，壺，龍泉窯系ff磁皿，椀，同安窯系竹磁皿，碗

などがあり ，このうち残りの良い57点を図示した。白磁JIIlは口禿のIX類＂＇，椀は窃台が高いV類

が，龍泉黙系甘磁椀は縞蓮弁文を持つ 1-5類が13点と多い。また同安黙系冑磁は皿，椀とも

一般的な 1類が多い。このように翰入陶磁器の出土は器種も限られ，かつ他の一般的な追跡か

ら出土する器種と変わらない。

このほか雑器の搬入品については，東播系片口鉢，常滑産甕がある。東播系片口は，古代末

～中世にかけての遺跡からは抒辺的に出土しておりその流入の多さが注目される"'。 本遺跡で

も12世紀末~14世紀前半の片口鉢が8点出土している。常柑産甕は 2点が {Fig.187-1154・ 

1155)出土しているが，小片であるため詳細については不明である。

このほか， SP356土壊廷から副葬品として土師器小皿4点，龍泉窯系冑磁椀2点が出土して

おりセット関係として b柑頂である。小皿は糸切り離しで，口径8.4~8.7cm. 柑磁椀は I- 5 • 

b類の完形であるが，釉がオリープ貨色と発色が劣る。時期は太宰府編年のSK!085と同時期
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東山田一本杉遺銃II区 ・[[[区．西山田二本松遺跡B区

Tab. 7 平安時代後半～中世の遺物観寮表

HY S 5D187溝跡

（遺遺挿物構図塁餞濤蓄ぷ番号｝ 号） 種困 類糧 法 ぷ 形籟の杓長

S0187 土師器 口径 9.4 底瑯は平坦で． 体榔I'!内婉ぎみに1111<

Fi(g8. 90001794・361磁) 
Jヽ、1111 氏径 7,5 潤壁が薄<.T寧に仕上げている。

欄高 1.1 

S0187 土師器 口往 9.3 底l11は平岨で， 体隠はi!1線的に開く。

Fi{g8. 90001794-31009 7) 小llll 底径 7.3 
器高 I.I 

SDl87 這器 咋口径径 15.9 庭部は凹凸があり．体部は高く内娩ぎ

fi(g9. 5000l7')1•0010) 10 杯 10.9 ，，に開＜．
器碍 3.0 

SDl87 埠器 ロll 16.0 器壁が厚く．歪な作りである。

Fi(g8. 細17か3810)11 杯 経紐 11.S 
t111高 2.9 

som 瓦器 口径 16.S 低く．狭い潟台を貼りつける．体邸は

F;（g一.179-10） 12 椀 高台115.9 内椀しながら開く．
器況 S.2 

5D187 瓦器 口11 16.< 低く． 狭体部い石は台を貼りつけ中る．位器鸞て稜が
Fi(g89000. 17か43'10)13 飩 真台径 6.0 傭＜． 牛球形で体部 に

欝高 6.5 線を残す。

S D187 瓦醤 口ll 11.1 細く．高い店台を貼りつける。体部は

fi（g一.179-190) 1• llil 蒻台径 6.5 半球形となり，器壁が厚く全体的に粗
器石 6.1 鑢な作りである．

S 0187 白Ill 口 径 ー一 下半分のみ残存する。高台は低く.ta 
ド;(g6.細17111-1015 Ill 砧台琵 u ＜隅り出す．見込み部分に一Jlll,妙目

12) llllll 一 が残る．

S0187 白磁 口径 17.• バ台を曰く高く削ふ体部は内椀し．

Fi(g6畑.179-ー、1•0>16 婉 出台径 6.0 口8墨を外反させ蟷郎を水平にする。
1111高 6.7 

S D187 白Ill 口ll¥-下半分のみ残存する。高白は細く．高

Fi(g95000. 119・1 1017 腕 漏台径 6.0 (lllJる。
13) 器窮一

S D187 白磁 口径 11.2 体部上位で屈曲し．内面屈曲廓に沈絨

f;(g890008. 179-乃10）18 皿 底ほ .ヽ7 を一条巡らす。
器高 Z.6 

S0187 胃磁 口径 一 体郎上半分を欠いている．体郭巾位で

Fi(g. 8900017')1-鯰10）19 Ill 訳径 •,S 凪曲し．内面屈曲f11に沈線を一条巡ら
糊店— す。

SD187 冑磁 口径一 下半部分の半分程が残存す底る.臨~台みは

Fi(g8800. l1'.>5683• 102) 0 婉 “台径 ... 台形状に低く削り出し．内 に

器高 一 沈線を巡らす．

S D187 冑ill 口径 20.5 口縁郎から体感にか1/,5分の IIiが
F;(g9. 5000I乃1-51902)1 椀 硲台径— 残存する。醤壁11厚(,D緑邦にかけ

器高 — 直綿的に開<.

S D187 石器 氏さ一 台形方柱状をしており．瞬端を欠いて

F;(g9. 500'げ1949・1602)2 砥 Ill 2.9 いる．小應の砥石である。
厚さ 2.5 
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技法の符長 ・その他

庇饂は糸切り朧し．板状圧覆があり．
内年はナデを行う．

底郎は糸切り朧し。板状圧痰があり、
内底部,:ナデを行う。

、~1111:糸切デり鴫を行し．う板状圧痕があり．
内窮部はナ ． 

底部は糸切り着しで，板状圧痕が．内
底霜はナデを行う．胎土中の妙粒の況
入が少なくもろい。

表面が肩耗して“り．各邸分の調整は
不明。

衰面が●耗しており．各悪分の調整,:
不明．

衰面は層粍している。口緑郡1:1横ナデ
を行ない，へうミガ中は見られない＂

白磁onm須体f11下半は庫釉されず．見
込みl11分の柚を輪状に欠き取る． 釉灰
オリープ色

白磁椀V-4為類体部下半は羅釉され
ず．内面J:位と見込み郎分に沈線を巡
らす.Ill!灰白色．

白磁帽V類乳白色の奇瓢な釉を体昂と

潟セ圏の境まで誕袖ずる．見込み置分
に沈線を巡らす．

白磁皿IW-2 b煩焼成が悪くにぷい貧
n色をしている。内底見込みにれ花文
のスタンプを押す．

麓只窯系青磁皿 1-1blll釉ltW.<.
外底111にも檜が残る。内庇見込みに花
紋を片彫りする。

同安窯系賣磁婉I一1b類釉It囀＜．
体Ill内面に鱒錨以外1liJに鬱目紋を描
＜．釉オリープ灰色．

越州窯系胄磁椀II類輪は薄く．体繹外
面下半は誡檎されない。

艮軸の四面を既面として便用している．
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ll!山田一本杉遺跡II区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

HYS SK226・SK242土壌,S£245・S£246井戸跡

ぶ遺構醤蜃1号tt) II1111 類種 法 ぷ 形慧の持長 技法のl~A · その他

S K226 青磁 口径 16.6 底ftlllふ断面台形状に厚く削り同安窯 糀外面に．六本一組の片彫り風の帯樟

Fi(g8. 9000180 87I3OZ3 ) 椀 高台径 ,.s禾冑磁椀Ill-I a類体出す。体郡It内 を入れる。

器高 1.2 碗し．口紐隣部を外反させる。

SK2<2 青磁 口径— 体笥下半の3分の ISが残存すがる。屈高 高麗胄磁杯部内illiに一条の回絨が二対

Fi(g9. 4 180-IOZI 杯 冨台径 5.6 台は低く ．平坦な杯郎から体!Iii Ill! 巡を艦り釉．すその間に花文を押印する．全面
oo,086> 1111高 一 して上方へ延びる． る．

SE245 土器 口径 3.3 口径のlPlに庇径が小さく ．体郭は開さ 府感は．＂止糸切り離し。体部ヨコナ

F;(g9. 4 180・1磁 小四 底往 6.2 ながら僅かに内讀する． ヂ．
00<1082) 器高 1.8 

S E2~5 土師器 口径 一 口径に比ぺ既径がヽfヽさく．体那は内椀 訳1l1!ヽ!It止糸切り疇 し,1111壁は簿＜．

Fig(9. 1 180• 1026 杯 庇径 8.4 ぎみに延びる． 内底郷に指頭による圧痕が見られる．

004018) i111高 一

SE2<5 肯磁 口径— 体Ill下半から底郭にかけて残存する． 麓泉窯系青磁誡I-5. b類体郎外面に

Fi(K8-900180的・513如) 
帆 高台怪 S.I高台躍を浅く ．断面四Iりに削る． 縞蓮弁文を布す． 釉を高白閲以外に厚

器“ ― ＜揖l'Jている．

SE245 土師雰 口琵 一 口緑癒の道が残存す下る垂。口＂懲外鋼 内頭諷圧鎮慣が残方向る．の細かいハケメ．外面捐
Fi(g9. 1 180・10: 必 土鱗 底tt 一 に粘土搭を砧りつ11, れの玉籍状 外面に煤が付薯する．

004019) 器m― とする．

S E245 土師器 口径 — 〇舷螂と体部の一圏が残存する．口騒 内iii,慣刀向の細かい9ヽ ケメ、外ilii措
f;(g9. 4 180-1四 土鍋 庭径— 部を外に折り曲11.玉縁状とする． 血棋が残も外面に煤が付口ずる．

004021) 醤冨 一

S E245 土這製品 長さ 3.4 中央が限ら1.r円筒状．径3.S..の紐過し 全体を手づくね贅形．

Fi(g9. 1 180・1030 錢大蝙 I.I 穴を開ける。

D0<875) Jllさ 3.2 
S E2-16 土師醤 口粍 9.l 底迂が小さく ．体部が大きく開＜． ~11111; 糸切り霞し．底感に仮状圧痕が

Fi{g9. ,1 180・1031 小皿 底托 6.6 あり．内窮部はナデを行う．
OOお13) 器石 1.2 

S E246 這 器 口径 14.1 底部が＂＜ ．体IJIIヽ2真っすぐ闊＜． 咋llillt糸切り鼈 し．表面がJ!1耗してお

F屯(8.900899 180・1四 杯 底径 10.2 り．細慧の置竪11'1'明。
I) 1111高 2.8 

S E2<6 瓦雲 口径 9.8 駁1111:開(員かに凹面となり ．体郎l;I内椀 窮部は糸切り纏 し．内定部はナデが見

Fi(g9. 4 180・1033 小on 盟 6.8 ざみに く。 られ．口Qill!は慣ナデを行う．

004078) 1.4 
SE246 瓦雰 口径 9.8 悶璧が薄く ．｛拿部が償かに内傾する． 底郎9ふ糸切り慶 し．屈邸に板状圧紅が

Fi(g8. 虹1n80細・10）:W 小llD 窮在 7.9 あり．内屈郎は慎いナデを行う。焼成

1111漏 1.4 が只＜墾牢である．

S E2<6 瓦霧 口径 11.2 底は平坦で、器置が薄く ．体郎中位に 庭郎1よ糸切り朧 し。内定部Itナデが見

Fi(g9. , I潤・I邸 小皿 応佳 9.0 横をもっ． られ＇口紐怠It慣ナデを行う．

004102) 1111高 1.5 
S E2<6 瓦器 口ほ 10.3 寇は平坦で．器甕が薄く ．体部は大さ 屈部は糸切り耀 し。底響に板状圧艇が

Fi(g89008. 180瑯-1船） 小田 庭径 1.1 < 1111<. あり．内底!Illよナデを行う,Olillll: 
lllfili 1.2 嘘く横ナデを行う．

S E246 瓦彗 口径 10.4 底径が小さく ．体郷は内椀ざみに開く 紅郎1:糸切り鴫 し。底感に板状圧瞑が

Fi(g6. 900! 180澤-1037） 小1111 庄径 7.4 あり．内底諮Uナデを行う．燒成が良

醤“ 1.3 ＜堅年である．

SE2<6 瓦醤 口径 17.2 蝙広の低い断面三角影の高台を貼りつ 体郎外面に指頸圧棋が残っており．郎

Fi(g8. 9008180~·881038 ) 椀 底径 6.9 ける．体饗から口$111にか11内椀する 分的に箆ミガキが残る．内ぼ部に重ね

1111高 5.5 焼 きの直が見られる．

S E2~6 白磁 口径 — 底部から高台部にかけての二分のーが 白で．磁椀釉V類、狛土は灰日色．軸Ii乳臼色

f';(g9. 4 180-l的9 椀 底径 5.6 残存する．涵台部It,!Illく高く1'11つて は体部と嘉台部の境まで薦釉す

004104) 醤“ ― いる． る．

SE246 胄1!1 口径 17.0 口緑郡から体悪にか114分の l程残存 同安窯系胄磁椀 I-I b類体部内外面

Fi(g9. 4 180•1040 婉 底径 一 ずる．体1l11から口繰部にか11内椀・rる に櫛目紋を脇＜．楡1が繕く浅黄色．胎

004079) 器応 一 土は灰白色．

SE2•6 青磁 口往— 体部下半から砥郎にかIt残存する。高 岡安窯系胄磁腕 1-1b顕体部内外面

ri(g9. ,1 160-1041 椀 店台往 5.0 台を台形状に削り出し，体鐸は下位か に鵬に段目文をを描き ．内好見込みと体鵠U)

00251』) 閥嘉一 ら内婉する。 境 nす．

S E246 土師囮 口径一 ロf<lllllから体藁部を断にかljての一郎が出土 体郎内面ナデ．一部ハケメ疇外面9ヽケ

Fi(g9. 4 180 1042 埠 底径 一 した• ロ" illi台形状とし．上面 メ。外面に煤が付ti.
004105) 醤高 — に押圧文を施す。
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束山田一本杉遺跡IJ区 ・UI区．匹山田二本松遺跡B区

HY S S K268・272・292・296土塙,S D329溝跡

曲遺挿携図豆雷雷鯰蓄号9 号） 糧粉 悶II 法 ぷ 形態の特

S K268 土llillll 0径 8.8 底郎は平坦で．体11111:短く外開する．

f;（g“. 叫181-10680)43 小llll 訳径 7.5 
醤11l1 I.I 

S K2鵡 瓦謡 口!l\ — 低く．細い応台を預り付け．体悪IJ内

Fi(g9. 、OO18伯1-6JO7)≪ 祝 底程 7.2 闘する．

霧“ ―
S K268 白Ill 口11 — 体部から0騒節の一郎が出：ヒ． 体吊は

Fi(a9. 4四181⑯・190) <5 椀 11,ll\ — 内椀し．口緑躙は小さめの玉縁とする
蟹高—

S K268 Bill ロ庄 一 漏体白郎1よ低く、内内面面を斜めに削り込1.1.
Fi(g94. 004181-1畷0）>6 椀 ll径 7,9 は,I.<, Iこ沈樟を巡らす．

醤石一

5 K292 白磁 0往— ロ騒那と体高の一郎が残存する。醤覺

Fi(g00000000, 131-104) 7 皿 底往 — が薄く．口紐躙にかけ外上万に開く．
醤illl 一

SK泣 白1!l 口ほ— 体感下干から氏Illにか11残存する．凸鬱レ

Fi(g8900S. 181995今 104)8 llll 昨粍 5.8 』日は簿<.llは平昨であるが幾}}
磐石 一 ンズ状となる．

S K292 胄磁 口社 一 体感下半から底“にか,1残存する。贔

P;(i&. , 如1s1-1240),9 椀 高台往 s., 七は断面四角に低く”る．
儲パ ー

S K293 白磁 口径 一 体撼からn縁O) ◄ 分の 1が出土。 体

Fi(g9. 4 181 1050 皿 窮径 一 Illは内椀ざ9バこ外傾し.1.111111: 外反す
叫 077) 醤高 — る。

S K293 白il! 口" ― 体饗から口緑閲にかけての一郡が出土．

Fi(g9. 4004181-107605) 1 椀 漏白程— 体饂Ii内祝ぎみに外傾し.r.. 那の外反

器バ ー し上面が平らとなる．

S K296 白磁 口径 10.6 全の4分の 1程が出土．笞豊は嬉＜．

Fi(g9. 4 181-1052 If 庇径 6,4 口緑部にかけ外上力に延び．鯰部が外
004118) 褪漏 Z.7 反する．

S K296 青1!1 口径 口騒謳から体111にかけ H➔の 1程が出

Fi(g81. 沿1啜81-170お)3 椀 漏台径 一 土 体屈は外上11に開さ．綸がfl.<掛
儲バ― かる．

S K296 冑磁 口径 16.8 全の3分の 1程が出土．高台部を浅

l'i（g細.18%1-113お) 腕 石台径 5.3 < nilり．体部は1勺椀しながら外J::1/IC
器瓦 6.6 1111<. 

S K296 冑磁 口径 17.l 口品郎から体然上半の 4分の1程が出

Fi（g細.18芯1-112)臨 llil 店台往— 土。 体躙は外上万に開さ.a緑瑞圏が
儲高— 僅かに外反.,.る.

S K296 冑磁 口佳 口蘇郡から体郡上半の4分の 1程が出

f;(g8800. 18匈1-l匹 婉 漏か径 一 土．体怠,:外上方に開き．口紐誓圏が
J) 儲漏 一 馴くなる．

S K296 冑磁 口径 一 口U饗から体圏上半の6分の 1捏がm

Fi(g9. 4 181-1057 婉 漏台← 土． 体郎は外上7iに開e.ロ絨瑞邦が
004117) 固“ ― 細く隕かに外反する。

S K296 冑磁 n程 一 体霜下半から窮部にか11残存する．高

Fi（g一.181-1058 ） 
械 嘉台径 5.4 台I'llは低く．訳部はltくなる。檜が”

i111高 一 ＜揖かる。

S K296 冑磁 〇粍 — 体部から庭部にかけ3分の2が出x.
v;(g8. 8010s碑1-1o;）9 婉 店台程..., 小型の祝で．小さい高台部から1祝部i;;

岱“ ― か11内婉する．

S K329 土師踪 n程 7.8 全体の3分の 1が出開上＜．． 沢慕から0緑

Fi(g9. 5000083181・1060 ) 小鵡 底径 6.2 1'J11にか1/i:iっすぐ ． 
器応 1.5 

S K329 白磁 口径 — 全体の7~3分の 1程度が残存する．

F;(g9.50000161-180 的I llll 庭往 — 庭Illに11潟台が付くと見られる．全体

器 “ ― 的に薄'f,作り．

SKJ29 土酌 口径 一 体部と口四の一郡が出土．外開さす

Fi(g9. 50000181 81?06) 2 土鍋 庇径 一 るOM廓を．外櫨Jに折り曲If斬孤三角
醤高 — 影とする。
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技法の符長 ・その他

底悪Ii糸切り曝しで板状圧績があり，
内庭部11ナデを行なう．

体部外面はケズリの後ヘラミガキ．内
面はヘラミガキを行なう．

e111擁II刃狛土．論とい灰白色．

白磁撓11.tll胎土．輪と l,!/i白色．

白磁皿IX-I • b類口松嬬郭を口禿に

したもの．胎土．捨とも灰白色をして
いる．

白磁皿Dr-I・b煩内面の体隅と庭郡
の墳に輪状に沈縁を持つ．胎 土 釉I:.

b灰白色をしている。

朧窯系ffl!I帆 I- 5 • b頸体部外面
に縞蔑弁文を樟.,.Ii(/土1ょ灰白色．触
は明U灰色．

8i!!JIIIIX-I類口縁Illが口禿となっ
ており．胎土は灰白色．釉1よ色である

白磁椀V-4111胎土は口ロ色．袖J;t色

白IIIJllllX-1聞仝面誕1111の後口紐高の
楡を欠さ取っている。胎士．．釉とb灰
白色．

・泉窯系冑磁椀1-S・b類体部外面

に縞は運明弁品文灰をnする。騎9土は灰白色．
輪色．

寵泉1111系冑磁椀1-S類体廓外面に蔑
弁文を．内底見込みに幾j,J'f.文様をス
クンプする。

凰只窯系冑磁椀I- 5 • bjll体郎外藷

に縞壌弁文をHする． 舶土9よ灰·~色．
輪は明U灰色．

朧泉窯系冑磁椀I-S・bllt体郎外面
に縞運弁文を'f:iする。胎土は灰白色，
檜はオリープ灰色．

瓢只窯系冑磁帆I-S • b類体部外面
に縞逼弁文を打する．狛土Iよ灰白色．
釉はオリープ灰色．

晨泉窯系＂磁椀 I-5・b項外面に鎮
遅弁文を有し．内底兒込みに幾何字文
様をスクンプする．

鷹贔窯系冑磁椀 I-5・blll体l11外,,.

釉に鎮は蕩明1以r・灰文を“する．狛土I!灰白色．
色。

氏部は糸切り霞しで，板状圧貨が残る

慰ti系白磁内面に二条の回級を挟み．
内駐部と体饗内1111こ恥花文をl1'!押しす

る．

内面曰い9ヽ ケメ．外面ナデ仕上11.外

面に煤付”・
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東山田一本杉遺跡II区・Ill区西山田二本松遺跡B区

HYS S 0335溝跡

（遣遠陣初図蠣丑録榊畠号冨•J号） 器讚 槙m 法 ぷ 形纏の特長

SD匹 土晒Ill 口径 8.6 ばば完形。口匹置にかけ細くなり．
Fig. 182-1063 ,),Ill! 庭程． 6,5 外上力に開＜．
(89008924) 醤“ l.O 
SD怨 土栢四 口径 9.0 ほぼ完形。口緑濱にか11大＄く開~-

Fi(g8. 90108829・21061)4 小Ill 庭径 6,7 口給韻のーケ所が9れ口状となる．

1111高 1.1 
S0335 瓦苔 ロほ 8,9 完形。口緑應1こかけ外上方に開き.o

Fi(g8. 90089 182 I磁
,, ヽllll 託程 6.8 匹第にかIt細くなる．焼成が悪く．

14) 薯高 l .• 土鍼illltに近い．

S D335 瓦器 口径 8.9 完形．口綽1こかけ内帆ぎみに外上方

l';g. 182・1畷 ,J¥1111 底往 6.6 に開＜ ．綾成が慰＜ ．土師器に近い．
(890函 23) 儲高 1.3 

S 0335 瓦器 口径 8.8 全体の3分の2が出土.Olillllにかlj
Fi._ 18?・1067 4、IJll 底粍 7.2 内撓ざみに外上力に開＜．焼成が悪く ．
(8! 崩如） 濫高 1.2 土鰤醤に近い．

S 0335 土師謁 口径 11.6 全体の3分の2が出土底径が小さく
~-;g. 182-1殴 杯b 底径 <.5 口緑部にかけ大さく開<.
(9以碑7) 盟n 3.1 
S 0335 土師醤 口ほ 15.6 全体の3分の 1が出±.1111整がr,;<,

Fi(g81. 収I鯰渇9• 1069 If 駁径 11.6 体悪から口紐昭にかけ外上万に開<.
12) 雲応 3.2 

S D3お 土師器 口径 15.1 口緑鄭の3分の2を欠＜．｛紺置から口
fig. I四-1010 杯 庭社 10.5 8昂Iこかり内椀ざみに外上方に開＜．
（駁如16) 四高 3.< 
S D33., 土鰤儲 口程: 14.-l 全体の3分の 1が出土．儲壁が薄く ．

Fia. 182・1071 杯 庇径 10. Iヽ体部から口属部にかけ外上方に開さ，
(69()(1(ll77) 器店 3.3 躍部が外反する．

SO邸 上闘器 口径 14.6 口緑郭の3分の2を欠＜．体昂から口

Fi（g細.18829 -1072 ff 底径 10.6 緑都にかI)内撓ざみに外上月`に開く ．

17) 醤“ 3.5 
Sil: 丸9 土鱒1111 口径 16.0 ほぼ完形．体部から0縁謬にか11外上

F;(g890. 108829 -1073 杯 底径 11.8 Jiに開く．
15) 醤冨 3.3 

SD邸 土紀聖 口径 16.0 全体郡体の2分の ）が出土．硲璧が薄く．
f・;g, 182-1074 杯 底径 10.2 から口贔郡にか,,外上方に1111<.
(89008905) 醤応 3.4 
SD蕊 土隣器 口II, 16.2 口緑f11の2分の 1を欠<.1111置が薄く ．

Fig. 182• 1075 杯 底程 12.7 体部が低い。体部から口緑部にか11外
(95000069) 器高 Z.7 上方に1111<.
SD誌 瓦喜 口径 15.7 ほぼ完形.illセ部は低く蝙広い底l'lllt,

F;g, 182-1076 椀 高台怪 7.3 押出し時のひび謂れが生じ．体部の器
(8細 918) 儲漏 5.9 還1よ薄く内椀する．

SDJ3S 瓦Ill □ fl 16A ほぼ完形。高台割は低く．狭い． 体墨
Fig. 182・1077 誡 漏台径 6.6 は内蒻しながら外上方に延びて“り・
(89008921) 器“ 6.5 均整のとれた婉である．

S0335 瓦器 口径 17.8 口緑繋の半分を欠く。裏台郡,i低く ．

Fig. 182-1078 椀 “台径 7,4 幅広い。体部から口緑部にか11内帆し
(8!l0008iS) 器高 6.2 ながら外上ガに開く．

S D335 瓦匹 口佳 18.3 全体の3分の 1が出土。高台郎1よ低く

F屯(95-0018碑Z10） 79 船 轟七径 7.8 輻広い．体部は汲く外上方に開さなが
器窮 5.5 ら内椀する．

S0335 瓦1111 ti径 17,7全広体いの．体2分部の 1が出土．底邸1よ低く蝙
F;g. 182-1燭 腕 “台往 7,◄ は外上方に開さながら延び
(1,'900lm8) 醤店 5.9 る。
S D335 瓦器 ロtli — 体郎下半から舷薦にか11出土• Ill台躙

fi~. I眈 -1081 椀 硲lit互5.9 は低く安定して“り．体部は内椀する
(6900&901) 

醤m ―
S D335 瓦111t U径 一 体郎下干からm日にかけ出土・ 高台部

fig. 182-1082 況 高台往 6.3 は低く細く ．体l111は内椀する．
(al碑 919) 醤店—
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技怯の特氏 • その他

訳1111:糸切り霞し。軒郡は板状圧瞑が

あり ．内氏郡にItナデが見られる．

底隅は糸切り重し。底郷は板状圧賓が

あり．内窮郭にはナデが見られる．

訳1111:糸切り鴫し．底1111見:板ら状れ圧る瞑．が
あり．内旺郭にはナデがら る．

屈慾は糸切り纏し。庭需は板状圧賓が
あり．内底儒にはナデが凡られる。

底葛Iふ糸切り戴し．坂状圧訊，内定の

ナデの打慧については不剛,.

ロクロ辺り。体郎の醤壁は薄く ．蘇i'lll
は糸切り・し．

底1111ふ糸切り霞し。底饗は板状圧瞑が

あり．内底Illに1よナデがJI.られる．

庇部は糸切り順し．庭憲1バ因~!Elf{が
あり．内駁諮にはナデが且られる．

低1111,よ糸切り曝し。底illli板状圧痕が

あり ． 内底郷~ ,:ナデが見られる．

託郎I!糸切り11し．底駕1:1板状圧訊が
あり．内窮躙にはナテが見られる．焼

成が恵く ，造りが11111,
駁郡は糸切り霞 し．庭笥1バ板状圧紺が
あり ． 内窮部にIH•f'が見られる．

寇部は糸切り鴫 l,.板状圧菫．内定の
ナデIJ)'I,鴛について1:1不明。

ll郡I.I糸切り離し.n部1よ板状圧fil.が
あり．内底Ill!に1:.,.デが見られる．

体郡内外面にヘラミガキが見られ．ロ
蘇謡はロコナ.,,を行う。体郎外面に隕

ねさの諭が残る．

体部内外面に1・寧なヘラミガキがifil見ら
/1_, ロ縁郎はヨ:rナデを行う．内 に

重ね焼さの態が残る。

体部外面にヘラミガキが.f勺illi"へう
当て製が順行にl/.える．口縁邸9コナ

デ．

表面が印耗しており..望は不明．外

庭に Xキ状の葬刻がある．

表面が計耗して』；り．噴整は不明．外

底""字状の腺刻がある．

表園が閉耗しており．躙聾は不明．

表面がm粍して ,;り．償覧It不明．体

I'll外面に指頭圧箕が凱苔に残る．
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東山田一本杉遺跡u区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

HYS 5D335溝跡

直遺挿掬構困豆緑蓄畠昌号•> 号） 檀Ill類種 法 品 影攣の持長 技法の柑長 ・その池

SD邸 白磁 口穫 9.2 口頸慾の半分が出土した．水注になる 胎土は灰色発色が悪く釉はオリープ

Pi（g槌,碑183・II)1083 水注 高台往一 と見られ．口縁聾にか111111き，口縁蟷 灰色をしている。

器冨 一 昂は玉縁状となる．

5D335 白磁 口佳 一 底111111分のみ出土した．網名と＂じ醤 舶土．楡とb灰白色をしている。

F;（g的.細183-18690)8•1 壼 高台計 7.8 影の壼になると見られる．底邸Itがく ．
器高— 高台隅を汲<Illる．

SD3お 白磁 口穫 9.2 全体の半分が出土しな底釦は小さく 白磁皿＂躙 全面員［釉の後．外訳饗の輪

F'i(g9. 500006183-120) 85 IIll 底程 5.6 億かにレンズ状となる。 体部は低く内 を欠さ取る,111;土1:灰白色.Mlが明緑

彗潤 1.9 帆する． 灰色をしている．

S D3.15 白磁 0往 10.0 仝体の半分が出土した．底部は小さく BIIIIIIIJX-2頚□縁蟷蔀が口莞になっ

Fi(g9. 500006183•101) 邸 Jill 底往 5.8 僅かにレ ンズ状となる．体部は低く ． ている．胎土1よ灰~,色．釉は明騒灰色

醤店 2.4 僅かに内帆する． としている尋

S 0335 白磁 口往 16.8 蝙広の低い潟台で．体!lilt外上Jiに延 白磁婉渭-I扇内足見込みの軸を輪状

~•;(g9, < 183-1087 腕 "ti! 呈 6.• II, 0緑 111は僅かに外反する。内経 に欠さ駅る。胎土．釉とい灰白色をし

如 J7) 園高 5.8 見込みに沈線を巡らず． ている．

S D335 白II! 口径— 体藁下半から庭謳にかけての半分が出 白磁椀V-l煩軸I!繕(.u: も灰白色

Fi(g8. 90008183 710088 ) 帆 庭粒 S.7 土した．応台閤It轟＜ ．直懲下半まで をしている。胎土 釉と立に削り．体

儲高— 嵐釉する． Ill'-か11内騎する．

S D335 Elill 口径 一 石台罵は幅広で．断面台彩状に白磁椀 くまで繹輪する。胎土，軸とも灰白色

Pi(g9. 1 183-l細 !Iii 嘉1111台高径—6.1 v類釉は薄く ，寓も近低く剛る．内底 をしている．

002916) 見込み近くに沈縁を逼らす．

SD怨 白磁 口nー 潟台藁は．綱く広く直立しており．庭 白磁椀v扇内面見込みに沈線を布す．

Pi(g9. 40108329-115090 ) 
婉 高臼程 6.3 闇は丸みを持ら，体椰は外上方に延び 胎土．軸とb灰白色．

醤蒻 一 る．

SD邸 胄磁 Cl径 11.0 ほぼ完形。底Iょレンズ状となり．体i111 問安窯系冑llllll1-Z煩内面にへうと

Fi（g％. 細183-1l0)91 圃 底径 7.5 は外上方に開く・全面籍釉の後，外駁 働により文様を緬く。胎土は灰白色．

四瓦 2.S 郎の釉を欠さ取る． 檜は灰オリ ープ色

SD33S '/Iii! ロ往 10.2 ロ縁の一感を欠＜．底はレンズ状で．n安窯系胄1111111一l, • 類内外iii霊
Fig. 183-1092 nn 底径 6.9 体部は外上方に大さく開く ．体郎外面 文．胎土は褐灰色 釉はオリープ灰色

（ぶW螂 5) 醤囚 2.0 下キから底撼は纂檎

SD蕊 冑磁 0径一 体郎下半から裏白郎にか11出土した． 履泉窪系冑磁椀1-,煩．内店郎に仄

fi(g9. 40(I釘碑・1093 椀 高台!II6.6 高台部l;I蝙広で低く ，底響1:平坦で体 花文を片彫りする．胎土IJ灰白色 釉
I) 馨II! - 昂にかIt内呪する． 、が男蘇灰色．

S D335 冑II! 口程一 体藁下半から高台にかけ出土．窮部は 鷹泉窯系冑Ill椀 1-1類内外面とも薫

Fig. 183-1004 嗣 況台径 6,1低く．厨面コ繹に111つている．体郡 文であり．内面凡込み部分に文字をス

（駁IOO(磁） 醤直一 にかIt内婉する． クンプする．

S 0335 冑ill. 口径 — 体1111下半から高もにかけ出土駁昂Iょ 鷹窯系冑磁椀 I-】類体郎外面に蓮

Fi(g8. 900086183• 1095 7) 婉 嘉台径 6.1 低く．断面コ字状に111つている．体部 弁文を打すると見られる。胎土は灰白

器高 — にかIt内椀する． 色．釉1よオリープ貧色．

5D335 冑磁 口径 一 体Ill下半から高台にかけ出土．底繹は 朧泉窯系冑磁椀1-s・blll体闇外配

Fi(g88. 001856353・1吟)6 絨 高台径 5.7 低く、 llillliコ字状に"'る．体郡I!内椀 に鎮凛弁文を布する。胎土は灰白色．

瀾嘉一 し．釉が厚く揖かる． 釉はオ リープ灰色．

SD逗 冑Ill 長さ一 底間11断面コ字状に洩く111り．体響11 -~ 窯系青1l!禎 1-5類体撼外iii.:蕩

Fi(g950000. 183-61409) 7 幌 高台往 S.6 内婉する。釉は全面籍釉の後.lli台内 弁文を布する．胎土11灰 色 楡l!W,(
器 蔦 ー 面の釉を＂っている． 掛かり灰オリープ色．

SO邸 冑磁 口往 — 庭部から高むl1)ー郡が出土．底罫は断 宵磁婉胎土は白色に近く ．釉はコバル

Fi（g％. 螂l83・1509)8 椀 高台粍一 iiliコ字状に＂る．釉は全面籍綸し ，侵 トプルー．
蓄闊 — 付けの釉を111る．

SD邸 胄i!! Olli 15.6 口縁昂から体部にかけ3分の 1が出土， 籠Iii窯糸胄磁椀Ill!内面J:位に沈練を

F;(g94 • I鯰 ・1099 椀 高台往— 体那Ii内婉し．口紬111は細<.1:1が延 巡らし．外面に鬱目文をn-r.狛土,:

002919) 醤高一 びる． 灰色．輪は明1i1灰色．

S0335 胄磁 口径 — 体部下半から高台部にか11出土．高台 同安窯系青磁洟 I-I • all(内面に編

f;(g9. ヽ183・1100 棟 窮径 5.3 は狭く ．台形状に荒く闇る．体11111よ外 目文を錨<.1/1土は灰色．槍はオ')-

如 18) 醤冨一 上方に延び＆． プ灰色．

S D3お 冑磁 口僅一 体鑢下半から潟台郎にか,,出土．閂安 体藁内外面に圏目文様を入れる．体隅

fig. 183-1101 腕 漏れ狂 5.1窯系行磁帆I-I・a須窪台は低く． は内浣し外上方へ延びる．狛土灰白色．

{9~ 叩？） 盤硲 一 断逼台形状に双<lfllる。 釉はオ リープ黄色．
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東山田一本杉遺跡11区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

HY S S D335溝跡

（遺遺挿初構図登壽U薔番号号"}) 祖種 類纏 法 品 形熊の特艮 技法の特長 ・その他

S 0335 緑釉11i1器 口径 一 駐は郎凹面から体蜀の一部が出土した．底Ill 京都洛北裏緑釉陶illl胎土は良く精製さ

Fl(g9.5000 184-IIO'l 椀 底径 7.6 となり．体部は内椀しながら開 れ、洩貧色の釉を全体に籍す．

138) 醤店— ＜． 

S 0335 須 1111 ロ往 24.6 口絨那から開体部さ．の一玉郡縁状が出と土し◆た体郭か 東播系片口鉢活＜ョコナデしている公．

Pi(g8. 9000 184 1103 片口鉢 駁径 一 ら直線的に 0.0111 1111自壁然釉のが7111111l1かに凹凸が目立つ• DI, 霜に
179) 器高— 内11を性＜檎み上げる。 ， ,. 

S D335 須儲 ロ程 — 一回り小型の片口鉢に体慾玉縁か状ら紅とはす的る．東擢系片口鉢体瓢口曲としヨコナ

T'i(g9. 50000518H 7104 ) 片口鉢 底程 — に開さ． 口級饂を小さい ，，，． 

器店 一

SO怨 須恵器 IJ径 — 口緑1111から体椰の一郎が出土。口絨都 束播系片口鉢体i!II.ロほ部としヨコナ

~i(g9. ',-0i)0();184-15105 ) lヤロ鉢 庭狂 — を図鋼に肥厚させ．大さい玉縁状とす デ。 口紐撼に自然釉が掛かる。

儲“ ― る．

SD335 須恵諮 口径 — 口緑1111から体憾の一郎が出土。 体郁か 東播系片口鉢強くヨコナデしている＆．

Fi(K9, 引I細BH51IOO) 片口鉢 庭径 — ら直線的に開e.ロ緑部を玉縁状とす 醤璧の宍面に凹凸が日立つ．

器高— る．

SD怨 土飢illll 口往 — 口縁郎にかけ直線的に関a.ロ縁耶に 内面償万向の日かいハケメ．外面け押

Fi(g9. i-0000184-15';1) 07 土鱗 庇在— 粘土帯を貼りつI/玉縁状とする． さえの跡が残る．

閲店—

SO蕊 土師Ill 口径 14.6 口頚郎は坦く ，直行し.JI郁11張る． 燒成1:1良く ．瓦fl.口預・部内面内面1こ荒煤いが9付ヽ

Fi(g9. 5-0000184-1j!1) 08 薔 庄程— 厨鰈に径5呻の2償一対穴を穿ら． ケメ．外面へうミガキ

器寓 一 花紋をスタンプする． 贖．

SD335 陶塁 n径 32.2 体郎は直線的に11!1さ.o預懲はく字状 爛前償鉢体響．口緑隊とも ヨコナデし

Fi〈g9.50000184-159109 ) 燿鉢 肝径 一 となる．外函屈曲隠が隆起する． た後．体11f1内面におろし目を入れてい

器高— る．

S0335 土師四 口径 36.2 口a冨から体郷の一郎が出土． 体郎は 肩防型の足鍋体昂外面l!t!I頭圧賓が残

Pi(a9, 50108004-150 110 
足鍋 庇復— 外開しながら延び．口頚部は内椀する． り．口頚部はヨコナデ．

瀾“ ―

S0335 土晒冨 〇径 33.6 丸底で．体郎は内椀し.o蘇郎を断面 体躙内面ナデ．一部ハケメ．外illi.111か
l'i(g8.5000 18Hlll 土鍋 庭径— 台形状に厚く し．その上面に縄文を籟 いハケメを行う。外面に煤が付氾ずる．

116) 1111嘉 一 す．

SD335 陶饗 観長さ 一 玉縁付の丸瓦で．膚断ill!IがHり笠状で． 下編はへう切り鴫しの2まで．表面は

Fi(g85, 000 184 1112 丸 13.1 限みがある． 布目痕が全体に薄く残り ．玉縁躙1;ヨ
123) 高さ 6.4 コt・'I'を行う．

SD邸 土製品 潟さ 1ヽ.6上面がやや小さのの方往形をしており． 全体を手づくわにてft.ti{る。

Pi(a8, 900184890・115) 13 分111 幅 3.l J:ililに提If手を付ける。重さグラム．

”さ 2.4 

SD匹 鉄製品 長さー一 lilll'lllと先か蟷11四部を欠<.Iii面長万形で． 全体が鯖びており群日は不明。

Fi(g9. 50018殴4-1911)4 釘 幅 0.6瑞1'111に くなる．

”さ 0.4 
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JI!山田一本杉遺跡U区 ・Ill区．西山田二本松遺跡8区

HYS S P356土填砧 ・SK368土墳

lUJ遠挿構因豆鯰書雷番号9 '}) 槽冨 製f11 法 ぶ
形態の符畏

S P3お 上師儲 口ほ 8.5 体郡1よ低く11!1き．口絨磁置にか11細く

Fi(g9. 4 渇5-1115 小on 駈程 ?.O なる．
匹 21) 醤高 1.0 

SP蕊 土師器 口径 8.• 体墨9よ低く開さ．口縁罐鱈にかけ綱＜

Fi(g9. 400I邸2&・?011)16 4、IJD 底径 6.9 なる．
1111嘉 l.O 

s ~ お6 土凱醤 口径 8.• 体螂1:低く1111さ．口縁蟷昂にかI/纏＜

f;(g9. < 185-1117 9ヽ、1ll1 底程 7.2 なる。

002519) 1111嘉 0,9 

SP涵 土師霧 口任 8.7 体鴫は低く開き．口匹1l11にかlj網＜

Fi(g9. 4 は5-1118 4、Ill 駈任 7.1 なる。
002518) 醤応 1.2 

SPお6 冑磁 □ !I 16.S 石台は低く，断面コ字状に111る． 体郎

Fi1g8. 70018594-8117) 19 椀 潟渥白径 5.1 は内椀し． 口緑郡にか11外上力に開く．

真 7.2 全面に貫入が入る．

SP怨 冑磁 口If. 16.4 石台は低く ,!Iii面コ字状i.:111る．窮昂

Fi(g8、7姻1854・81129)0 椀 illl台往 5.4 の霧lllカりJ<.u. 郡1よ内帆し．口緑lll
醤石 6.9 にかけ外上方に1111<.

SK露 土lllillll 口径 8.1 体感は低く開いており ．口縁疇感にか

Fig. 185-1121 ,1、Ill 底径 6.5 1ク細くなる．

(94004114) 1111高 0.9 

SK禽 土函酋 0程 8.6 体隅は低く．内械ざみに開＜．

f;(g94. 碑1855-2112)22 小tm 寇往 6.5 
響砧 1.0 

S K368 土lliillll 口佳 8.9 蓋緊が囀＜ ．体部は低く内腕ざみに関

Fi（g％. 叫I記0・1311)23 小皿 底佳 6.1 ＜． 
鬱訊 1.2 

S K368 土鉦1111 口往 9.0 嘉塁が膏く．体郭は低（口騒嬬郎にか

f;(g9. 400C1&50-7211) 24 ,1ヽ皿 底径 1.1 け大さく覇I<,
雲高 1.0 

S K3絡 土翻器 口径 9,0 瀾蟹が縛＜ ．体郎は低く内員しながら

Fi(g9. 4 I邸・1125 tヽ、Jill 麻台ほ 5.9閲＜．

OOヽ011) 醤潟 1.3 

S K368 這 1111 口経 1$ •• 儲壁は薄く ．底諮は平坦で．体躙U内

Fi(g9, 41)(185四•112）6 杯 贔H径 10.6 腕ぎみに開く．

醤高 2.4 

S K368 土師1111 口径 — 口縁部を欠＜．店1111は平坦で．体墨1よ

Fi(g9. 4叩185お・％112）7 杯 駈径 9. ヽ 外上方に開く．

醤高—

S K368 瓦緊 口径 16.7 潟台は低く ．幅が挟い。体郡Iよ半球形

Fi(g9, 4 I紀・II筏 Iii! 甚台往 6.3状で．口縁郭にかけ内帆ずる．

00四31) 醤漏 S.8 

SKJ蒻 冑磁 口径 10.2 全体の半分が出土.~邸,:レンズ状で．

Fi(29, 4 185· 11~ llll 底ほ ,.1 体響は中位にて屈111!し．口繊罰にかけ

00dll3) 器冨 2.2 外反する．

SK啜 冑磁 口往 — 底郡第分が出土.;q台は浅く隋り．民

Fi(R9. 1 185-1130 帆 庭E 5.8 郡は平坦である.n台内面に砂日の鎗

004075) 謬“― が残る．

SK滋 胄Iii □Oi l<.9 高白は狭<.浅い台形状に111る.u: 圏
r;(g9. 4 1ss-m1 椀 庭往 1ヽ.5 は内椀しながら外上力に蘊びる．

002534) 醤高 6.6 

SK磁 土lltllll 口径— D繊郡の一鑢が出土．口縁郎を逆L字

Fi(K9-•0018451 ・1132 埠 底往 一 状とし．口縁の上面に縄目を篇す．

15) 謬高一

SK滋 鉄製 艮さ一 残存長7.0c叫珀響と先躍部を欠<,Iii 

Fi（g細.185総-119)33 品釘 輯 0.8 iliiは正方形に近く ．先蟷Illにか1う綱＜

”さ 0.7 なる．
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技法の打只 • その陰

底郎は糸切り111し．浅面が爵耗してお

り翼竪は不閉．

底隠は糸切り慶 し．汲面が窮耗してお

り躙監は不明．

底11111糸切り鴫し。表面が閉粍して．“

り震整は不明。

底置It糸切り鴫 し．表通が爵耗して“

り賓整は不明。

朧窯系青磁帆1-5・b燭体霜外面
に縞蕩弁文をt,する．舶土は灰白色．

軸はオ ，}ープ貨色

量凧窯系青磁械I-5・b類体感外illi
に縞墓弁文を有する．胎土11灰a&.
輪はオリープ黄色・

蘇部1:糸切り農しで．板lF.訳がある、

底llllli糸切り鴫しで板状圧績があり ．

内定lillヽ3ナデを行なう。

駈部は糸切り霞 しで板状圧賓があり ，

内足鶴li-tデを行なう．

底昂l:t糸切り纏 しで板状圧虹があり．

内定部はナデを行なう。

駈響はへう切り朧しで板状圧貨があり，

内庇郎,:ナデを行なう．

窮繹は糸切り● しで板状圧窯があり．

内定部はナデを行なぅ．

底饗は糸切り霞しで板状圧貨があり．

内足郎はナデを行なう．

体闇外面3コ.,.デ．内iiiヘラミガキを

T寧に行なう．

同安窯系冑磁ID!1-i煩内駈郎にヘラ

と編にて撲様を艤す．胎土1よ灰白色．

綸は明オリープ灰色．

饂泉窯守磁椀1棗1勺底見込み邦分に花

文様を行なう．胎土Ii灰白色．輪は明

縁色

目安嘉系青磁椀 1-1b煩体葛内外面

にへうと園で文様 を篇す．胎土IJ灰色

軸は灰オ リープ色．

内面ハケ~ . 外面に指頭圧痕が残る．

全面が鯖びて“り.n細は不明。
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東山m一本杉遺跡II区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

HY S S K371土墳，NYN-8 SEO! 井戸跡 SK20土墳，SD33洞跡，SE38井戸跡

ぶ遺構翡奮:,.号, 櫨儲 煩種 法 ぷ
彫鬱の特及 技法の朽艮 ・その他

SK371 土111i営 口怪 15.4 底部は切り鴫し9,1についた凹凸が残る． 底部は糸切り層しで板状圧賓が，内庭

Fi(g94. 002I蹄52118)34 杯 庇径 11.0 体1111は大さく外傾し．編謳が内椀する． 郎にはナデが残る。

覇高 2.8 

SKm 土甑illll 0径 15.4 寇部は平らで．体部は外ばし．悶部が 庭部は糸切り纏しで阪状圧棋が．内窮

Fi(g94. 1)1)1I邸邸-11｝3.¥ II' 庭往 11.6 綱くなる． 隠に1よナ，，が残る．口贔111は強い讚ナ

器高 3.3 ヂを行う．

S K311 育磁 口径 — 台形状の低い高台から．体懲11内椀g 四安窯系冑1!1椀1-I • b類体郎内面

Fi(g9. 4 I邸-11~ Iii! 経作 4.8 ，，に外上1iへ延び体部上位にて内鋼 上位に沈繍を、2た内面に笈と瓢外

004(迅S) 裏台 一 に屈曲する． 面に撮で文紐を籍す．

S EOI l'.llll ロ程 16.7 体郭から口紐1111こかけ半分程残存する，白磁椀V - 3 • a扇体郭内Ill!上位に沈

Fi(R9, 50001861-514131 ) 椀 氏ll― 体響は内椀し．口匹部が外反ずる． 鰊を行う．舶土灰白色．釉色．

盟石 一

S K20 埠区 0径 9.1 庇部は平川で．体部』よ短く口鯰部にか ＂部は糸切り鑢しで板状圧瞑が兄られ

l'i(g9. 5000 186・1138 ,J、II 訳佳 8.1 11内婉する． る．
1~, 醤高 1.3 

S K20 白1!l 口径 10.2 託部は平坦で．体部下半で屈折し．外 白磁鳳虹体郎下半屈折郎にて釉を削る，

Pi（g％. 姻186-12114)39 llll 庇径 7.6 傾する．口縁躙第Ill置かに玉縁状とな 狛土．柚とも灰白色

製高 1,8 る。

SK20 多 1111 ロ往一 口縁悪にか11外傾し．端節を玉縁状と 小型の東撮系片口鉢体圏外面は指頭に

Fi（g匹.I邸1・211$)40 11・ ロ鉢 底ほ 一 する。 よる凹凸がみられ.o縁郎は横ナデを

醤石 一 行なう．

SK20 刃速1111 口i呈一 口縁感にか11外傾し.Iii部を玉縁状と 小型の東擢昂It□鉢口縁11111:慣ナゲを

F;(g9, 5000186•12611) 41 片口鉢 駈往— する． 行なう．

漏“―

S033 這覇 ロ狂 8.9 底郎1:1平坦で．体郎は短く開さ．口綽 軒部は糸切り戴し．口緑部慣ナヂ．

Fi(g90. 0009186 3811) 42 ,j、Ill 昨往 6.S 蟷1111:丸くなる．
靱高 u 

S D33 土囁四 口往 16.8 1~1111ヽょ口径に対し小さく平庭となる． 駁闇Iふ糸切り霞し．体郎虜ナデ．

Fi(g9000. 18096-31164) 3 杯 屈径 10.0 体部は内腕ざみに開く．
留店 3.1 

S 033 瓦器 口往 16.5 “台は低く暢がある。体郎からU緑部 押し出し技法による．体掲下半はへう

Fi(g9(. 碑186•お11）44 椀 潟台往 7.2 1こかけ内婉しながら1111(. 門り．上半から口騒部にかり横ナデ．

包窮 6.0 内面にヘラ当て賓'ff~.

S033 白磁 口径一 高台Ii厚く ．浅<Al。内面に沈線状の 白Ill椀r,-I・a頑胎土．釉とも灰日

Fig. I邸-IH5 椀 底n 7.、段をi,つ。口品躙は玉縁状になる と見 色
（ 匹Iお） llllili — られる。

SD囚 四器 口径 一 体111から口緑那にかり外闊し,a緑躯 県11系片口鉢口紐郷にか11慣ナデを行

Fi(g9. 5000186・12211) •6 片口鉢 底 径 一 を玉縁状とする． ぅ．

llllill ― 

S E38 須恵四 口径 27.8 体f111から口品闇にかIt外OOし．口緑聾 束播澤）t口鉢体11111:ll占土憤み上げ時の

Pi(g9. 50001661-3'11l) 47 ／ヤロ鉢 彩径 一 を調み崖で玉縁状とする． l!!l凸が見られる．体鴨からOUllllにか

醤石 一 1パ賣ナデを行う．

S E38 土籐器 0往 31;.S 体部は内撓し．口緑部は外面に粘土搭 体墨内illハケメ．外面ハケの使ナデ潤

Fi(g9. 5000 186-1148 土 底往— を貼りつヽ9、Ii面白影状とする． ｀・。口緑圏上に押圧縄文を籍ず．
131) 醤窮 一
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3. 遺 物
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Fig. 186 S K371土墳, S EOl井戸跡,S K20土填 S033溝跡，SE38井戸跡出土遺物実測図 (1/3-1/4)
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束山田一本杉遺跡II区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

NYN-8 SK52土颯 SD61溝跡， SK62・S K68土填 SP69土填墓

直辺鳩物構lill登雷U雷号奮号号） 種紺 烈種 法 ぷ 形應の＂ 技法の符長 ・その他

SKS2 瓦認 口径 lS.2 石台は蝙広く安定し．体部は押し出し 底郎に切り11しの監影訳と体111l内外面

Fi(g8. 900963187-171<) 9 婉 冨台径 6.6 技法にて整形。醤壁が厚く体郎1:1内撓 に指願圧震が凡られる．体墨内園に塁

酋高 5.9 する． ミガキが残る．

SD6l 瓦彗 口穫— 体瓢から口緑郎の一繹が出土．体撼は ●内系和泉型瓦醤幌体部内外面とも横

Fi(g9. 50108071-3011) 50 椀 高台径一 内観し，口絨端圏内側に僅かに段を有 ナデ．体匹璧内鶏11灰白色をしてい

器高一 す． る。

SD6I 胄磁 口径一 高台は低く断面四角にAl?,底郎の器 龍泉窟系冑磁椀I-ZIii体郷外園に葦

Fi(g9.5010807-11291) 51 
椀 高台径 6.1 肉が厚い。庭部は平坦で，体部は内検 花文を籍す．胎土は灰白色．釉1ょ灰オ

器高— する． ,,_ブ色．

S061 青磁 口径一 高台は低く断面11!1角に削。底部は平坦 寵泉窯系冑磁椀1類舶土は灰白色プ，貴底色

Fi（g％. 幽187-12811)況 撓 石台径 5.7 で．体墨1:1内椀する． 部下半1:1燒成不良のためオリー
蒻高 一 釉は灰オリープ色．

SD61 陶儲 0径 1.3 底部は平坦で．器壁11薄く体部は外上 体郎内外面に叩さ摂がl!.られる。胎土

Fi（g％. 姻1871-2117)53 褐釉壼 低ti- 万に廷びる． は灰褐色◆ 体郎外面に灰オ，)ープ色の

躊高一 釉を厚く架ける。

$D61 llil器 ロほ — 体部の上半の一部が出土． 体部内面に自然釉が簿く残り．外面に

l'i(g95()()(). 1871-お1!）5• 常滑聾 低径一 幅2.8c叫2の格子叩さを行う．

111高 一

S061 陶儲 口ll- 底郎から体怒の一郎が出土庇部は” 体郷外図11凹凸が残り．内面は使用の

Fi（g％. 姻1871・3411)55 常滑鉢 底往 12.5 く平屈で，体墨にかI/大eく開く。 ＾か表面が霧り減っており．捏ね鉢の

謁高 一 可能性もある。

SK統 白磁 口径 一 体郎から口緑撼にかけ残存する。体部 白磁皿wー I • b類船士，釉とい灰白

Fi(g9. 5000187-11521) ~ 1111 
底蒻径高 — — 

下位に段を持ち．口縁郎にかけ大きく 色
Ill!<. 

SK紅 白磁 口径一 体郵から0緑部の―!IIが残存する．体 白磁椀Ill類胎土釉とい灰臼色．

Fi(g9. 5000187-15 1157 員 冨台狂一 都は内帆し口Ullil鐸は小さい玉騒状と
I) 器高一 する．

SK認 白磁 口径 一 体1!11から口緑郎の一霜が残存する．体 白磁綱＂類 胎土．釉とも灰白色．

Fi(g9, 5000187-11001) 繋 椀 高台掻— 郎は内撓し口紐灌都1i.玉縁状とする．
器高—

SK邸 土晒醤 口巳 8.8 底郡は凹凸があり.o鯰郎は外上方へ 底郎11糸切り疇し．

Fi(g9. 200006 187・1159 4、Ill 翡 6.6 開＜．
I) 1.6 

SK謁 白磁 口径 9.8 底部は僅かに凹iiiとなり ，体郎11内饒 白li!Clll-I • b全面籐釉後口緑珊部

P;(g9. 2000062187-11) 60 l!!l 底径 5.9 ぎみに外上方へ開＜． を口禿とする。胎土．釉と b灰白色．
欝応 2.0 

SK邸 瓦質土醤 口在 23.2 体部から口緑駆の一郎が出土した．体 軟質な瓦鱈．内面11横．釘め方向の記

f;(g950. 108071-56116) 1 捏鉢 底径一 部は外J:方に廷び， 01)謬は玉縁状に かいハケメ．外面は指碩による藍形の

醤高一 肥厚させる． 後．荒くハケメを行う．

SK68 上製品 長さ 6.0 径0.8-1.lanで両嬬が小さくなる円筒 緯に砧土を巻き付け． 平遼り監彰して

Fi(g9. 100180067-113) 62 土駆 幅 1.1 状をしており ．真中に0.3<叫gの穴を関 いる。

重さ 6.5 ける．
$Pij9 土師醤 口往 8.5 底部は平坦で，体部は四く外上方に開 底瓢は糸切り霞しで．板状圧痕がある、

Fi（g畑.187-13401) 63 小llll 底径 7.2 ＜． 
笛高 1.4 

SP砂 土師器 口径 8.5 底郎は平坦で，体郎は短く外上方に開 底部は糸切り霞しで．板状圧痕がある，

ri(g92(. 1収s1-1磁 1）6• 小皿 翡 7.2 く。
1.3 

S P69 土翡 口径 8,7 底ヘ開郎は凹凸があり．体部は短く外上万 底部は糸切り霞しで板状圧覆が．皇た

Fi(g92000. 187岱・119)65 ,,、Jill 底器径 7,3 ＜． 内底部にナ，，，がある。

高 1.3

S P69 這器 ロ径 8.S 片方がll!む．体i!llli俎＜．外上方に開 寇fll!li糸切り鼈しで．阪状圧痕がある．

Fi(g9. 2000331) 187・11お ,1、1111 底径 7,• ＜． 
器高 1.6 

S P69 這謂 口径 13.6 底11饂に開は平く坦。で．体郎は内椀気腺に外上 底部1:1糸切り層しで板状圧貨が．また

Fi(g9. Zi1双87以・11I)67 杯 底径 10.• 内底部にナデがある．

器寓 2.9 
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3. 遺 物

S KS2 

□言□
S 061 ァ言

江宕、, 1150 

~ 
、こ~151

•、

ヽ

ヽ

＼＝二; ¥52

S K62 

二デ56、

-~;~ 1157 

S K68 

'¥___]c=:::f'1159 

ー一 ;160 

62 
ーー

爪
＂
＂
相
”
"
曲

）
@ 

U
¥
 

二

喝
／ゲ‘ 塁―-；し

□ , 

S P69 

＼ し 1163 ＼ 
プ 1165¥ ~ d 1167 

＼ ヒー-111い ＼ k---1'1166 

゜
10cm 

Fig. 187 S K52土 填 SD61溝跡， S K62 • 68土墳， S P69土墳媒出土遺物実切図 (1/:l)
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東山田一本杉遺跡II区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

の13世紀前後である。

室町時代の出土遺物としては， SE245, S D329, S K68などがあるが，いづれも出土只が

少ない。こうした中，平安時代後期から中世にかけ大量の遺物が出土したSD335から室町時代

の土器が出土している。 1107~1110 (Fig. 184)の土鍋，釜，備前播鉢．周防型足鍋などであ

る。 1109は備前播鉢のW期い）とされるもの．また1110の周防型足鍋はW型式'"でいずれも15世紀

である。こうした備前，周防型土器類についても瓜内からの出土例が度々報告されるようになっ

た。

またSD329から枢府系白磁 (Fig.181-1061)が出土している。県内からの枢府系白磁の出土

は北浦遺跡'",伊万里市山ン寺遺跡｀》がある。

このほか，S0187から越州窯系↑引磁椀 (Fig.179-1021)が， S0335から緑釉陶器 (Fig.

184-1102)が出土している。平安時代前半の所産であり，また混入ではあるが出土例が少なく

報告しておきたい。

このように東山田一本杉遺跡の平安時代後栞から鎌力時代の遺物は．出土傾向は他の同時代

の遺跡とさほど変わらず，逆に大和町に所在する同時代の追跡からすれば，少ない感じがする

が，これは発掘調究区域が中世期の遺構の中心ではなく ．周辺部の調査に終わったということ

に他ならない。とは言え．在地産の土師器に混じり多量の輸入陶磁器や国産の搬入土器が見ら

れることは，中世における交易品の豊宮さと流通址の広域化が改めて翌緻される。

＜註＞

(I) 輸入陶磁器類の分類は．横田賢次郎・森田 勉 1978「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」「九

州歴史資料館研究論集4J九州閑史費料館 による。

(2) 堤安信 r余江西二本松遺跡J1990 千代田町教脊委R会 に詳しい。

(3) 註(I)に同じ．

(4) 問墜忠彦 ・間壁殴子 1966「個前焼研究ノート 1一偏前焼の成立」 f.8敷考古館研究集報 IJ倉敷

芍古館

問壁忠彦 1991「備前焼J考古学ライプラリー60 ニュー ・サイエンス社

(5) 岩幻仁志 1988「防長地域の足鍋について」「山口考古第17号J山口考古学会

なお．収内の土鍋関係については徳永tI紹 1990 r肥前における中世後期の在地土営」 r中近世土

器の基礎研究VIJ日本中世土器研究会 に詳しい．

(6) 西田和己 r北浦遺跡J小城町教育委只会 1982 

(7) 森田 勉 1982「14~16世紀の白磁の型式分類と編年」「貿易陶磁研究池2」日本貿易陶磁研究会
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今 山八幡原遺跡

遺跡名 ：今山八幡原遺跡（略号 IHB) 
所在地 ：佐賀郡大和町大字久留間字今山八幡原



今山八幡原遺跡

今山八幡原遺跡

1. 迫跡の概要

遺跡は天山山系の山魏部にあたる裸高22~23mの綬斜面上に位凶する (Fig.1)。北方約500

mには限下最大の前方後円瑣船塚があり，また雨側約200mには弥生前期～中期の甕棺廷地を中

心とする七ヶ瀬遺跡がある。ただし調査区近辺では，遺跡の密度は比較的うすい。

調査の結果，検出された遺構は，平安時代でも 9世紀代を中心とする時期の竪穴住居跡 1/ll!,

土墳1基井戸跡7基その他溝跡2条である (Fig.2)。各遺構の分布は比較的まばらであ

る。集落の一部にあたると見られるが．削平が若しいこともあって，竪穴 1棟以外は掘立柱建

物等の存在は明らかでない。調査区全体に近世以降の溝が絞横に走っていた。

遺物は土器類を中心として，井戸跡からの出土が多く ，それぞれまとまりある伐重な一括液

料を提供した。
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Fig. I 今山八幡原遺跡周辺地形図
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I. 遺跡の概要
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Fig. 2 今山八幡原遺跡遺構配固図 (1/400)
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今山八幡原遺跡

2. 遺構と遺物

(1) 竪穴住居跡

悶在区の南東部で 1棟検出した。

S B037住居跡 (Fig.3) 

北壁部分を近世の溝で切られているので全容は明らかでないが，主柱穴のあり方から考える

と1辺が4.5m程の方形の住居跡となるであろう。壁高は，最も残りのよいところでO.lmであ

る。主柱穴はPJ~P4の4本柱である。北債9こカマドが付設されていた可能性はあるが，荒

らされており不明である。削平が茅しく遺物は出土しておらず，時期については不明であるが，

平安期頃と推定する。
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rig. 3 s so31竪穴住居跡 (1/60)
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2. 遺構と遺物

(2) 土墳

潤査区の中央部で 1基検出した。

S K017土墳 {Fig.4) 

東西l.lrn,南北0.9mの隅丸長カ

形を旦する。深さは0.2rn程で，壁は

直立気味である。西側に向って徐々

に深さをますが，床面はほぼ平坦で

ある。埋土中より土師器の皿 ・坪等

が出土した。

出土土器 (Fig.5) 

土師器

1は体部がわずかに内湾しながら

開くクイプの坪で，口径15.1cm・器

高4.紐 ・経径8.0cm。大型のもので

ある。内面はヨコナデ。外面は．ロ

縁邪がヨコナデ．以下低部までヘラ

ケズリ。 2は口径16.1cmで小型の皿

である。体部 ・ロ縁部はヨコナデ．

庭邪の調整は磨滅のため不明である。

3は底部片で内面はヨコナデし．外

面はヘラ削りしている。

ーこ

巨 2

，
 
22.SOm 

囀
。

Im 

Fig. 4 SK017土塙 (1/20)

-~~--

。
2知

Fig. 5 S KOJ7土墳出土土器 (1/4)
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(3) 井戸跡

7基の井戸跡を検出した。平面形はほぼ円形で．掘方には．上面が外開きとなるものと． ニ

段掘りとなる二形態がある。規模は直径2~3mである。いずれの井戸跡も湧水が激し<.底

而まで完掘できなかった。出土追物は塁富で．特にSE020井戸跡, S E036井戸跡からは多飛

の土師器史 ・坪 ・椀が出土している。

S E005井戸跡 (Fig.6) 

調査区北東に位四する。上面の平面形はほ

ぼ円形で，直径2.6mを測る。深さI.Om程掘

り下げたが，湧水が激しく完掘できなかった。

掘り方は上面が外開きとなり ，途中に段を設

けた二段掘りとなる。土師器の坪 ・皿・瀦 ・

蓋 ・甕と須恵器の甕片が出土した。

出土土器 (Fig.7) 

土師器

1~3は平坦な底部に．直綜的に外J:方へ

開く体部がつくものである。口径12.5~13.6

on, 器裔3.2~3.7an,底径7.3~7.6cm。器面

調整は．体部内外面がヨコナデ，内底部はヨ

コナデ．ナデ．外底面はヘラ切り離し．ナデ

で.4の底部には板目痕を有する。 7は平坦

( -・＼、．、

：'、；
‘ヽ-.... .-' 

‘‘、ベ

22.70m 

2m 

で広い庭部に短い体部がつく皿である。それ

に対し8は杯のつぶれたような形態のもので．

器高が低いので皿とした。器面調整は体部内外面．内底部がヨコナデで外底部にヘラケズリを

施す。 13~15は甕で．いずれも底部の形態は不明である。復原口径は25.4~26.9cm。器面調整

Fig. 6 S EOOS井戸跡 (1/60)

は．胴部内面ヘラケズリ．外面ハケ目。口縁部はヨコナデであるが内面にヨコ方向のハケ目が

入る。 15は小型の甕で内外面ヨコナデである。

須恵器

16~17は須恵器の甕である。復原口径は16が2l.40l1,17が23.8cm.頚部から口縁部にかけ外

反しながら開く。器面調整は口頚部内外面ロクロナ充胴部内面には同心円文叩き會胴部外面

は格子目叩さを施す。
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Fig. 7 S EOOS井戸跡出土土器 (1/4)
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S E008井戸跡 (Fig.8) 

調査区北側に位四する。 SEOOS井戸跡の北側に隣接

してSE009井戸跡が存在する。SE008井戸跡は当逍

跡で検出された井戸跡の中で最も小さ<.上面の平面

形はほぼ円形で．直径はI.Smを測る。深さI.Om程掘

り下げたが，湧水が激しく底面まで達することができ

なかった。掘り方は立ち上りが急で直綜的である。出

土追物には．土師器の坪 ・Jill・甕と須恵器の坪片など

があるが，他の井戸跡の出土遺物の慧と比べると少な

い方である．

22.80m 

ー出土土器 (Fig.9) 

土師器

19は埋土下1v1出土の坪で．口径13.2cm,器高3.9cm,

底径7.9<皿。器面調整は体部がヨコナデ。内1底面は磨滅の為不明で．外底面にヘラ切り離し痕が

2m 

Fig、8 S EOOS井戸跡 (1/60)

残る。 20は短い体部をもつ皿で．復原口径20.0cm,器~I.San。体部はヨコナデ． 内底面ナデ，

外底面はヘラケズリを施す。 21~23は甕で，21は小型の甕である。胴は張らず，口緑部は弓形

状に外反する。蒋手で作りも丁寧である。 器面謂整は内外面ヨ コナデを施す。口径13.1cm。21・

18 

二 22 :: 

u、 :::;,,J : ・・エ===:fl
20 

n 
了〗

21<
Fig. 9 S EOOS井戸跡出土土器 (1/4)

。
20cm 
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2. 遺構と遺物

23はそれぞれ口径24.0an,23.0an。いずれも胴部は直立気味で．口緑は外反して横方向に折れ

る。器面調整は，胴部内面ヘラケズリ ，外iliiハケ目。口縁部内面は横方向のハケ目とヨコナデ，

外面はヨコナデである。

須恵器

埋土下附より18の坪が出土した。復原口径11.7an, 器高3.3cm,庭径6.lan。体部はやや内湾

気味に立ち上る。調整はロクロナデである。

S E009井戸跡 (Fig,10) 

調在区北側に位凶し, S E008井戸跡と隣接す

る。平面形はほぽ円形で，直径は上面で2,5mを測

る。掘り方は外開きであるが．上方に行くに従っ

て垂面に近い角度となる。上倍において遺物がま

とまって出土したので函化した。遺物は土師器が

ほとんどで．杯 ・皿 ・椀 ・鍋 ．鉢が出土している。

須恵器は小片が数点出ている。他には内馬の境片

が 1点出土している。

✓ 

23.00m 

出土土器 (Fig.11) 

土師器

24は外上方へ直綜的に開く体部をもつ坪で復原

口径12.6cm・器高3.2cm・底径7.1cm。薄手である。

、芦

゜... ~ 
。

2m 

25・26は皿でいずれも小形である。体部は短く外

反している。 27~30は椀。 27・28は底部端に科台

を貼り付け．体部は直貌的に開く碗の類である。 27は復原口径l4.4an・器硲5.6an。体部下位に

rig. 10 S E009井戸跡 (1/60)

ヘラケズリを施す。 30は鉢の口縁部で復原口径は,19.0cmである。29・30は胎土など似ている

点が多いので同一個体の可能性もある。 31は二次加熱の為に底部の剣離が激しく，全体に煤が

付莉しているこ とから鍋とする。 丸味のある底部から出た胴部は直立し．口緑部で外反して横

方向に折れる。口径19.9cm,器高10.6cm。32は胎土も良く，作り hT寧である。内面に縦方向

のヘラミガキが施されている。鉄鉢形を呈する。 33は内而を黒色1こ燻した黒色土器である。体

部を若干内湾させ，内面に縦方向の細いヘラミガキを施している。当遺跡では晶色土器はSE

020井戸跡からもう 1点出土している。
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Fig. II SE0-09井戸跡出土土器 (1/4)

須恵器

34~36が須恵器である。 34は坪の小片で，口縁先端を外側へ短く折り曲げている。 35は幅の

狭い邸台を底部端に貼り付けている。36は坪蓋であるが．胎土も大きな砂粒を含み．ヘラケズ

リも荒く，焼きも悪い。口径16.Sano

S E012井戸跡 (Fig.13) 

調査区北端に位骰する。平面形はほぽ円形を旦し．直径は上面で2.0mを測る。掘り方は2段

掘りになっている。下段は中心から南東よりのところに円柱状の掘り込みであり．上段は南東

に傾いたテラス状で．壁の立ち上りは亜直または袋状となる。深さ1.2mのところまで掘り下げ

たが底面にはいたらなかった。 SE012井戸跡出土の遺物点は多い方ではない。土師器の杯・皿・

境 ・甕と須恵器の蕊 ・皿 ・応台付の坪片等が出土した。

出土土器 (Fig.13) 
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2. ill構と遺物

土師器

37~45が土師器である• 37・38は坪で埋土下層の

出土である。 38は体部の開きが大きいために器高が

低くなっている。 39も下層出土の皿で底部と体部の

境は朋瞭でなく ，体部はわずかに内湾する。外底面

は不定方向にハケ目岡整をおこなっている。復原口

径は16.3an。40-43は塊で，体部が直線的に開くも

のと，内湾しながら開くものとがある。いずれも最

下侶出土のものである。 40はヨコナデ調整で外胚部

に板目痕が残り， 41は内面ヨコナデ，体部外面下位

をヘラケズリし，外底邪はヘラ切り臨しのままであ

る。 43は外庭部にヘラ記号を布する。 44,45は甕で

45は小型の甕に共通の内外面ヨコナデ副整であるの

に対し，44は内面ヘラケズ リ，外面ハケ目である。

22.5-0m 

2m 

Fig. 12 S EOl2井戸跡 (1/60)
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Fig. 13 S E012井戸跡出土土器 (1/4)
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須恵器

46~49が須恵器である。 46は杯蓋で口緑部のつくりは先端部を内側へ折り曲げた程度の簡単

なものである。 47の皿は埋土下陪からの出土である。復原口径18.0cm,器硲2.0cm。49は高台付

の坪の底部で．底部端からやや開いた高台を貼付している。外底面に幾が付芍している。

S E013井戸跡 (Fig.15) 

調査区北側やや東よりに位収し，近世の溝

に一部切られている。平面形はほぼ円形で直

径は2.6mである。約Im掘り下げたが湧水の

ためそれ以上掘り下げることができなかった。

底iliiはもっと深いものと巧える。掘り方は外

開きである。遺物は上けから下けにいたるま

で出土したが．出土凪は少ない方である。土

師器の坪 ・101・境 ・更と須恵器の安片が出土

した。

出土土器 (Fig.16) 

土師器

50~55が土師器である。全て埋土上附から

出土している。 50・51は坪で50の器面には油

_ 22.80,n 

｀タ~ m 

l'ig. 14 S F:013井戸跡 (1/60)

▽二L/
50 

← ~ 三
52 

＼ 
51 

~ 

，
54 。

56 

/
-

―
- 20cm 

Fig. 15 S E013井戸跡出土土料 (1/,1)
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2. 遺構と遺物

煤が付府しており.n火器として使用されたものと考えられる。 口径13.4cm,器応3.2an。52は

体部の内外面に数段の沈線を布する。口径13.8cm・器高2.&m。53は体部が直綜的に開くクイプ

の坑である。外底而はヘラキリハナシ後に板目痕が残る。 54・55は史で.54の口緑部は「く」

の字形を旦し．端部は下方に肥印し段ができる。 55は球形に膨む胴部を有する小形の甕である。

器面調整は大形の甕と同様．胴部内面ヘラケズリ ，外面ハケ目．口緑部ヨコナデである。

須恵器

須恵器は小片ばかりが数点出土している。ここでは埋土下脳出土の甕の口駐祁片のみ図示し

た。 56,ロ頚部とH部の一部が残存するだけである。口緑学部はややシャープさに欠けた断面

三角形となる。焼成は若干焼きが甘く灰色を呈する。

S E020井戸跡 (Fig.16) 

潤査区洒側に位沼する。上面形はほぼP:J

形で．直径3.4mを測る。掘り方は上面が外

開き．下面は円柱状となるようであるが．

湧水のため完掘できなかった。深さ20~80

ロのところで多伐の土器の集中が見られた。

土器類では土師器の坪 .nn. 坑のほかに全

体の器形を知ることのできる甕が多数含ま

れる。また下陪からは掲苔土器と埋土中出

土の黒色土器境が出土している。石製品で

は砥石 1点が出土した。当迫跡では，SE

036井戸跡と並んで迅物の出土黛が多い。

出土土器 (Fig.l7~Fig. 18) 

土師器

57~62が土師器杯である。 57・58は最下

府からの出土で．他は埋土中の出土である。

22.40m 

”
 

2m 

Fig. 16 S E020井戸跡 (1/60)

法梵をみると，口径は12.2~13.4cmで，平均値12.7cm。器窃は3.1~3.Sanで，平均値3.4cm.駈

径は7.0~7.6cm,平均007.3cmとなる。 体部が外反するものはなく ，いずれも若干内湾気味か直

綜的に開くものばかりである。外底部はヘラ切り離し後板目痕が残るが，57だけが体部下位か

ら外底部をヘラケズ リしている。 57~59の焼成は良好で硬灯なため器面調整がよく観察でさる。

63~68は土師器皿である。口径13.0~16.0cm,器店1.4~2.8<:m,~ 径8.0~ll.6cmを測る。63~65

は埋土中の出土で,66~68は最下爵出土である。体部の長さをみると63~65は，口径に対し体
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2. 遺構と遺物

部が長めであり ，66~68は短い。調整については外底面ヘラ切り離しを行い，板目痕が残るも

のが多い。 69・70は基内土器で．いずれも最下附からの出土である。ともに欠損しており，書

かれてある文字または記号の全体がわかるものではないが，69については坪の外底部に「＋」．

70については皿の外底部に「大」と部分的に読める坐苔がある。 69は庭径6.6cm。外底面ヘラ切

り離し後ナデ。 70は復原口径12.8cm・器高I.6cm . 底径9.0cm.外底面ヘラ切り離し後ナデ。

71~76は土師器境である。71~73の口径14cm程度のものと,74 • 75の大形品とがある0 71・72 

の体部は匝緑的に外上方へ開き．先踏部で若干外反する。外底面はヘラ切りハナシ後ナデてお

り，72は板目痕が残る。 76は黒色土器で内面を燻している。埋土中からの出土で．底部と体部

～口紘部の1/4が残存するものである。体部は内消しながら立ち上り ，口緑先端部で小さく外反

する。 外底部は平坦で，裔台はやや硲めであるが安定した感じをうける。復原口径15.4cm・器

高7.6cm。内面ヘラ磨き，体部外面上位ヘラ磨き，下位は磨減のため調整不明。外底面はナデて

いる。

甕は，全部で11個体を図示した． 口径が25~30cm程のもの (77~84)と，13~20an程の中，

小型のもの (85~87)がある。底部の形態がわかるのは80・81・84で，いずれも球形の丸底と

なる。また，SE020井戸跡出土の甕の底部片をみても平庭となる可能性のあるものは見あたら

ないため，他の甕も80・81同様球形の丸底となるものと考える。胴部については，やや張りが

あり球形のもの (77・78・80・82・84)と，若干内傾はするものの直立気味のもの (79・81・

83)がある。口縁部は，83の横方向に水平に折曲するものをのぞいてどれも 「く」の字型に外

反する。頚部内面の稜録は84に認められるだけである。口緑先端邪の形態は丸味を帝びたもの

(77, 79, 81, 83)や，下方に巻き込むかたちのもの (82),下端を横方向につまみ出したかた

ちのもの (78)など全体に雑な感じをうけるが，80・84については先端が而取 りされシャープ

なつくりである。器而調整は胴部内面ヘラケズリ ，外面ハケ目調整。 口頚部については，内面

に横方向のハケ目を残すものと，ョコナデしたものとがある。 外面はヨコナデで，ハケ目を施

す道具痕が残るものもある。 80・81・84は内底面に指頭痕が残る。 85~87は中 ・小型の吏であ

る。 85・86については形態，調整など前述の甕と共通するところが多い。 口舷は短く外反する。

87は小型の甕であり，復原口径13.0cmとしたが，小片のためおおよその値である。内外面ヨコ

ナデである。このタイプの甕はSE005・008・036・ 井戸跡でも出土している。

須恵器

88~90が須恵器である。88は最"Fifiからの出土で全体の1/2程度残存する。騒部は平坦で体部

は若干内而気味である。復原口径12.2四 ・器il'li4.Ocmo外庭部は回転ヘラ切り未潤整である。 90

は盈の肩部~ 最大胴部径11.8cmである。
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石製品

埋土中より砥石91が 1点出土した。石材は砂岩である。携帯砥石 ・仕上砥と考えた。全部で

5面の研砥面を持ち、そのうちの2面に条痕が残る。途中で折れているが現存長は6.5an。最大

幅5.San・厄さ3.0cm。

S E03研戸跡 (Fig.20) 

調査区南側中央部に位四する。他の井戸跡

と離れ単独で存在している。平面形は楕円形

で，長径3.40m,短径2.40mを測る。掘り方

は上面が外開きとなるが西側部分において直

立気味に立ち上る。深さ1.3m程掘り下げたが

底面に達せず，湧水のためそれ以上掘り下げ

ることができなかった。遺物は埋土の上肘か

ら下屈まで満辺なく出土したが，深さ

0.8~1.0mのところで．土師器が比較的まと

まって出土した。出土遺物の紐はSE020井戸

跡と並んで多く ，器種については，土師器坪・

椀 ・甕が多い。須恵器は高台付坪 ・甕 ・蛋 ．

瓶片が出土している。石製品では砥石が2点，

木製品としては．曲物の底板2枚分が出土し

た。

出土土器 (Fig.22) 

土師器

22.30m 

Fig. 20 S E036井戸跡 (1/60)

92---98が土師器坪である。いずれも下附及び最下附出土で．器裔の高い98を除くと口径

ll.6~12.5cm, 器高3.3~4.0on,底径6.7~7.4cmである。平均値は口径12.公m,器応3.6an,底

径7.1cmとなる。外厖面に板目痕がつくものが半数ある。92・96以外は完形品である。 98も完形

品で．外面の約半分に黒班がある。他の坪に比ぺ器祁が科くなっている。皿の出土は少なく図

化できたものは2点だけであった。 99は下附の出土で，胎土，焼成とも良く ，つくりが丁寧で

ある。 101~107は境で，106・107以外は下附または最下庖の出土である。 IOIは全体に器壁が野．

くどっしりとしている。底部端に断面三角形の高台を貼付する。 101~103の体部が若干内湾気

味で丸味を持っているのに対し， 104• 107の体部は斜め上方に直綜的にのびる。応台は底部端

からやや開いて立つ。 108は鉢であろう。復原口径20.0cmで最下附の出土である。
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Fig. 21 S E 036井戸跡出土土器① (1/4) 

甕は全部で11個体を図示した。 109~113は上附からの出土， 114~119が下肘から出土したも

のである。全体の器形が知れるものはないが，口縁～胴部の形状及び躙整法などSE020井戸跡

出土の甕と大差ないと見られるので， SE036井戸跡出土の甕も丸底となるであろう。上府出土

の史については，口緑を「く」字状に外反させている。口径は24.0~28. 0cm。113の小型の甕で

口径16.2cmである。器面調整は，胴部内面ヘラケズリ．外面ハケ目．口緑部内外面ヨコナデで

ある。 lll •ll3は粘土紐の痕跡を良く残している。下府出土の甕については口緑部が全体に「く」

字状に外反するものが多いが体部から一定の臥さで横方向に折れるもの (116)や頚部で肥厚し

て掘曲するもの (117), 弓形状に外反するもの (118)などもある。口径21.2~27 .4cmである。

119は小型の甕で口径17.4cm。内外面ヨコナデである。
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3. まとめ

須恵雑

写又のみ示す(PL.152)。124が下府からの出土で他は上層の出土である。 120・121ともに全

体に対して貧弱な窃台を貼付する。 122は甕の口縁片で復原口径20.0cm.123は壺の月部～頚部

で，頚部接合付近に断面三角形の凸帯を貼付している。 124は壺の口頚部で頚部にしぼり痕が残

る。

その他の遺物

砥石2点と曲物とがある。

砥石は2点とも表採。砂岩で，磁砥石と吊砥石が各 1点あり，いずれも残片である。

曲物はSE036井戸跡から側板片と底板片が2個体分出土した。直径は20cm前後と思われ，そ

れぞれ木釘孔がみられる。

(4) 溝跡

S P003は潤査区の百北部は斜めに．またS0034は東北隅を斜めに横切る。いずれも幅50an

程度の水路とみられるが，時期については不明である。

3. ま と め

本遺跡では， 9世紀代を中心とする平安時代の井戸跡7基のほか，竪穴住居踪 l棟と土填l

基，小溝 1条が調査されており．一定期間，主に井戸が集中的に掘られた場所であったことが

わかる。これは，同地点が扇状地の裾部に近く ，湧水地点に当たっていたことによるものであ

ろう。高速道関係の調査で見るかぎり，束西両辺に同じ時期の集落は確認されていないが，ぉ

そらく北側に隣接して関係する祭落が存在するのではないかと推定される。

出土遺物は，井戸跡を中心に土師器が多い。とくにSE020, S E036からは． 井戸跡の性格

上，時期幅はあるが'9世紀前半を中心とする時期の生活用土器の一端を示す一括資料が多証

に出土した。 SE020出土の墨杏土器については．完全には読めず．性格は不明であるが，肥前

国庁や厩が存在する地域の特殊性を示すものであろう。

-461-



図版



東山田一本杉遺跡 I区



束山田一本杉遺跡．西山田二本松遺跡周辺航空写U(附から）



束山m一本杉遺跡I・n・Ill区 周 辺 航 空TJ..ll<南から）



東山田一本杉遺跡1区 I. 遺跡全呆（南東から）

2. 遺跡全投（東から）



束山田一本杉遺路
1区

I. 遺跡近呆

（南西から）

2. 遺跡近景

（南東から）



譴

＂ e2 

論

．． 鼻.... ↓ ~,;.;.. 
ヽ

、9,,. 、~"

~゚ ヽヘ．-,~- -~.、.;..,-_―・ヽ・；・9

9 、').,
-- -梵_.._..:~: 唸・ぞ ．、ーヽ・. .. -さピf

：、・ぐ崎？ヽ:j • 令:'.-,,. • ., . •• ! • • . ;., -. "'、・~ ~:-_:::"'-; -• ~ ·(-
疇；ク玉~--. .,. ・ト :,-,~ 云 -.'.~'.-~ 心(. . ,:. .・. . ・・・-. —'. ·-~ 心~-~ ―~·、松賽食・
, ••• -~ -鸞←:, 忍~:● : 噸7゚ ‘ ・・［や ：

、~,,. ;_~if:: を:~·-.....、
, •. -.. ~ , :: ヽ；む；、；ぷ...· • ．． ● ・..、心:t.. f ~ )-~. .... ,. .• .' 、~.

•. ,'•' 
ゞ←、: ~4 ·

.... 
、.•::,· ふ>. _._i <、召,,. ~ さ ・心 :~ ー・ ~, 
・,:・ 

ぶ~、一た
• _, ~')が'; 。 、

“ ；ヽーがふ臼釦rr宅-;

.d,f' ． 
令」・

伝

(
t
)

“ • 
'‘
,
 

9
l
 

ア・

,,; ' 
IV'" 

東山田一本杉遺跡

l区
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束山田一本杉遺跡 1区

I. SJ 001甕棺秘

（北から）

2. S J002甕棺仕

（北洒から）

3. S J004甕棺秘

（西から）



東山田一本杉遺跡 1区 r • I. SJ005堕棺秘

（東から）

2. SJ007堕棺秘

（東から）

3. SJ009甕棺秘

（東から）



束Llr£B一本杉辺跡 1区
I. SJ 0 10甕棺·~~

（西から）

2. SJ 011甕棺媒

（東から）

~. SJ 012!.l! 棺廷

（南から）



束llllll-4'杉辺跡l区
I. S J 013斐棺廷

（東から）

2. SJ 01 4炎棺i~

（東から）

3. S JOl7褒棺ぶ(1'1,f)
S C0l8石棺糾（中）

SJ 022!;!! 棺松（後）
（北洒から）



>lt1J1Ul-,t,.: 杉遺ffI(ベ
I. SJ 019史hll.i;

（四から）

2. S Jll211甕棺.J,~
（北から）

:I. S J02l甕棺Jr,(1ifi)
S Pll2叶．墳俎（後）
（南西から）



東山田一本杉辺跡 1区

I. SJ025甕棺砧

（北西から）

2. S ]026甕棺猛

（東から）

3. S ]027~ 棺謀

（東から）



東山田一本杉遺跡 1区

l.S1029甕棺秘（前）

SJ 088甕棺繕（後）

（南束から）

2. S 1030炎棺廷

（西から）

3. S J032甕棺砧

（四から）



東山田一本杉遺跡 1区
I. S 1034甕棺廷

（西から）

2. S J035甕棺廷

（北から）

3. SJ 037甕棺某

SJ 051甕棺¥

（北から）



束山田一本杉遺跡 1区
I. SJ 036甕棺秘

（北から）
2. S)036甕棺ltli(内部）

（北から）

3. S J039甕棺秘

（西から）



東山田一本杉追跡 1区

l. SJ038甕棺媒（後）

SJ 064甕棺~(前）
（西から）

2. S J 040曳棺搭

（西から）

3, S ]041如廷

（東から）
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束山[[I一本杉辺跡 1区

I. SJ 042虔柑1,1;(前）

s J~:l甕棺ぶ（後）
（求から）

2. SJ 0、,~甕棺l,l;(l,:)

SJ 0,15墨棺廷<•I•)
SJ 046吏棺J.!:(右）

Ofiから）
SJ 045~ 棺A

（南から）



東山田一本杉遺跡 1区

1. S J 047甕棺秘

SJ 048甕棺秘

（洒から）

2. S J050甕棺秘

（北西から）

3. S J052甕棺廷（左）

SJ 053甕棺1,1;(右）

（西から）



東山田一本杉遺跡 1区

I. SJ054甕棺秘（前）

SJ 055甕棺i!,!;(後）

（北から）

2. SJ 057甕棺廷

（南から）

3. S J059甕棺秘

（南から）



束山田一本杉遺跡 1区
1. SJ06-0甕棺込・

(lfl采から）

2. SJ師5甕棺秘

(lflから）
3. SJ066甕棺（右）

SJ的7甕棺秘（左）

（北から）



東JI』Ill一本杉辺跡 1区
S .I 071甕棺謀

（洒から）

2. S J072甕棺廷（左）

SJ 1:15斐棺l W,>
SJ 126甕棺廷（後）

（束から）

3. S J Oi4甕棺'!.!,
（北から）



ll!山田一本杉遺跡 1区
I. S J075甕棺l,!;(前）

SJ 076甕棺楳（後）

（北から）

2. S J077甕棺幼

（南から）

3, S J078甕棺廷

（南から）



東山田一本杉迫勝 1区

I. S J079甕棺込

（西から）

2. S J080甕棺a
（西から）

3. SJ 081甕棺幼

（東から）



東山田一本杉遺跡 I区

1. SJ082甕棺墓

（南から）

2. SJ083甕棺墓

（南から）

3. SJ 091甕棺墓（前）

SJ 085甕棺墓（中）

SJ 084甕棺墓（後）

（附から）



東山田一本杉遺跡 1区

I. S1086甕棺墓

（附から）

2. SJ087甕棺 墓

（北から）

3. SJ089甕棺墓

（南から）



東山田一本杉遺跡 1区
1. S ]092甕棺l,!;(後）

SJ 093甕棺ii,!;(前）

（北から）

2. S1099甕棺廷

（西から）

3. SJ 108甕棺廷

（東から）
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東山田一本杉遺跡 I区

I. SJ JU甕棺廷

（束から）

2. SJ 113甕棺廷

（北から）

3. S1115褒棺廷

(llfから）



東山田一本杉遺跡 1区

I. S J 121甕棺ぶ

（北から）

2. SJI22甕棺1.t
（東から）

3. SJJ23甕棺廷

（北東から）



束山田一本杉遺跡 1区

I. SJ 124甕棺廷

（南から）

2. S」131甕棺

（北西から）

3. SJ 137甕棺廷

（北から）



東山田一本杉遺跡 1区

1.SJL27甕棺茎

（北から）

2.SJL30甕棺墓（前）

SJ 129甕棺~(中）
SJ 136甕棺~(後）
（西から）

3. SJ136甕棺謀

（北から）
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東山田一本杉遺跡］区

I. SJ 139甕棺墓

（東から）

2. SJ 140甕棺墓（左）

SJ 15-0甕棺墓（右）

（南から）

3. SJ I胡甕棺廷

（西から）



如 lll'll一本杉遺跡 1区
I. SJ 141甕棺廷

（東から）

2. S」142甕棺萩（右）

SJ 143甕棺i!,I;(左）

(i暉 から）

3. S J 144甕棺廷

（北から）
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東山田一本杉遺跡 ］区

I. SJ 145蝉廷
（南から）

2. SJI46甕棺涎

（南東から）

3. SJ 14乃夏棺廷（前）
SJ 148甕棺M(中）

SJ 149甕棺甚（後）

（西から）



束山田一本杉遺跡 1区

I. SJ 152甕棺廷

（南から）

2. SJI53甕棺廷

（北から）

3. SJ155甕棺廷

（南から）



東山田一本杉遺跡 1区
I. SJ 156甕棺基

（東I何から）
2. SJ 157甕棺墓

（西から）

3. SJ158甕棺墓

（西から）



東山田一本杉遺跡 1区

1. S J 159甕棺秘

（西から）

2. SJ 16-0甕棺糾

（南から）

3. SJ 161史棺秘

（隋から）



束山田一本杉遺跡 1区
1. S P016石冦土墳墓

蕊石

（東から）

2. S P016石査辻墳墓

土墳

3. S P036石斑土填某

（東から）



東山田一本杉遺跡 1区

S PISI石蓋土墳廷

l. 蓋石（南から）

2. 土墳（西から）
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東山田一本杉遺跡1区

1. S P056配石土填墓
（北東から）

2. S P073配石土壌墓
（附から）

3. SP138配石土墳募
（東から）



東山田一本杉遺跡1区
I. S P006 配石土墳甚（北から）

2. $ P090 配石土墳基（南から）
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東山田一本杉遺跡 l区

1. S P049土填廷

（北否から）

2. S POSS土墳廷

（南から）

S P125土墳伍

（隋から）



束山田一本杉遺跡 1区

I. SCOIS石棺廷

（南束から）

2. S CIIO石棺廷（蓋）

（悴i束から）

3. SCllO石棺廷（身）

（附束から）
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東山田一本杉遺跡 1区
S X028祭祀土器群

出土状況

］．全依（西から）

2. 北群（西から）
3. 南群（西から）



東山田一本杉遺跡 1区

l. S Kl06土墳

（北から）

2. S K070土墳

（北から）

3. SK112 • ll4 
土墳

（東から）



東山田一本杉遺跡 1区

1. S Kll7土壕

（東から）

2. S KJJ9土壕

（南から）

3. SK!33土墳
（東から）
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玉類

上段左4点は SJ019 
右 1点はSJ078 

下段左3点はSJ072 
右 l点はSJ052 
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束山田一本杉遺跡 1区

S X028祭祀関係遺構出土土器 番号は遺物実測図に一致



東山田一本杉遺跡 I1区・皿区

西山田二本松遺跡 B区



I. 東山田一本杉遺跡rr区 ・Ill区周辺近表（西から）

2. 西山田二本松遺跡B区周辺近景（南から）



東山田一本杉遺跡II・Ill区

I. S 8165竪穴住屈跡（西から）

2. S8235竪穴住む跡（北から）

3. S 8238竪穴住届跡（真上から）



巣山田一本杉追跡II・Ill区

I. S B247竪穴住居跡（真.I:から）
2. S 13248・249竪穴住居跡（真上から）

3. S8264竪穴住居跡（真上から）



東山田一本杉迫跡IJ,JII区

I. S 8267竪穴住居跡 m上から）

2, S 826!)・2i3竪穴住居跡 O Uから）
3. S8298竪穴住居跡(<(上から）



如 11111一本杉道跡II・Ill区
I. S 8298・299・300竪穴住居跡（真上から）

2. S B355・359・365・387竪穴住／舌跡 ca上から）



束山田一本杉辺跡II・Ill区

I. SB油1竪火住屈跡(~上から）

2. SB泊8竪穴住屈跡 (U上から）

3. S B391・-100竪穴住屈跡（北から）



Jl!t!IITI一本杉追跡11・111区
西山田二本松遺跡B区

I . S B393・39-1竪穴住居跡 （南から）

2. S B54竪穴住居跡 (l佑から）

3. S B64竪穴住居跡 （南から）



洒山田二本松遺跡B区

I. S B05-10竪穴住居跡（真J:から）
2. S B36・37・40・41竪穴住居跡（真J:から）



東山Ill一本杉遺跡II・Ill区．洒111田二本松辺跡B区

I. S 876竪穴住居跡（南から）

2. S Bl79掘立柱娃物跡（南から）

3・4. 同柱穴断ilii(南から）



曲 11m-*杉辺跡II・Ill区

l!!i!llffi二本松遺跡B区

I. S R26掘立柱建物跡 U{上から）

2. S X302不明遺構（）・↓上から）

3. S K220土塙（北から）
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東山田一本杉遺跡ll・111区
西山田二本松遺跡B区

I. S K210土墳（南から）

2. S K223土墳 （北から）

3. S K50土墳（北から）



束11Jlll一本杉逍跡II・Ill区
I. S P182土蟷湛（北束から）

2. S f'194土塙廷 (lflから）
3. S P197土域ば（西から）



東山田一本杉追勝II・Ill区
1. S P200土墳1.!i(北西から）

2. S P207土墳l,lj(!ff東から）

3, S 1'209土塙1,1;(紺から）



東山田一本杉逍跡11•111区

1. s r212土堀（南から）

2. S P214土塙N;(北から）

3. S P230土塙廷（北から）



東山田一本杉遺跡II•Ill区
西山田二本松遺跡B区
1. S P244土墳.!,Ii(東から）

2. S P257土墳;!;);(東から）

3. S P04土墳廷（北から）



束山田一本杉辺蹄II •Ill 区
I. SJ 199甕棺Y(南から）

2. S J202甕棺廷（南から）

3. SJ 261史叫（南から）



I. JI! 山田一本杉遺跡II 区 • ID区遺跡全栄（上方が北）
2. 西山田二本松遺跡B区遺跡全棗 Uこ方が北）



東山田一本杉遺跡Ill区 掘立柱建物跡等近景



＇ 

東山田一本杉遺跡Ill区

I. S 8237掘立柱建物跡（上方が東）
2. S8237柱J'(N及び遺物出土状況（北から）



東山田一本杉遺跡Ill区

S 8237柱穴セクション

）．身舎西側住列南端（束から）

2. 身舎西側住列南端より 3番目
（束から）

3. 身舎西側柱列i悌端より 1番目

（東から）



東山田一本杉遺跡Ill区

I. S B240狐立柱紐物跡 Cl:方が西）

2. S B254揖立柱建物跡（上方がi1!j)



東山田一本杉遺跡Ill区

1. S 8255掘立柱建物跡（上方が東）

2. S 82お掘立柱建物跡（上方が東）



東山田一本杉遺筋Ill区

I. S B258掘立柱廷物跡（上方が東）

2. SB266掘立柱建物跡（上方が北）



東山田一本杉遺跡Ill区

I. S B26碑穴セクション

（西測柱列面端より 2番目）

（東より）

2. S8266 •401柱穴セクシ 3 ン

（北側柱列洒姫より 3番目）
（南より）

3. S 8401堀立柱建物跡（上方が南）



東山田一本杉遺跡Ill区

I. S 8372規立柱建物跡

（上方が北）

2. S 8372柱穴セ クション

（南面廂柱列西嬬より 4番目）

（南より）

3. S 8372柱穴セ クション

（南ilii廂柱列西端より 5番目）

（南より）



東山田一本杉遺跡Ill区
I. S B373掘立柱建物跡

（上方が北）

2. S B37斑穴セク ション

（西画側柱南端）

（東から）

3. S 8373柱穴セクシ，，ン

（南面閲柱n節端3番目）
（東から）



束山1l1一本杉遺跡II区 ・Ill区
築地関連遺構セクション

I. S 0158溝跡（束から）

2. S0159溝跡（束から） 、4

3. S 016-0溝跡（束から） ✓ ·、~ ?,. ぶ，
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束山田一本杉遺跡n区・lll区

築地関連遺構セクション

1. S0174溝跡（東から）

2. S D175溝跡（東から）

3. 5D178溝跡（東から）



束山田一本杉遺跡11区 ・Ill区
築地関連遺構

I. S0316溝跡（上方は南）

2. S0327溝跡（上方は北）

3. S0328溝跡（上方は四J



E
 

臨逍目 ．． 

・, 

束山田一本杉遺跡IJ区・ Ill区
築地関連辺構

I. S D343溝跡（上方が西）

2. S D345溝跡（上方が西）

3. S0346溝跡（上方が南）



東山田一本杉遣跡11区・Ill区
築地関連遺構

1. S 0350溝跡（上方が北）

2. S0366溝蹄（上方が北）

3. S 0374溝跡（上方が北）



束山田一本杉遺跡mヌ・Ill区
築地関連遺構

I. S 0374セクションNo.I 0約から）
2. S 0374セクションNo.2 (南から）
3. S 0375溝跡（上方が北）
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 東山田一本杉遺跡n区・ Ill区

溝跡

I. S 0303溝跡（上方が西）

2. S0303セクション

（北から）

西山田二本松遺跡B区

溝跡

3. S0171/11跡（西から）

• . 
,＇ 

, . ID 
欝畠



東山田一本杉遺跡n区・Ill区

1. S E290井戸跡（北から）

2. SK196土塙（西から）

3. S K242土塙（南から）



東山田一本杉遺跡11区・lll区

I. S K250土墳（西から）

2. S K285土墳遺物出土状況
（南から）

3. S K307土填（北から）



束山田一本杉迫跡U区・Ill区

I. S K332土墟（西から）

西山田二本松追跡B区

2. S K02土塙 (f~/から）

3. S Kl9土塙 (ff/から）
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油

東山田一本杉遺跡n区 ・Ill区，西山田二本松遺跡B区

I. S 0335溝跡 2. S D17南洞跡（東から）
3. S0275溝跡（南から） 4. S D17北洞跡（西から）



束山田一本杉遺跡a区 ・Ill区．西山田二本松遺跡B区

1. S E245井戸跡 2. S E246井戸跨 3. SE371井戸跡

4. S EOI井戸跡 5. S E38井戸跡



束山田一本杉遺跡II区・IJl区
I. SK17I土塙 2. S K191土塙

3. SK193土墟 4. S K204土塙

5. S K268土墳 6. S K271土塙

7. S K272土塙
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束山田一本杉遺跡II区・ Ill区．西山田二本松遺跡B区

1. S K277土墳 2. S K278土墳

3. S K293土填 4. S K360土壊

5. S K368土填 6. S K03土墟

7. S K20土塙
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一塁
束山田一本杉遺跡11区・ Ill区．西山田二本松遺跡B区

I. S P356土墳荘 2. S P69土墳荘 3. S P356土塙廷 4. S P69土墳荘
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束山田一本杉迫跡n-m区

西山田二本松辺跡B区

3. SJI90斐棺下

4. S J202斐棺上

5. S J202史棺下

7. SJ 218史棺下
9. S J24姿棺
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｀ 東山田一本杉遺跡II・Ill区 6. SJ 218甕棺上 S. SJ 261甕棺下

16・21・23・24. S R235竪穴住屈跡出土土湿 I
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東山田一本杉遺跡II•Ill区 58. S B238竪穴住居跡出土土器

71・72・77. S B247竪穴住居跡出土土器

82・83. S B249竪穴住居跡出土土器 1
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束山田一本杉遺跡n • m区 S 8249竪穴住居跨出土土器2



口

束山田一本杉遺跡IT・ll1区

129 

131 

148 

114. S 8251竪穴住居跡出土土器

115. S 8252竪穴住居跡出土土器

129 ・ 130• 131• 133. S 8264竪穴住居跡出土土器
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S 13269竪穴住屈跡出t-1::1'~2
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束1111n一本杉漑跡II・Ill区

・., ． 

182 

203 

17i・182・183・192. S 8282竪穴住居跡出土上閤

203・210. S 13289竪穴t虚跡出上上緊
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東山田一本杉迫跡11・111区 250 • 251. S 8306竪穴住居跡出土土器 272・273. S B 320竪穴住屈跨出土土器

278. S 8321竪穴住居路出土土器 303 • 305. S B 355竪穴住屈跡出土土器

310. S 8359竪穴住居路出土土器 313 • 314 S B365竪穴住g跡出土土器
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西山田二本松追跨B区 341. S B05竪穴住居跡出土土器 346・347. S B07竪穴住居銹出土土器

356. S B09竪穴住屈跡出土土器 376・378. S B15竪穴住居路出土土器

387 • 388. S B22竪穴住居跡出土土器 391. S B27竪穴住居跳出土土器
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洒ilil」I二本松遺跡B区 S B29竪穴住屈跡I.U上土器｝
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西山田二本松遺跡8区

432・434. 
S841竪穴住居跡出土土器

463 • 465 · 467 • 468 • 469. 
S 854竪穴住居跡出土土器

,I邸．

S 876竪穴住居跡出土土器

528. 外来系土器

485 
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513 

東山田一本杉迅跡II・11111!. 500・505・508・511・513・514・517. S X302不明遺構出土土器

519. S 1<210土塙出土土器 525. S K324土墳出土土器
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゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚808 797 637 635 670 681 679 669 

東山田一咋遺跡II • Ill区

゜゜゜ ゜゚゜゜ ゜
W山田二本松ill跡B区

708 709 684 685 717 718 736 735 
玉類
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851 852 

853 854 

862 

S B237掘立柱紐物跡出i:.iltt勿(l/3)

872 

ー・一湯祇配f~,,. 
~ 

築地関連遺構出土須恵器(1/3)

865. S 0342出土 872. S 0343出土

875. S 0178出土 877. S 0374出土

876. S 0341出土
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邸I.S 0157出土

892. S D374ULl:: 

築地関連遺構出上：l:ft6器(1/3)

893. S D :11511¥:1: 

909 

886. S 016-0出土

896. S 0374出上

920 

918 

919 

f ヽ

. ~-クt 
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さ I

916 

S 0303溝跡出上追物(1/3)
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配l S D303溝跡出土遺物
(928111/4, 929 • 931 • 9361i 1/3) 

SDOl7溝路出土遺物(1/3)
939 

941 942 

943 944 

S0021溝跡出土遺物
(941は1/4,942・943は1/3,944は実寸大）

~ S E:290井戸跡出土辺物 (1/3)
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所収遺跡名 所在地 市町村・遺跡番-I} ., • 佃）
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